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ごあいさつ

平成１６年１０月，１市４町４村の合併により，新たな
まち“薩摩川内市”としての歴史がスタートし，早くも５
年が経過しました。その間，本市を取り巻く社会経済情勢
は激しく変化し，世界的な金融危機による「経済の危機」，
人口減少や少子・高齢化社会の到来による「構造的な危機」
に直面するとともに，国における「新政権の誕生」など，大きな転換期を迎えています。
本市においても，特に周辺地域において，過疎化・高齢化により将来的に集落機能

の維持・存続が危ぶまれる集落が出現するなど，市民の暮らしに直結する課題が生じ
ています。
一方で，平成２３年３月の九州新幹線の全線開通や南九州西回り自動車道の整備な

ど，本市の将来を左右する大きな事業が展開されており，本市のまちづくりにとって，
これからの５年間は極めて重要な期間であります。
このような状況の中，外部環境の急激な変化に弾力的に対応するとともに，様々な

問題を克服し，誇りを持って地域を再生し，「みんなのふるさと　躍動薩摩川内」を
実現するための基盤を築くため，第１次薩摩川内市総合計画の「基本構想」の一部を
変更するとともに「下期基本計画」を策定しました。
本計画では，「“地域力”が奏でる“都市力”の創出」を基本理念に掲げ，「地域力」

を高め，将来における「都市力」を向上させるための目標として，本市の将来都市像
を「市民が創り　市民が育む　交流躍動都市」とし，その実現に向けた重点的・戦略
的な取り組みとして「薩摩川内一体化躍動プラン」を定めています。
さらに，今回の基本構想の一部変更においては，広く市民の意見等を踏まえ，新た

に「協働・参画」・「安心・快適」・「活力・交流」・「人材・組織育成」・「スピード・品
質」の５つのキーワードからなる２７項目を「総合計画における重点的取組」として
定め，これまでの取り組みをさらに強化して参ります。
今後，景気の低迷や雇用情勢の悪化による市税収入の減少，合併による地方交付税

の優遇措置制度の終了に伴う収入減が見込まれるなど，依然として厳しい財政運営を
強いられることが予想されますが，中長期的な視点に立ち，許される財政条件の中で
次世代の礎となる戦略テーマに果敢に挑戦していく考えです。
また，各地に存在する自然・歴史・伝統・文化などの地域資源について，市民一人

ひとりが知り・学び・再評価することを通じて“地域の誇り”を確立するとともに，
魅力ある地域資源を各地域が連携してネットワーク化することで「地域連携型観光圏」
を創出するなど，経済基盤を確立し，持続的な成長が可能な“自立”した地域づくり
を目指し，本計画の推進に全力を傾注して参ります。
最後に，この総合計画の策定に当たり，貴重な御意見や御提言をいただきました市

民の皆様をはじめ，熱心に御審議いただきました自治総合審議会委員並びに関係各位
に対しまして，心から感謝申し上げます。

　平成２２年３月
　薩摩川内市長　　岩 切　秀 雄

市の木・花・鳥・魚　（平成17年2月13日制定）

市木／クロガネモチ 市花／カノコユリ 市鳥／メジロ 市魚（川）／アユ 市魚（海）／キビナゴ

 薩摩川内市民憲章　（平成17年１月１日制定）

 美しい自然と，古い歴史を誇りとするわたしたち薩摩川内市民は，

 　やさしくすれば，心はかよう。

 　はなしをすれば，だれでもわかる。

 　考えさえすれば，みちはひらける。

 　やりさえすれば，かならずできる。

という信条をもって

明るく豊かなまちをつくります。



市民歌（平成21年６月10日制定）

 『薩摩川内市民歌　輝け未来へ』 

１　みどりあふれる　　薩摩路に
　　希望をかざして　　日が昇る
　　豊かな自然に　　　恵まれて
　　ふれあう市民の　　あたたかさ
　　こころとこころ　　通わせて
　　明日を拓く　　　　薩摩川内

２　ひかり輝く　　　　甑島
　　やさしく香る　　　カノコユリ
　　育む文化や　　　　産業も
　　歴史と共に　　　　伸びてゆく
　　世紀　栄える　　　ふるさとの
　　平和を願う　　　　薩摩川内

３　まちを潤す　　　　川内川
　　元気でゆこうと　　呼びかける
　　こどももおとなも　いきいきと
　　未来へ夢を　　　　翔かす
　　笑顔　明るく　　　さわやかに
　　幸せ創る　　　　　薩摩川内

市章（平成17年１月１日制定）

薩摩川内市の頭文字のSと川内川の形状を組み合わせたデザインです。

緑は田園と山々の自然のやすらぎを，青は海，川，湖など水のうるおいを表

し，広い面積を有する薩摩川内市が一体となって地域力・都市力を発揮し，明

るい未来に向けて力強く躍動する姿を表現したものです。



薩摩川内ロゴマーク（平成２１年５月２９日公表）

１．目的
　薩摩川内市の地域資源（自然・歴史・文化・食など）を連携させ，見ただけで薩摩川内市の魅力の創造とブ
ランド力を強く，広くアピールできるロゴマークを策定し，地域内外に薩摩川内市のファンを増やすこと
を目的としています。

２．スピリッツの意味
　ロゴマークに記載しているスピリッツとは，「精神」「魂」「活気」「情熱」「元気」といった心にまつわるい

ろいろな意味が含まれています。薩摩川内スピリッツの「おもてなしの心」「こだわりの心」「思いやりの

心」によって生み出された薩摩川内市の地域資源を活かし「行きたい」「買いたい」「暮らしたい」という気

持ちの誘引を図るという思いから設定しました。

　それぞれを円で表現し，この４つが一体となって薩
さつ

摩
ま

川
せん

内
だい

人
びと

の「心」になるという意味です。

青は　甑の海や川内川を表現。
　　　 研究し見極めようとする「探求する心」を象徴。

赤は　かのこゆり，ハート（心）を表現。
　　　 人や文化を「受け入れる心」を象徴。

緑は　薩摩川内市の大自然を表現。
　　　 伝統や信念を「守り抜く心」を象徴。

黄は　明るい街並みや豊かな食を表現。
　　　 先んじて「取り組む心」を象徴。

３．ロゴマークの意味
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序　論

1 第 1 章／計画策定の趣旨と計画の構成

第１節　計画策定の趣旨

　２１世紀を迎え，少子・高齢化社会が本格的に到来し，高度情報化や国際化の一層の進
展，住民の価値観や生活様式の変化などにより，住民ニーズの多様化・高度化がますます
進むものと予想されます。このような社会経済情勢の急速な変化を背景に，新しい地方の
在り方が問われており，自己決定・自己責任を基本とする地方分権を踏まえた行政施策の
展開が必要となっています。
　地方が大きな転換期を迎え，緊急を要する大きな行政課題として全国で市町村合併が進
められた結果，川薩地区法定合併協議会での協議を経て，平成１６年１０月１２日，川内
市・樋脇町・入来町・東郷町・祁答院町・里村・上甑村・下甑村・鹿島村の１市４町４村
が合併し，薩摩川内市が誕生しました。
　合併協議会では，関係市町村の総合計画等の基本構想及び過疎・辺地等の個別計画を踏
まえながら新市を建設していくための基本方針を定め，その実現を図ることにより，新市
の速やかな一体化を目指し，地域の発展と市民福祉の向上を目的として，市町村の合併の
特例に関する法律に基づき薩摩川内市まちづくり計画を策定しました。
　第１次薩摩川内市総合計画は，薩摩川内市まちづくり計画を可能な限り尊重するととも
に，将来の発展に向けて，今後１０年間の本市まちづくりの指針として策定されたもので
すが，社会経済情勢の急激な変化に弾力的に対応するため，基本構想の一部を変更すると
ともに，下期基本計画を新たに策定します。

　第２節　計画の役割

　この総合計画は，本市の将来の発展に向けて，市民と行政が一体となって，地域特性を
活かしながら，新しい時代にふさわしい活力と魅力あるまちづくりに取り組むための，市
政の総合的な経営指針となるものです。

　第３節　計画の区域と範囲

　総合計画の対象区域は，原則として現行行政区域としますが，南九州の拠点都市として
の役割を認識しながら，機能分担と相互連携など広域的な視点にも配慮したものとします。
　また，総合計画は，市が直接実施主体となる施策・事業を基本としますが，必要に応じ
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年　度 １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

基本構想
(10年間 )

基本計画
(５年間 ) 上期５年 下期５年

実施計画
(３年間 ) 毎年計画内容を見直し

　

て，他の事業主体の施策・事業を包括するものとします。なお，国，県その他公共的団体
や民間等に期待する分野等についても明示します。

　第４節　計画の構成と期間

　この計画は，「基本構想」，「基本計画」及び「実施計画」で構成し，それぞれ次のよ
うな役割と計画期間を持つものとします。

１　基本構想

　基本構想では，本市のまちづくりの全領域にわたる中長期的な目標，いわゆる本市の
都市としてのあるべき姿，目指すべき方向を示します。計画期間は，１０年間（平成
１７年度から平成２６年度まで）とします。

２　基本計画

　基本計画では，本市の解決すべき課題を把握した上で，基本構想の目標達成に向けた
まちづくり施策の方向を総合的・体系的に示します。
　その範囲は，本市がなすべき施策を中心に，市民，民間，他の公共団体等と協力しな
がら行う範囲も含み，市政経営の指針となるものを目指します。
　計画の目標年次は，平成２６年度とし，上期と下期の各５年に分けてまちづくりの指
針を示します。

３　実施計画

　基本計画に基づいて具体的な施策を展開していく上では，その時々の諸事情の変化等
に応じて，市民ニーズの高いもの，より大きな政策効果を得られるもの等から，計画的
に個々の事業を実施していくことが求められます。実施計画は，そうした実際の状況等
に即した個々の事業の展開計画と位置付け，計画期間を３年間としますが，毎年，計画
内容の見直しを行います。
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次郎次郎踊（射勝神社春祭に伴う芸能）【川内】
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第１節　我が国の社会経済情勢と薩摩川内市の現状と課題

１　我が国の社会経済情勢

　世界的な金融危機に伴い，我が国経済の失速も著しい状況です。輸出市場の急激な収
縮による実体経済の悪化が金融の不安定化を招き，更にそれが実体経済の悪化を招く事
態となり，経済の収縮による悪影響は，一部の中小企業や非正規労働者等の「社会的弱
者」にしわよせされる形で現れ，社会全体の不安心理の高まりが更に事態の悪化を助長
する懸念も生じています。
　また，我が国が直面する問題は，このような短期的な経済危機だけにとどまらず，人
口減少や少子・高齢化社会の到来によって生じる労働生産性の低下に伴う経済力の低下，
企業・家族・地域の機能・役割の変容やつながりの希薄化によるコミュニティ※ の脆弱
化，医師不足，公共交通機関の廃止，耕作放棄地の増加など生活・生産基盤の弱体化や
地域間格差の拡大など様々な「構造的な危機」に直面しています。
　このような中，国においては，特別会計，独立行政法人等の見直しや子ども手当支給
による子育て支援策，年金制度の一元化による月額７万円の最低保障年金の創設，農業
の再生と食糧自給率の向上のための戸別所得補償制度の創設，雇用・経済対策として中
小企業の法人税率の引下げなどを政権政策として掲げた政権が誕生し，大きな転換期を
迎えています。
　政府は，内閣の基本方針（閣議案件：平成２１年９月１６（日）において，「本当の
国民主権の実現」，「内容のともなった地域主権」を政策の２つの大きな柱にし，新た
な国づくりに向けて動き出すとし，国政運営を官僚主導から政治主導・国民主導に刷新
するとしています。
　また，行政刷新会議により，政府のすべての予算や事業を見直し，税金の無駄遣いを
徹底的に排除し，真の地域主権国家を築くための改革を推進するとしています。
　さらに，我が国が恐らく人類史上初めて「人口減少と超高齢化」が併存する社会に突
入しようとしていることから，時代が激動の変革期を迎えている現在，旧来型の資源配
分や行政手法を転換しなければ，国民生活，日本の将来まで危うくするとの認識の下，
『人の命を大切にし，国民生活を守る政治』，『地域のことは地域に住む住民が決める
「地域主権」への転換』，『経済合理性のみを評価軸とした経済から，人間のための経
済への転換』，『自立した外交により世界の平和創造と課題解決に取り組む，尊厳ある
国家を目指す』という４つの考え方を基軸とし，国民生活を第一とする「国民主権」，
住民による行政を実現する「地域主権」，自立を目指す個人が，他者を尊重しながら互
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いに支え合う「自立と共生」の理念を実現することで，国・地方自治体・国民がそれぞ
れの役割をいきいきと果たしながら社会全体を構成し，社会の「絆（きずな）」を再生
し，人と人との信頼関係を取り戻し，「友愛の社会」を実現すべく全力で取り組むとし
ています。
　今後，国の制度改革等に関しての基礎自治体への影響が生じることが考えられますが，
地方分権，自治行政，税財政，医療保険等に係る地方制度改革に対して適切に対処する
とともに，新たな環境の変化に柔軟に対処していくことが必要です。

　

２　薩摩川内市の現状と課題（中間的総括）

　本市は市制施行後，この間，第１次薩摩川内市総合計画において将来都市像としてい
る「市民が創り　市民が育む　交流躍動都市」の実現を目指し，「“地域力”が奏でる
“都市力”の創出」を基本理念としてまちづくりを進めてきました。
　特に，コミュニティ分野においては，平成１７年度に市内４８地区において地区コ
ミュニティ協議会※が発足し，各地区の自然・文化・人材などの地域資源を活かし，ま
た，地区住民の創意工夫による地域課題の解決を図るため各々の地区において「地区振
興計画※」を策定するなど，地域力を育むまちづくりを推進してきました。
　また，社会基盤整備においても，九州新幹線鹿児島ルートや南九州西回り自動車道な
ど高速交通体系の整備が着々と進むとともに，企業立地の実現，重要港湾川内港におけ
る国際定期コンテナサービスの拡充及びファースト・ポート（国内初寄港地）化の実現，
国の定住自立圏構想先行実施団体としての決定など，鹿児島県北薩地域の中核都市とし
て順調に発展してきました。
　しかし，現在もなお地域の一体感醸成を始め，地域の活性化，人口減少や少子・高齢
化の到来によって生じる様々な「構造的な危機」の克服に向けた取組や国・地方の行財
政改革，地方分権への対応が必要です。
　また，鹿児島県において，平成２０年９月に公共関与による産業廃棄物管理型最終処
分場の整備地が本市内に決定され，最終処分場の整備に向けた手続が進められています。
　さらに，九州電力株式会社が計画する川内原子力発電所３号機増設については，平成
２１年１月に同社から本市に，環境影響評価準備書の送付に併せて申入れがされ，同年
６月，本市は鹿児島県に同準備書についての意見を提出しました。その後，鹿児島県か
ら経済産業大臣に提出された意見等を踏まえ，同年１０月には，経済産業大臣から同社
に対し同準備書についての勧告がされています。
　平成２０年１１月には，これからのまちづくりの進め方や課題等について市民の意見

※コミュニティ
　人々が共同体意識を持って共同生活を営む一定の地域のこと。
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～市町村合併に対する総合的な評価～
市民アンケートの結果より

～まちづくりの総合評価～
市民アンケートの結果より

を把握するため，市民アンケート調査を実施し，これによると，市町村合併に対する総
合的な評価について，「よかった」の回答が２０％，「よくなかった」の回答が２３％，
「まだわからない」の回答が５３．７％となっており，合併に対する市民の評価が未だ
定まっていない状況が推測されます。

　
　
　
　
　
　
　

　一方で，まちづくりの全体を通した総合的な評価については，「満足」の回答（「満
足している」と「やや満足している」の合計）が５３．３％，「不満」の回答（「不満
である」と「やや不満である」の合計）が２７％となっており，一定の評価は得られて
いると考えられます。
　
　
　
　
　
　
　

　市域全体として人口減少が継続し，本市の人口推計によると平成２２年（２０１０
年）には本市の人口は１０万人を割り込むことが予測され，平成３７年（２０２５年）
には９万人を割り込むことも推計されます。
　また，特に周辺地域においては過疎化，少子化の進展による小学校の閉校や高齢化に
よる道路・河川愛護活動の継続が困難になるなど将来的に集落機能の維持・存続が危ぶ
まれる集落が出現し，生活扶助機能の低下，空き家の増加，山林の荒廃，耕作放棄地の
増加，交通手段の確保や買い物等の日常生活や地域医療に対する不安，農林水産業等の
地場産業の衰退など，市民の暮らしにも直結する課題が生じています。　
　さらに，世界的な金融危機に伴う景気後退については，引き続き厳しい状況が続くこ
とが予測され，企業等の生産活動が依然として低い水準にあることなどから，本市にお
いても，雇用情勢の悪化が懸念されます。
　このようなことから，許される財政条件の中で，鹿児島県北薩地域の中核都市として
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平成12年
2000年

平成17年
2005年

平成22年
2010年

平成27年
2015年

平成32年
2020年

平成37年
2025年

平成42年
2030年

総人口 105,464
（実績）

102,370
（実績）

99,237
（推計）

96,314
（推計）

93,168
（推計）

89,754
（推計）

86,251
（推計）

目標値 － － － 102,000 － － －

■総人口の将来見通し� （単位：人）

（資料：国勢調査・企画政策課）

の役割を果たしながら，地域経営的な視点での施策運営を進めるとともに，自治基本
条例に基づく市民との「情報の共有」・「協働」・「参画」によるまちづくりを推進
し，スピーディ※で質の高い信頼ある市政経営を展開することにより，地域の一体感醸
成，地域内格差の是正，暮らしに対する住民不安の解消など，市民が住みやすさを実感
できる公共サービスを維持・確保していくことが最優先の課題です。
　一方，九州新幹線鹿児島ルートの全線開業を平成２３年春に控え，その効果を最大限
に活かすため，薩

さ つ ま

摩川
せんだい

内人
びと

の心「薩摩川内スピリッツ※」をキャッチフレーズに，戦略
的にシティセールス※を展開するとともに，地域資源の掘り起こしによる都市ブランド※

の構築，活力と豊かさを感じる地域づくり，商工業の振興や観光・農林畜産業及び水産
業など付加価値の高い地場産業の振興，子育て支援体制の充実や新たな公共交通システ
ムの導入等による安心・快適なまちづくりの推進，これからの多様な活動主体を基軸と
したまちづくりを担う人材・組織の育成といった次世代の礎となる戦略テーマに果敢に
挑戦し，地域力※を育み，都市力※を開花させるための更なる発展施策を，積極的に展開
していくことにより，本市の将来都市像にある「交流躍動」を，多くの市民が実感でき
る政策展開を図る必要があります。

　

　

※地区コミュニティ協議会
　各地区のあらゆる分野の団体が連携を強化し，これまでの地区の活動を見直しつつ，更なる地区の活性化を図るため

の組織。
※地区振興計画
　それぞれの地区の実情を最も知っている住民自らが，それぞれの地区の特色を活かしながら地区の将来がどうあるべ

きかを話し合って「地区振興計画」として取りまとめるもの。
※スピーディ
　市民に信頼される市役所として行政サービスを提供する上で「迅速性」を重視した的確な対応や施策の立案，実施を

行うこと。
※薩摩川内スピリッツ
　「スピリッツ」とは，「精神」・「魂」・「活気」・「情熱」・「元気」といった心にまつわる様々な意味。「薩摩川内スピリッツ」

とは，薩摩川内人が元来持っている「おもてなしの心」・「こだわりの心」・「思いやりの心」を象徴するキャッチフレ
ーズのこと。この薩摩川内スピリッツが反映されて始めて本市の地域資源（自然・歴史・文化・食など）は豊かにな
り，人は魅了されることになる。

※シティセールス
　自治体が都市の特色や魅力などを他の自治体や企業などに売り込むことによって，知名度や好感度を上げていくこと。
※都市ブランド
　京都や鎌倉のように，まちの名前を聞いただけで即座にイメージが浮かび，訪れてみたくなるような強い印象を与え

る，その都市だけが醸し出すことができるまちの個性のことをいう。地域イメージブランドと商品ブランドが融合す
ることで生み出される地域独自の個性である。

※地域力
　地域の自然や歴史・文化というような財産と特性を踏まえた地力（本来持っている実力）のこと。
※都市力
　類似の資源が集まることによる規模拡大の効果の発揮や異なる資源が融合することによる相乗効果の発揮によって，

都市としての魅力が向上すること。
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第２節　総合計画の展開に向けた基本的考え方

　本市の現状と課題を踏まえ，以下の５点を総合計画の展開に向けた基本的な考え方とし
ます。

１　協働・参画によるまちづくりの推進

　これまで，まちが成長する過程では，道路や公園，施設の整備などが主に行われてき
ました。しかし，これから必要とされるのは地域の特性を活かした明るく豊かなまちづ
くりです。
　また，地域を取り巻く環境も変わってきています。例えば，様々な災害現場で，多く
のＮＰＯやボランティアが活躍するようになりました。このように，市民のライフスタ
イルが多様化する中で，自主的なまちづくり活動が活発になるなど，市民のまちづくり
への関心も高まってきています。こうした活動を支援することも大切です。
　さらに，少子・高齢化時代を迎え，限られた人材，財源の中で，多くの市民が納得で
きる選択をしていくことが大切です。
　こうしたことから，本市の自治の基本を定める最高規範として，平成２０年１０月に
自治基本条例を制定し，「情報の共有」・「協働」・「参画」をまちづくりの基本的な
原則として定めました。
　本市では，この条例に基づくまちづくりを推進することで，子どもや孫，その先の世
代まで「薩摩川内市にずっと住み続けたい」と思えるような「明るく豊かなまち」にな
ることを目指します。
　また，本市が活気のあるまちになるためには，まずそれぞれの地域が元気でなくては
なりません。地区コミュニティ協議会は，市民に開かれたコミュニティ組織として，自
治会やその他組織と連携・協力して地域づくりに取り組んでいます。個性と魅力ある地
区コミュニティ※主体のまちづくりを進めるため，総合計画の策定に当たっては，地区
コミュニティ協議会が自ら取り組む活動方針や内容等を定めた地区振興計画を尊重します。
　さらに，今後，集落機能の維持が困難となるおそれのある集落の増加が懸念されるこ
とから，このような集落においても，住み慣れた地域に安心して住み続けられるよう，
市民相互の連携や高齢者の有する豊富な経験，知識や技能と各地域の個性や資源を活か
し，地域住民がいきいきと活躍し，一人ひとりが光り輝く地域（“活力と豊かさを感じ
るゴールド集落※”）づくりに取り組みます。

　 ※地区コミュニティ
　人々が共同体意識を持って地区活動を行う一定の地区のこと。本市では，48地区（旧小学校区・地区）を指す。
※ゴールド集落
　過疎化・高齢化により，集落機能の維持・存続が危ぶまれる集落（いわゆる「限界集落」と呼ばれる地域）をいう本

市独自の呼称のこと。
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■市民と行政との相互補完のイメージ（協働のデザイン）

《市民の活動領域》 《 市 民・ 行 政 の 協 働 領 域 》 《行政の領域》

市民が責任と
主体性を持って
取り組む領域

市民が主導し、
行政が支援・協力

する領域

市民と行政が
協働して取り組む

領域

行政が主導し、
市民の参加・協力を
得ながら取り組む

領域

行政が責任と
主体性を持って
取り組む領域

市民の責任・主導性 行政の責任・主導性

２　“地域力”を育む体制の強化

　少子・高齢化に伴い，生産年齢人口の減少による経済活力の低下，医療・介護負担の
増大等による財政の悪化，福祉関連事業への行財政負担の増大，コミュニティ活動の衰
退など，様々な問題が懸念されています。そのような中，これらの問題解決の糸口とし
て，地区※の活性化による「地域力」の強化が重大な課題となっています。
　本市では，人口減少や少子化の進展による小学校の閉校，高齢化が進むコミュニティ，
交通手段の確保・買い物など日常生活への不安，地場産業の衰退など，過疎化や集落機
能の維持・存続に関する意見が市民から多く寄せられており，これらの課題の克服に向
けた道筋をつけていく必要が高まっています。
　また，豊かな人間性と郷土愛を育む教育を推進し，郷土の歴史・伝統文化の保存・継
承及び新たな文化を創出・育成していくことも求められています。
　一方で，地区コミュニティ協議会や自治会においては，自ら懸命に努力を重ね，互い
に切磋琢磨しながら，足らざる部分は互いの連携によって補い，高め合うという様々な
取組が進められようとしています。また，市民を始め，企業，ＮＰＯなど地域の様々な
主体が地域の課題に主体的に取り組み，連携し合うことによって，地域の魅力が高まり，
自ら地域の力となれることが実感されつつあります。
　こうした地域の取組を更に促進するためには，市民自ら地域が抱える課題について考
え，市と市民が協働して地域のまちづくりを推進していくことが重要です。
　国全体の人口の増加が見込めない中，人口減少や少子・高齢化の進展を回避したり，
また様々な問題を解決することは決して容易ではありませんが，本市では，平成21年３
月に「薩摩川内版地域力創造プログラム」を策定しました。市民一人ひとりが住むこと
に誇りを持ち，“活力と豊かさを感じる地域づくり（地域力創造）”を目指し，①地域
コミュニティの再生と活動の充実，②生活者の暮らしの確保，③地域産業の再生と交流
による地域活性化，④信頼ある市役所機能の構築の４つを取組の柱として総合的・戦略
的に各種施策に取り組むこととしています。

　 ※地区
　本計画では，いくつかの自治会区域が集まった中規模エリア（小学校区程度）を想定している。
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３　“都市力”の強化による定住自立圏※の創出

　交通及び情報通信技術（ＩＣＴ※）の発達や経済活動の進展に伴い，市民の日常生活
圏は市町村の区域をはるかに越えて拡大しています。
　平成２３年春には九州新幹線鹿児島ルートが全線開業する予定であり，これまで以上
の交流人口の増大，通勤圏の拡大などを視野に入れた施策展開が求められます。また，
南九州西回り自動車道の整備が引き続き推進されており，本市への社会的・経済的効果
が期待されています。
　高速交通体系の整備によって，北部九州・中国・関西圏との時間的距離が短縮され，
定住促進や，交流人口拡大の施策等について都市間の競争が一層激しくなってくると考
えられます。都市間競争に勝ち残るためには，合併により得られた都市規模の拡大に
よるスケールメリット※を活用し，地域の一体的なまちづくりや財政基盤の強化により
「都市力」を強化することが重要です。
　また，基礎自治体として人口１０万人規模を基準にした権限委譲や国と地方の税源配
分に関する議論がなされており，南九州の拠点都市である本市も，県土の均衡ある発展
のため中核的な役割を担っていくことが求められています。従来よりも増した地域浮揚
が望まれており，可能な限りの高い目標を掲げて都市拠点性を高めるまちづくりを進め，
自然・歴史・伝統・文化などの地域資源を活かしながら都市規模の拡大による相乗効果
を導き出し，市民や市内事業者の活力を生み出す必要があります。さらに，文化的活動
や福祉活動等を充実し，市民生活を一層快適にする必要があります。
　こうした中，本市は平成２０年１０月に定住自立圏構想推進のための先行実施団体に
決定され，平成２１年３月３０日には「定住自立圏中心市宣言」を行いました。定住自
立圏は，「集約とネットワーク」の考え方を基本とし，活力と豊かさを感じる地域づく
りを目指すもので，本市では，医療体制の充実や地域公共交通の確保及び充実，情報通
信格差（デジタル・ディバイド）解消に向けた情報通信基盤の整備などの中心部と周辺
部※の結びつきやネットワークの強化などに取り組み，薩摩川内市定住自立圏の創出を
目指します。

　

　

　
　
　

※定住自立圏
　人口減少，少子・高齢化が進行する中で，地方圏において安心して暮らせる地域を各地に形成し，地方圏から三大都

市圏への人口流出を食い止めるとともに，地方圏への人の流れを創出することを目的とする施策。
※ＩＣＴ
　Information and Communication Technology の略。情報通信技術に関する技術の総称である。
※スケールメリット
　規模を大きくすることで得られる利益。
※中心部と周辺部
　中心部は川内地域，周辺部は樋脇地域，入来地域，東郷地域，祁答院地域，里地域，上甑地域，下甑地域及び鹿島地

域のこと。
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４　シティセールスの推進による“交流活力”の創出

　本市には，これまで育まれてきた豊かな自然，歴史や文化，産業など貴重な資源，魅
力的な資源が多く存在します。しかしながら，「魅力ある素材」として地域資源が存在
するにもかかわらず，これらが地域イメージブランド※や商品ブランド※として構築され
ておらず，人々を魅了するだけの「目玉商品」に育っていないこと，また，効果的なブ
ランドとしての構築が遅れていることも事実です。
　この地域イメージブランドと商品ブランドの２つのブランド要素が融合した都市ブラ
ンドの構築は，本市の大きな課題の一つです。様々な地域資源の発掘とその魅力をＰＲ
し，また，市民が誇りと一体感を持って都市ブランドの構築に取り組むプロセス（過
程）こそが地域活性化の観点から大変重要であり，基本理念である「“地域力”が奏で
る“都市力”の創出」につながるものと言えます。
　このため，平成２０年度に「薩摩川内ブランド計画（平成２１年度～平成２６年
度）」を策定し，都市ブランドの構築に向けた各種事業を展開します。特に九州新幹線
鹿児島ルート全線開業に向けて，平成２１年度から平成２３年度までを重点期間として
設定し，薩摩川内ブランドの確立のための推進体制の整備や市民意識の向上のため各種
団体の人材育成の推進などに取り組みます。
　また，「おもてなしの心」・「こだわりの心」・「思いやりの心」を象徴するキャッ
チフレーズ「薩摩川内スピリッツ」と，視覚的に本市の魅力を強く広くアピールするた
めに策定したロゴマークの活用を促進するとともに，「都市ブランド」の確立・具現化
に向けた実行計画の検討などを行います。
　こうした様々な事業の横断的連携と効率的業務の推進を図るため，シティセールス推
進本部を設置し，本市のシティセールスの目標である，①市の魅力の向上，②市の認知
度・イメージの向上，③市民の一体感の醸成を目指し，また，多くの人々に「行きた
い」・「買いたい」・「暮らしたい」という気持ちを誘引させるため，各種事業に積極
的に取り組みます。
　さらに，本市の有する魅力的な地域資源のネットワーク化による地域連携型観光圏※

を形成し，交流活力の創出を図ります。
　 ※ブランド

　会社や商品，サービスにおいて，他と明確に差別化される個性。戦略として構築・管理されるもの。
※地域イメージブランド
　地域における歴史・慣習・文化・景観・産業活動・住民活動等を通じて，人々が語り継ぐようになった印象や物語で，

薩摩川内と聞けば自ずと頭に浮かび，思わず人に話したくなるようなイメージをいう。
※商品ブランド
　継続的に人を呼び込む魅力を持つほどに商品化された観光資源（景観・サービス）及び購買意欲を駆り立てるほどの

魅力を有する特産品をいう。
※地域連携型観光圏
　本市の各地に存在する自然・歴史・伝統・文化などの魅力ある地域資源を，各地域が連携してネットワーク化するこ

とで，観光地の魅力を圏域全体として高めることをいう本市独自の呼称である。
　例えば，甑島地域と本土地域を連携させ，訪れる人を満足させる２泊３日程度の観光プログラムを創出するなど，観

光関連産業の飛躍的な振興を図る。　
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５　経営力の高い自立した市政の展開

　地方が主役の国づくりを目指し，地方政府の確立を目的とした地方分権改革では，国
と地方の役割分担を明確にし，国に依存しない行政及び税財政の基盤を確立し，行政の
在り方を住民が自らの責任で決定し，実行する基礎自治体の確立に向けた議論がされて
います。
　地方分権改革が目指す基礎自治体の確立のためには，経営力の高い自立した自治体の
構築に向けた取組が必要です。
　このため，これまでの市政改革大綱の方向性を継承しつつ，「都市経営」，「市民
サービス」，「協働・市民参画」の３つの視点と，①市民志向・成果志向に基づく都市
経営の推進，②効率的・効果的な組織力の向上，③健全な財政経営基盤の確立，④多様
な市民ニーズへの積極的な対応，⑤市民サービスの質の向上，⑥広聴広報機能の充実，
⑦市民団体との連携，⑧民間活力の活用，⑨地域力と都市力の創出の９つの重点項目の
下，市政改革に取り組み，コスト意識と高い政策形成能力，業務遂行能力を備えた意欲
のある職員を育成し，限られた経営資源（ヒト・モノ・カネ）の選択と集中を行い，経
営力の高い自立した市政経営を展開します。

　第３節　総合計画の策定方針

　地方分権の推進により，「地域の政策・施策は地域住民が自ら決定し（自己決定），決
定責任もまた自らが負う（自己責任）」という自主・自立性が求められています。
　さらに，本市を巡る外部環境も大きく変化しています。
　こうした状況の中，市民，事業者，市議会と市が協働・参画によるまちづくりを行うた
めの指針となるよう，次の策定方針の下，基本構想を一部変更するとともに，下期基本計
画を新たに策定します。

１　薩摩川内市まちづくり計画を踏まえた計画

　地域の速やかな一体感の醸成を進めるため，薩摩川内市まちづくり計画を可能な限り
尊重するとともに，将来の発展に向けた本市のまちづくりの指針として策定します。

２　「情報の共有」・「協働」・「参画」の実践により，つくる過程を大切にした計画

　市民アンケート調査や市民まちづくり研究会，まちづくり意見交換会の開催により情
報の共有と市民意見の把握に努めるとともに，自治総合審議会に諮問するなど，市民と
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の協働・参画による計画策定を進めます。

３　これまでのまちづくりに対する振り返りを踏まえた計画

　これまでのまちづくりの現状と課題を検証し，振り返りを踏まえた計画を策定します。

４　 都市文化ゾーン，田園文化ゾーン，海洋文化ゾーンの振興方向の具体化

　都市文化ゾーン，田園文化ゾーン，海洋文化ゾーンの振興方向を具体化し，目指すべ
き将来像や将来像のイメージとその実現に向けた施策の展開方針を明確にします。

５　外部環境の急激な変化を踏まえた計画

　世界的な金融危機やこれに伴う世界同時不況とともに，人口減少や少子・高齢化など
の「構造的な危機」によってもたらされる外部環境の大きな変化を踏まえ，様々な課題
を克服するための計画を策定します。
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　総合計画の施策体系は，本市の将来像の実現に向けて取り組む活動の指針であり，課題
を解決する方策でもあります。
　諸問題を総合的，戦略的に克服するためには，本市を取り巻く社会経済情勢や厳しい財
政状況を踏まえつつ，優先順位を決めて重点的に取り組む必要があります。
　このため，総合計画においては，“市民が創り　市民が育む　交流躍動都市”の実現に
向け，「協働・参画」，「安心・快適」，「活力・交流」，「人材・組織育成」，「ス
ピード・品質」をキーワードとして，次の事項について重点的に取り組みます。

１　協働・参画

①　個性と魅力ある地区コミュニティ主体の地域づくり
②　地域資源を大切にし，ふるさとに誇りを持てるまちづくり�
③　“活力と豊かさを感じるゴールド集落”の創出

　

1 　地区コミュニティ協議会を主体とし，各種団体・ＮＰＯ・市民と連携し，協働・参
画による市民が主役の地域づくりを進めます。

　　また，各地区コミュニティ協議会や自治会による地域独自の課題解決に向けた取組
への支援を強化し，創造的で力強い地域づくりを進めます。

　
2 　地域文化を保存・継承し，歴史・景観等の地域資源を大切にしたふるさとに誇りを

持てるまちづくりを進めます。
　
3 　今後，集落機能の維持が困難となるおそれのある集落の増加が懸念されることから，

このような集落においても，住み慣れた地域に安心して住み続けられるよう，市民相
互の連携や高齢者の有する豊富な経験，知識や技能と各地域の個性や資源を活かし，
地域住民がいきいきと活躍し，一人ひとりが光り輝く地域（“活力と豊かさを感じる
ゴールド集落”）づくりに取り組みます。
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・地区コミュニティ協議会
　　　　（ゴールド集落を有する）

・ＮＰＯ等その他団体

　　　　　　　　　市
・各施策の取組
・補助金の加算，活動費の助成

活動を支援

・耕作放棄地の解消
・見守り体制の充実
・職員の支援
・生活交通の確保
・防災行政無線の戸別
  受信機の整備
・生活道路の整備

地域住民一人ひとりが光り輝くゴールド集落

ゴールド集落
・人生経験豊かな高齢者の相互扶助
・地域活性化のための活動計画作成

　　　　　
活動費を助成

自主的な活動

■.ゴールド集落活性化のイメージ

２　安心・快適

①　高齢者や障害者（児）等を支える福祉のまちづくり
②　子育て支援体制の充実による子育てしやすいまちづくり
③　地域医療体制の構築による安心のまちづくり
④　防災・生活安全対策及び環境対策の充実による安全なまちづくり
⑤　社会基盤の整備による利便性の高い都市づくり
⑥　拠点的機能を活かしたまちづくり
⑦　定住自立圏の形成による均衡のとれたまちづくり

　

1  　社会福祉協議会，地区コミュニティ協議会及び民間事業者との連携による地域見守
り体制の構築等により，地域ぐるみで高齢者や障害者（児）等を支えるとともに，特
に甑島地域においては福祉・介護従事者の育成に努め，福祉のまちづくりを進めます。
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2  　子育て支援体制の充実により，子どもを産み育てやすいまちづくりを進め，少子化
対策やシティセールスの推進による定住促進に努めます。

　
3　地域の中核病院や甑島地域における医師・医療従事者の確保，医療機器の整備など，

地域医療体制の構築による安心のまちづくりを進めます。
　
4 　市民主体の防災・防犯に対する活動の推進や災害時の要援護者に対する避難支援等

の防災・生活安全対策及び公害防止等の環境対策の充実による安全なまちづくりを進
めます。

　
5 　道路・公共下水道や情報通信基盤等の社会基盤整備や川内甑島航路の開設に向けた

調整及び新たな公共交通システムの導入等の交通ネットワークの整備により，利便性
の高い都市づくりを進めます。

　
6 　各地域の交通・文化・産業拠点や港湾施設等の拠点的機能の活用により，快適に暮

らせるまちづくりを進めます。
　 
7 　定住自立圏の形成については，「集約とネットワーク」の考え方を基本とし，中心

部において圏域全体の暮らしに必要な都市機能を集約的に整備するとともに，周辺部
において必要な生活機能を確保し，農林水産業の振興や豊かな自然環境の保全等を図
るなど，中心部と周辺部が互いに連携・協力することにより，圏域全体の活性化を図
ることで，圏域からの人口流出の抑止と定住促進を図ります。
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生活機能の強化

●圏域内で完結する地域医療体制の充実
●子育て支援施設整備やネットワークの充実
●質の高い教育環境の整備
●地域人材を活用した農林水産業の振興
●商店街の活性化
●地域連携型観光圏の創出

都市力の強化による
定住自立圏の創出

結びつきやネットワークの強化

●公共交通手段の確保
●通勤通学の利便性確保
●中心地域と周辺地域の心の
　通った交流促進
●交通アクセスの整備

●情報発信力を有する
　多様な人材や組織の育成

圏域マネジメント能力の強化

■.「薩摩川内市定住自立圏」の創出に向けた取り組みのイメージ

３　活力・交流

①　都市ブランドの構築による地域連携型観光圏の創出
②　シティセールスの推進による総合的な情報発信
③　農林畜産業及び水産業の振興と地産地消による農山漁村の活性化
④　地域特性を活かした交流躍動のまちづくり
⑤　�企業誘致の促進，工業団地の整備及び付加価値の高い地場産業振興による
　　雇用の確保
⑥　市街地の活性化によるにぎわいのあるまちづくり
⑦　地域への愛着と誇りを持てる景観形成によるまちづくり
⑧　情報通信技術（ＩＣＴ）の利活用による地域課題の解決

　

1 　地域発の商品やサービスのブランド化と地域イメージのブランド化を結び付け，都
市ブランドの構築を図ることで，他の地域とは違うまちとして地域外の人々に選択さ
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れ，地域外の資金・人材を呼び込むような地域連携型観光圏を創出し，持続的な地域
経済の活性化を図ります。

　
2 　“薩

さ つ ま

摩川
せんだいびと

内人の心”「薩摩川内スピリッツ」をキャッチフレーズとしたシティセー
ルスにより，地域外に本市の都市ブランドを戦略的に情報発信を行い，本市の認知度
やイメージの向上を図ります。

　
3  　後継者や新規就業者等の担い手対策の推進により，地域を支える農林畜産業及び水

産業の振興を図るとともに，地産地消，地材地建の推進による農山漁村の活性化を図
ります。

　
4  　地域特性を活かした体験滞在型観光（グリーン・ツーリズム，ブルー・ツーリズム等※）

の推進や文化・スポーツ交流，国際交流等を活発に行い，交流躍動のまちづくりを進
めます。

　
5 　企業誘致の促進，工業団地の整備，地域資源を活用した特産品開発等による付加価

値の高い地場産業振興により，若者から高齢者までいきいきと働ける雇用の場を確保
します。

　
6 　都市施設や各種の都市機能が集積している中心市街地においては，効果的・効率的

にまちの生活拠点としての整備を進め，各地域の市街地においては，地域の活性化を
図り，にぎわいのあるまちづくりを進めます。

　
7 　雄大な自然と悠久の歴史が日常生活に溶け込んだ，ふるさとを感じられる美しい景

観形成を行い，地域への愛着と誇りを持てるまちづくりを進めます。
　
8 　医療や福祉，観光・地場産業等の各分野において情報通信技術を活用し，地域課題

の解決や地域の活性化を図ります。
　

　

※グリーン・ツーリズム，ブルー・ツーリズム等
　農山漁村地域において自然，文化，人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動のこと。
　欧州では，農村に滞在しバカンスを過ごすという余暇の過ごし方が普及しており，英国ではルーラル・ツーリズム，

グリーン・ツーリズム，フランスではツーリズム・ベール（緑の旅行）と呼ばれている。
　その他，川遊び体験や清流景観の鑑賞など，川の恵みとの触れ合いにより，訪れる人々に感動を与えるリバー・ツー

リズムや，自然観光資源について知識を有する者から案内又は助言を受け，自然観光資源の保護に配慮しつつ触れ合
い，知識及び理解を深めるエコ・ツーリズムなどがある。
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４　人材・組織育成

①　豊かな人間性と郷土愛を育む教育の推進
②　地域づくりを担う人材と組織の育成及びまちづくりへの積極的な活用
③　地域の歴史・伝統文化の保存・継承と新たな文化を創出・育成するまちづくり
④　情報発信力を有する多様な人材・組織の育成

1 　「まちづくりの原点は人づくり」という観点に立ち，地域の特色を活かし，豊かな
人間性と郷土愛を育む薩摩川内らしい特色ある教育の推進に努めます。

　
2 　生涯学習活動の推進により，地域づくりを担う人材と組織の育成に努め，併せて，

地域の人材やまちづくり団体，ボランティア団体及びＮＰＯ等の組織を積極的に活用
したまちづくりを推進します。

　 　また，地域の人材や組織の能力向上を支援し，これからの多様な活動主体を基軸と
した地域づくりに向けた地域の担い手育成を図ります。

　
3 　本市に豊富に存在する有形・無形の歴史的・文化的遺産や伝統文化は，市民にとっ

てかけがえのない共通の財産であるとともに，地域の独自性や未来に向けた新しい文
化を創出していくための貴重な地域資源であることから，地域の歴史・伝統文化を保
存・継承し，それぞれの価値を見直すとともに，新たな文化を創出・育成するまちづ
くりを進めます。

4 　活力ある地域づくりを進め，魅力ある地域の情報を発信するためには，まずは市民
が自分たちの地域のことを知り，学び，再評価し，そしてお互いに教え合うことによ
り情報を共有していく必要があることから，市民による地域情報の収集と発信・活用
のサイクルを構築し，市民が市民に教え合う，人から人への「知の還流※」を実現す
ることで，情報発信力を有する多様な人材と組織の育成を行います。

　

　

※知の還流
　魅力ある地域の情報を発信するためには，まずは市民が自分達の地域のことを知り，学び，そして，お互いに教え合

う（情報を発信する）ことから始まります。
　生涯学習の推進により，市民による地域情報の収集と発信・活用のサイクルを構築し，市民が市民に教え合う，人か

ら人への「知の還流」を実現することで，情報発信力を有する多様な人材と組織の育成を行い，活力ある地域づくり
のための人材・組織育成の基盤とします。
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地域のことを「知る」
地域（自分の身の回り）のことを知る機会を
与えることで、地域に関する興味を持たせる。

例えば、合併で一緒になった他
の地域のことでも良い。きっかけ作り。

地域のことを「教える」「発信する」
新たな知識が付加されていく
地域を再評価することで、地域に対して
自信を持つことができる。また、自分を

発信源として、持っている知識・経験（暗黙知）
を外に売り出すようになる。

地域のことを「学ぶ」
地域のことを知ることで興味を持った
分野・事項をさらに深く「学ぶ」ことで、

情報の深化を促進させる。

地域のことを「再評価する」
地域を学ぶことで、地域のよい点等を
認識できる。自分の住む地域に自信
を持つことができ、市外に売り出すこ

とができるようにする。

うになる。

る」

情

地域

「発信す

地域に関する
様々な情報

新たなことを
「知る」プロセスへ

提供

■.市民による人から人への「知の還流」のイメージ

５　スピード・品質

①　スピーディで質の高い信頼される行政サービスの提供
②　市民との情報の共有・協働・参画によるまちづくり
③　効率的・効果的な組織力の向上
④　健全で持続的な財政経営基盤の確立
⑤　広聴広報機能の充実によるスピーディな情報発信と市民ニーズへの対応

　
1 　限られた経営資源を基に，市民に信頼されるスピーディで質の高い行政サービスの

提供を目指します。
　
2 　自治基本条例が定める情報の共有・協働・参画の原則により，市民，事業者，市議

会，市が一体となったまちづくりを進め，住民自治による自立した地域社会の形成を
図ります。

3 　最少の経費で最大の効果を上げるため，高度で専門的な知識を備え，地域づくりに
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貢献する意欲ある職員の育成に取り組むとともに，職員数の適正管理，行政組織のス
リム化を図りながら，効率的・効果的な組織力の向上を図ります。

　
4 　地方分権の動きにも注視しつつ，経費全般の徹底した見直しや重点分野への財源配

分などにより，基礎自治体として責任と役割を果たせる健全で持続的に発展可能な財
政経営基盤の確立に取り組みます。

　
5 　市民の声を速やかに施策に反映させるための広聴機能の強化や，広報紙や情報通信

技術の活用による広報体制の充実によるスピーディな行政情報の提供により，市民の
利便性の向上に努めます。
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第１節　基本理念

　第１次薩摩川内市総合計画におけるまちづくりの基本理念は，「“地域力”が奏でる
“都市力”の創出」です。
　この基本理念は，「“地域力”を育み，新しい地域創出を目指す」，「“都市力”を最
大限に発揮する」，「市民参画によるまちづくりを進める」，「実効性の高い行政経営を
進める」の四つの視点を柱とします。
　これからのまちづくりは，従来にも増して，「地域自らが考え，地域自らが取り組む主
体的な地域づくり」を進めていくという視点が求められます。
　そのため，地域が持つ資源を再確認し，その歴史や特性を最大限に活かしつつその魅力
に更に磨きをかけるとともに，人々の価値観や社会経済の変化など，様々な環境に対応し
た取組を展開していくことが必要となってきます。
　合併前の市町村は，それぞれが持つ特性や立地条件を踏まえた様々なまちづくりを着実
に行い，多様性，個性を創出してきました。貴重な地域資源を育みながら，長年にわたっ
て積み重ねてきたまちづくりの成果が，現在の姿となって地域の人々の暮らしを支えてい
ます。このようなまちづくりの成果を尊重しつつ，南九州の拠点都市として，時流に応じ
た新たな歴史を刻みながら新しい個性を創出する「地域らしさ」を重視したまちづくりを
展開し，これを市内外に積極的に情報発信していくことが必要です。また，各分野におい
て，こうしたまちづくりの中心的な役割を担う情報発信力のある多様な人材を育成してい
くことが求められます。
　一方，本市全体で資源や施設を共有し，拠点的機能の分担・連携を図る中で，「都市
力」を向上させ効果的に発展していくためには，魅力の高い都市機能を充実させるととも
に，本市内の連携及び市外との交流を促進する快適で利便性の高い社会基盤の整備・強化
等が必要です。
　このようなことから，それぞれの地域や地区コミュニティの特性を活かしながら１０万
人都市の潜在力を最大限に発揮し，これらが連携することにより新しい価値を創出してい
くという方針の下，「“地域力”が奏でる“都市力”の創出」をまちづくりの基本理念
（基本的姿勢）とします。
　これにより，市民一人ひとりが住むことに誇りの持てるまちづくりが可能となり，本市
の全国的な認知度も向上するものと考えられます。

第１章／計画の目標
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１　“地域力”を育み，新しい地域創出を目指す

　本市を構成する“まち”には，そこで生活を営んできた人々によって長年受け継がれ
た伝統や文化が形成され，地域の特性として醸成されてきました。本市は，面積が広く，
島しょ部を有する自治体であることから，地域特性を活かした多彩な価値を有する「地
域力」の向上を図ります。

２　“都市力”を最大限に発揮する

　魅力の高い都市機能を充実させるとともに，本市内の連携及び市外との交流を促進
する快適で利便性の高い幹線道路の整備や効率的な公共施設の整備など，生活・産業
基盤の整備を図ります。また，都市機能が強化された一体感のあるまちの醸成に努め，
１０万人都市の魅力を最大限に発揮できるまちづくりを展開します。

３　市民参画※によるまちづくりを進める

　市民と行政が同じ目標・視点に立ったまちづくりを進めるため，自治基本条例で定め
る「情報の共有」・「協働」・「参画」をまちづくりの基本的な原則とし，必要な情報
を共有できるように情報公開を積極的に進めるとともに，市民の意見や意向を幅広く吸
収し，施策展開に反映させる広聴の充実に努め，市民，市議会及び市がお互いを尊重し
ながら，それぞれの役割と責務を認識し，協働してまちづくりを進め，住民自治を実現
していくことにより，市民参画のまちづくりを進めます。

　
　

４　実効性の高い行政経営を進める

　１０万人都市にふさわしいまちづくりを進めるため，行政組織のスリム化等による実
効性の高い行政経営を進め，行政課題の多様化・高度化に対応した行政サービスの充
実・強化を図ります。

※市民参画
　行政の持つ情報を積極的に公開し，市民と行政が情報を共有しながら，政策等の形成過程において市民の意見を活か

していくこと。

第
１
章　

計
画
の
目
標
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第２節　将来都市像

　本市の速やかな一体化を促進し，基本理念に掲げた「地域力」を高め，将来における
「都市力」を向上させるための目標として，本市の将来都市像を「市民が創り　市民が育
む　交流躍動都市」と設定します。
　本市は，都市機能が集積している地域，緑豊かな農山村や趣のある温泉街地域，変化に
富んだ海岸線を有する地域など，多彩な特性を持つ地域が結集した自治体であり，それぞ
れの特性に根ざす多彩な文化や風土が形成されています。加えて，市民生活を支え交流の
基盤となる多くの資源が蓄積されているとともに，九州新幹線鹿児島ルートや南九州西回
り自動車道など広域的な交流・連携の基盤が着々と整備されつつあります。
　本市においては，南九州の拠点都市として，また，県都鹿児島市の隣接都市として，本
市の持つ「多彩な特性と基盤の蓄積」を最大限に活かし，それぞれの潜在力を更に向上さ
せるとともに，互いの連携を強くすることにより相乗効果を高め，自立性の高いまちづく
りを進めていくことが求められています。
　また，自然や歴史的・文化的資源と人々の営みというような「地域力」を育てながら
「都市力」を発揮する新しいまちづくりを実践する主体は市民です。この「地域力」は，
市民一人ひとりが，あるいは地区コミュニティが，お互いの信頼関係を築きながら共有で
きる将来像を描き，その実現に向かって，市民と市が協働し努力していくことにより育ま
れます。
　このような考え方を基本とし，「市民が創り　市民が育む　交流躍動都市」を本市が目
指すべき将来都市像とします。
　

第３節　市域の構成イメージ

　本市の自然，産業，文化や土地利用等の特性を活かした均衡ある発展を目指すため，本
市を大きく三つのゾーンに分け，次のように振興を図ります。
　また，人やモノの活発な交流・連携を促進するために，「交流・連携軸」を設定しま
す。

第１章／計画の目標
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１　ゾーンごとの振興方向

(１)　都市文化ゾーン（川内の市街地）
ア　ゾーンの特性

　都市文化ゾーンは，九州新幹線鹿児島ルートやＪＲ鹿児島本線，肥薩おれんじ鉄
道，南九州西回り自動車道，国道３号，国道２６７号などが交差する交通の要衝に
位置しており，幹線道路や鉄道を利用して多くの入込み客を導く本市の玄関口です。
　商業・教育・文化・医療・行政や地域公共交通機関等の都市機能が集積するなど，
人・モノ・情報などの活発な交流の場として本市の中心的役割を担っており，また，
工業団地には大型のＩＣ関連工場群が立地し，市街地では土地区画整理事業による
整備が進められるなど，本市における経済・物流の拠点地域として発展しています。
　さらに，市街地を一級河川「川内川」が貫流するなど雄大な自然景観を兼ね備え
ており，古くは南九州地域の中心地として薩摩国府が置かれ，薩摩国分寺が建立さ
れました。また，ニニギノミコトの陵墓とされる可愛山陵があるなど，古い歴史や
文化遺産を有する空間でもあります。

　
イ　ゾーンの将来像
　「にぎわいと活力に満ちた，風格のある市街地（水景文化空間※）の形成」

　
ウ　将来像のイメージ

①　高度な都市機能と潤いのある水と緑が共存する安全・安心で住みやすい空間
②　人・モノ・情報など多種多様な交流がある活力ある空間
③　新たな文化・産業・技術を創出・育成する創造性あふれる空間
④　市民が地域に誇りを持てる風格と魅力を兼ね備えた空間

　

エ　施策の展開方針
　都市文化ゾーンにおいては，都市基盤の整備や魅力ある商業機能の創出，質の高
い医療・保健・福祉・教育の充実，風格のある市街地の形成，市内各地域との道
路・交通網や生活基盤等の整備により，市民が安心して生活でき，市民の交流拠点
となる機能の充実に努めます。
　また，本市の玄関口として田園文化ゾーン，海洋文化ゾーンがそれぞれ持つ自
然・歴史・文化・伝統芸能・祭りなどの地域力を総合的に活用することで，市民や
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市内事業者の活力を生み出し，にぎわいと活力に満ちた市街地づくりを進め，その
都市力を最大限に発揮します。

　
　
　
　
　
(２)　田園文化ゾーン（樋脇・入来・東郷・祁答院及び川内の田園地帯）

ア　ゾーンの特性
　田園文化ゾーンは，一級河川「川内川」流域沿いに，水と緑に抱かれた豊かな農
地が広がり，米作，果樹栽培，野菜栽培，畜産などが盛んな農業地帯となっており，
日本棚田百選の「内之尾棚田」を始めとする美しい農山村風景や国内希少野生動植
物種の一つである「ベッコウトンボ」が生息する藺牟田池など，海・川・山・湖の
豊かな自然に恵まれています。
　また，中世の武家集落の名残をとどめる「入来麓伝統的建造物群保存地区」や人
形浄瑠璃創始期の原型をとどめる「東郷文弥節人形浄瑠璃」など歴史的・文化的資
源が「地域の宝」として脈々と継承されています。
さらに，各地域には川内高城温泉，市比野温泉，入来温泉及び藺牟田温泉など古く
から人々に親しまれてきた良質で多様な泉質の温泉が豊富にあります。

　
イ　ゾーンの将来像

　
　

ウ　将来像のイメージ

①　豊かな自然とふるさとの景観や伝統芸能などが継承される空間
②　都市と農山村との交流でにぎわう交流躍動の空間
③　地域資源と特色ある農林畜産業を活かした活気ある農山村空間
④　地域に誇りを持ち，皆で支え合う健康長寿で生涯現役の空間

　

エ　施策の展開方針
　田園文化ゾーンにおいては，認定農業者や集落営農組織の育成，耕作放棄地の解
消，農業公社による受託作業や新規就農者の育成及び農地の流動化を推進するとと
もに，農業の持続的発展と多面的機能を発揮するため生産基盤整備に努め，効率的

※水景文化空間
　癒しのある水辺，温かさあふれる緑など，雄大な川内川を中心とする自然環境を舞台に，伝統ある歴史・文化

を磨きながら，市民一人ひとりが自らの地域への誇りや愛着を実感しつつ，いきいきと快適に生活し続けるこ
とのできる，都市アメニティ（都市環境の快適性，魅力ある環境，生活の質など）豊かな生活空間を象徴的に
表した言葉。

「水と緑と温泉に抱かれた，美しく趣のある田園地帯の形成」
　

第１章／計画の目標
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で安定した魅力ある農業経営を目指すための農業振興に努めます。
　また，畜産では，畜舎や飼料畑など生産基盤の確立や家畜防疫体制の強化，家畜
排泄物適正処理など環境対策に努めます。
　また，森林の持つ多様な機能を活用し，森林資源の質的な充実と活力ある林業の
育成を図り，森林の持続的な経営・管理とその多面的な利用を推進します。
　さらに，地域間の道路交通網の整備，田園市街地の形成などを進めるとともに，
“活力と豊かさを感じるゴールド集落”の創出や新たな公共交通システムの導入等
により，暮らしの安全・安心を確保します。
　加えて，豊かな自然や地域の宝である伝統芸能・行事・文化財等を掘り起こし，
再評価し，これらを農林畜産物や温泉を始めとする多様な地域資源と併せて総合的
に活用していくことにより，付加価値の高い地場産業振興を図るとともに，新しい
産業分野の創出により，若年層にも魅力ある活躍の場を創出します。
　これらの取組により，水と緑と温泉に抱かれた，美しく趣のある田園地帯の形成
を図り，更にはグリーン・ツーリズム等による都市と農山村との交流など，活力あ
る交流躍動の地域づくりを進めます。

　
(３)　海洋文化ゾーン（川内沿岸部及び甑島区域）

ア　ゾーンの特性
　海洋文化ゾーンは，東シナ海・川内川河口に面した本土の沿岸部と甑島で構成さ
れます。本土の沿岸部は，東シナ海に面した雄大な唐浜・西方海岸を有し，白砂青
松の砂浜が広がります。また，甑島は，自然が生み出した奇岩・断崖・地層などの
景勝地，変化に富んだ海岸線，風光明媚な長目の浜や里地域のトンボロ（陸繋砂
州）など，他に類を見ない独特の景観や地形が広がる空間です。
　特に甑島は離島という環境から，独自の文化が創り出され，何よりも人情豊かな
島民が生活する「宝の島」です。国指定重要無形民俗文化財でユネスコ無形文化遺
産※にも登録された「甑島のトシドン」や里・下甑地域に残る武家屋敷など，貴重
な歴史的・文化的資源が脈々と継承されており，鹿島町の中生代白亜紀後期の地層
からは肉食恐竜の化石が採取されています。
　さらに，東シナ海の恵まれた自然環境と好漁場の海に囲まれ，海洋資源を利用し
た水産業が盛んに行われており，本土の沿岸部ではちりめん漁を中心とした沿岸漁
業，甑島においては一年を通じてキビナゴ漁を中心とした漁業が営まれ，クロマグ
ロ・カンパチ・シマアジ・アワビ等の高級魚介類を主体とした養殖漁業，加工・流
通体制の強化が図られています。

　
　

※ユネスコ無形文化遺産
　ユネスコ（国連教育科学文化機関）によって選定される人類全体のための無形の文化であり，芸能（民族音楽・
ダンス・劇），祭礼，伝統工芸技術などが対象。生活形態や価値観の変化により，急速に失われつつある現状の
危険性から保護することを目的にしている。
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イ　ゾーンの将来像
「水産業の安定的な発展と海洋性の観光レクリエーションゾーンの形成」

　
ウ　将来像のイメージ

①　豊かな海洋資源を多面的に活用した海洋産業が盛んな空間
②　人情豊かな心温まる「おもてなし」による観光・交流躍動の空間
③　若者から高齢者までいきいきと働き生活しやすい魅力ある空間
④　相互扶助の精神に支えられ安心して健康に暮らせる癒しの空間

　
エ　施策の展開方針

　海洋文化ゾーンにおいては，高級魚介類を主体とした養殖業や加工・流通体制の
強化，水産資源供給基地としての地位の確立，新規就業者や後継者の育成・確保な
ど，水産業の振興に努めるとともに，水産物の流通ルートの整備により地産地消を
推進します。
　また，豊かな海産物，他に類を見ない景観や伝統芸能・行事・文化財等を掘り起
こし，再評価し，これらを総合的に活用します。
　さらに，九州新幹線鹿児島ルートの全線開業や南九州西回り自動車道の整備促進
による効果を最大限に導き出すため，人情豊かな心温まる「おもてなし」と海洋資
源の多面的な活用により，ブルー・ツーリズムによる都市と漁村との交流を促進し，
田園ゾーンにある良質で多様な泉質を持つ温泉と水産物との連携など，異質の資源
の組み合わせによって，現代人の嗜好に対応した魅力ある観光地や広域観光ルート
の形成等を推進します。
　なお，海洋深層水※については，農林水産物の高付加価値化等，その利活用につ
いて調査・研究を行います。
　また，藺牟田瀬戸架橋等の交通基盤の形成を図るとともに，医師・医療従事者の
確保など市民生活に直結する地域医療等の暮らしの安全・安心を確保します。
　こうした取組により，水産業の安定的な発展と海洋性の観光レクリエーション
ゾーンの形成を図り，活力と魅力ある「癒しの空間」づくりを進めます。

　
　
　

※海洋深層水
　大陸棚沖合いの水深２００メートルより深い層にある海水で，水温が低く清浄で，栄養素を多く含むなどの特性
がある。清涼飲料水等への利用において，事業化が図られるとともに，水産養殖への活用，健康食品などへの利
用のほか，冷却水としての活用などに関する調査・研究が進められている。

第１章／計画の目標
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海洋文化ゾーン 田園文化ゾーン

空港アクセスライン空港アクセスラインアジア交流ライン

川内川交流ライン甑島交流ライン
東 西 交 流 軸

都市文化ゾーン

九
州
西
岸
交
流
軸

　
　
　
　

２　交流・連携軸

　本市内の連携及び市外との交流を活発化させるために，高規格幹線道路，地域高規格
道路，主要幹線道路，都市核道路※やこれらを補完する道路の整備を促進し，本市にお
ける九州西岸交流軸，東西交流軸，地域連携軸の形成を図ります。

　
　
　

(１)　九州西岸交流軸
　九州新幹線鹿児島ルート，南九州西回り自動車道といった高速交通体系の整備や国
道３号，国道３２８号の改良整備，九州新幹線及び肥薩おれんじ鉄道の利用を促進し，
北部九州・中国・関西圏まで視野に入れた人とモノの交流を促進します。

　
(２)　東西交流軸

　本市内の連携及び市外との交流の活発化を図るために，「甑島交流ライン※」及び
「川内川交流ライン※」の形成を図ります。また，鹿児島空港への利便性向上やアジ
ア方面との交流を促進するために，「空港アクセスライン※」及び「アジア交流ライ
ン※」の形成を進めます。

※都市核道路
　川内市街地の２環状８放射道路網などの都市文化ゾーン等における幹線道路網のこと。各地域から川内市街地へ，
あるいはインターチェンジ等へのアクセス向上のための道路。
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(３)　地域連携軸

　本市内の連携を活発化させるために，港湾や南九州西回り自動車道インターチェ
ンジなどの交通拠点を結ぶ幹線道路網を構築し，「都市核道路※」・「川内～樋脇連
携ライン※」・「川内～入来～祁答院連携ライン※」・「川内～東郷連携ライン※」・
「東郷～樋脇連携ライン※」・「東郷～樋脇～入来連携ライン※」・「甑島縦貫ライ
ン※」の形成を図ります。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※都市核道路
　宮崎バイパス（薩摩川内都ＩＣ関連）など川内市街地の２環状８放射道路網の整備及び整備促進
※川内～樋脇連携ライン
　県道３６号川内郡山線，県道４２号川内加治木線，県道３３３号川内祁答院線の整備促進
※川内～入来～祁答院連携ライン
　県道４２号川内加治木線，県道３３３号川内祁答院線，県道４６２号堂山宮之城線の整備促進
※川内～東郷連携ライン
　県道３３９号東郷西方港線の整備促進
※東郷～樋脇連携ライン
　阿久根～東郷～樋脇～郡山連携線（県道４６号阿久根東郷線，県道３３５号市比野東郷線，県道３６号川内郡山線，
県道３９号串木野樋脇線等）の整備促進

※東郷～樋脇～入来連携ライン
　県道３４６号山田入来線の整備促進
※甑島縦貫ライン
　甑島縦貫道（県道３４８号桑之浦里港線，県道３５１号鹿島上甑線，県道３４９号手打藺牟田港線）の整備促進及
び藺牟田瀬戸架橋の建設促進

第１章／計画の目標

※甑島交流ライン
　・甑島と川内港とを結ぶ航路の開設に向けた調整
　・川内港～新幹線川内駅間の交通アクセスの向上
　・地域間交流の促進
※川内川交流ライン
　・国道２６７号，県道４３号川内串木野線，県道４４号京泊大小路線，県道３９４号山崎川内線の整備促進，地域
高規格道路の指定促進

　・川薩グリーンロード（広域営農団地農道）の整備促進
　・川内川流域における観光ルートの設定やイベントの共同開催による交流の推進
※空港アクセスライン
　空港連携線（川内空港間）の整備促進
※アジア交流ライン
　川内港とアジア地域を結ぶ定期航路の拡充と産業，経済，学術，スポーツ等の多様な交流の推進
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川内～東郷連携ライン

甑島縦貫ライン

都市核道路

東郷～樋脇～入来連携ライン

川内～入来～祁答院連携ライン

川内～樋脇連携ライン

東郷～樋脇連携ライン

■ 地域連携軸
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基本構想2
第1次薩摩川内市総合計画基本構想の体系図

基本理念
“地域力”が奏でる“都市力”の創出

１　“地域力”を育み，新しい地域創出を目指す ３　市民参画によるまちづくりを進める
２　“都市力”を最大限に発揮する ４　実効性の高い行政経営を進める

将来都市像

市民が創り 市民が育む 交流躍動都市

施策の基本方針
１　コミュニティを活かし地域力を育むまちづくり（コミュニティ）

本市の自然・文化・人材などの貴重な資源を有効に活用したまちづくりを進めるため，市民の意見や要望をより良く
反映させるとともに，市民自らがまちづくりに積極的に参画する仕組みをつくります。

２　健康で共に支え合うまちづくり（保健福祉）
すべての市民が，住み慣れた地区・地域の中で健やかに暮らせるまちづくりを進めます。

３　地域の特色を活かした教育・文化のまちづくり（教育文化）
生涯を通じて自らの個性と能力を伸ばし，いきいきとした人生を築きたいという意識の高まりへの対応を図るととも
に，豊かな心・国際的な広い視野・創造力を持った魅力ある人材を育む教育・文化のまちづくりを進めます。

４　誰もが安心して快適に暮らせるまちづくり（生活環境）
豊かな環境と快適な生活との両立を前提にしながら南九州の拠点都市として発展していくために，一層の生活環境の
整備を図ります。

５　地域力を発揮し産業活力を創出するまちづくり（産業振興）
多種多様な地場産業の「地域力」を十分活用した創造性あふれる産業の展開を図り，市内で循環する経済構造を創出
することで，本市の自立的な発展を目指します。

６　都市力を創出するまちづくり（社会基盤）
本市の潜在力の発揮を図るとともに，快適で利便性の高いまちづくりを進めるため，情報通信基盤を含めた都市機能
の向上を図ります。

７　みんなで進める市民参画のまちづくり（市民参画）
新しい「対等と協力」の視点から市民と行政の関係を見直し，より良いまちづくりの方向を見極め協働していくまち
づくりの実践に向けた体制の充実を図ります。

８　持続可能な行財政運営の推進と政策形成能力の向上によるまちづくり（都市経営）
民間と行政による「協働社会」時代への移行を踏まえ，徹底した行財政改革を推進して行政の効率化を図り，持続可
能な財政運営のできる財務体質を持った南九州の拠点都市への転換を図ります。

薩摩川内一体化躍動プラン
１　地域力再生プロジェクト ３　交流活力創出（都市ブランド力向上）プロジェクト
２　都市力創出プロジェクト ４　市政改革プロジェクト

重点的取組のキーワード
１　協働・参画　　　　　２　安心・快適　　　　　３　活力・交流
４　人材・組織育成　　　５　スピード・品質　

視
点
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　地域の発展と市民福祉の向上を図るとともに，南九州の拠点都市としてふさわしいまち
づくりを総合的かつ計画的に推進し，地方分権の進展に対応するため，「コミュニティ」，
「保健福祉」，「教育文化」，「生活環境」，「産業振興」，「社会基盤」，「市民参
画」，「都市経営」の八つの分野の基本方針を定めます。

第１節　コミュニティを活かし地域力を育むまちづくり

　まちづくりは，市民一人ひとりが主役であり，生活の基盤となる各地区の活性化こそが
本市全体の活力の源です。本市の自然・文化・人材などの貴重な資源を有効に活用したま
ちづくりを進めるには，市民自らがまちづくりに積極的に参画することにより，市民の意
見や要望をより良く反映させることが必要です。
　このため，市民の自主的な活動を促進する仕組みづくりや組織体制の再構築を図りま
す。また，それぞれの地区コミュニティへの積極的な活動支援及び活動拠点施設の整備・
充実を図るとともに，ボランティア団体やＮＰＯ等を育成・支援することにより，市民の
社会参画を推進します。
　併せて，市民の地域社会やまちづくりへの参画を促すための広聴広報の充実と個人情報
の保護に配慮した情報公開を推進するとともに，電子自治体の構築及び様々な機関との情
報のネットワーク化の推進により，事務の効率化及び市民サービスの向上に努めます。
　さらに，今後，集落機能の維持が困難となるおそれのある集落の増加が懸念されること
から，市，地区コミュニティ協議会及び自治会の連携及び協力により，住み慣れた地域に
安心して住み続けられるよう，市民相互の連携や高齢者の有する豊富な経験，知識や技能
と各地域の個性や資源を活かし，地域住民がいきいきと活躍し，一人ひとりが光り輝く地
域（“活力と豊かさを感じるゴールド集落”）づくりに取り組みます。

１　地区コミュニティを活かした仕組みづくり

　市民が主体となった地域づくりを促進し，地域の自主的な活動と活性化を促すため，
地区コミュニティ協議会と市との協働によるまちづくりの仕組みづくりに取り組みます。
地区ごとに，それぞれの特色や資源の活用などの課題・問題点を話し合いながら，「地
区振興計画」を自主的に策定し，その解決のため住民自らが主体的に活動することを基
本に据えて，行政として可能な支援策を講ずる等により，コミュニティ機能の一層の充
実を図ります。なお，自治会等の従来の活動についても地区コミュニティ協議会との連
携を図りつつ進めるほか，地区コミュニティ相互の交流のための条件整備に努めます。

　

第 2 章／施策の基本方針
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２　コミュニティ活動等への支援強化

　コミュニティ活動を積極的に支援するとともに，自治会への加入率を高めるための取
組を進めます。また，ボランティア団体やＮＰＯにおける様々な活動の活発なまちづく
りを目指し，ボランティア等の体験機会の創出を図るとともに，多面的な支援体制の充
実を進めます。さらに，広聴広報の充実と情報公開を積極的に進める等により，市民の
意見を取り入れる仕組みを確立するとともに，市民自らの創意工夫を活かした市民参画
型社会の形成を推進します。

３　コミュニティ活動環境の整備

　各地区におけるコミュニティ活動の拠点的な施設として，「地区コミュニティセン
ター」の整備・充実を図り，地区ごとの話合い活動の場としての活用や伝統行事，イベ
ント，市民交流などの場として活動しやすい環境づくりに努めます。

第２節　健康で共に支え合うまちづくり

　すべての市民が，住み慣れた地域・地区の中で健やかに暮らせるまちづくりを進めるこ
とが必要です。
　このため，保健・医療・福祉に関する様々な施策・事業の充実を図るとともに，市民が
自ら進んで行動し，共に助け合い，支え合う社会システムづくりを進め，誰もが安心して
暮らせる福祉社会の構築に努めます。
　また，高齢者・障害者及び健常者の生きがいづくりに関する施策の推進，学童保育の推
進，待機児童ゼロ作戦の推進，女性・家庭相談体制の確立や子育て支援ネットワークの広
域化，少子化対策の推進及び地域医療機関の確保や救急医療などの医療サービス体制の拡
充に努めます。

１　保健・医療の充実

　「自分の健康は自分で守る」という市民の健康に対する意識の高揚や，疾病に対する
予防知識の普及と啓発を図り，各種保健事業の拡充により市民の健康づくりを推進しま
す。
　また，地域の中核病院や甑島地域の診療所の医師・医療従事者の確保に取り組むとと
もに，中核病院における高度医療施設の充実を促進し，甑島地域の診療所における経営
統合や病院化，医療機器整備による医療体制の強化，救急患者搬送などの救急医療体制
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の充実を図ります。
　さらに，情報通信技術を活用して各地の医療機関・診療所等の連携網の形成を図りつ
つ，保健師・看護師等の専門性を備えた人材の育成・確保に取り組みます。

２　社会保障の充実

　市民の健康と老後の生活を支える年金・医療保険・介護保険事業の健全な経営に努め
るとともに，医療費の増大を抑制するための健康づくりを推進します。
　また，介護保険制度に基づく各種サービスの充実を図るとともに，介護給付費の適正
化に努めます。
　なお，国民年金については，年金制度の普及啓発に努め，加入を促進します。

３　地域福祉社会の形成

　市民が共に助け合い，支え合う社会システムの一環として，ボランティア活動の支
援・人材育成に努めます。
　また，生活保護法施行事務の適正な実施，福祉に関する総合的な施設や温泉を活用し
たリハビリテーション施設の整備などを進めます。
　さらに，高齢者や障害を持つ人が安全に安心して暮らせる環境づくりを進めるととも
に，公共施設等については，すべての利用者にとって利用しやすい施設となるようユニ
バーサルデザイン※化を推進します。

　
　
　

４　高齢者福祉の充実

　高齢者が健康で生きがいを持って生活できるように，給食サービスやおでかけ支援な
どの高齢者福祉事業の継続的な実施を図ります。
　また，安心して暮らせる生活環境・医療・生涯学習体制等の総合的な整備を推進し，
高齢者が生きがいを感じながら主体的に社会参加できる環境づくりを進めます。

５　子育て支援・児童福祉の充実

　最近の経済情勢の悪化等により子育て世帯からは多種多様なニーズが寄せられていま
す。核家族化や女性就労の拡大化，また，経済的理由から家計を維持するために共働き

※ユニバーサルデザイン
　ユニバーサルデザインとは，「ユニバーサル＝普遍的な，全体の」という言葉が示すとおり，「すべての人のためのデザ
イン」を意味し，年齢や障害の有無などにかかわらず，最初からできるだけ多くの人が利用可能であるようにデザイン
すること。

第 2 章／施策の基本方針
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せざるを得ない状況であり，安心して子どもを産み，健やかに育てることのできるよう，
保育園の待機児童解消のための保育定数の見直しや認定子ども園の開設，放課後児童ク
ラブの開設など，関係機関との連携の下に地域ぐるみで取り組む体制の整備を進めます。
　また，子育てに要する経済的負担を軽減するため子ども医療費助成制度の実施や子育
て支援ネットワークの広域化を進めるとともに，子育て支援施設の整備強化や多様な保
育サービスの充実に取り組みます。
　さらに，ファミリー・サポート・センター※や病児・病後児保育事業等の充実により，
子育てと仕事の両立を支援します。

　

６　障害者（児）福祉の推進

　社会の一員として障害者の人権が尊重され，家庭や地域の中で安心して生活できる環
境づくりを進めるために，市民の意識を啓発するための活動を促進しながら福祉施設の
新体系移行への支援や各種サービスの提供及び支援体制の充実に努めます。
　また，社会的・経済的に自立するための学習環境の充実や就業機会の確保，訓練施設
の整備や雇用条件の改善など総合的な施策を展開します。　

７　母子寡婦・父子福祉の充実

　児童扶養手当・ひとり親医療費の助成や女性・家庭相談などを充実し，生活の安定を
支援するなど，母子寡婦・父子家庭の福祉向上を図り，経済的な自立を促進します。

第３節　地域の特色を活かした教育・文化のまちづくり

　生涯を通じて自らの個性と能力を伸ばし，いきいきとした人生を築きたいという意識の
高まりへの対応を図るとともに，豊かな心・国際的な広い視野・創造力を持った魅力ある
人材を育む教育・文化のまちづくりが求められています。
　このため，「まちづくりの原点は人づくり」との観点に立ち，市民と行政の協働による
豊かな人間性を育む幼児教育・学校教育，社会教育及び地域に根ざしたふるさと教育の充
実や教育施設の整備等による教育環境の充実を図ります。特に，家庭での教育力を高めな
がら家庭，学校，地域が一体となった教育や青少年の健全育成を進めます。
　また，いつでも，どこでも，誰もが生涯にわたり多様な学習機会やスポーツ・レクリ

※ファミリー・サポート・センター
　育児等について，援助を受けたい人（依頼人）と行いたい人（支援人）が会員となり，相互に助け合い，仕事と育児等
を両立できる社会環境を目指すための制度。
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エーション活動を楽しみ，加えて，その学習成果を活かせる活動の場の確保等の支援体
制，人材バンク※の整備及び派遣制度の普及など生涯学習体制の充実強化，各地域・地区
で受け継がれている伝統芸能・伝統文化の保存継承を図ります。さらに，交流活動を推進
し，人材の育成や個性のある地域づくりに努めます。
　さらに，本市の教育における現状や課題を分析し，薩摩川内市民憲章の理念の下，１０
年先を見通した本市教育の目指すべき姿と，今後５年間に総合的かつ計画的に取り組むべ
き施策について示した「薩摩川内市教育振興基本計画」を策定し，本計画を着実に進める
ことにより，薩摩川内らしい教育を推進します。
　

　
　

１　生涯学習の推進

　人々の学習に対する関心の高まりにこたえ，すべての人々が生涯にわたり日常的に多
様な学習ができ，その学習成果を活かせる活躍の場を確保する等の環境づくりを推進す
るため，生涯学習の広域的な展開・ネットワーク化を図ります。また，拠点施設の充実
を図り，講座を通して人材育成に努めます。特に，地区・地域において，社会教育・生
涯学習活動推進の中心的役割を担って生涯学習に取り組んでいる市民団体等との連携に
努め，市民の学習を積極的に支援し，団体・グループ相互の連携を促進します。

２　社会教育の促進

　社会の著しい進展に市民が柔軟に対応し，自己の人格を磨き，ひとりの人間として力
強く生きる総合的な力を身につけていくために，社会の要請を重視し，生涯各期にわた
る学習機会の提供に努めるほか，家庭教育の向上を図り，子どもたちの安全な居場所づ
くり，多様な学習機会の提供やその活動を推進します。
　また，地域の人々の連帯感が深まり，地域の活性化が図られていくために，社会教育
施設の機能を拡充し，多様な学習機会の提供を図り，地域を始め，企業・民間団体・大
学との連携した社会教育の促進に努めます。

３　人権の尊重

　すべての人々の基本的人権は，憲法で保障されていることから，人権問題を人々が身
近な問題としてとらえるよう，地域・学校などあらゆる場において人権教育活動を展開
します。また，人権問題を正しく理解するために，積極的な人権問題への取組や啓発，
広報活動を行い，人権に対する市民の意識の高揚を図ります。

※人材バンク
　専門的知識などを有する指導者を登録し，市民に対して適切な指導者を紹介する仕組み。

第 2 章／施策の基本方針



SATSUMASENDAI Master Plan 1

SATSUMASENDAI Master Plan 1 51

第
２
編　

基
本
構
想

４　幼児教育・学校教育等の充実

　幼児教育については，郷土の豊かな自然や文化の中で，心豊かで健やかな幼児の育成
を目指します。学校教育の面では，小規模校と大規模校の混在，特認校制度※や複式学
級の存在等の各地域の事情を踏まえながら，各地域の特色を活かした教育を推進します。
また，家庭・学校・地域が一体となった教育を進め，児童生徒一人ひとりの個性と多様
な能力を伸ばすための教育活動を推進するとともに，小・中学校の適正規模化等，より
望ましい教育環境の整備に努めます。さらに，市内の高等学校教育の振興を図るととも
に，国際理解教育や情報教育などを進め，新しい時代に対応できる人材の育成に努めま
す。高等教育機関については，教育内容の充実，地域の企業との連携・交流を促進しま
す。

　　

５　青少年の健全育成

　次代を担う青少年のふるさとを愛する豊かな人間性を育み，社会で生きる力と創造力
を身につけるために，自然との触れ合いや同世代・異世代との交流，郷土に学び，郷土
をつくる体験など様々な体験活動を推進します。
　また，家庭・学校・地域はもとより，企業・民間団体と連携し，その推進体制の強化
や総合的なネットワーク化を図り，青少年を取り巻く有害な環境から青少年を守り育む
全市民による運動を促進します。　

６　地域文化の保存・継承

　地域の伝統芸能や文化は，それぞれの地域に根ざした資源であり，特色であることを
踏まえ，愛郷心を培いながら，引き続き保存・伝承の取組を支援するとともに市民への
周知を図り，本市が一体となった新たな文化の創出とネットワーク化を図ります。また，
地域の文化的資源を活用したまちづくりや文化的資源相互の連携を図り，文化施設の充
実とネットワーク化を推進します。

７　スポーツの振興

　市民それぞれの体力に応じて，生涯にわたりスポーツに親しむことで，個々の健康の

※特認校制度（小規模校入学特別認可制度）
　自然環境に恵まれた小規模の小学校で，心身の健康増進を図り，豊かな人間性を培いたいという保護者・児童の希望が
ある場合に，通学状況や生活指導面など教育的な配慮の上，一定の条件の下に，市内に住んでいる児童が，通学区域に
関わりなく，入学（転学）できる制度。
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維持・増進を促進するために，運動公園や体育館などの体育施設，レクリエーション施
設の整備・充実を図ります。
　また，スポーツクラブの育成やスポーツ合宿の誘致及び各種大会の開催を通じて，ス
ポーツの振興，スポーツ交流の推進に努めるとともに，地域に根ざしたスポーツ団体の
強化・振興を図ります。

８　交流活動の推進

　国際交流や国内・地域間交流など広範な地域との交流は，まちづくりを進めるに当た
り，地域に刺激を与え，新しい価値を生み出す活力となります。このため，こうした交
流活動を積極的に進めることにより，他地域との結びつきを深め，地域に活力とにぎわ
いを創出します。

第４節　誰もが安心して快適に暮らせるまちづくり

　本市は，海，山，川，湖，温泉などの豊かな自然環境資源に恵まれています。こうした
豊かな環境と快適な生活との両立を前提にしながら南九州の拠点都市として発展していく
ためにも，一層の生活環境の整備が求められています。
　このため，市民生活における安全の確保を始め，自然環境の保全，上下水道の整備など
を進め，災害に強い，誰もが安心して暮らせるまちづくりを市民との協働により推進しま
す。また，地球環境への負荷を軽減するため，市民・事業者と行政が協働して省資源やリ
サイクルなどに努め，資源循環型社会の構築を図ります。

１　防災・生活安全対策の充実

　台風や集中豪雨，地震等の自然災害に対する不安から，市民の生命と財産を守るため
の基盤整備と体制づくりが求められています。このため，安全で安心して暮らせるまち
づくりを目指し，河川改修や砂防・急傾斜地対策などに取り組むとともに，防災体制の
充実・強化に向けて，自主防災組織等の育成や防災行政無線※の戸別受信機全戸配置を
進めます。
　また，消防庁舎等の防災拠点施設の計画的な整備及び消防資機材の一層の充実を図る
とともに，消防団を始め関係機関との連携・強化の下，迅速・的確な消防体制を構築し，
安全・安心な市民生活を確保することにより，災害に強い，快適な生活環境づくりを進
めます。
　特に，原子力発電所と火力発電所等のエネルギー供給基地としての役割を担っている
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本市においては，これらの施設との共生を図りながら市民の安全確保と環境の保全を図
るため，安全運転の確保，事故防止体制の徹底を設置者に促すとともに，国・県との協
力による防災体制の充実に努めます。
　さらに，消費生活の安全確保のための消費生活相談の充実等を図るとともに，交通安
全意識や防犯思想の高揚と併せて，人にやさしい安全なまちづくりを進めます。

　
　

２　環境対策の充実

　本市の有する豊かな自然を次世代に継承するとともに，環境への負荷の少ない持続的
発展が可能な循環型社会を構築し，環境保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進す
るため，平成２６年度を目標年次とする「薩摩川内市環境基本計画」を策定しました。
　この計画に基づいて環境監視の充実などに努め，環境美化や快適な環境づくりの市民
活動の支援充実を図るとともに，太陽光や風力などの自然エネルギーの積極的な導入を
進めます。また，これまでの事業活動やライフスタイルを見直すなど，環境問題に対す
る意識の高揚を図るため，生涯学習と連動した環境学習の推進を図ります。
　さらに，市営の葬斎場及び墓地の維持管理を進めます。

３　ごみ処理の充実

　ごみの減量化や再資源化を図るために分別収集活動を推進するとともに，焼却施設の
定期的な補修と維持管理，水処理施設等の適正な維持管理，最終処分場の整備を図り，
環境負荷の軽減に配慮した資源循環型社会の構築を目指します。

４　下水道・生活排水処理対策の推進

　下水処理施設の適正な維持管理及び設備更新に取り組むとともに，水洗化率の向上を
図ります。また，地域の特性に応じて，公共下水道，小型合併処理浄化槽，農業・漁業
集落排水施設の整備を図ることで，快適な生活環境と河川等の水質の改善に努めます。
　さらに，し尿及び浄化槽汚泥を適正に処理するとともに，処理工程で発生する汚泥等
を再資源化する汚泥再生処理センターを整備し，循環型社会の形成に努めます。

５　安定した水・温泉利用対策の充実

　安全な水の安定供給のために，水資源の確保や安全性に配慮した水道施設の維持管理

※防災行政無線
　市町村が防災情報を収集し，また，住民に対して防災情報を周知するために整備している無線ネットワーク。
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に努めるとともに，水源となる河川等の水質保全活動の強化や水源かん養林の保護を進
めます。また，簡易水道も含め水道事業の統合・整備を図り，水道事業の管理体制の強
化を目指します。さらに，温泉施設，農業用水・工業用水施設等の整備及び適正な維持
管理と利用促進に努めます。

第５節　地域力を発揮し産業活力を創出するまちづくり

　本市の発展を支え，活力と活気を生み出す源は産業活動にあります。また，多様な雇用
機会の確保・創出は，若者の定住や人口の増加，経済社会の安定のための重要な条件とな
ります。
　このため，本市の最大の資源である豊かな自然を活かした観光産業や農業，水産業，さ
らに各種製造業，サービス業など多種多様な地場産業の「地域力」を十分活用し，民間活
力を発揮できるような創造性あふれる産業の展開を図り，市内で循環する経済構造を確立
することで，本市の持続的な地域経済の活性化を図ります。

１　薩摩川内経済圏の創出

　これまでの農畜産物，加工特産品等の個別ブランドに加え，既存の商品の磨き上げ，
新商品の発掘・発見による新たなブランドの掘り起こしを行うとともに，総合的な薩摩
川内ブランドの確立を図ります。
　また，薩摩川内ブランド確立による効果として生じる，他地域との差別化，観光地と
しての魅力の向上，地場産業の活性化，住民・優良企業・優秀な人材等の流入増加，市
民にとって魅力的で誇りを持てる地域づくりへの発展を通じて，持続的に発展可能な薩
摩川内経済圏の創出を目指します。
　さらに，域内産業の連携による地域経済の底上げを図るため，農商工連携による市内
事業者の利用促進と本市内における流通体制の構築により，市内で生産されたものを市
内で消費するという，顔の見える地産地消の取組を進めます。

２　農業の振興

　農業の持続的な振興と農村の活性化という基本方針を踏まえ，農家の経営安定と所得
向上を図るために，平成２４年度を目標とした「第１次薩摩川内市農業振興基本計画」
を策定しました。この基本計画に基づいて，認定農業者や集落営農組織の育成，遊休農
地の有効活用，安全・安心な農産物の生産，地産地消・食農教育活動の推進，農業生産
基盤の整備を図ります。
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　また，農業公社が実施する農作業の労力軽減を目的とした「農作業受委託事業」，農
地の流動化を目的とした「農地保有合理化事業」，新規就農者の育成を目的とした「研
修事業」の更なる充実を図ります。
　畜産では，畜舎建設，飼料畑造成等畜産公共事業を積極的に推進し，肉用牛の増頭を
図ります。
　さらに，農業農村の持つ国土の保全・自然環境の維持や伝統文化の継承という多面的
な機能を活かした活力ある農村振興を図ります。

３　林業の振興

　森林の持つ多面的・公益的機能をより発揮するため計画的な森林整備に努めるほか，
自然環境の保全に留意しつつ林道の整備を図ります。また，早掘りたけのこ等の地域資
源の有効活用による特用林産物の産地化を図ります。さらに，地域で生産された木材を
使用した「地材地建」の取組を促進します。

４　水産業の振興

　海面漁業はもとより，川内川を中心とした内水面漁業のつくり育てる漁業及び経営感
覚に優れた水産業の担い手の育成・確保に努めます。また，漁業経営の安定に向けてキ
ビナゴ，チリメン，ウナギ等の水産加工の高度化やブランド化を推進するとともに，地
産地消を促進します。特に，水産資源の維持・かん養，その拠点となる漁港の適正な維
持管理と整備改修，漁場の整備に取り組みます。

５　商工業の振興

　商工会議所や商工会と連携し，新しい時代の変化に対応できるよう市内商業者の経営
体質強化，地域を支える商店街の形成及び経営基盤の強化を促進するとともに，中心市
街地活性化施策の推進等により，魅力ある商業集積の整備を促進し，市民生活を支える
商業環境の維持・向上に努めます。
　工業については，既存企業の活性化を図るため，各種制度，施策を有効に活用すると
ともに，体質強化に努め，その育成を図ります。
　また，雇用の確保に向け，新エネルギーに代表される新規成長分野を中心に企業誘致
を推進するとともに，その基盤となる工業団地整備の推進を図ります。
　さらに，地場産業を含む多様な業種の民間企業や大学，研究機関等による産学官連携，
農商工連携，これに伴う新たな業種・業態の転換や起業を支援します。
　雇用・就業環境については，ファミリー・サポート・センターやシルバー人材セン
ターの充実，労働情報の提供などを進め，様々な就業形態に対応するように努めます。
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６　観光の振興

　自然環境の保全に配慮しながら，九州新幹線鹿児島ルートや南九州西回り自動車道の
全線開通を見据えた交流人口の拡大を図るため，海，山，川，湖，温泉や歴史的・文化
的資源など市内の様々な地域資源を有機的にネットワークさせた観光関連産業の振興を
図ることで，地域連携型観光圏を創出します。
　具体的には，甑島の美しい景観の演出，雄大な海岸線，趣のある温泉街などの連携を
図りながら，農林業や水産業等の体験型観光を推進するとともに，宿泊施設や文化施設，
スポーツ・レクリエーション施設等を活用したスポーツ大会や合宿，各種会議（コン
ベンション）等の誘致及びフィルムコミッション※に取り組み，併せて「おもてなしの
心」の醸成など，受入体制の整備を図り，訪れる人を満足させる観光プログラムの開発
を行います。
　また，きやんせふるさと館等の物産販売所の機能充実及び連携を促進するとともに，
観光客が気軽に利用・宿泊できる施設の充実や，民間団体等との連携強化による観光振
興体制の強化，観光情報の効果的な提供に努めます。

　
　
　

第６節　都市力を創出するまちづくり

　本市の潜在力の発揮を図るとともに，快適で利便性の高いまちづくりを進めるために
は，情報通信基盤を含めた都市機能の向上を図ることが必要です。
　このため，住宅・公園の整備や都市計画マスタープラン※に基づく都市計画事業等の実
施により機能的かつ個性的な魅力あふれる美しい都市空間を創出し，都市拠点性と総合的
な魅力を一層高める取組を市民と共に進めます。
　また，九州新幹線鹿児島ルートや南九州西回り自動車道の波及効果を本市及び周辺地域
の活性化に活かすため，重点的かつ一体的な幹線道路網の整備を図るとともに，港湾機能
の向上と利用の拡大を図ります。
　また，「集約とネットワーク」の考え方に基づき，道路・交通ネットワークの整備，情
報通信格差解消に向けた情報通信基盤の整備などに取り組み，薩摩川内市定住自立圏を創
出し，本市への定住を促進します。
　

※フィルムコミッション
　映画やドラマ，コマーシャルなどの撮影活動を誘致・支援し，映像化による地域のイメージアップ，ロケ隊による経済
効果，市民参加による地域の活性化を図ろうとするもの。

※都市計画マスタープラン
　都市の発展の動向，人口・産業の現状及び将来の見通しや住民意向を反映させて，長期的な視点に立った都市の将来像を
明確にし，土地利用や都市施設などの配置及び整備，その他の都市計画の基本的な方針を示すもの。
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１　住環境の整備

　公営住宅等の維持管理体制の充実を図るとともに，若者や高齢者等のニーズに対応し
た住宅の整備を進めるほか，民間との連携・協力による良好な住宅・宅地の供給を促進
し，本市の均衡ある発展のための定住拠点ネットワークの形成を図ります。また，本市
に住みたい・住み続けたいと思う住民を増やすため，県都鹿児島市の隣接都市としての
利便性や自然の宝庫である甑島を積極的に情報発信するとともに，本市への定住を促進
するための対策に取り組みます。さらに，がけ地近接住宅などの移転等の対策も進めま
す。

２　公園緑地の整備

　公園緑地，スポーツ・レクリエーション施設等については，各地域の主要な施設を
ネットワーク化することによって市内外の利用者と市民の交流の場などとして，多様な
積極的活用を図ります。また，生活に身近な自由空間（オープンスペース）や子どもの
遊び場としての公園施設等の整備充実，適正な管理体制の構築を図り，身近な生活環境
の向上に努めます。

３　道路・交通ネットワークの整備

　九州新幹線鹿児島ルート，南九州西回り自動車道といった高速交通体系の整備や九州
新幹線及び肥薩おれんじ鉄道の利用を促進し，広域交通網の拡充を図ります。また，本
市の一体感の醸成や本市内の連携，市外との交流を促進するために駅，港湾，インター
チェンジなどの交通拠点の周辺を整備するとともに，これらを結ぶ都市の骨格を形成す
る道路（都市核道路）を始めとする幹線道路網のネットワークを整備します。この幹線
道路網については，生活道路との区分を図り，市外との交流強化，渋滞の緩和に努めな
がら，温泉街などの観光拠点へのアクセス強化など地域活性化へ結び付ける基盤整備を
図ります。
　さらに，すべての人が快適に不自由なく移動できる交通ネットワークを構築するため
に，特に，川内駅を中心として他の交通拠点を結ぶ路線バスの運行を促進するとともに，
交通弱者等の移動手段の確保のために効率的で利用しやすいコミュニティバスの運行や
デマンド交通（事前予約型乗合タクシー）等の導入を推進します。
　また，川内甑島航路の開設を目指すとともに，同航路の開設を見据え川内港と川内駅
との交通アクセスの向上を図ります。
　さらに，甑島を一つに結び，各島における経済・社会活動の相互連携の強化，住民の
生活圏拡大に資するため，藺牟田瀬戸架橋の建設及び甑島縦貫道の整備を促進します。
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４　市街地等の整備と拠点づくり

　にぎわいある都市づくりを目指し，駅や港湾などの交通拠点と一体となった中心市街
地等の整備を行うとともに，商業・教育・文化・医療・行政等の多彩な機能を有する新
たな拠点地区の形成を推進します。また，各地域の中心地についても，利便性が高く快
適な市街地の形成を図ります。

５　河川空間の形成と利活用

　本市の持つ多様な自然環境の保全を図りつつ，市民が安全・快適に生活できるよう，
治水・親水機能の強化と河川舟運の活性化を目指し，まちづくりと一体となって，水辺
のうるおいのある河川空間の形成と景観づくりを進めます。

６　港湾施設の充実及び利用促進

　川内港の港湾機能の充実を図るとともに，南九州における中国・韓国及び東南アジア
との貿易，流通拠点として定期航路を拡充します。また，西方・里・江石・桑之浦・長
浜港等の港湾機能の向上等に努め，人とモノが行き交う，にぎわいのある港湾として整
備を進めます。

７　情報通信基盤の整備

　各種行政手続や広報紙の電子化等，行政サービス水準の向上を図るとともに，生活に
密着した情報の提供に努めるなど，市民生活をより便利にする施策を展開します。特に，
甑島においては，情報通信技術を活用した医療体制及び福祉サービスの強化を図るなど，
便利で安心できる市民生活の確立に向けた取組を進めます。
　一方，産業面については，特産品情報や観光情報を市内外に効果的に発信できる体制
づくりを進めるとともに，観光施設の情報化，バーチャルモールの整備など情報通信技
術を利用した取組を行う地域企業の支援に努めます。
　また，市内の地域間における情報通信格差を是正するため，インターネット環境面か
らは超高速ブロードバンド網等の民間企業等による早期整備を働きかけるとともに，地
上デジタルテレビ放送の難視聴地域の解消，移動体通信サービスにおいては通話エリア
の拡大を促進します。

８　土地の有効利用

　本市の秩序ある発展のため，国土利用関連法令に基づく県等の計画との調整を図りつ

第 2 章／施策の基本方針
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つ，都市的・農地的・森林的・自然的土地利用の区分けを明確にし，都市計画法や農業
振興地域の整備に関する法律等との関連を考慮しながら，土地利用に関する規制・誘導
の指針として国土利用計画等を策定し，広域的な土地利用体系の確立を目指します。ま
た，土地利用の総合調整，都市計画区域等の調整，地籍調査の推進，公共事業用地の計
画的な取得等用地行政の充実を図ります。

第７節　みんなで進める市民参画のまちづくり

　地方分権の進展により自治体の自主的な活動範囲が広がる中で，市民ニーズも多様化
し，まちづくりの進め方も行政主導から，市民と行政の役割分担の下でまちづくりを展開
することが求められています。
　本市のまちづくりは，自治基本条例が定める基本理念の下，自らの積極的な意思で市
民，市議会及び市が一体となって取り組むものとし，それぞれが互いの意見及び立場を尊
重し，常に対等な関係を保ち，補完し合い協力して進めていくこととし，そのためのまち
づくりの実践に向けた体制の充実を図ります。

１　市民参画の推進

　まちづくりの主役である市民との協力関係（パートナーシップ）を築くため，自治基
本条例で定める「情報の共有」・「協働」・「参画」に基づき，市民へのわかりやすい
情報提供に努めるとともに，情報公開の充実を図り，市民の「知る権利」を最大限に尊
重する開かれた市政の推進を図ります。
　また，市政モニター制度※やパブリック・コメント制度※の活用，地区コミュニティ
協議会との対話の場の設定など行政サービスの内容や将来計画などに関する市民の意見
を直接聴取する機会を拡充します。
　

　
　

２　男女共同参画社会※の形成

　人々の意識や行動，社会の制度において性別にとらわれることなく，男女が共に参画
できる社会の実現に向けた施策を展開します。このため，公的・私的分野を問わず，社

※市政モニター制度
　広く市民の意識を把握するため，モニターの方々にアンケート調査などを行い，今後の市政経営の基礎資料として活用
しようとするもの。

※パブリック・コメント制度
　行政機関が政策の立案等を行おうとする際に，その案をあらかじめ公表し，この案に対して広く意見や情報を提出して
いただく機会を設け，提出された意見等を考慮して最終的な意思決定を行うというもの。

第
２
章　

施
策
の
基
本
方
針



SATSUMA SENDAI Master Plan 160

基本構想2
会のあらゆる場への女性の参画を支援する体制づくりや人材育成，女性の意見を市政に
反映させるための広聴体制の整備等の取組を進めます。また，家事や介護，地域社会活
動等へ男女が共に参画できる環境づくりを目指し，活動支援施設の充実，意識改革・雰
囲気づくりのための啓発，広報活動等を展開します。

　
　

第８節　持続可能な行財政運営の推進と　　　
　　　　政策形成能力の向上によるまちづくり

　地方分権改革が進められる中，国と地方の役割分担を明確にし，国に依存しない行政及
び税財政の基盤を確立し，コスト意識と政策形成能力，業務遂行能力を備えた意欲のある
職員を育成し，自己決定・自己責任による自立した市政経営に取り組みます。
　また，財政改革の指針となる中長期財政運営指針に基づき，徹底した行財政改革を推進
して行政の効率化を図り，持続可能な財政運営のできる財務体質を持った南九州の拠点都
市へと生まれ変わります。

１　実効性の高い行政経営等の推進

　市政改革大綱に基づき，限られた経営資源を最大限に活用し，最少の経費で最大の効
果を上げるために，社会経済情勢の変化，市民ニーズの多様化に的確に対応する，実効
性の高い行政経営を推進します。
　このため，市民志向・成果志向に基づき，業務内容の点検による不要不急の事務事業
の見直しや，職員全体で事務改善，接遇改善，経費節減に取り組むほか，市民の視点に
立った窓口業務の改善や情報通信技術を活用した業務改革を進めながら，事務の適正化，
迅速化，高度化を図り，スピーディで質の高い市民サービスの向上に取り組みます。
　市が保有するすべての資産については，遊休資産の洗い出しを行い，管理形態の見直
し，未利用地の活用・売却，施設の統廃合に取り組みます。
　さらに，民間企業で対応可能な業務については，そのサービス内容とコストを比較検
討し，サービスの向上と地域経済活性化の側面から積極的かつ計画的に外部委託や民営
化の推進に取り組みます。
　また，定員適正化に関する方針に基づき，職員数及び人件費の適正化に努めるととも
に，職員人材育成基本方針に基づき，高い政策形成能力と業務遂行能力を備えた意欲あ

※男女共同参画社会
　男女が社会の対等な構成員として，自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され，
均等に政治的，経済的，社会的及び文化的利益を享受でき，かつ，共に責任を担うべき社会のこと。

第 2 章／施策の基本方針
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る職員の育成に取り組み，市民サービスの質の向上に努めます。

２　健全で安定的な財政運営の推進

　基礎自治体として役割と責任の果たせる財政運営を図るため，中長期財政運営指針に
基づき，持続可能な財政規模への移行・転換を図るとともに，歳入・歳出の徹底した見
直しや事業・施策の重点化，資産の利活用等により，健全な財政経営基盤を確立します。
また，併せて行政運営のコストや資産ストックの状況など財務情報の積極的な提供に努
め，財政運営の透明性を高めます。
　入札・契約制度については，高い工事品質を確保し，かつコストの縮減が図られる制
度の検討を進めます。
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　施策の八つの「基本方針」に基づき，将来都市像の実現と本市の９地域の連携の強化に
向けた施策を「薩摩川内一体化躍動プラン」として定め，重点的かつ戦略的に取り組みま
す。
　なお，この「薩摩川内一体化躍動プラン」は，「基本方針」の八つの分野体系と「総合
計画における重点的取組」の五つのキーワードを横断した四つのプロジェクトから成りま
す。

１　地域力再生プロジェクト

　地域が本来持っている自然や歴史・文化などの財産や市民活動などの「地域らしさ」
をこれまで以上に育み，活力と豊かさを感じる地域づくりを展開していくために，地区
単位のコミュニティの活性化や生涯学習による人材の育成，市民が郷土の歴史や文化に
触れる機会の創出に取り組みます。また，安心して生活できるような健康づくりを促進
し，救急医療体制，福祉サービス，環境対策の充実を図ります。
　さらに，将来的に集落機能の維持が困難となるおそれのある集落の増加が懸念される
ことから，市，地区コミュニティ協議会，自治会の連携及び協力により，地域住民が
いきいきと活躍し，一人ひとりが光り輝く地域（“活力と豊かさを感じるゴールド集
落”）づくりを推進します。

２　都市力創出プロジェクト

　本市の持つ道路・交通網や港湾，公園・河川空間等の拠点的機能，その他市民生活を
支えてきた生活・産業基盤を市全体で分担・連携することにより，魅力の高い都市機能
の充実を図ります。
　また，「集約とネットワーク」の考え方に基づき，医療体制の充実や地域公共交通の
確保及び充実，道路・交通ネットワークの整備，定住促進，地域情報化に取り組み，薩
摩川内市定住自立圏の創出を目指します。

３　交流活力創出（都市ブランド力※向上）プロジェクト

　人，自然，歴史，文化など埋もれた地域の宝（地域資源）を掘り起こし，これらに磨
きをかけ，「都市ブランド」の構築を図ります。また，市民一人ひとりが地域のことを
知り，学び，地域を再評価することで情報発信源となり，本市のシティセールスを積極
的に行い，全国における薩摩川内市の認知度を高め，イメージの向上を図ることにより，
市民自らが住むことに誇りを持てるまちづくりを進めます。
　また，農林水産業，観光，スポーツ，芸術文化，商工業などの各分野において，情報
発信力のある多様な人材を計画的に育成し，まちづくりへの参画を促します。

第３章／基本構想の実現と薩摩川内市の連携の強化に向けて
　　　　～薩摩川内一体化躍動プラン
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薩摩川内一体化躍動プラン

　さらに，「地域力」を育て「都市力」を発揮できるように地域間の連携を強化すると
ともに，九州新幹線鹿児島ルートや南九州西回り自動車道の全線開通による効果を最大
限に活かすため，魅力ある人材，食材，温泉等を活用しながら，地域連携型観光圏の創
出により，交流人口の拡大を図り，市民の一体感の醸成に努めます。

 

　

４　市政改革プロジェクト

　限られた経営資源を最大限に活用し，最少の経費で最大の効果を上げるためには，実
効性の高い都市経営を推進しながら，スピーディで質の高い市民サービスを提供してい
くことが重要です。
　また一方で，市民と市が互いに対等な立場で，市民参画による協働のまちづくりに取
り組むことも求められます。
　このため，市政改革大綱で示す「都市経営」，「市民サービス」，「協働・市民参
画」の視点から市政改革に積極的に取り組みます。

※都市ブランド力
� �都市名が単なる名称であることを超えたイメージを持つに至っているものであり，独自の価値と魅力を感じさせ，受け
手が「行きたい」，「買いたい」，「暮らしたい」という具体的行動を起こす気持ちを誘引する力。

第
３
章　

基
本
構
想
の
実
現
と
薩
摩
川
内
市
の
連
携
の
強
化
に
向
け
て 

～
薩
摩
川
内
一
体
化
躍
動
プ
ラ
ン



SATSUMA SENDAI Master Plan 166

基本構想2
■薩摩川内一体化躍動プランの内容

１．地域力再生プロジェクト

２．都市力創出プロジェクト

① 個性と魅力ある地区コミュニティ主体の地域づくり
② 地域資源を大切にし,ふるさとに誇りを持てるまちづくり
③ と豊かさを感じるゴールド の創出
④ 高齢者や障害者（児）等を支える福祉のまちづくり
⑤ 子育て支援体制の充実による子育てしやすいまちづくり
⑥ 地域医療体制の構築による安心のまちづくり
⑦ 防災・生活安全対策及び環境対策の充実による安全なまちづくり
⑧ 豊かな人間性と郷土愛を育む教育の推進
⑨ 地域づくりを担う人材と組織の育成及びまちづくりへの積極的な活用

【協働・参画】
【協働・参画】
【協働・参画】
【安心・快適】
【安心・快適】
【安心・快適】
【安心・快適】

【人材・組織育成】
【人材・組織育成】

① 都市ブランドの構築による地域連携型観光圏の創出
② シティセールスの推進による総合的な情報発信
③ 農林畜産業及び水産業の振興と地産地消による農山漁村の活性化
④ 地域の特性を活かした交流躍動のまちづくり
⑤ 企業誘致の促進,工業団地の整備及び付加価値の高い地場産業振興による雇用の確保
⑥ 市街地の活性化によるにぎわいのあるまちづくり
⑦ 地域への愛着と誇りを持てる景観形成によるまちづくり
⑧ 地域の歴史・伝統文化の保存・継承と新たな文化を創出・育成するまちづくり
⑨ 情報発信力を有する多様な人材・組織の育成

【活力・交流】
【活力・交流】
【活力・交流】
【活力・交流】
【活力・交流】
【活力・交流】
【活力・交流】

【人材・組織育成】
【人材・組織育成】

① 社会基盤の整備による利便性の高い都市づくり
② 拠点的機能を活かしたまちづくり
③ 定住自立圏の形成による均衡のとれたまちづくり
④ 情報通信技術（ICT）の利活用による地域課題の解決

【安心・快適】
【安心・快適】
【安心・快適】
【活力・交流】

４．市政改革プロジェクト

① スピーディで質の高い信頼される行政サービスの提供
② 市民との情報の共有・協働・参画によるまちづくり
③ 効率的・効果的な組織力の向上
④ 健全で持続的な財政経営基盤の確立
⑤ 広聴広報機能の充実によるスピーディな情報発信と市民ニーズへの対応

【スピード・品質】
【スピード・品質】
【スピード・品質】
【スピード・品質】
【スピード・品質】

３．交流活力創出（都市ブランド力向上）プロジェクト

第３章／基本構想の実現と薩摩川内市の連携の強化に向けて
　　　　～薩摩川内一体化躍動プラン
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下期基本計画　.［第1部］施策の総合的展開3 第 1 章／コミュニティを活かし地域力を育むまちづくり

第１節　地区コミュニティを活かした仕組みづくり

＜現状と課題＞
　都市化の進展，価値観の多様化，自由時間の増大等による生活意識の変化などにより，
まちに対する愛着や郷土意識，住民相互のふれあいが希薄になるなど，地域社会そのもの
の基盤が変化しています。
　また，まちづくりの進め方についても，これまでの行政主導型の手法から，市民と行政
との役割分担の下に，真に市民一人ひとりが主体的に活動する新たなまちづくりの手法へ
と転換することが求められています。
　このため，本市では，市民一人ひとりが主役となったまちづくりを進め，各地域の主体
的な活動を促進し，その活性化を図るとともに，住民のコミュニティ意識の醸成等を図る
ため，４８の地区コミュニティ協議会が設置されています。しかしながら，それぞれの規
模，活動内容等の面において，大きな開きがあるのが現状です。
　今後は，自治会や地区内のボランティア団体やＮＰＯなど各種団体と連携しながら，誰
でも参加し，身近な地区の課題を話し合い，さらには課題を解決する場としての地区コ
ミュニティ協議会制度の充実に努める必要があります。また，地区コミュニティ協議会の
運営については，地区コミュニティ協議会相互の連携の強化も必要です。
　また，住民が主体的に地区振興計画を策定することにより，住民の生活に身近な地区の
環境と自治活動を見直し，自ら考え行動する住民主体のまちづくりを実現する第一歩とな
ることが期待されます。

■地区コミュニティ協議会・自治会. （平成２１年４月１日現在）
区分

地域別
地区数 自治会数

規模別（世帯数）
1～50 51～ 100 101～150 151～200 201～

川　　 内 19 326 185 79 31 9 22
樋　　 脇 5 91 84 7
入　　 来 5 71 65 6
東　　 郷 5 43 31 8 2 2
祁 答 院 5 28 13 14 1

里 1 5 1 3 1
上　　 甑 1 7 2 2 1 1 1
下　　 甑 6 15 7 4 1 2 1
鹿　　 島 1 7 5 2

計 48 593 392 123 39 15 24
(資料：コミュニティ課)
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市民生活課

■「地区コミュニティ」と「行政」の関係の考え方（イメージ）

■「地区コミュニティ協議会」の位置付け考え方（イメージ）

本庁：コミュニティ課／支所：市民生活課
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下期基本計画　.［第1部］施策の総合的展開3 第 1 章／コミュニティを活かし地域力を育むまちづくり

パートナー
シップ
協 働

提 言

市民生活課

■「地区コミュニティ」と「行政」の関係の考え方（イメージ）

■「地区コミュニティ協議会」の位置付け考え方（イメージ）

本庁：コミュニティ課／支所：市民生活課

＜計画の内容＞

１　地区コミュニティ協議会の活動の充実

(１)　地区コミュニティ協議会によるまちづくりの促進
ア　地区コミュニティ協議会の組織の強化

　地区コミュニティ協議会の活動状況を分析しながら，身近な事柄に住民自らが自
主的に対応できるように組織体制の強化を図ります。
　また，地区コミュニティ協議会と行政との連携を強化し，協働によるまちづくり
を図ります。

イ　コミュニティマイスター事業の推進
　地区コミュニティ協議会において，地域活性化につながる市の施設の維持管理等
にボランティアで取り組む「コミュニティマイスター事業※」を実施するなど，市
民の持つ知恵と技術を地域力として活かします。

※コミュニティマイスター事業
　職人の技能と理論を実践と教育で培うドイツで生まれたマイスター制度を地区コミュニティ協議会の中に取り入

れた制度で，同事業では，市有財産等の維持管理等を対象としている。
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(２)　地区コミュニティ協議会間の連携の強化
ア　地区コミュニティ協議会相互の情報交換の促進

　地区コミュニティ協議会相互の連携を図るため，コミ協だよりやホームページ等
に各地区コミュニティ協議会の活動状況を掲載するなど，各地区コミュニティ協議
会間の情報交換を促進します。
　また，コミュニティ相互の連携を図りながら，地域を越えた交流を促進します。

イ　地域を越えたコミュニティ協議会の連携の強化
　４８の地区コミュニティ協議会で構成されるコミュニティ協議会連絡会の充実を
図り，相互の交流を促進するとともに，市とコミュニティ協議会連絡会等との意見
交換を行うなど，地域及び地区を含めたコミュニティ活動の育成を図ります。

(３)　地区コミュニティ協議会への支援
　地区コミュニティ協議会の活動への適切な助言及び可能な支援を行うとともに，
活動拠点となる地区コミュニティセンターに配置されているコミュニティ主事や協
議会職員と連携して，協議会の充実を図ります。

２　地区振興計画に基づく事業等への支援

(１)　地区振興計画策定支援事業の推進
　住民自らが，各地区の自然・歴史・文化・人材等の特色を活かしながら，その地区
の将来がどうあるべきかを話し合い，地区振興計画（５年計画）として取りまとめる
活動を支援する地区振興計画策定支援事業の一環として，地区振興計画の改定等を行
う場合に支援員派遣等を実施します。

(２)　個性と魅力ある地域づくりの促進
　歴史，伝統，自然など各地域の特性を活かした個性と魅力ある地域づくりを促進す
るため，地域の特色ある市民活動に対し，市として可能な支援を行います。
　また，国・県の各種助成事業について，積極的に情報を提供し，有効活用できるよ
う支援を行います。
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下期基本計画　.［第1部］施策の総合的展開3

第２節　コミュニティ活動等への支援強化

＜現状と課題＞
　まちづくりの主役は市民であり，まちづくりの基礎単位となるのが地区コミュニティで
す。市民の主体的な取組がコミュニティや地域づくりと結び付くことによって，快適で住
みよい自立したまちづくりが可能となります。
　現在，高齢化・過疎化によるコミュニティ活動の停滞やコミュニティ活動への無関心層
の増加なども問題になっています。このため，コミュニティ活動を積極的に支援し，「自
分たちのまちは，自分たちで考え，つくり，育て，守り，だれもが安全・安心に暮らせる
よう支え合う」という考え方を基本としたコミュニティ意識の向上に努めていく必要があ
ります。
　また，人々の価値観が，「物の豊かさ」から「心の豊かさ」へと変化するにつれて，社
会貢献や自己実現を目的として市民が自発的に社会活動へ参画しようとする動きが高まっ
ています。その一方で，青少年のいじめや非行の解決，一人暮らしの高齢者のケアなどは，
行政のみに限らず，ボランティアグループや民間非営利組織（ＮＰＯ）が中心となって取
り組むことが求められるようになっています。
　本市においても，地域の様々な課題を共有し，市民の立場で問題解決を図ろうとするボ
ランティアグループやＮＰＯの活動が，福祉，環境保全，まちづくりなどの分野を中心に
みられるようになっています。今後，これらの活動は一層広がりをみせるものと考えられ
るため，子どもから大人までの多様な層の市民や団体が活動しやすい環境を整備するとと
もに，コミュニティビジネス※の展開を促進していく必要があります。
　また，本市においては，過疎化や高齢化による集落機能の維持が困難となるおそれのあ
る集落の増加が懸念され，市民生活の安全・安心に関わる課題が生じています。今後は，
これらの集落の生活環境等の整備や状況を改善するとともに，各地域の個性や資源を活か
し，安心して住み続けられる地域づくりを推進することが求められています。

※コミュニティビジネス
自ら地域を元気にするために，また地域の問題を解決するために，ビジネス（商取引）の手法により , 住民が主体的に取
り組み，地域全体がうるおうことを目的とする地域づくりのための事業の総称。

第 1 章／コミュニティを活かし地域力を育むまちづくり
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下期基本計画　.［第1部］施策の総合的展開3 第 1 章／コミュニティを活かし地域力を育むまちづくり

＜計画の内容＞

１　コミュニティ活動等への支援

(１)　コミュニティ活動の基盤の強化
ア　コミュニティ意識の醸成

　地区コミュニティ協議会が，自らの活動状況を情報発信するために取り組むコミ
協だよりの発行やホームページの作成を支援し，地域における情報の共有化を図り
ます。
　また，世代や性別の枠にとらわれない地域住民の交流を促進するとともに，地域
が一体となって取り組むことのできる地域活動の創出を図り，コミュニティ意識の
醸成及び地域の一体感の高揚を図ります。
　さらに，地域における相互扶助意識の啓発により，青少年や高齢者にやさしい地
域社会の形成を促進します。

イ　コミュニティを担う人材の育成
　自治会や各種団体，地区コミュニティ協議会等の活動を通じて，コミュニティを
担う人材の育成を図ります。

ウ　コミュニティ組織の強化
　自治会や地区コミュニティ協議会等の組織の自主的活動を尊重しながら，その運
営を側面から支援するとともに，これらの組織への加入率を高めるための取組を進
めます。

(２)　ボランティア・ＮＰＯ活動の促進
ア　ボランティア意識の高揚

　地域におけるボランティアの輪を広げていくため，「市民活動促進基本指針」を
定め，市民一人ひとりが能力や個性を活かし，主体的にボランティア活動等に参加
できるよう，広報やセミナーの開催などあらゆる機会を通じて，連帯と相互扶助の
精神，ボランティア意識の高揚に努めます。

イ　ボランティア活動への参加の促進
　市民がボランティア活動等に気軽に参加できる環境を整えるため，関係機関と連
携して，企業・団体に対するボランティア休暇制度の普及・啓発に努めます。
　また，子どもの頃からボランティア活動等に親しめるよう，学校や地域における
ボランティア学習の充実や体験の場の確保に努めます。

ウ　ボランティア活動の支援
　ボランティアセンター※との連携により，ボランティア活動の拠点となるまちづ
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くり交流センター※における相談業務及び情報提供機能の充実を図るとともに，ボ
ランティアを求める人と活動をしたい人とをつなぐ調整機能を高めます。
　また，ボランティアグループの組織化を図るとともに，必要に応じて特定非営利
活動促進法（ＮＰＯ法）に基づくＮＰＯとしての認証手続を支援します。

エ　ボランティア活動保険による支援
　市民が安心してボランティア活動に参加できるよう，市が市民活動災害補償保険
に加入し，保険制度の面から種々のボランティア活動を支援します。

(３)　ゴールド集落への支援
　今後，集落機能の維持が困難となるおそれのある集落に対し，市民相互の連携や高
齢者が有する豊富な経験，知識や技能と各地域の個性や資源を活かして，地域住民が
いきいきと光り輝き，住み慣れた地域に安心して住み続けられるよう，生活基盤の確
保，自然環境及び景観等の維持保全，伝統文化の保存継承，地域産業の振興及び地域
見守り体制の充実等の支援を行います。

２　コミュニティ活動における市民参画の促進

　市民の自主性と自発性に基づくコミュニティ活動への参画を促進するため，市の広報
紙やホームページなどの広報媒体を用いて各地域のコミュニティ活動に関する情報を迅
速に，かつ，分かりやすく市民に伝えるとともに，講演会やセミナーの開催により意識
の啓発等を図ります。

３　事務事業の民間委託の推進

　生涯学習等を各地区の特色に応じて効率的に推進するため，行政が実施する事務事業
の一部を地区コミュニティ協議会，自治会，ＮＰＯや民間事業者などに委託することに
ついて積極的に検討します。

４　コミュニティビジネスの展開の促進

　ボランティアグループの奉仕活動と企業の営利活動の中間に位置するコミュニティビ
ジネスの担い手は地区コミュニティ協議会やＮＰＯが多いことから，その社会的貢献活

※ボランティアセンター
　社会福祉協議会内にあり，各地域でボランティアを活用した高齢者サロンや子育てサロンの開催，各種ボランテ

ィア講座の開催による人材育成，ＨＰ・ブログ・ボランティア便りなどによる情報発信を実施している。
※まちづくり交流センター
　市民文化ホール内において，まちづくり公社の自主事業として設置されており，ＮＰＯ・ボランティア団体への

会議室の無料貸し出しや，パソコンの無料利用，ホームページによるボランティア団体の紹介を行っている。
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コミュニティ環境の
整備

地区コミュニティセンター
等の機能の強化

コミュニティ施設の活用の促進

地区コミュニティセンターの機能
の強化

動を支援することで，住みよいまちづくりの実現と新たな雇用の場の創出を同時に達成
できるよう努めます。

第３節　コミュニティ活動環境の整備

＜現状と課題＞
　これまで，自治活動は，自治会役員宅，自治公民館等の施設を中心に行われてきました
が，住民の主体的なまちづくり活動，コミュニティ活動を促進するためには，それらの拠
点となる施設を確保することが重要です。
　このため，本市では，地区コミュニティの形成と，住民自らが多様な活動を行う場とし
て，地域公民館，地区コミュニティセンター，集会所，広場等を設置しています。しかし
ながら，これらの施設は，情報通信基盤等が充実しておらず，必ずしも十分に活用されて
いるとは言えない現状にあります。
　そこで，既存の施設の有効活用策を地区単位で検討しつつ，各地区におけるコミュニ
ティ活動の拠点的な施設である「地区コミュニティセンター」の整備と地域情報化施設の
機能の充実を図ることを通じて，地区ごとの話合い活動の場や伝統行事，イベント，市民
交流などの場として活用しやすい環境をつくることが課題となっています。

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　地区コミュニティセンター等の機能の強化

(１)　コミュニティ施設の活用の促進
ア　コミュニティ施設の整備

　各地区のコミュニティ活動等を促進するため，活動の拠点となる集会所，地域公
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民館，地区コミュニティセンターが高齢者や障害者にも使用しやすい施設となるよ
うバリアフリー化を進めるとともに，広場等の整備・充実に努めます。
　また，地区コミュニティセンターへの画像の直接配信等，情報提供ネットワーク
の活用に努め，コミュニティ機能の充実を図ります。

イ　地域施設の有効活用の促進
　学校施設など地域内にある公共施設については，できるだけ地域への開放を図り，
地区コミュニティセンターと連携した効率的な活用を図ります。

(２)　地区コミュニティセンターの機能の強化
ア　地区コミュニティセンターの機能の集積

　地区ごとに設置する地区コミュニティセンターを自治活動の中心的な施設として
位置付け，地区ごとの話合い活動の場としての活用はもちろんのこと，伝統行事，
イベント，市民・ＮＰＯ・ボランティアグループ交流など様々な形態での活用を促
進することにより，同センターの機能の充実を図ります。

イ　地区コミュニティセンターの管理体制の充実
　地区コミュニティセンターは，行政サービスの提供のための重要な拠点となる施
設であるため，整備・改修といったハード面の充実だけでなく，運営管理といった
ソフト面においても体制の強化を図ります。
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健康で共に支え合うまちづくり
第１節⃝保健・医療の充実
第２節⃝社会保障の充実
第３節⃝地域福祉社会の形成
第４節⃝高齢者福祉の充実
第５節⃝子育て支援・児童福祉の充実
第６節⃝障害者（児）福祉の推進
第７節⃝母子寡婦・父子福祉の充実

第１節　保健・医療の充実........................................82

１　健康づくりの推進

２　医療体制の充実

第２節　社会保障の充実............................................87

１　国民健康保険事業の健全運営の確保

２　後期高齢者医療事業の健全運営の確保

３　介護保険事業の健全運営の確保

４　国民年金事業の推進

第３節　地域福祉社会の形成....................................90

１　地域福祉活動の推進

２　福祉施設の機能の充実

３　公共的施設等のユニバーサルデザイン化の推進

第４節　高齢者福祉の充実........................................93

１　高齢者の介護予防・生活支援の充実

２　介護者・要介護者への支援の充実

３　高齢者の生きがい活動に対する支援の充実

第５節　子育て支援・児童福祉の充実.....................97

１　子育て支援体制の整備及び児童福祉の充実

第６節　障害者（児）福祉の推進..........................100

１　障害者（児）福祉の充実

２　社会参画の推進

第７節　母子寡婦・父子福祉の充実......................103

１　母子寡婦・父子家庭の自立の支援

川内大綱引【川内】
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第１節　保健・医療の充実

＜現状と課題＞

健康づくり
　食生活や生活習慣の変化，ストレスの増大等により，私たちの健康を取り巻く環境は大
きく変化しています。偏った食生活や不規則な生活習慣等が原因となって引き起こされる，
がん（悪性新生物），心臓病（心疾患），脳卒中（脳血管疾患），糖尿病などの生活習慣
病の増加が深刻な社会問題となっています。
　生涯を通じて，すべての市民が幸せを実感できる社会を実現していくためには，市民一
人ひとりの心と体の健康の確保が欠かせません。この心と体の健康の増進を図るためには，
行政のみならず社会全体として，個人の主体的な健康づくりを支援していくことが必要で
す。
　国においては，２１世紀における国民の健康づくり対策として，生活習慣病の原因とな
る栄養や運動，休養など九つの領域における目標を示した「２１世紀における国民健康づ
くり運動（健康日本２１※）」を定め，国民自らが主体的に取り組める健康づくり運動を
推進しています。
　本市においても，市民一人ひとりが「自分の健康は自分で守る」との意識を持ちながら，
生活習慣の改善によって健康を増進し，疾病を予防する「一次予防」に重点を置き，それ
ぞれのライフステージ※や生活の場に応じて，きめ細かな健康づくりを展開していくこと
が必要です。

医療体制
　近年，医療を取り巻く環境は，少子・高齢化及び過疎化の進行，国民の医療ニーズの多
様化，医療技術の高度化・専門化や医療に携わる人材の不足等により急速に変化していま
す。
　こうした情勢の変化に的確に対応するため，関係機関が一体となって，地域全体として
の総合的な医療体制を構築していくことが必要です。

※健康日本２１
　厚生労働省（当時は厚生省）が平成１２年３月に，「２１世紀における国民健康づくり運動（健康２１）」としてまとめた

今後１０年間の国民の健康づくり計画。がん，心臓病，脳卒中，糖尿病等の生活習慣病の原因となる食生活や運動，休養
などに関する目標等を提示することにより，健康増進施策を総合的に推進することとしている。

※ライフステージ
　人間の一生を成長段階と社会的状況によって段階区分したもので，幼年期・少年期・青年期・壮年期・老年期の五段階に

分ける例が多い。
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保健・医療の充実

医療体制の充実 救急医療体制の強化

感染症予防対策の充実

地域全体の総合的な医療体制の
構築

健康づくり推進体制の充実

生活習慣病の予防と早期発見

生涯を通じた市民主体の健康づ
くり

健康づくりの推進

　こうした基本的な考え方の下に，人口が密集する都市部や過疎・離島地域を抱える本市
においては，情報通信技術を活用して各地の医療機関・診療所等のネットワークの形成を
図りつつ，都市部での総合的かつ高度な医療施設の充実の促進，甑島地域の診療所におけ
る経営統合等や病院化，医療機器の整備による医療体制の強化など，各地域の実情に応じ
た施策を展開していくことが求められます。
　また，第二次救急医療※については，病院群輪番制及び共同利用型病院による２４時間
対応の体制が整備されていますが，すべての市民が安心して生活を送ることができるよう，
甑島における医療機器等の整備や救急患者搬送手段の確保など，更なる体制の充実が必要
です。
　さらに，感染症については，新たな感染症の発生や世界的な流行に備え，その予防対策
を強化することが急務となっています。

■医療施設数，病床数及び医師数 

年　度
病　　院 診　療　所 歯　科

診療所
医師数

歯　科
医師数施設数 病床数 施設数 病床数

平成 11 年度 16 1,577 95 495 38 242 51

平成 14 年度 15 1,526 99 502 38 199 48

平成 17 年度 14 1,493 109 469 40 242 56
（資料：医療施設静態調査）

＜施策の体系＞

※第二次救急医療
　広域救急医療圏を対象とし入院治療を必要とする重症救急患者を受け入れる救急医療体制で，病院群輪番制方式及び共同

利用型病院方式がある。

（単位：施設，床，人）
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＜計画の内容＞

１　健康づくりの推進

(１)　生涯を通じた市民主体の健康づくり
ア　生活習慣の改善に向けた支援の充実

　市民自らが，これまで培ってきた生活習慣をより望ましいものへと改善していけ
るよう，情報を提供し，市民一人ひとりが生活習慣病の予防に取り組むことができ
るよう支援します。

イ　健康増進活動の促進
　食生活改善推進員など，地域における健康ボランティアの活動を促進し，健康づ
くり活動の充実を図ります。また，市民が生涯を通じた健康づくりに持続的に取り
組むことができるよう，自主グループの育成やその活動に対する支援を行うほか，
これらの団体と協働して健康づくり活動を推進します。

ウ　心の健康づくりの推進
　家庭，学校，職場，地域といった生活の場のそれぞれにおいて，心の健康につい
ての正しい知識の普及・啓発を図り，心の病気の早期発見，早期治療等の対策を推
進します。

エ　女性の健康づくりの推進
　女性特有のがんである「乳がん」と発症年齢が低年齢化している「子宮がん」に
ついて緊急対策を講ずるとともに，女性の生涯を通じた健康づくりを支援します。

オ　喫煙防止対策の推進
　たばこの健康への影響について，正しい情報の提供に努めます。
また，妊婦や未成年者の喫煙防止や受動性喫煙排除のための環境づくり，禁煙希望
者に対する支援など，喫煙防止策を推進します。

カ　飲酒の正しい知識の普及
　多量の飲酒がもたらす影響についての情報の提供に努め，多量の飲酒や未成年者
による飲酒の防止対策を推進します。また，不健康な飲酒に関する相談，支援体制
を充実します。

キ　食育及び食生活改善の推進
　乳幼児期から各年齢段階に応じた食に関する学習機会の設定や情報提供等を進め
ます。
　また，地域，学校及び家庭で取り組む朝食の普及運動やふれあい料理教室などの
食生活の改善に向けた取組を促進します。
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(２)　生活習慣病の予防と早期発見
ア　予防思想の普及・啓発

　市民が若いときから健康づくりの意識を持ち，高齢期になっても健康な生活を送
ることができるよう，疾病の一次予防を重視し，「自分の健康は自分で守る」とい
う主体的な健康づくりに取り組める環境整備に努めます。
　また，生活習慣の形成の基礎となる小児期については，家庭，学校，地域が一体
となって，正しい生活習慣の定着に取り組みます。

イ　健康診査の受診の促進
　市民一人ひとりが，生活習慣病との関連の高いメタボリックシンドローム※の早
期発見・早期治療を図るため，特定健診・長寿健診及びがん検診，人間ドックなど
の各種検診の受診を促進します。

ウ　健康相談，健康教育等の充実
　バランスのとれた食生活や適度な運動・休養といった生活習慣を市民一人ひとり
が自発的・積極的に身につけることができるよう，健康相談，健康教育，栄養指導
など各種保健事業の充実を図ります。

(３)　健康づくり推進体制の充実
ア　健康づくり計画の策定

　市民の健康づくりを効果的に推進するため，広く市民の意見を聴きながら，「健
康さつませんだい２１」※を推進し，健康づくりに関する施策を総合的に展開しま
す。
　また，市民の健康寿命の延伸を図るため，国の健康フロンティア戦略※に基づき，
「生活習慣病対策の推進」と「介護予防の推進」の二つのアプローチにより，事業
を推進します。

イ　健康づくりに関する適切な情報提供の充実
　市民が，各ライフステージ毎に生活習慣病の特性・予防・治療に関する正確な知
識を持ち，自ら健康づくりに取り組むことができるよう，健康管理システムを活用
した市民一人ひとりに応じた生活習慣病改善のプログラムを提供することにより，
健康づくりの支援を行います。

ウ　関係機関との連携の強化
　保健，医療，福祉，教育，職域など，健康づくりに関係する各機関の相互の連携
を強化するとともに，健やか支援アドバイザー※など，地域のリーダーを育成しま

※メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）
　内臓脂肪の蓄積を原因として，糖尿病，高血圧，高脂血症などの生活習慣症が発症，悪化する危険因子
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す。
エ　保健師等の集約による健康づくりの推進

　保健師・栄養士の集約により，複雑・多様化する健康問題に柔軟に対応するとと
もに，乳幼児期から高齢期までのライフステージに応じた，きめ細かな保健サービ
スの充実を図ります。

２　医療体制の充実

(１)　地域全体の総合的な医療体制の構築
ア　初期医療体制の整備

　市民の身近なところで地域医療を担う“かかりつけ医”の定着と在宅医療を促進
します。
　また，患者紹介など医療機関相互の有機的な連携システムの構築や診療所と病院
の機能分担と連携の促進に努め，各地域の体系的な初期医療体制の整備に努めます。

イ　各地域の実情に応じた体制の整備
　既存の医療施設も含め，都市文化ゾーンにおける総合的かつ高度な技術・設備を
有する医療機関の充実を促進します。
　また，甑島においては，住民に安定した医療サービスを提供するため，各診療所
の経営統合を図りつつ，病院化，医療機器の整備及び診療科目の充実等を進めます。

ウ　人材の確保
　市内外の高等教育機関をはじめとする関係機関との連携を深めながら，都市部に
おいて中心的な機能を担う医療施設や甑島における各診療所の医師をはじめとする
医療従事者の確保に努めます。

エ　保健・医療・福祉のネットワークの形成
　保健・医療・福祉サービスの一体的・効率的な提供を図るため，情報通信技術を
活用して各地の医療機関，診療所等の有機的なネットワークの形成を進めるなど，
各機関の機能分担及び連携を強化し，予防，治療，リハビリテーション，介護など
のサービスを総合的に供給する体制の構築に取り組みます。
　また，地域の保健・医療・福祉等に関する様々な情報を幅広く収集・提供する環

※健康さつませんだい２１
　２１世紀の国民の健康づくりの指針として策定された「健康日本２１」の基本理念に基づき薩摩川内市の市民が

健康で元気に生活できる地域の実現のために，大きな課題となっている生活習慣や生活習慣病を食生活，運動な
ど７つの分野ごとにそれぞれの取り組みの方向性と目標を定めた健康づくりの個別計画である。

※健康フロンティア戦略
　生活習慣病予防と介護予防を進めていくための平成１７年～平成２６年の１０年間の戦略的政策
※健やか支援アドバイザー
　地域における健康づくり活動や保健事業への参加の呼びかけ，強力を行う地域の代表者のこと。



SATSUMASENDAI Master Plan 1

SATSUMASENDAI Master Plan 1 87

第
３
編　

下
期
基
本
計
画

第
２
章　

健
康
で
共
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

境の整備に努めます。

(２)　救急医療体制の強化
ア　初期救急医療体制の整備

　在宅当番医制の充実を図り，救急時に市民が安心して診療を受けられるよう，初
期救急医療体制の整備に努めます。

イ　第二次救急医療体制の充実
　入院治療を要する等の重傷救急患者に対応できる第二次救急医療体制の充実を図
るため，都市部において中心的な機能を担う医療施設の確保を図ります。また，甑
島においては，住民が安心して生活できるよう，医療機器等の整備や，本土への安
定的な救急患者搬送手段の確保に取り組みます。

ウ　災害時救急医療体制の充実
　災害の発生に備えて，災害時拠点病院の指定を行うほか，施設・設備の整備・充
実，災害医療に関する研修・訓練の実施に努めるなど，災害時救急医療体制の充実
を図ります。

(３)　感染症予防対策の充実
　新型インフルエンザ，腸管出血性大腸菌（Ｏ－１５７等），結核など感染症のまん
延を防止するため，保健所，医療機関等と協力して疾患や予防に関する正しい知識の
普及啓発に努めるとともに，予防接種の接種率の向上を図ります。
　また，新たな感染症などが発生・流行した場合に備え，防疫体制の強化など適切な
体制の整備を図ります。

第２節　社会保障の充実

＜現状と課題＞
　現在の我が国の社会保障制度は，病気や負傷，障害，失業，介護，老齢など，私たちの
生活に深く組み込まれ，生活上の不安をもたらす様々な事態に幅広く対応しており，安心
して安定した日常生活を送る上で不可欠なものとなっています。
　しかしながら，国の財政状況が悪化する一方で，社会保障給付に要する費用が，少子・
高齢化の進行や医療の高度化等に伴い，今後更に増大していくことが予想されるなど，社
会保障制度を取り巻く環境は大きく変化しています。
　こうした中で，地域福祉，高齢者福祉，障害者福祉，子育て，児童福祉などの様々な観
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点から市民のニーズの変化に的確に対応しながら，将来の世代の負担を軽減し，安定的な
社会保障制度を構築していくことが急務であり，今後は，市民一人ひとりの健康づくりを
進めながら，各種サービスの充実にも努めるなど，市民の健康や老後を支える年金及び各
種保険事業の健全かつ適切な運営に努める必要があります。
　また，国民年金については，少子・高齢化が急速に進む中，制度に対する不安感などを
原因として，保険料の未納者が増加傾向にあることから，市民の年金制度に対する正しい
理解を一層深め，国民年金への加入を促進する必要があります。

■老人保健法の医療給付状況. （単位：件，百万円）

年　度
療養諸費 高額療養費

件　数 費用額 保険者負担金 一部負担金 件　数 給付金

平成18年度 461,181 14,283 12,994 1,288 18,395 131

平成19年度 447,423 14,344 13,035 1,309 18,401 145

（資料：国保介護課）

■後期高齢者医療の給付状況. （単位：件，百万円）

年　度

療養諸費 高額療養費

　数 費用額
保険者
負担金

一部負担金 件　数 給付金

平成20年度 408,911 13,099 11,926 1,173 13,304 94

（資料:国保介護課）

■介護保険の給付状況. （単位：百万円）

年　度
住 宅 介 護
サービス費
給 付 額

施 設 介 護
サービス費
給 付 額

居 宅 支 援
サービス費
給 付 額

審 査 支 払
サービス費
給 付 額

高 額 介 護
サービス費
給 付 額

特定入所者
介護サービス
費等給付額

合　計

平成18年度 2,785 3,718 349 10 118 402 7,382

平成19年度 2,752 3,815 531 10 209 421 7,738

平成20年度 3,094 3,834 520 11 169 426 8,054

（資料：国保介護課）



SATSUMASENDAI Master Plan 1

SATSUMASENDAI Master Plan 1 89

第
３
編　

下
期
基
本
計
画

第
２
章　

健
康
で
共
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

社会保障の充実
介護保険事業の
健全運営の確保

介護給付費の適正化

相談体制の充実

介護サービスの充実

国民年金制度に対する意識の
啓発

国民健康保険税の収納率の向上

医療費等の適正化

被保険者の健康づくりの推進

国民健康保険事業の
健全運営の確保

後期高齢者医療事業の
健全運営の確保

国民年金事業の推進

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　国民健康保険事業の健全運営の確保

(１)　被保険者の健康づくりの促進
　被保険者の健康づくりに対する意識の高揚を図るとともに，特定健診・特定保健指
導，疾病予防事業など保健事業を積極的に推進し，健康の保持・増進を図ることで，
国民健康保険の健全な運営を図ります。

(２)　医療費等の適正化
　国民健康保険事業の健全運営を目指し，適用事務や医療費の適正化に努めます。

(３)　国民健康保険税の収納率の向上
　国民健康保険制度に対する理解を促進し，自主納付意識の高揚に努めるとともに，
被保険者間の公平性が確保できるよう国民健康保険税の適切な賦課や収納率の向上に
努めます。

２　後期高齢者医療事業の健全運営の確保

　自らの健康管理についての意識の啓発をはじめ，保健師等による訪問指導や医療費通
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知，長寿健診等保健事業を通じて医療費の適正化に努め，後期高齢者医療事業の健全な
運営を図ります。
　なお，国による制度廃止等の動きに対応するため，県及び後期高齢者医療広域連合と
の連携を図り，情報収集に努め，的確な対応を行うこととします。

３　介護保険事業の健全運営の確保

(１)　介護サービスの充実
　介護が必要な高齢者等が，必要なときにサービスを受けられるよう，新たなサービ
ス体系の確立や適正な介護サービスの提供及び広報の充実に努めます。

(２)　介護給付費の適正化
　介護保険事業の健全運営を目指し，認定事務や介護給付費の適正化に努めます。

４　国民年金事業の推進

(１)　国民年金制度に対する意識の啓発
　年金制度の主旨や重要性等の広報を行い，加入の促進に努めます。

(２)　相談体制の充実
　関係機関との連携の下に，国民年金についての相談体制の充実に努めます。

第３節　地域福祉社会の形成

＜現状と課題＞
　急速な少子・高齢化の進行による核家族化，高齢者世帯の増加等に伴い，家庭における
介護機能の低下や地域社会における連帯意識の希薄化が進んでいます。
　このような中で，すべての市民が住み慣れた地域の中で安心して暮らしていくために
は，それぞれが相互扶助の原点に立ち返り，高齢者及び障害者（児）や母子（父子）家庭
に対する支援，児童の健全な育成などに積極的に取り組みながら，地域に住む人々が共に
助け合い，支え合う思いやりのある地域福祉社会を構築することが求められています。
　また，市民のボランティア意識が高まりをみせつつある中で，市民参画の下に人にやさ
しいまちづくりを進め，豊かな福祉社会を築いていくためには，地域ボランティア活動等
に対する意識の醸成や活動基盤の充実を図ることが必要です。
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地域祉社会の形成

公共的施設などのユニバー
サルデザイン化の推進

地域福祉の理念の啓発および
活動の強化

地域福祉の理念の啓発および
活動の強化

ボランティア活動の支援及び人
材の育成

社会福祉協議会等の機能の充実

地域福祉活動の推進

福祉施設の機能の充実

地域福祉社会の形成

公共的施設等のユニバーサル
デザイン化の推進

地域福祉の理念の啓発及び
活動の強化

生活保護法施行事務の適正な
実施

ボランティア活動の支援及び
人材の育成

社会福祉協議会等の機能の充実

地域福祉活動の推進

福祉施設の機能の充実

■民生委員の活動状況（平成２０年度）. （単位：件）

区　分 川内 樋脇 入来 東郷 祁答院 里 上甑 下甑 鹿島 合　計

在 宅 福 祉 778 69 307 53 52 8 67 25 12 1,371

介 護 保 険 239 28 81 30 45 2 3 7 19 454

健 康 ・ 保 健 医 療 1,092 57 123 17 38 4 8 22 3 1,364

子育て・母子保健 141 6 23 8 21 3 0 0 0 202

子どもの地域生活 724 33 102 25 119 6 16 40 15 1,080

子どもの教育・学校生活 640 53 107 24 26 6 53 19 0 928

生 活 費 418 38 67 32 35 0 0 12 2 604

年 金 ・ 保 険 112 9 17 7 23 1 0 26 4 199

仕 事 56 0 28 11 23 0 0 4 3 125

家 族 関 係 233 4 67 26 29 0 2 7 0 368

住 居 146 6 38 14 16 0 7 5 0 232

生 活 環 境 354 12 90 23 41 12 11 8 1 552

日 常 的 な 支 援 2,432 252 494 589 154 66 35 73 1 4,096

そ の 他 1,849 247 194 64 349 57 52 73 5 2,890

合 計 9,214 814 1,738 923 971 165 254 321 65 14,465

（資料：福祉課）

＜施策の体系＞
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＜計画の内容＞

１　地域福祉活動の推進

(１)　地域福祉の理念の啓発及び活動の強化
　地域に住む人々が共に助け合い，支え合う地域福祉の理念の啓発と学習機会の推進
と，次の世代へ地域福祉活動を続けていくために，地域ぐるみで助け合いの輪をつく
り，社会的弱者を地域で支援する地区コミュニティ協議会及び民間事業者等との連携
による地域見守り体制（地域ネットワーク）の充実を図ります。
　また，高齢者クラブ※の活性化を図るとともに，民生委員・児童委員，健やか支援
アドバイザー等の連携を強化し，地域における福祉活動を支える体制づくりを促進し
ます。

(２)　社会福祉協議会等の機能の充実
　地域福祉を積極的に推進していくため，その中心的役割を果たす社会福祉協議会な
ど関係機関の機能の充実を図り，地域社会における福祉ネットワークづくりを目指し
ます。

(３)　生活保護法施行事務の適正な実施
　必要な生活水準の確保など援護を要する市民の生活の維持と自立を支援します。

(４)　ボランティア活動の支援及び人材の育成
　市民が共に助け合い，支え合う地域社会システムの構築の一環として，ＮＰＯ，福
祉ボランティア等の活動を支援するとともに，その中核となる人材の確保・育成に努
めます。

２　福祉施設の機能の充実

　福祉に関する総合的な施設や温泉を活用したリハビリテーション施設の整備・充実に
努めるほか，より地域に密着した福祉サービスの提供を進めるため，地域の協力を得て，
既存施設の有効活用を図ります。

※高齢者クラブ
　地域を基礎とするおおむね６０歳以上の高齢者の自主的な組織。「健康・友愛・奉仕」の三大運動とともに，文化

伝承活動や世代間交流等の地域を豊かにする活動等を行っている。
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３　公共的施設等のユニバーサルデザイン化の推進

　高齢者や障害を持つ人が，不便なく安全に安心して暮らすことができるような環境づ
くりを進めるとともに，既存の公共施設やサービスやシステム等における障壁の除去
（バリアフリー）を進めます。
　また，公共施設に限らず不特定多数の市民が利用する民間施設等についても，すべて
の人が利用しやすいユニバーサルデザインの採用を促進します。

第４節　高齢者福祉の充実

＜現状と課題＞
　我が国においては，医療技術の高度化，食生活の変化等による平均寿命の延伸等に伴
い，６５歳以上の高齢者人口は，総人口の２２．１％（平成２１年版高齢社会白書）を占
め，その後も高齢化率の上昇が続いています。
　さらに，現在，全国平均よりも高齢化率が高い本県の中でも，本市の高齢化率は県全体
の平均を上回る値となっています。
　今後，こうした状況の中で，７５歳以上の後期高齢者や独居高齢者及び認知症高齢者等
の要介護高齢者の割合が着実に増えていくものと予想されます。
　他方，家族形態や生活習慣・意識，就業形態，居住形態などの多様化により，各家庭に
おける高齢者介護の機能が低下しており，今後は，増大する高齢者介護のニーズに対応す
るため，家庭，地域，行政などが一体となって，高齢者を支える社会を築き上げることが
急務となります。
　また，高齢者が就労やスポーツ・趣味を通じて，社会活動に参加し，健やかで自立した
生活を営むことは，地域社会全体の活力を維持し，いきいきとした地域づくりを進める上
でも，重要な課題です。
　このため，高齢者が安心して暮らせる生活・家庭環境，医療体制等の整備を推進しつ
つ，高齢者が生きがいを感じながら主体的に社会活動に参加できる環境づくりを進めるな
ど，より広い視点に立った高齢者福祉施策を総合的に講じていくことが求められます。本
市においても，「薩摩川内市老人福祉計画・介護保険事業計画」に基づき，地域包括支援
センターによる地域支援事業の推進，地域密着型サービスの提供等，様々な施策を展開す
る必要があります。
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高齢者福祉の充実

高齢者の介護予防・
生活支援の充実

介護者・要介護者への
支援の充実

高齢者の生きがい活動
に対する支援の充実

近隣保健福祉ネットワークの
形成等の促進

高齢者の社会参加のための
環境づくり

介護保険関連施設の機能の充実

高齢者の生きがいづくりの促進

多様な福祉サービスの提供

人材の確保及び育成

介護予防の推進

介護保険サービスの充実

高齢者の健康づくりの推進

家族介護者の負担の軽減

■本市の年齢3階層区分別人口構成割合の将来見通し. （単位：人，％）

平成12年
2000年

平成17年
2005年

平成22年
2010年

平成27年
2015年

平成32年
2020年

平成37年
2025年

平成42年
2030年

総人口
105,464
（実績）

102,370
（実績）

99,237
（推計）

96,314
（推計）

93,168
（推計）

89,754
（推計）

86,251
（推計）

0～14歳 16.3% 15.1% 14.9% 14.8% 14.5% 13.8% 13.2%

15～64歳 59.5% 58.9% 58.6% 56.5% 54.2% 53.1% 52.5%

65歳以上 24.3% 25.9% 26.5% 28.7% 31.4% 33.1% 34.3%

（資料：企画政策課）

＜施策の体系＞
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＜計画の内容＞

１　高齢者の介護予防・生活支援の充実

(１)　高齢者の健康づくりの推進
　健康づくり事業との密接な連携を図りながら，高齢者の健康診査，健康教育，介護
予防等の充実に努めます。
　また，地域の高齢者が気軽に参加できるスポーツ教室や高齢者クラブなど，グルー
プ活動を行いやすい環境の整備を進め，高齢者の自主的な健康づくりを促します。

(２)　介護予防の推進
　介護予防事業については，保健師を集約することにより健康づくりと介護予防を一
元化し，さらに，福祉施策と連携するなど，市民にわかりやすく利用しやすい介護予
防事業の推進を図ります。
　高齢者の介護予防の課題である認知症対策については，認知症サポーター等のボラ
ンティアを養成し，見守り体制を推進しながら講演会等の実施により認知症予防の普
及・啓発を図ります。
　また，地域包括支援センターと連携し，高齢者の相談窓口の充実を図り，高齢者が
安心してすごせる環境整備を図ります。
　さらに，高齢者自身が介護予防としてボランティア活動を通じ，地域貢献や社会参
加を行うことを目的とする介護予防ボランティア制度の充実に努めます。

(３)　多様な福祉サービスの提供
　高齢者のニーズに応じ，給食サービスやおでかけ支援など，多様なサービスを適切
かつ効率的・継続的に提供できるよう，保健・医療・福祉・介護の連携を深め，総合
的な福祉サービスの提供体制の構築を図ります。

(４)　近隣保健福祉ネットワークの形成等の促進
　高齢者などの要支援者が地域社会の中で自立して暮らしていけるよう，民生委員・
児童委員，健やか支援アドバイザー，地区コミュニティ協議会，自治会，ボランティ
ア団体等の連携を促進し，近隣保健福祉ネットワークの形成を図り，住み慣れた地域
で安心して生活できる支援体制づくりを進めます。
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２　介護者・要介護者への支援の充実 

(１)　家族介護者の負担の軽減
　要介護者と共に暮らしながら介護を行う家族の身体的・経済的な負担を軽減するた
め，地域で取り組む介護保険制度の理解講座や介護講習，介護用品支給など介護者の
負担軽減のための取組を促進するとともに，介護手当の支給など介護慰労事業等の支
援策の充実を図ります。

(２)　介護保険サービスの充実
　要介護者が住み慣れた地域や家庭で自立した生活を継続することが可能となる在宅
介護サービスなど，地域のそれぞれの特性に応じた地域密着型の介護サービスを促進
します。

(３)　介護保険関連施設の機能の充実
　高齢者に対する包括的・継続的なケアを行っていくため，地域における在宅介護の
拠点として，各地域の介護保険関連施設の機能強化を図ります。
　また，各介護保険関連施設のネットワーク化を図るとともに，利用者にとって選び
やすい介護サービスについての情報提供等に努めます。

(４)　人材の確保及び育成
　高齢者介護等の担い手となる人材の計画的な確保及び育成に努めるとともに，研修
制度の充実等を通じてその資質の向上を図ります。

３　高齢者の生きがい活動に対する支援の充実

(１)　高齢者の生きがいづくりの促進
　高齢者クラブなど各種団体の取り組む文化・学習・趣味・創作活動，スポーツ・レ
クリエーション活動，高齢者の経験や知識を活かしたボランティア活動等を支援する
ことにより，高齢者の生きがいづくりを促進します。

(２)　高齢者の社会参加のための環境づくり
　ふれあいいきいきサロン※などの高齢者間の交流や児童との世代間交流など，様々
な交流の場の創出を図り，高齢者が主体的に生きがいを感じながら社会活動に参加で
きる環境づくりを進めます。
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　また，シルバー人材センター等の活動を支援し，高齢者の能力や体力に応じた就労
機会の拡大に努めます。

第５節　子育て支援・児童福祉の充実

＜現状と課題＞
　人々の意識や価値観が多様化し，核家族化等が進行する中で，結婚・出産年齢の上昇，
住環境の変化や教育費の増加など様々な要因により，少子化の傾向が顕著になっていま
す。少子化の進行は，将来の人口の減少のみならず，若年労働力の減少による社会・経済
活力の低下，高齢化の進行とあいまった社会保障制度の負担の増大など，多方面に深刻な
影響を与えることから，喫緊に解決すべき重要な課題となっています。
　一方，子育ての経済的，精神的負担により，仕事と家庭の両立に不安を持つ親が増加
し，さらには，親の養育環境により，子ども自身の成長に悪影響が生じるなどの懸念が指
摘されています。
　子どもたちが個性豊かに，健やかに育まれる社会を構築するためには，個人の選択の自
由を尊重しつつ，親が安心して子どもを生み育てることのできる環境を整えていくことが
従来以上に必要となってきます。
　児童福祉法は，児童福祉の理念として，「すべての国民は，児童が心身ともに健やかに
生まれ，且つ，育成されるよう努めなければならない」と定めています。また，「国及び
地方公共団体は，児童の保護者とともに，児童を心身ともに健やかに育成する責任を負
う」と，その公的責任を明記しています。
　さらに，平成１５年７月に成立した「次世代育成支援対策推進法」では，「次世代育成
支援対策は，父母その他の保護者が子育てについての第一義的責任を有するとの認識の下
に，家庭その他の場において，子育ての意義についての理解が深められ，かつ，子育てに
伴う喜びが実感されるように配慮して行わなければならない」と基本理念が示されてお
り，今後，家庭，地域，行政などが一体となって「子育て支援社会」を築くことが求めら
れています。
　本市においても，「次世代育成支援対策地域行動計画」等に基づき，地域が各家庭の子
育てを支援する体制を構築し，親の不安や負担を解消・軽減することにより，子どもが一
人の人間として尊重されながら健やかに育つまちづくりを進めていくことが必要です。

※ふれあいいきいきサロン
　家に閉じこもりがちな一人暮らしの高齢者等に，身近な集会所などに集まっていただき，レクリエーション等を通

じて地域の仲間づくり等の活動の場をつくるもの。自治会・地区コミ等の単位で開催されている。
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子育て支援・児童福祉
の充実

子育てと仕事が両立できる
環境づくり

子どもを取り巻く社会環境の
改善

各家庭における育児に対する
支援の推進

子育て支援体制の整備
及び児童福祉の充実

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　子育て支援体制の整備及び児童福祉の充実

(１)　各家庭における育児に対する支援の推進
ア　母子保健の充実

　一人ひとりの子どもたちが健康に生まれ，健やかに生活するために「薩摩川内市
母子保健計画」を推進します。
　また，ライフステージごとに「かがやけ思春期」，「夢ふくらむ妊婦期」，「笑
顔いっぱい育児期」を目標に，妊婦健診・乳幼児健診の実施，思春期ふれあい事業，
父親教室等の充実を図ります。

イ　各地域の育児支援体制等の整備
　健全な子どもの育成のために地域で取り組んでいる子育てサークル，子育てサロ
ン等の取組を支援するため，地域子育て支援センターの充実に努めるとともに，民
生委員・児童委員及び主任児童委員の活動を促進するなど，子育てを地域ぐるみで
支援していくネットワークの形成を進めます。
　さらに，子育てが健全で明るい家庭で行われるよう，児童・家庭児童相談機能の
充実を図るとともに，県との連携の下，家庭環境に恵まれない児童の支援・保護に
努めます。

ウ　子育ての負担・不安の軽減
　育児の負担や不安の軽減のための訪問指導や育児相談の実施など，育児支援に努
めます。
　また，子育てに要する経済的負担を軽減するため，国の子ども手当等の周知を図
るとともに，保育料の軽減のほか，就学援助，幼稚園就園奨励費など，経済的支援
を進めます。
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　その他，市独自の助成事業として子ども医療費助成制度の実施などを行い，経済
的支援を進めます。

(２)　子育てと仕事が両立できる環境づくり
ア　多様な保育サービスの提供

　多様化する保育ニーズに対応するため，乳児保育，延長保育，一時保育，休日保
育，子育て支援センター，病児・病後児保育事業などの各種保育サービスの充実・
強化に取り組みます。
　特に，保育事業に関しては保育定数の見直しを行い，「待機児童ゼロ作戦」を推
進します。

イ　放課後児童クラブの拡充
　保護者が昼間家庭にいない小学校低学年の子どもの健全な育成を図るため，地域
の放課後児童クラブ運営委員会等の設立を支援し，既存の公共施設等の利用を検討
するなど，放課後児童クラブ未設置の地域へのクラブの設置を推進し，待機児童の
解消を推進します。
　さらに，市放課後児童クラブ連絡協議会と連携し，指導員研修会の支援を行い，
資質の向上を図ります。

ウ　子育てと仕事が両立できる就業環境の整備
　仕事をしながら安心して子育てを行うことができるよう，育児休業制度，育児休
業給付などの周知・啓発に努めるとともに，ファミリー・サポート・センターや病
児・病後児保育事業等の充実により，子育てと仕事の両立を支援します。
　また，出産・育児等によりいったん退職し，再就職を希望する人々を支援するた
め，公共職業安定所等と連携しながら，情報の提供，相談・指導体制の充実等を図
ります。

(３)　子どもを取り巻く社会環境の改善
ア　児童の健全な育成を図る体制の構築

　子育てにおける家庭・学校・地域の連携を強化し，児童の健全な育成のための地
域ネットワークづくりを進めます。
　また，薩摩川内市要保護児童対策地域協議会では，保健・医療・福祉・教育等の
関係機関の連携・協力体制づくりに取り組み，要保護児童の早期発見や適切な保護
及び要支援児童もしくは特定妊婦への適切な支援に努めます。
　さらに，各地区青少年育成会との連携を図りながら，青少年の健全な育成にとっ
て障害となるような有害物の除去など，社会環境の浄化活動を推進します。
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イ　子どもが伸び伸びと遊べる場の確保
　子どもたちが地域において，健全に伸び伸びと遊べる環境を整備するため，身近
な公園など遊び場の充実を図るほか，ふれあい体験学習や世代間交流等を通じて，
子どもたちが異なる年齢の児童や高齢者とふれあいながら，自主性や社会性を高め
る環境づくりを進めます。

ウ　子どもの安全の確保
　子どもに対する交通安全教育を充実するほか，家庭，学校，地域における事故防
止，安全の確保に対する意識の啓発に努めます。
　また，家庭，学校，地域が一体となって取り組む子どもの事故防止策を促進する
とともに，防火水槽や長年放置された防空壕の付近で子どもが遊び，事故を起こす
ことがないよう，埋戻し等の対策を講じます。

第６節　障害者（児）福祉の推進

＜現状と課題＞
　近年，障害を持つ人も持たない人も，社会の同じ一員として，家庭や地域の中で共に安
心して生活するという考え方（ノーマライゼーション）が定着しつつあり，障害を持つ人
たちの意見が社会基盤の整備等に取り入れられるようになってきました。また，障害者自
身の社会参画に対する意欲も高まりを見せています。
　平成１８年４月には障害者自立支援法が施行され，制度の大幅な見直しが実施されまし
た。
　このようななか，本市では平成２１年度から「薩摩川内市障害福祉計画第２期計画」に
着手し，社会の一員として障害者の人権が尊重され，すべての市民が家庭や地域で共に安
心して快適に暮らすことのできるまちづくりを積極的に進めることや障害者自立支援法に
おける施設の新体系への円滑な移行を進めるための支援策が必要となっています。
　なお，障害者自立支援法については，平成２５年８月までに廃止されることとなり，平
成２１年１２月には障害者制度の集中的な改革を行うため，内閣に「障がい者制度改革推
進本部」が設置されました。今後は，国の動向等を注視しながら対応に努めることが必要
です。
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障害者 （児 ）福祉の推進

福祉施設等の新体系移行

住宅福祉サービス等の充実

早期療育体制の充実

障害者の社会参画の促進

社会的・経済的自立に向けた
支援

障害者福祉に関する意識の啓発

障害者（児）福祉の充実

社会参画の促進

■身体障害者手帳所持者数（地域別） （単位：人）

地域
年度

川内 樋脇 入来 東郷 祁答院 里 上甑 下甑 鹿島 合計

平成18年度 3,092 479 432 367 306 111 139 196 75 5,197

平成19年度 3,104 495 455 389 311 112 139 200 73 5,278

平成20年度 3,152 515 465 391 310 126 140 207 73 5,379

平成21年度 3,363 541 490 418 325 130 142 215 77 5,701

（資料：高齢・障害福祉課）

■療育手帳所持者数 ( 地域別 ) （単位：人）

地域
年度

川内 樋脇 入来 東郷 祁答院 里 上甑 下甑 鹿島 合計

平成18年度 460 65 51 19 12 6 6 29 6 654

平成19年度 535 74 54 35 25 12 7 32 6 780

平成20年度 642 78 65 47 31 12 10 32 6 923

平成21年度 662 80 66 47 32 13 10 32 6 948

（資料：高齢・障害福祉課）

＜施策の体系＞
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＜計画の内容＞

１　障害者（児）福祉の充実

(１)　障害者福祉に関する意識の啓発
　地域で取り組む友愛訪問事業など，障害者との交流により，障害者に対する理解を
深め，障害者への協力を促進するとともに，あらゆる機会を通じて障害者や障害者福
祉に関する市民の意識の啓発に努めます。

(２)　福祉施設等の新体系移行※

　障害者の自立した生活に必要な介護給付や訓練等給付などの障害福祉サービスを確
保するためには，サービス提供事業者となる福祉施設等が安定して事業を運営できる
ことが必要であり，経営基盤の安定及び新体系移行に必要な支援を行います。
　また，質の高いサービスを安定して提供するために，人材の処遇改善や良質な人材
の確保に必要な支援を行います。

(３)　在宅福祉サービス等の充実
　家族の介護負担を軽減し，障害者が家庭や地域において安心して快適に生活できる
よう，ホームヘルプサービス，デイサービス，短期入所など，多様なニーズに応じた
障害者の在宅福祉サービスの周知を図るとともに，その充実に取り組みます。
　また，障害者への補装具，日常生活用具の給付・貸与など，利用者の立場に立った
生活の支援に努めるほか，相談窓口の充実を図ります。

(４)　早期療育体制の充実
　保健所，医療機関など関係機関との連携を図りながら，障害の早期発見に努めると
ともに，障害児の早期療育・訓練等の充実を図ります。
　また，療育の必要な子どもとその家族を支援するため，小学校，幼稚園，保育所等
をはじめ，関係機関との連携を図りながら，療育体制の充実に努めます。

※新体系移行
　これまで分かれていた身体・知的・精神障害に関する福祉サービスについて，一元化した福祉サービス（身体・知

的・精神）を行う施設体系への移行のこと。
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母子寡婦・父子福祉の
充実

生活の安定の確保に向けた支援

就業機会の確保

相談体制の充実

母子寡婦・父子家庭の
自立の支援

２　社会参画の促進

(１)　障害者の社会参画の促進
　障害者の社会参画を促進するため，文化・スポーツ・レクリエーション活動への積
極的な参加を促進するとともに，交流の場やコミュニケーション機会の提供・充実を
図ります。

(２)　社会的・経済的自立に向けた支援
　障害者の社会的・経済的自立と社会参画を支援するため，様々な学習機会の提供や
鹿児島障害者職業能力開発校などの関係機関との連携を図り，職業能力の向上に努め
ます。また，公共職業安定所等と連携しながら，事業者の理解と協力を求め，障害者
の就業機会の拡大及び雇用条件の改善に努めます。

第７節　母子寡婦・父子福祉の充実

＜現状と課題＞
　近年，離婚の増加等により，母子寡婦・父子家庭が急増しています。昨今の厳しい経済
情勢の中で，これらの世帯においては，生計を支えるための十分な収入を得ることが困難
な場合も多く，その自立を促進することが最も重要な課題となっています。また，生活面
からも，様々な支援策を講ずることが求められています。
　こうした社会的・経済的に不安定な状態に置かれている世帯を支援するためには，就業
機会の確保を図るだけでなく，地域社会が一体となって，それぞれの置かれた状況の把握
に努め，相談・指導体制の充実，経済支援，子育て支援など，生活実態や地域の実情に応
じた，きめ細かな対策を展開していく必要があります。 

＜施策の体系＞
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＜計画の内容＞

１　母子寡婦・父子家庭の自立の支援

(１)　相談体制の充実
　母子寡婦・父子家庭のそれぞれが置かれた状況を的確に把握し，様々な悩みにきめ
細かに対処するため，関係機関や民生委員・児童委員等との連携の強化，多様な相談
体制の充実を図るとともに，諸制度の情報提供に努めます。

(２)　生活の安定の確保に向けた支援
　社会的に弱い立場にある母子・寡婦家庭，不安定な生活を強いられる父子家庭など
に対し，各種事務手続の簡素化や児童扶養手当，ひとり親家庭等医療費助成等助成制
度の充実を図るとともに，保育所等における母子寡婦・父子家庭の優先的な入所など，
関係機関等との連携を図りながら，それぞれの家庭の実情に合わせた支援を行います。
　また，子育て等の面においては，地域の民生委員・児童委員による支援に加え，地
域と家庭の関わりが希薄化している現状の中で，これらの家庭を含めた生活・社会基
盤の弱い家庭に対し，地域が支え，見守る支援体制の構築を促進します。

(３)　就業機会の確保
　母子寡婦・父子家庭に対する事業者の理解を促進するとともに，公共職業安定所等
との連携の下に，それぞれの職業適性，就業経験等に応じた適切な助言を行う就業相
談，就業情報の提供等を行い，就業機会の拡大と雇用条件の改善を図ります。

 

第２章／健康で共に支え合うまちづくり
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地域の特色を活かした
教育・文化のまちづくり

第3章
地域の特色を活かした教育・文化のまちづくり
第１節⃝生涯学習の推進
第２節⃝社会教育の推進
第３節⃝人権の尊重
第４節⃝幼児教育・学校教育等の充実
第５節⃝青少年の健全育成
第６節⃝地域文化の保存・継承
第７節⃝スポーツの振興
第８節⃝交流活動の推進

第１節　生涯学習の推進............................................108

１　生涯学習推進体制の構築

２　生涯学習ネットワークの形成

３　生涯学習関連施設の整備

第２節　社会教育の促進............................................112

１　社会教育活動の充実

第３節　人権の尊重....................................................114

１　人権に対する正しい理解と認識の促進

第４節　幼児教育・学校教育等の充実.....................115

１　幼児教育の振興

２　学校教育の充実

３　学校教育施設等の整備・充実

４　地域特性を活かした学校教育の推進

５　高等教育機関等との連携・交流

６　国際理解教育や情報教育などの新時代への対応

第５節　青少年の健全育成........................................122

１　青少年の健全育成

第６節　地域文化の保存・継承................................124

１　文化活動の推進

２　歴史的・文化的資源のネットワーク化

３　文化的施設の機能の充実及び利用の促進

第７節　スポーツの振興............................................133

１　スポーツの振興

第８節　交流活動の推進............................................136

１　国際交流の推進

２　国内・地域間交流の推進
かずらたて【里】
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第１節　生涯学習の推進

＜現状と課題＞
　生活水準の向上や余暇時間の増大に伴う人々の価値観の多様化により，生涯を通じた学
習で自らの個性と能力を伸ばし，いきいきとした人生を築きたいという意識を持つ市民が
増えてきています。このような状況の下，学びたいという意識を持つ市民が「いつでも，
どこでも，誰でも，何でも」学習できる生涯学習社会の実現が重要になってきています。
　また，生涯の各期を通じて自らの資質を高め，新しい知識や技術を取得した市民が，そ
の学習成果を地域活動や文化活動の中で活かしていくことも求められています。
　本市においても地区コミュニティ協議会等を通じて各種の施策を展開していますが，多
様な学習のニーズに即した，より具体的な推進計画づくりが必要となっています。
　今後とも，社会の変化に応じた多様な学習機会の創出や情報提供等を進め，生涯学習の
充実に努めるとともに，「市民が主役の生涯学習」という観点から，生涯学習プログラム
の体系化，情報通信技術を活用した在宅学習の推進，大学等の民間を含めた生涯学習の場
のネットワーク化等の施策を総合的に展開していくことが必要です。

■講座及び学級の開設状況（平成２０年度） （単位：講座・教室，人）

区　　　　分 事　　業　　名 講座・教室数 参加者数

中 央 公 民 館
市　民　大　学 　22 　409

自　主　学　級 　56 　907

地 域 公 民 館
市　民　大　学 　47 　895

自　主　学　級 　32 　333

幼 稚 園 ， 小 ・ 中 学 校 家 庭 教 育 学 級 　69 3,797

地区コミュニティセンター
社会教育活動活性化推進事業 193 5,989

自　主　大　学 212 3,149

（資料：社会教育課，コミュニティ課）
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生涯学習推進計画の推進

生涯学習の推進

生涯学習推進体制の
構築

生涯学習ネットワーク
の形成

生涯学習関連施設の
整備

生涯学習関連施設の機能の充実

学習成果の社会への還元

生涯学習関連施設の活用の促進

人材の確保・育成と活用

生涯学習拠点施設等の整備・充実

推進体制の充実・強化

多様な学習機会の提供

学習環境の整備

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　生涯学習推進体制の構築

(１)　生涯学習推進計画の推進
　生涯学習に関する具体的な施策の体系的な展開を図るため，“地域の特色を活かし
た教育・文化のまちづくり”という基本方針に基づき，「薩摩川内市生涯学習推進計
画」（平成２０年度～平成２６年度）を策定しており，この計画に基づいて，生涯学
習を推進するための行動プログラムを確立します。

(２)　推進体制の充実・強化
　行政関連部門や市民，各種民間団体等の連携・協働による生涯学習推進体制の構築
を図ります。
　また，総合的な生涯学習関連施策を効率的・効果的に推進するため，生涯学習推進
本部の活動を強化し，その組織の充実を図ります。

(３)　人材の確保・育成と活用
ア　講座等の講師の確保・育成

　講座・講演会の講師の育成や学習プログラムの開発，運営に際して適切なアドバ
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イスなどを行う専門的な技術を持った人材の確保・育成に努めます。
イ　地域づくりを担う人材・組織の育成と活用

　生涯学習活動の推進により，地域づくりを担う人材と組織の育成に努め，併せて，
地域の人材やまちづくり団体，ボランティア団体及びＮＰＯ等の組織を積極的に活
用します。
　また，地域の人材や組織の能力向上を支援し，地域の担い手育成を図ります。

ウ　情報発信力を有する人材・組織の育成
　活力ある地域づくりを進めるためには，魅力ある情報発信が欠かせません。市民
による地域情報の収集と発信・活用のサイクルを構築し，市民が市民に教え合う，
人から人への「知の還流」を実現することで，情報発信力を有する多様な人材と組
織の育成を行います。

２　生涯学習ネットワークの形成

(１)　学習環境の整備
ア　情報ネットワークの形成

　学習機会の充実と学習内容の多様化・高度化を図るため，生涯学習に関する各種
情報を収集・整理し，学習の内容・方法，施設の状況など適切な学習情報の提供が
できる情報システムの整備を進めるとともに，ＩＣＴ講習会の開催等により市民の
情報通信技術の向上を図ります。

イ　地域学習活動の促進
　地域において社会教育及び生涯学習の推進の中心的役割を担っている地区コミュ
ニティ協議会，ＰＴＡ等の研修等を積極的に支援するとともに，団体，グループ・サー
クル相互の連携を促進します。
　また，地域住民の自主的で創造的な生涯学習活動を支援するため，地区コミュニ
ティ協議会を中心に，市民が企画運営段階から参加でき，それぞれの学習成果を活
かせる地域学習活動を促進します。

(２)　多様な学習機会の提供
ア　体系的な学習プログラムの構築

　環境学習，地域学習，健康学習など，各自のライフステージに応じた学習ニーズ
を的確に把握しつつ，継続的な学習プログラムの整備を図ります。
　また，少子・高齢化，高度情報化の進展や余暇の増大に対応した生涯学習プログ
ラムのほか，高齢者・子どもを対象にした講座など，体系的な生涯学習の在り方に
ついて検討を進めます。
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　さらに，高等教育機関との連携・協力の下，社会人の循環学習※ニーズへの対応
に努めます。

イ　情報通信メディアの活用
　教育情報衛星通信ネットワークやインターネットなど，情報通信メディアを活用
した生涯学習の普及を図ります。

(３)　学習成果の社会への還元
　市民が生涯学習によって得た学習成果や高齢者の豊かな経験・知識・技能をボラン
ティア等の活動を通じて社会に還元できるよう，人材バンクの充実等諸条件の整備に
努めます。
　また，「すてきびと」※や情報発信力を有する地域における人材の育成，活用及び
確保のための取組に対する積極的な支援に努め，社会への参画及び還元を促します。

３　生涯学習関連施設の整備

(１)　生涯学習拠点施設等の整備・充実
　各地域において生涯学習の推進の中核的役割を担う拠点施設として，生涯学習拠点
施設等の整備及び機能の充実を図ります。
　また，既存の生涯学習関連施設の情報通信機能や文化拠点機能の強化に努め，施設
間のネットワーク化を図ります。
　さらに，川内駅周辺については，文化施設，生涯学習推進施設に加え，商業施設を
集積した複合拠点施設の整備を検討します。

(２)　生涯学習関連施設の活用の促進
　コミュニティセンター，川内文化ホール，入来文化ホール，中央公民館，地域公民
館，中央図書館，川内歴史資料館，少年自然の家，せんだい宇宙館，川内まごころ文
学館，祁答院生態系保存資料館（アクアイム）など，生涯学習関連施設の活用を促進
します。

※循環学習
　「生涯循環学習」ともいう。さまざまな人生コースを歩む人々が生涯にわたって必要に応じて自由に「社会生活（就

業）」と「学習生活（就学）を交互に営み，社会人としてのキャリア・アップ，人間としての自己実現要求の充足，
市民としての知識・技能の習得などを行っていくこと。

※すてきびと
　専門知識や技術を持った人材を「すてきびと」として登録し，知識や技術を市民の生涯学習に活かそうとするもの。
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(３)　生涯学習関連施設の機能の充実
　図書館においては，引き続き，蔵書の充実及び視聴覚（ＡＶ）資料の整備を図りま
す。また，近隣市町住民が利用できる広域利用の仕組みづくりを推進します。さらに，
図書館の電子化推進に向けた研究・検討を進めます。
　また，移動図書館車の巡回により，図書館サービスの充実に努めるとともに，団体
貸出文庫（配本所）の充実を図ります。
　視聴覚ライブラリーにおいては，視聴覚機器等の整備・充実を図りながら，視聴覚
教育を支援します。
　川内歴史資料館においては，収蔵品等の照会に対応できる情報通信システムを活用
した検索システムを構築するなど，機能の充実に努めます。
　中央公民館・地域公民館においては利用者の安全を配慮した施設整備を推進すると
ともに，子どもから高齢者まで幅広い世代の，様々な学習ニーズに対応できるよう，
高度情報化など機能の改善・充実を図ります。

第２節　社会教育の促進

＜現状と課題＞
　近年，社会情勢は急激に変化し，社会教育を取り巻く環境も大きく流動しています。
　特に，核家族化や都市化の進展に伴い，地域連帯感の希薄化や個々の価値観やニーズの
多様化，生活様式などの変化により，家庭や地域の教育力の低下が懸念され，社会の変化
に対応した，多様な社会教育の推進体制の整備を図ることが求められています。
　家庭は，子どもたちが最も身近に接する社会です。家庭での教育は生活能力や基本的倫
理観などの基礎を育む全ての教育の出発点であり，親等に対する成人教育や子育て支援と
いう観点から，社会全体の問題として積極的に家庭における教育力の充実を図っていくこ
とが求められます。
　また，地域で大人と子どもの触れ合う機会が減り，地域における子育てのための社会環
境は後退しています。
　このため，家庭や学校，地域の連携を深め，地域で子どもを育む地域力の再生が求めら
れています。
　豊かなくらしや健やかな子どもの育成を図るため，ＰＴＡや子ども会などの社会教育関
係団体が自主的・主体的に活動していますが，家庭や地域社会の教育力の向上を図るため
にも，今後，ますますこれらの団体が果たす役割は重要になっています。
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社会教育の促進 地域の教育力の充実

社会教育関係団体の育成

家庭の教育力の充実

社会教育活動の充実

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　社会教育活動の充実

(１)　家庭の教育力の充実
ア　家庭の教育力の向上

　アンケートなどを通して家庭環境や子どもを取り巻く様々な問題などの実態把握
に努め，現状に応じた家庭の教育力向上に資するための各種子育て講座や講演会等
の充実に努めます。
　また，各幼・小・中学校における家庭教育学級※等において，家庭教育手帳※の
活用を含めて積極的支援を図るとともに，子育てに対する相談や，母親同士が共通
した悩みを話せる機会として子育てサロン※の拡充に努めます。

イ　読書活動の推進
　親子による読書は，子どもの精神的な安定感や親への信頼感を養い，基本的な生
活習慣を醸成します。
　また，家庭は読書活動の基礎を築く上で最も重要な役割を果たす場所です。
　このため，「ブックスタート※」事業の継続や，乳幼児期から児童生徒期を通じて，
子どもが家庭において読書習慣を身につけ定着させていくことができるよう「親子
２０分読書」，「朝読み・夕読み」などの読書活動の推進に努めます。
　※家庭教育学級

　幼稚園，小・中学校を拠点として，保護者同士が子育てについての教養を高めることや学習したいことを自ら企
画し，計画的・継続的に活動を行っていくもの。

※家庭教育手帳
　乳幼児期の子どもを持つ保護者の方々が，親子のきずなを深め，心豊かな子どもを育てていくことや，小学生か

ら中学生の子どもを持つ保護者の方々がその成長過程に応じて，家庭での教育やしつけに関して，それぞれの家
庭で考えていただくための資料のこと。

※子育てサロン
　子育てに不安を抱える親たちを支援するため，育児に関する相談や子どもとの遊び等関わり方についてのアドバ

イスを行う憩いの場のこと。
※ブックスタート
　ゆとりをもって健やかな子育てができるよう，絵本を通して赤ちゃんと楽しい時間を持ってもらうため，健診の

際に絵本を贈る活動のこと。本市においては，乳幼児の３ヶ月健診前後に，母子保健推進員が家庭訪問をする際
に，お母さんに絵本を渡して，読み聞かせをしてもらうようにしている。
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(２)　地域の教育力の向上
ア　地域の教育力の向上

　地域には，自然や伝統文化があり，また，地域で暮らす人々の中には，子どもた
ちをたくましく豊かに育てる場所や人材などが多くあります。
　特に高齢者の豊かな知識や経験は，子どもの育成に活かすことにより，地域の活
性化を生み出す力にもなります。
　このため，自然や伝統文化・人材等を活用し，地域において開催される自然体験・
生活体験などの学習活動の支援に努めます。
　また，自然に直接触れ自然から学べる自然観察などの学習環境づくりを促進しま
す。

イ　家庭・学校・地域の連携強化
　社会全体で子どもを育てるために，家庭・学校・地域等の連携協力のための体制
を強化し，安全・安心な地域の確保が図られるよう支援するとともに，家庭・学校・
地域等を結ぶ連携支援のための地域によるネットワークづくりの充実に努めます。

(３)　社会教育関係団体の育成
　ＰＴＡや子ども会などの社会教育関係団体は，積極的に自主的・主体的に活動を
行っており，地域の活性化や青少年の育成，家庭や学校・地域の教育力の向上に果た
す役割は大きいものがあります。
　今後も会員の資質向上や組織強化のため，指導者養成のための研修会等の開催や団
体活動の充実に努めます。

第３節　人権の尊重

＜現状と課題＞
　私たちの周囲には，社会的に不平等な扱いを伴う様々な問題が少なからず存在します。
これらの問題に共通していることは，本人の責任ではないにもかかわらず，何らかの差別
意識によってそれぞれの基本的人権が侵害されていることです。
　すべての人々の基本的人権は，憲法で保障されています。人々の差別意識をなくし，人
権に対する正しい理解と認識を得るためには，人権問題を人々が身近な問題としてとらえ
るよう，地域・学校などあらゆる場において教育活動を展開する必要があります。また，
人権問題を正しく理解するため，積極的な人権問題への取組や啓発・広報活動を進め，人
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人権の尊重

啓発活動の推進

人権教育活動の推進

人権に対する正しい
理解と認識の促進

権に対する市民の意識の高揚を図ることも必要です。
　今後も，市民一人ひとりが正しい理解と認識の下に不断の努力を行い，すべての人々の
人権が尊重される明るい社会の実現を目指していかなければなりません。

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　人権に対する正しい理解と認識の促進

(１)　人権教育活動の推進
　高齢者学級，家庭教育学級，企業内研修，「人権の花」運動等あらゆる場において，
人権教育活動を推進し，人権問題の正しい理解を促進します。

(２)　啓発活動の推進
　人権啓発強調月間や人権週間を通じて積極的に人権問題の啓発・広報活動を行い，
人権に対する市民の意識の高揚に努めます。

第４節　幼児教育・学校教育等の充実

＜現状と課題＞
　近年，人格形成期における心の未発達が原因と思われる児童生徒の事件やいじめ，不登
校などが社会問題となっています。「まちづくりの原点は人づくり」であり，心豊かで他
人を思いやる優しい心を持った人間を育成する教育が求められています。
　こうした中，幼児教育については，基本的な生活習慣などを身に付ける家庭での教育と
家庭だけでは体得できない集団での教育との両方が必要とされます。また，地域との関わ
りの中で，郷土を愛する子どもを育てていくことが求められます。
　学校教育については，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動するなど「生きる
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力」の育成を基本としながら，各地域の実情も踏まえ，教育内容の厳選と基礎・基本の徹
底に努め，児童生徒にとって魅力ある教育を展開することが重要です。特に，一人ひとり
の個性を尊重し，かつ，多様な能力を伸ばしつつ，思いやりのある人間性豊かな心身とも
にたくましい児童生徒を育成することが求められます。
　また，校外学習を含めた体験学習を積極的に推進し，家庭や地域の教育機能を高めなが
ら，学校と家庭及び地域との連携を強化していくことも大切です。
　教育施設については，大規模改修等の老朽校舎対策に加え，国際化，高度情報化，バリ
アフリー等の新たな社会の潮流はもちろん，地域住民による生涯学習のための利用等の面
でも的確に対応できるような施設・設備の整備・充実が必要です。
　さらに，障害のある児童生徒に対しては，それぞれの状況や個性に応じた教育の推進，
教育相談や就学指導の充実，教職員の資質の向上，健常児と共に教育を受けられる環境づ
くり等が求められています。
　また，小・中学校の学校規模については，少子化の進展に伴い児童生徒の減少による小
規模化が進み，複式学級を抱える極小規模校はさらに増加する傾向にあります。教育上，
学校にはある程度の集団が必要であることから，児童生徒にとって適切な教育環境を整え
ることが求められています。
　このほか，高等学校教育に関しては，地域との連携や特色ある教育活動を推進し，高等
学校の活力や専門性，教育水準の維持向上を図っていくことが必要です。
高等教育については，日々変動する社会情勢に的確に対応できる人材の育成が必要です。
　また，学生・生徒が充実した学校生活を送るため，教育内容を充実させ，特色を出すこ
とも求められます。
　特に，大学等においては，市民の多様な学習ニーズにこたえ，地域と共生する開かれた
高等教育機関として，公開講座等の実施・充実が求められています。

■園児・児童及び生徒数の推移. （単位：人，学級）

区　分
幼稚園 小学校 中学校

市　立 私　立 合　計 学級数 児童数 学級数 生徒数

平成18年度 523 733 1,256 330 6,097 125 3,294

平成19年度 502 759 1,261 328 6,039 124 3,202

平成20年度 509 753 1,262 330 6,033 125 3,091

平成21年度 518 715 1,233 326 5,937 125 3,088

（資料：学校教育課）
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心豊かな幼児の育成

幼児教育・学校教育等の
充実

幼児教育の振興

学校教育の充実

学校教育施設等の
整備充実

地域特性を活かした
学校教育の推進

高等教育機関との
連携・交流

国際理解教育や情報教育
などの新時代への対応

社会の変化に対応した学校教育
の推進

障害のある児童生徒に対する
教育の充実

障害のある児童生徒のための
施設の充実

地域に根ざした特色ある学校
づくり

地域と高等教育機関等との連携

指導力の向上

小・中学校の適正規模化等の
検討

社会の変化に対応した教育の
推進

市内高等学校の振興対策の推進

校舎等の計画的な改修

教育機材等の充実

郷土愛を育む教育の推進

特色ある大学づくりの促進

専門教育機関の充実

就園援助体制の充実

＜施策の体系＞
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＜計画の内容＞

１　幼児教育の振興

(１)　心豊かな幼児の育成
　集団でのふれあいや体験の中で，幼児一人ひとりの個性を伸ばし，心身の健やかな
発達が促されるよう，教育内容や指導方法の改善・充実に努め，また，地域との交流，
小学校や保育所との連携を図りながら，郷土を愛する心豊かな幼児の育成を目指しま
す。

(２)　就園援助体制の充実
　女性の社会参画の進展，核家族化や少子化の進行など子どもを取り巻く環境の変化
に対応した幼児教育体制の充実に努め，幼稚園就園助成等により保護者の経済的負担
の軽減を図ります。

２　学校教育の充実

(１)　社会の変化に対応した学校教育の推進
ア　小中一貫教育の推進

　９年間の義務教育の区切りを「４・３・２制」の教育段階に見直し，中期を中心
とした教員の授業交流，児童生徒の交流活動等を推進し，小学校から中学校への円
滑な接続や，地域の人材を活用した「小学校英語教育」の充実，各学校の特色ある
教育活動の推進を図るため，連携型の小中一貫教育の充実に努めます。
　また，基礎学力の向上を基本としつつ，それぞれの学校による創意工夫を活かし
た教育課程の編成を支援し，新設教科である「コミュニケーション科」の取組の推
進により，人間関係形成力や表現力の向上を図る指導に努めます。

イ　「生きる力」を育む学習指導の充実
　子どもたちの個性を伸ばし，自ら学び，自ら考え，主体的に判断・行動し，より
良く問題を解決できる「生きる力」を培うため，自然体験学習や社会体験学習，読
書体験を活かした学習活動のほか，観察・実験，見学・調査，ものづくりなどを通
して，子どもたちが自ら課題を見つけ，考え，判断できる体験重視型の学習を展開
します。
　また，コンピュータの活用，習熟の程度に応じた指導や社会人講師の導入など，
効果的な学習指導法を推進し，一人ひとりの能力や適性に応じ，楽しく学べる，分
かりやすい授業の実施に努めます。
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ウ　学校保健の推進及び学校における安全の確保
　児童生徒の基礎体力・運動能力の向上を図るとともに，食生活をはじめとする望
ましい生活習慣の習得など，家庭と連携した健康教育の充実を図ります。また，校
内事故に対する安全管理や交通安全指導を行うとともに，地域のボランティア等と
連携を図りながら，登下校時の安全確保に努めます。

エ　体育活動の充実
　児童生徒が自ら楽しめる体育学習を展開するとともに，学校外の日常的なスポー
ツ活動や地域スポーツクラブ活動への積極的な参加を促進し，心身共にたくましく，
協調性を持った児童生徒の育成を図ります。

オ　教育相談の充実
　「心の居場所」としての保健室の機能の強化やカウンセリングルームの設置を進
め，子どもが悩みや問題を相談しやすい環境を整備します。また，子どもの心のケ
アの充実に取り組み，心の教室相談員による適切な指導や相談などに努めることを
通じて，不登校・いじめ対策の一層の充実を図ります。
　さらに，学校と家庭・地域社会・関係機関との連携を強化し，地域全体として“子
どもを見守り育てていく体制”を整えます。このほか，県と協力して，スクールカ
ウンセラーや保健・医療の専門家等との連携の強化に努めます。

カ　学校給食の充実
　学校給食衛生管理の徹底を図り，栄養バランスのとれた安全・安心でおいしい給
食の提供に努めます。
　また，地場産物の積極的な活用や米飯給食の充実による食育の推進を図ります。

キ　教職員の資質の向上
　児童生徒の健やかな成長を図るため，授業における実践を通して教職員の指導技
術の向上を図るとともに，体験的な研修を含め各種研修を充実させ，常に子どもや
地域と共にあり，自らの資質向上に意欲的に取り組む教職員の育成に努めます。
　また，教職員人事評価制度の実施や資質の向上を必要とする教員への対処など新
たな人事管理に適切に対応し，市民の信頼にこたえられるよう努めます。

(２)　市内高等学校の振興対策の推進
ア　特色ある高校教育の促進

　豊かな教養と高度な専門知識や技術の習得が可能となるよう，時代のニーズに対
応した特色ある高等学校教育の展開を促進します。
　また，私立高校への助成を行うなど就学環境の充実を図ります。
　さらに，旧樋脇高校の跡地活用策については，地元住民等関係者の意見を十分に
聴きながら，有効活用が図られるよう県教育委員会等と協議します。
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イ　奨学金制度の充実
　優秀な人材の育成を図るため，市内高等学校の在校生への特別奨学資金の給付の
ほか，高等学校，大学等の在学生に奨学資金の貸付けを行う奨学金制度の充実に努
めます。

(３)　障害のある児童生徒に対する教育の充実
ア　障害のある児童生徒への教育内容等の充実

　障害のある児童生徒については，一人ひとりの能力を最大限に引き出し，成長さ
せ，社会的自立の可能性を伸ばしていくため，特別支援学級，通級による指導教室
等において，それぞれの障害の状況に応じた適切な特別支援教育を推進します。

イ　障害のある児童生徒に対する理解の促進
　障害のある児童生徒と他の児童生徒や地域の人々との交流を進め，相互理解を深
めながら，すべての子どもたちの豊かな人間性を育むとともに，障害のある児童生
徒と特別支援教育に対する市民の理解を促進します。

ウ　障害のある児童生徒の教育相談体制の整備
　保健・医療・福祉等関係機関との連携を強化し，児童生徒一人ひとりの障害の状
況に応じた適切な指導や教育相談ができる体制を整備するとともに，障害のある児
童生徒の保護者に対する継続的な教育相談の実施に努めます。また，障害のある子
どもを持つ保護者に対して，特別支援教育に関する啓発・指導を行います。

エ　教職員の指導力の向上
　特別支援教育に関する基本研修や専門研修などの充実を図るとともに，その教育
に携わる教職員の資質や指導力の向上に努めます。

３　学校教育施設等の整備・充実

(１)　校舎等の計画的な改修
　耐震化等をはじめとする校舎の大規模改造・改築，特別教室の整備，屋内運動場の
新増改築，プールの改築，スロープ等の設置など，中長期的な視点から計画的に教育
施設の整備・改修を進め，ゆとりある豊かな心を育むことのできる学習環境の確保を
図ります。

(２)　教育機材等の充実
　技術の進歩を続けるパソコンなどの情報教育機材や校内ＬＡＮ※，視聴覚機材等の
教育機材の更新を行い，国際化，情報化に対応できる教育環境の整備に努めます。

※ＬＡＮ
　Local Area Network の略。公衆回線とは別に，同一ビル内などの比較的限定された区域内で，多数のコンピュー

タなどを回線によって相互に結合し，データなどをやり取りする通信ネットワークシステム
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(３)　障害のある児童生徒のための施設の充実
　障害のある児童生徒の状況に応じた適切な学校施設・設備の整備・充実を進めると
ともに，学校施設のバリアフリー化を図り，障害のない児童生徒と共に教育を受ける
ことのできる環境づくりに努めます。

(４)　小・中学校の適正規模化等の検討
　児童生徒のための適切な教育環境整備のために，地域の実情に即した望ましい学校
規模の在り方を検討し，保護者や地域の理解を得ながら，学校の統廃合や小中一貫校
の設置，通学区域の見直しなど，学校の再編等を進めます。

４　地域特性を活かした学校教育の推進

(１)　郷土愛を育む教育の推進
　郷土の恵まれた自然環境や豊かな歴史・文化に触れながら，先人の業績や生き方に
対する理解を深めるなど，ふるさとへの愛着と誇りを育む教育を展開します。

(２)　地域に根ざした特色ある学校づくり
　児童生徒の個性や能力に応じた教育の推進を基本としながら，地域の特色を活かし
創意工夫をこらした各学校の主体的な運営を促し，地域の人材等を活用した「薩摩川
内元気塾」事業による講演会等の実施など，地域に開かれた魅力ある学校づくりを進
めます。

５　高等教育機関等との連携・交流

(１)　特色ある大学づくりの促進
　鹿児島純心女子大学の特色を活かした，看護師，管理栄養士，教職員，保育士や認
定心理士の養成や同大学大学院を活かした臨床心理士，養護教諭の養成など次代を担
う人材の育成や社会人入学制度の実施による，高等教育機関としての機能の充実を要
請します。

(２)　専門教育機関の充実
　川内職業能力開発短期大学校や川内市医師会立川内看護専門学校の機能の充実，公
開講座の実施など専門的で高度な教育機能の地域への開放を働きかけます。
　また，川内職業能力開発短期大学校については，今後も優れたものづくり人材の育
成を行うため，現在の全国ネットワークを維持できるよう努めます。
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(３)　地域と高等教育機関等との連携
　鹿児島純心女子大学，鹿児島大学及び国立天文台ＶＥＲＡ入来観測局などの高等教
育機関等が有する人的資源や施設を活用した公開講座の開催や学生・教員の派遣によ
る教育連携事業の展開などにより，地域に開かれた高等教育機関等としての活動の充
実を要請するとともに，学生によるボランティア活動や各種地域行事への参加など地
域に密着した多様な活動を支援します。
　また，鹿児島純心女子大学・川内職業能力開発短期大学校・川内市医師会立川内看
護専門学校などの高等教育機関の相互交流や，これら高等教育機関と市内企業・行政
機関との産学官の連携を推進します。

６　国際理解教育や情報教育などの新時代への対応

(１)　指導力の向上
　教職員の専門的研修のほか，国際化，情報化に対応した各種研修の充実や計画的・
継続的な自己研鑽を通じて，実践的指導力と人間的魅力を兼ね備えた幅広い教育活動
を展開できる教職員の育成に取り組みます。

(２)　社会の変化に対応した教育の推進
　情報教育機材の整備とともに，学ぶ意欲，思考力，判断力，表現力を高められるよ
うな学習ソフト・教材を充実させ，テレビ会議システムを活用した学校間の交流を積
極的に進めるなど，情報教育の質の向上に努めます。また，外国語指導助手（ＡＬ
Ｔ）の活用等により，国際化への理解と対応力を高める教育を進め，新しい時代に対
応できる人材の育成を図ります。

第５節　青少年の健全育成

＜現状と課題＞
　次世代を担う青少年を，明るく健やかにたくましく育んでいくことは，大人の責務であ
り，すべての市民の願いであります。
　しかしながら，高度情報化社会の進展や少子・高齢化社会の到来，生活意識・様式の多
様化など，急激な社会環境の変化の中で，青少年の生活習慣の乱れや規範意識の低下，問
題行動，人間関係の希薄化など大きな社会問題となっています。
　また，近年，インターネットや携帯電話の情報メディアの急速な普及により，トラブル
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青少年の健全育成

青少年活動の促進

青少年を育む市民運動の促進

青少年の健全育成

や犯罪などに巻き込まれる青少年が増加しています。
　本市では，心身ともに健全で人間性豊かな青少年を育み，活力ある地域社会を築いてい
くために，青少年育成市民会議を中心に地域の青少年（健全）育成会や地区コミュニティ
協議会と連携しながら各種施策に取り組んでいます。
　我々大人が，子どもの目標となり得る人間としての自覚をしっかりと持ち，組織的・計
画的に家庭・学校・地域による連携を強化し，青少年の意欲を高め，心と体の相伴った成
長を促す様々な体験活動や安全・安心な社会実現のための各種取り組みを積極的に展開し
ていくことが求められています。

＜計画の体系＞

＜計画の内容＞

１　青少年の健全育成

(１)　青少年を育む市民運動の促進
ア　市民意識の啓発

　社会全体が共通の理解と認識をもって青少年を育む市民活動を展開できるよう，
意識の啓発を図るとともに，各種活動への市民の積極的な参加促進や安全・安心な
地域社会の実現に努めます。
　特に青少年育成市民会議を中心に地区青少年（健全）育成会や地区コミュニティ
協議会をはじめ民間団体・企業，家庭・学校・地域が連携した青少年健全育成運動
を推進します。

イ　補導活動の充実
　青少年の犯罪や非行を防止するため，主任児童委員，保護司，少年愛護委員等に
よる相談活動や地域と連携した安全パトロール，補導活動の充実に努めます。

ウ　相談体制の充実
　青少年の悩みについて，いつでも気軽に相談に応じられるよう，相談窓口の普及
啓発に努めるとともに，様々な相談に対応できる体制づくりと，学校をはじめ児童
相談所，警察署など関係機関との連携強化に努めます。
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(２)　青少年活動の促進
ア　青少年団体活動の促進

　地域の活性化や青少年の健全育成を積極的に推進するため，子ども会や高校生ク
ラブなどの青少年団体活動を支援するとともに，指導者やジュニア・リーダー※等
の育成に努めます。
　また，ふるさとを愛するための活動や各種奉仕活動を支援するとともに，地域の
活性化に繫がる取り組みについて検討します。

イ　社会参加・体験活動，交流活動の促進
　体験活動を通して仲間づくりや地域の人々を敬いふるさとを愛する心を培うため
に，様々な地域や場所に青少年を派遣し，豊かな人間性を育む事業を展開するとと
もに，地域や各種団体が行う自然体験・生活体験・社会体験活動等を支援します。
　特に国際化の進展により，次代を担う青少年の育成には異文化交流，外国生活体
験は将来的に視野の広い豊かな人間性を育むことから，これらの活動の充実に努め
ます。

第６節　地域文化の保存・継承

＜現状と課題＞
　本市は，南九州の中心地として大宝２年（７０２年）に薩摩国府が設置されたという古
い歴史を有するまちです。ニニギノミコト伝説の可愛山陵，国指定史跡の「薩摩国分寺
跡」・「清色城跡」や国選定重要伝統的建造物群保存地区「薩摩川内市入来麓伝統的建造
物群保存地区」，国指定重要無形民俗文化財「東郷文弥節人形浄瑠璃」・「甑島のトシド
ン（ユネスコ無形文化遺産登録：平成２１年９月），４００年余りの歴史を誇る県指定無
形民俗文化財「川内大綱引」など，有形・無形の歴史的・文化的遺産や伝統文化が豊富に
存在しています。これらは，すべての市民の共通の財産であると同時に，郷土の歴史・文
化を理解するための素材として，また，地域に根ざした文化的環境を構築し，地域の独自
性を確立するための貴重な資源として，極めて重要なものであることから，それぞれの存
在を改めて見直し，その保存・継承に対する理解と意識の高揚を図る必要があります。
　しかしながら，こうした歴史・文化という「かけがえのない財産」への市民の意識はい
まだ十分に根付いているとはいえず，その存在についてもあまり知られていない状況にあ

※ジュニア・リーダー
　指導される子どもたちの年齢に近い若者のリーダー
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ります。
　このため，未来に向けた新しい文化を創出していくための素材（市民遺産）として，市
民への周知のあり方も含め，積極的にこれらの歴史的・文化的資源の保存・活用を図って
いくとともに，地域に埋もれたままの有形・無形の文化財を掘り起こすなど，新たな方策
を講じることも必要です。一方，埋蔵文化財については，開発事業との関係において適切
かつ速やかな対応と保護体制の確立が課題となります。
　また，市民の芸術文化活動への欲求の高まりにこたえ，学習機会の充実と活動又は発表
の場の確保に努めること等により，より豊かできめ細かな文化活動を促進するとともに，
文化的施設の機能の充実及び利用の拡大を図っていくことが必要です。

■指定文化財一覧（平成２０年３月３１日現在）

区
分

行
為 種　別 名　　　　　　　　　称 地　　域 指定年月日

国 指
定

有形文化財
銅
どうきょう

鏡　花
かちょう

鳥文
もんよう

様　永
えい

仁
にん

二
に

年三月一八日施入ノ銘アリ　一面 川内 T7.4.8

柏
はくじゅたかがりきょう

樹鷹狩鏡　一面 川内 S28.11.14

秋
あき

草
くさ

蝶
ちょう

鳥 鏡
きょう

　一面 川内 S28.11.14

新
に っ た

田神
じんじゃ

社文
もんじょ

書（百二十四通）九巻、一枚 川内 S58.6.6

船
ふ な だ い く

大工 樗
おうて

木
き け

家関係資料 川内 H7.6.15

民俗文化財 甑
こしき

島
じま

のトシドン 下甑 S52.5.17

東
とうごう

郷文
ぶ ん や

弥節
ぶし

人
にんぎょう

形浄
じ ょ う る り

瑠璃 東郷 H20.3.13

記念物 薩
さ つ ま

摩国
こ く ぶ ん じ

分寺跡
あと

川内 S19.11.13

清
きよしき

色城
じょうあと

跡 入来 H16.9.30

藺
い む た

牟田池
いけ

の泥
でいたんけいせいしょくぶつぐんらく

炭形成植物群落 祁答院 T10.3.3

ヘゴ自
じ せ い

生北
ほくげん

限地
ち た い

帯
里，上甑，
下甑　　　 T15.10.27

藤
ふじかわ

川天
てんじん

神の臥
がりゅうばい

龍梅 東郷 S16.10.3

永
ながとし

利のオガタマノキ 川内 S19.11.13

カラスバト 里，上甑，
下甑，鹿島 S46.5.19

県 指
定

有形文化財 新
に っ た

田神
じんじゃ

社本
ほんでん

殿　拝
はいでん

殿　舞
ぶ

殿
でん

　 勅
ちょく

使
し

殿
でん

　 両
りょう

脇
わき

摂
せっしゃ

社 川内 H2.3.23

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

　1軀
く

　 両
りょう

脇
わき

侍
じ

像
ぞう

　2軀
く

川内 S62.3.16

民俗文化財 入
いり

来
き

町
ちょう

中
なか

組
ぐみ

の田の神 入来 S41.3.11

甑
こしき

島
じま

の植物繊維衣料 下甑 H17.4.19

南
みなみ

方
かた

神
じん

社
じゃ

春祭に伴う芸能（田
た

打
うち

） 川内 S37.10.24

入
いり

来
き

町
ちょう

の疱
ほう

瘡
そう

踊
おどり

入来 S38.6.17

新
にっ

田
た

神
じん

社
じゃ

の御
お

田
た

植
うえ

祭
さい

に伴う芸能（奴
やっこ

踊
おどり

，棒
ぼう

踊
おどり

） 川内 S38.6.17

久
ぐ

見
み

崎
ざき

盆
ぼん

踊
おどり

（想
そう

夫
ふ

恋
れん

） 川内 S46.5.31
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区
分

行
為 種　別 名　　　　　　　　　称 地　　域 指定年月日

県 指
定

民俗文化財 甑
こしき

島
じま

の内
ない

侍
し

舞
まい

里 H13.4.27

川
せん

内
だい

大
おお

綱
づな

引
ひき

川内 H18.4.21

記念物 オ
お

ニ
に

バ
ば

ス
す

自
じ

生
せい

地
ち

川内 S30.1.14

市 指
定

有形文化財 江
え

之
の

口
くち

橋
ばし

川内 S47.4.1

かやぶき門
もん

入来 S57.3.16

降
こう

来
らい

橋
ばし

と擬
ぎ

宝
ぼう

珠
しゅ

川内 S61.3.26

兼
けん

喜
き

神
じん

社
じゃ

本
ほん

殿
でん

および拝
はい

殿
でん

川内 S61.3.26

田
た

中
なか

邸
てい

の漆
しっ

喰
くい

壁
かべ

土
ど

蔵
ぞう

入来 H6.2.8

笹
ささ

野
の

橋
ばし

東郷 H7.6.12

松
まつ

尾
お

神
じん

社
じゃ

の木
もく

像
ぞう

東郷 S46.7.13

三
み

島
しま

仁
に

王
おう

像
ぞう

樋脇 S50.9.1

福
ふく

昌
しょう

寺
じ

仁
に

王
おう

石
せき

像
ぞう

川内 S60.3.27

昌
しょう

了
りょう

寺
じ

跡
あと

の仁
に

王
おう

像
ぞう

入来 S62.3.7

天
てん

福
ぷく

寺
じ

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

像
ぞう

川内 H4.3.25

南
のう

瀬
ぜ

山
やま

之
の

口
くち

の虚
こ

空
くう

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

東郷 H7.6.12

山
さん

王
のう

岳
だけ

木
もく

造
ぞう

仏
ぶつ

三
さん

尊
そん

像
ぞう

祁答院 H15.3.1

円
えん

明
みょう

院
いん

仁
に

王
おう

像
ぞう

祁答院 H15.3.1

宥
ゆう

印
いん

法
ほう

印
いん

文
もん

書
じょ

川内 S61.3.26

石
いし

笛
ぶえ

里 S57.2.1

清
きよ

水
みず

寺
でら

経
きょう

壺
つぼ

川内 S60.3.27

青
せい

磁
じ

蓮
れん

花
げ

唐
から

草
くさ

文
もん

碗
わん

　青
せい

磁
じ

櫛
くし

描
が

き文
もん

皿
ざら

川内 H7.3.24

宥
ゆう

印
いん

法
ほう

印
いん

の墓 川内 S42.9.23

経
きょう

塚
づか

山
やま

板
いた

碑
び

東郷 S46.7.13

平
ひら

佐
さ

焼
やき

絵
え

形
がた

川内 S46.11.1

東
とう

郷
ごう

渋
しぶ

谷
や

氏
し

宝
ほう

篋
きょう

印
いん

塔
とう

樋脇 S50.9.1

霧
きり

島
しま

若
わか

宮
みや

神
じん

社
しゃ

の宝
ほう

塔
とう

残
ざん

欠
けつ

樋脇 S50.9.1

倉
くら

野
の

殿
どん

墓
ばか

樋脇 S50.9.1

下
しも

甑
こしき

嶋
じま

藺
い

牟
む

田
た

村
むら

御
み

検
けん

地
ち

台
だい

帳
ちょう

他
ほか

四
よん

冊
さつ

鹿島 S52.6.20

森
もり

殿
どん

原
ばる

の宝
ほう

塔
とう

川内 S56.12.5

南
のう

瀬
ぜ

観
かん

音
のん

古
こ

石
せき

塔
とう

群
ぐん

東郷 S57.11.10

大
おお

村
むら

郷
ごう

絵
え

地
ち

図
ず

祁答院 S58.4.21

藺
い

牟
む

田
た

郷
ごう

諸
しょ

家
か

系
けい

図
ず

帳
ちょう

祁答院 S58.4.21

宇
う

都
と

六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

塔
とう

祁答院 S58.4.21

薩
さつ

摩
ま

国
こく

分
ぶん

寺
じ

層
そう

塔
とう

川内 S60.3.27

太
たい

平
へい

橋
ばし

架
か

橋
きょう

碑
ひ

川内 S61.3.26

船
ふな

瀬
せ

殿
どん

墓
ばか

入来 S62.3.7
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区
分

行
為 種　別 名　　　　　　　　　称 地　　域 指定年月日

市 指
定

有形文化財 樋
ひ

脇
わき

郷
ごう

鳥
ちょう

瞰
かん

図
ず

樋脇 S63.6.24

熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

板
いた

碑
び

川内 H1.9.26

泰
たい

平
へい

寺
じ

住
じゅう

僧
そう

墓
ぼ

川内 H4.3.25

ロザリオ聖
せい

母
ぼ

踏
ふみ

絵
え

川内 H4.3.25

宍
しし

野
の

殿
どん

古
こ

石
せき

塔
とう

群
ぐん

東郷 H12.12.8

鹿
か

島
しま

のどん（梵
ぼん

鐘
しょう

） 鹿島 H16.7.27

民俗文化財 宮
みや

里
ざと

田
た

の神
かみ

石
せき

像
ぞう

川内 S56.12.5

松
まつ

下
げ

田
た

庚
こう

申
しん

塔
とう

川内 S56.12.5

尾
お

白
じろ

江
え

庚
こう

申
しん

供
く

養
よう

燈
とう

籠
ろう

川内 S56.12.5

松
まつ

下
げ

田
た

の田の神 入来 S57.3.16

本
もと

庵
あん

の田の神 樋脇 S62.1.10

祢
ね

地
じ

山
やま

の田の神 樋脇 S62.1.10

石
いし

堂
どう

の田の神 東郷 H2.5.15

山
やま

田
だ

玉
たま

田
だ

の田の神 東郷 H2.5.15

山
やま

田
だ

下
しも

の女
おんな

田
た

の神
かみ

東郷 H2.5.15

今
いま

村
むら

庚
こう

申
しん

塔
とう

川内 H7.3.24

ツーロ 鹿島 H13.12.17

藺
い

牟
む

田
た

麓
ふもと

西
にし

の石
せっ

敢
かん

当
とう

祁答院 H15.3.1

南
のう

瀬
ぜ

の太
たい

鼓
こ

踊
おどり

東郷 S46.7.13

山
やま

田
だ

楽
がく

東郷 S46.7.13

倉
くら

野
の

太
たい

鼓
こ

踊
おどり

（諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 樋脇 S48.3.14

樋
ひ

脇
わき

武
ぶ

士
し

踊
おどり

樋脇 S48.3.14

上
かみ

手
で

太
たい

鼓
こ

踊
おどり

樋脇 S48.3.14

塔
とう

之
の

原
はら

一
いっ

区
く

太
たい

鼓
こ

踊
おどり

・花
はな

尾
お

楽
がく

（諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

夏
なつ

祭
まつり

に伴う芸能） 樋脇 S48.3.14

野
の

下
した

鎌
かま

踊
おどり

樋脇 S48.3.14

藤
ふじ

本
もと

棒
ぼう

踊
おどり

樋脇 S48.3.14

岩
いわ

下
した

棒
ぼう

踊
おどり

（熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 樋脇 S48.3.14

入
いり

来
き

神
かん

舞
まい

（大
おお

宮
みや

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 入来 S49.7.1

次
じ

郎
ろ

次
じ

郎
ろ

踊
おどり

（射
い

勝
すぐる

神
じん

社
じゃ

春
はる

祭
まつり

に伴う芸能） 川内 S56.12.5

里
さと

の武
む

者
しゃ

踊
おどり

里 S57.2.1

さっこら踊
おどり

里 S57.2.1

朝
ちょう

陽
よう

太
たい

鼓
こ

踊
おどり

（諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 入来 H1.6.21

山
やま

下
した

太
たい

鼓
こ

踊
おどり

（諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 入来 H1.6.21

下
しも

手
で

太
たい

鼓
こ

踊
おどり

（諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 入来 H1.6.21

飯
い

母
ぼ

鷹
たか

踊
おどり

川内 H7.3.24

高
た

城
き

町
ちょう

太
たい

鼓
こ

踊
おどり

（高
た

城
き

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 川内 H7.3.24
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区
分

行
為 種　別 名　　　　　　　　　称 地　　域 指定年月日

市 指
定

民俗文化財 中
ちゅう

郷
ごう

虚
こ

無
む

僧
そう

踊
おどり

（諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 川内 H7.3.24

南
のう

瀬
ぜ

下
しも

の太
たい

鼓
こ

踊
おどり

（アケスメロ） 東郷 H7.6.12

鹿
か

島
しま

のトシドン 鹿島 H13.12.17

記念物 平
ひら

佐
さ

焼
やき

窯
かま

跡
あと

川内 S42.9.23

和
わ

睦
ぼく

石
せき

川内 S42.9.23

香
こ

積
じゃく

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

等
とう

東郷 S46.7.13

船
ふな

間
ま

島
じま

古
こ

墳
ふん

川内 S46.11.1

江
え

崎
ざき

鼻
ばな

祈
き

願
がん

銘
めい

文
ぶん

下甑 S48.4.1

お石
せっ

塔
と

入来 S49.7.1

いくさ墓
ばか

入来 S49.7.1

渋
しぶ

谷
や

有
あり

重
しげ

の墓
ぼ

塔
とう

入来 S49.7.1

大
だい

永
えい

板
いた

碑
び

入来 S49.7.1

天
てん

文
ぶん

板
いた

碑
び

入来 S49.7.1

下
しも

手
で

の十
じゅう

三
さん

仏
ぶっ

塔
とう

入来 S49.7.1

麓
ふもと

下
しも

の三
さん

十
じゅう

三
さん

観
かん

音
のん

塔
とう

入来 S49.7.1

旦
だん

那
な

墓
ばか

入来 S49.7.1

小
こう

路
じ

磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

東郷 S50.7.28

瑠
る

璃
り

光
こう

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

樋脇 S50.9.1

倉
くら

野
の

磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

樋脇 S50.9.1

倉
くら

野
の

六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

塔
とう

樋脇 S50.9.1

木
き

下
した

逆
ぎゃく

修
しゅう

塔
とう

群
ぐん

樋脇 S50.9.1

笹
ささ

嶺
みね

馬
ば

頭
とう

観
かん

音
のん

樋脇 S50.9.1

塔
とう

之
の

原
はら

殿
どん

墓
ばか

樋脇 S50.9.1

薬
やく

師
し

堂
どう

荒
こう

神
じん

石
せき

塔
とう

樋脇 S50.9.1

愛
あた

宕
ご

山
やま

勝
しょう

軍
ぐん

地
じ

蔵
ぞう

樋脇 S50.9.1

樋
ひ

脇
わき

郷
ごう

地
じ

頭
とう

仮
かり

屋
や

跡
あと

樋脇 S50.9.1

快
かい

慶
けい

入
にゅう

定
じょう

の石
いし

室
むろ

樋脇 S50.9.1

祢
ね

礼
れ

北
きた

六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

塔
とう

樋脇 S50.9.1

市
いち

比
ひ

野
の

駅
えき

の跡
あと

樋脇 S50.9.1

玄
げん

豊
ぽう

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

樋脇 S50.9.1

阿
あ

弥
み

陀
だ

殿
どん

の岩
いわ

仏
ぼとけ

樋脇 S50.9.1

牛
うし

鼻
ばな

の逆
ぎゃく

修
しゅ

塔
とう

群
ぐん

樋脇 S50.9.1

屋
や

所
どころ

石
せき

塔
とう

群
ぐん

祁答院 S52.4.1

藺
い

落
おとし

丘
おか

のかくれ念
ねん

仏
ぶつ

鹿島 S52.6.20

永
なが

田
た

十
じゅう

三
さん

仏
ぶっ

塔
とう

樋脇 S54.12.1

亀
かめ

城
じょう

跡
あと

里 S56.3.6
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区
分

行
為 種　別 名　　　　　　　　　称 地　　域 指定年月日

市 指
定

記念物 小
お

川
がわ

の森
もり

里 S56.3.6

隠
かくれ

山
やま

のかくれ念
ねん

仏
ぶつ

里 S56.3.6

北
ほん

郷
ごう

家
け

墓
ぼ

地
ち

川内 S56.12.5

神
こう

籠
ご

岳
だけ

の環
かん

状
じょう

列
れっ

石
せき

入来 S57.3.16

大
だい

乗
じょう

妙
みょう

典
てん

千
せん

部
ぶ

塔
とう

祁答院 S58.4.21

岩
いわ

屋
や

観
かん

音
のん

磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

祁答院 S58.4.21

鳥
とり

追
おい

の杜
もり

川内 S60.3.27

戸
と

田
だ

観
かん

音
のん

石
せき

塔
とう

群
ぐん

等
とう

川内 S60.3.27

久
く

住
じゅう

阿
あ

弥
み

陀
だ

山
やま

磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

川内 S60.3.27

天
てん

狗
ぐ

鼻
ばな

海
かい

軍
ぐん

望
ぼう

楼
ろう

台
だい

川内 S60.3.27

大
だい

源
げん

寺
じ

跡
あと

入
いり

来
き

院
いん

氏
し

関
かん

係
けい

石
せき

塔
とう

群
ぐん

川内 S61.3.26

栗
くり

下
した

磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

入来 S62.3.7

後
ご

醍
だい

院
いん

源
みなもとの

良
なが

任
とう

之
の

墓
はか

樋脇 H1.1.23

般
はん

者
しゃ

殿
どん

墓
ばか

入来 H1.6.21

島
しま

津
づ

歳
とし

久
ひさ

及び殉
じゅん

死
し

者
しゃ

の供
く

養
よう

塔
とう

川内 H1.9.26

高
た

城
き

氏
し

石
せき

塔
とう

群
ぐん

川内 H1.9.26

北
きた

山
やま

寺
でら

住
じゅう

僧
そう

墓
ぼ

川内 H1.9.26

水
みず

引
ひき

経
きょう

塚
づか

川内 H1.9.26

司
つかさ

野
の

古
こ

石
せき

塔
とう

群
ぐん

東郷 H2.5.15

山
やま

田
だ

古
こ

石
せき

塔
とう

群
ぐん

東郷 H2.5.15

古
ふる

城
じょう

殿
どん

石
せき

塔
とう

東郷 H2.5.15

渋
しぶ

谷
や

重
しげ

親
ちか

墓
ぼ

碑
ひ

東郷 H2.5.15

横
よこ

岡
おか

古
こ

墳
ふん

川内 H4.3.25

桃
とう

花
か

山
ざん

浄
じょう

興
こう

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

川内 H7.3.24

上
うえ

野
の

氏
し

関
かん

係
けい

石
せき

塔
とう

群
ぐん

川内 H11.4.22

下
しも

岩
いわ

戸
と

のかくれ念
ねん

仏
ぶつ

樋脇 H14.4.25

永
えい

源
げん

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

祁答院 H15.3.1

大
おお

村
むら

古
こ

城
じょう

跡
あと

祁答院 H15.3.1

良
よし

重
しげ

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

祁答院 H15.3.1

龍
りゅう

盛
せい

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

祁答院 H15.3.1

大
だい

翁
おう

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

等
とう

祁答院 H15.3.1

入
いり

来
き

院
いん

重
しげ

高
たか

墓
ぼ

塔
とう

入来 H15.5.9

瀬
せ

尾
び

瀑
ばく

布
ふ

（滝
たき

の観
かん

音
のん

） 下甑 S48.4.1

新
にっ

田
た

神
じん

社
じゃ

の大
おお

樟
くす

川内 S46.11.1

諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

のイスノキ 入来 S49.7.1

鷹
たか

之
の

巣
す

神
じん

社
じゃ

のイチイガシ 入来 S49.7.1
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歴史・伝統文化の保存と継承

地域文化の保存・継承

文化活動の推進

歴史的・文化的資源の
ネットワーク化

文化的施設の機能の
充実及び利用の促進

文化施設の連携体制の構築

新たな文化を創出・育成する
まちづくり

自主的な文化活動の促進

文化施設の利用促進

市民に身近な文化拠点の充実

区
分

行
為 種　別 名　　　　　　　　　称 地　　域 指定年月日

市 指
定

記念物 鷹
たか

之
の

巣
す

神
じん

社
じゃ

のナギ 入来 S49.7.1

ウミネコ繁
はん

殖
しょく

地
ち

鹿島 S52.6.20

珊
さん

瑚
ご

群
ぐん

生
せい

地
ち

鹿島 S52.6.20

梶
かじ

原
はら

家
け

の大
だい

ソテツ 鹿島 S52.6.20

徳
とく

船
せん

寺
でら

境
けい

内
だい

及
およ

び周
しゅう

辺
へん

樹
じゅ

林
りん

鹿島 S52.6.20

久
く

留
る

須
す

梅
うめ

東郷 H2.5.15

久
ぐ

見
み

崎
ざき

ハマボウ自
じ

生
せい

地
ち

川内 H12.8.1

国 選
定

伝統的建造物群
薩
さつ

摩
ま

川
せん

内
だい

市
し

入
いり

来
き

麓
ふもと

伝
でん

統
とう

的
てき

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

群
ぐん

保
ほ

存
ぞん

地
ち

区
く

入来 H15.12.25

登
録

有形文化財 鹿
か

島
しま

村
むら

離
り

島
とう

住
じゅう

民
みん

生
せい

活
かつ

センター（旧
きゅう

藺
い

牟
む

田
た

漁
ぎょ

業
ぎょう

組
くみ

合
あい

） 鹿島 H13.8.28

新
しん

大
たい

橋
ばし

入来 H16.11.8

選
択

民俗文化財 甑
こしき

島
じま

の葛
くず

布
ふ

の紡
ぼう

織
しょく

習
しゅう

俗
ぞく

里，上甑，下甑，鹿島 S45.3.1

東
とう

郷
ごう

人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

東郷 S54.12.7

（資料：文化課）

＜施策の体系＞
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＜計画の内容＞

１　文化活動の推進

(１)　歴史・伝統文化の保存と継承
ア　伝統文化の保存・継承

　古くから地域に伝わる芸能・風俗，行事などの伝統文化については，発表や披露
の場を積極的に開拓し，地域の青少年の参加・体験型学習の材料として活用するな
ど，地域ぐるみで保存・継承を促進し，必要に応じて文書や映像としての記録・保
存を進めます。
　また，地域で取り組むふるさとマップ，史跡マップの作成など，地域の伝統芸
能・行事，文化財等を掘り起こし，地域の宝としてまちづくりに活かす取組を支援
します。
　市内の小学校高学年生から中学生を対象に結成された文化財少年団が，地元の文
化財や歴史を探訪学習することで，地域の文化財に対する理解と保存継承に対する
認識を深めます。また，社会科の学習に文化財マップを活用し，現地学習を支援し
ます。

イ　文化財の調査・保存・活用
　開発行為等により滅失するおそれのある埋蔵文化財については，発掘調査等を実
施するとともに，開発との十分な調整を図りながら保護に努めます。また，民間保
有の有形文化財については，散逸やき損を防ぐため，所蔵者に対し寄贈・寄託への
協力を求め，記録・保存を図ります。さらに，学術的価値や地域的重要性の高い文
化財については，国・県・市による指定に努め，有形文化財の修理・復元による展
示・公開を図るほか，史跡の環境整備等を進めます。

ウ　歴史的・文化的資源を活かしたまちづくりの推進
　伝統芸能・行事，文化財等を活かしたまちづくりを振興するほか，地域文化の情
報発信を促進します。

(２)　自主的な文化活動の促進
　市文化祭への市民の自主的な参加を促すとともに，芸術文化に関する発表会やフェ
スティバル等を開催し，市民が一体となった新たな文化活動の成果を発表する機会の
創出や，文化活動団体間の相互交流の促進に努めます。

(３)　新たな文化を創出・育成するまちづくり
　文化・芸術に親しめるよう，触れる機会や参加する機会の充実を図るとともに，イ
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ベントや活動団体の情報発信を進めます。
　また，薩摩川内市ならではの自然環境や風土をいかした新たな文化・芸術活動を発
掘し創造への支援を行います。

２　歴史的・文化的資源のネットワーク化

　可愛山陵・新田神社，薩摩国分寺跡史跡公園，横岡古墳公園，藤川天神・臥竜梅，史
跡清色城跡，薩摩川内市入来麓伝統的建造物群保存地区，倉野磨崖仏，大宮神社，藺牟
田池の泥炭形成植物群落，亀城跡，下甑島の武家屋敷通り，川内歴史資料館，川内まご
ころ文学館，各郷土館をはじめ，本市が有する歴史・文化的資源を活かし，文化財マッ
プを活用した史跡・文化財探訪ルートを設定して，本市における観光・レジャー分野の
振興という観点も視野に入れたネットワーク化を図ります。

３　文化的施設の機能の充実及び利用の促進

(１)　市民に身近な文化拠点の充実
　川内文化ホールや入来文化ホール，生涯学習拠点施設，図書館等の文化施設につい
て，市民に身近な地域文化活動の拠点として位置付け，その機能の強化を図ります。
また，市民や子どもたちに郷土の歴史，文化，自然など実物に触れられる学習機会を
提供することにより，ふるさとを再発見し，郷土愛や地域の連帯感を育むことができ
るよう，川内歴史資料館，川内まごころ文学館，各郷土館，史跡公園などの施設や埋
蔵文化財発掘現場などを歴史学習の拠点として位置付け，その積極的な活用を図りま
す。

(２)　文化施設の利用の促進
　各文化施設が，市民の多様なニーズに沿った，より使いやすいものとなるよう，利
用形態や運営方法の改善に努めるほか，バリアフリーなど施設・設備の改善を進めま
す。

(３)　文化施設の連携体制の構築
　文化施設における収蔵品等の有効活用を図るとともに，各施設の個性や特徴を活か
した魅力ある企画を実施できるよう，市内外の文化施設間のネットワーク化を図りま
す。
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第７節　スポーツの振興

＜現状と課題＞
　スポーツは，健全な心身の発達を促し，豊かな人間性を育むとともに，生きがいのある
健康で文化的な生活を営む上で，大きな役割を果たすものです。
　自由時間の増大や健康志向の高まりなどに伴い，スポーツ活動に対する市民の関心と
ニーズは，一段と高まっており，活動の目的も，健康の維持・増進，体力づくりはもちろ
んのこと，自己研鑽や仲間づくりなど多様化・高度化しています。
　このため，市民の誰もが年齢や身体状況に応じてスポーツ活動を楽しむことができるよ
う，それぞれのライフステージや能力に応じたスポーツ活動の普及・定着を図り，青少年
の心身の健全な発達や市民の健康の維持・増進を促進することが重要になります。
　本市では，地域ぐるみで取り組んでいるホッケーの競技会をはじめ，全市的な各種ス
ポーツ大会から各地域・地区レベルのものまで多彩なスポーツイベントが行われています
が，市民のスポーツ活動に対するニーズはますます多様化することが予想されます。
　今後は，競技スポーツや学校体育の振興はもとより，すべての市民がそれぞれの状況に
応じて多様なスポーツ活動を行うことができるよう，各施設等の利活用を図るとともに，
身近な地域レベルでの環境の整備や自主的な組織活動の促進，指導体制の充実等に努めて
いく必要があります。

■公共体育施設等利用者数. （単位：人）

地域 年度
施設名 平成18年度 平成19年度 平成20年度

川　内

総合体育館

メイン・サブアリーナ・会議室等 116,829 116,790 135,123
武道場 11,367 17,070 18,570
弓道場 10,476 9,356 8,671
トレーニング室 41,548 38,398 40,575

総合運動公園

多目的運動広場 23,915 34,350 33,329
テニスコート 36,641 38,237 30,024
野球場 14,226 17,373 14,615
陸上競技場 30,620 33,271 34,866
全天候型運動広場 22,391 24,295 30,836

御陵下公園
野球場 31,038 28,274 22,809
テニスコート 2,741 3,161 3,206
運動場会館 14,014 17,277 20,980

川内プール 7,793 7,448 7,770
川内レガッタハウス 1,835 3,055 3,689
勤労者体育館（セントピア） 27,168 28,966 26,569
川内屋内ゲートボール場（テニスコート等含む） 16,848 15,979 16,710
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スポーツの振興

スポーツ・レクリエーション
活動の振興

スポーツ・レクリエーション
施設等の充実

スポーツの振興

地域 年度
施設名 平成18年度 平成19年度 平成20年度

樋　脇

総合運動場
樋脇体育館 15,300 14,456 17,564
樋脇グラウンド 8,559 6,141 7,516
樋脇弓道場 949 538 427

樋脇屋外人工芝競技場 9,371 10,907 6,813

プール施設
樋脇サンヘルスパーク 15,596 15,657 17,413
樋脇Ｂ＆Ｇ海洋センター 6,540 6,652 6,247

入　来
総合運動場

体育館 10,408 10,004 15,420
グラウンド 14,712 15,058 19,966
トレーニング室 1,370 1,252 1,172
弓道場 28 12 24
テニスコート 522 1,438 1,629
ゲートボール場 1,687 902 972

入来武道館 2,148 1,888 1,764

東　郷 総合運動場
総合体育館 12,908 13,194 14,647
東郷総合グラウンド 18,409 19,277 20,826
池畠運動広場 4,615 2,101 2,705

祁答院
祁答院体育館 14,635 17,090 15,337
祁答院グラウンド 8,071 9,709 7,630

里
里プール 626 1,096 785
里柔道会館 3,922 3,313 3,077

上　甑
上甑グラウンド 2,784 3,523 3,172
上甑Ｂ＆Ｇ海洋センター 1,142 1,226 1,337

鹿　島 鹿島コミュニティプール 585 747 906
（資料：市民スポーツ課）

＜計画の体系＞

＜計画の内容＞

１　スポーツの振興

(１)　スポーツ・レクリエーション施設等の充実
ア　スポーツ・レクリエーション施設の充実

　市民が，「いつでも，どこでも，誰でも」スポーツやレクリエーションに親しみ，
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幅広く気軽にスポーツ・レクリエーション活動を行うことができるよう，中心的な
拠点施設である総合運動公園等の充実を図るとともに，その適切な維持管理に努め
ます。
　また，小中学校の屋内運動場，グラウンドなど学校施設の開放を進めるとともに，
市民が身近にスポーツを楽しむことができる公園，広場等の地域施設の充実を図り
ます。
　さらに，市民の健康志向の高まりに対応するため，民間活力によるスポーツ・レ
クリエーション施設の整備を促進します。

イ　野外活動空間の整備
　寺山をはじめ川内川河畔，各地の海水浴場・キャンプ場など，豊かな自然環境を
活かした野外活動空間の整備を図ります。

(２)　スポーツ・レクリエーション活動の振興
ア　情報提供と参加機会の拡大

　スポーツやレクリエーションに関する行事の案内を積極的に行うなど，広く市民
に情報を提供し，市民ニーズに対応したスポーツ交流やレクリエーション活動への
参加機会の拡大に努めます。

イ　スポーツ・レクリエーション活動の普及・振興
　市民の生涯学習活動や高齢者・障害者の社会参画活動の手段として重要な役割を
果たしているレクリエーション活動の振興を図ります。
　また，親子の心のふれあいを促進するため，誰でも参加できるファミリー型のス
ポーツ・レクリエーション活動の普及に努め，スポーツ参加人口の拡大を目指しま
す。
　さらに，各地域・地区で実施されている各種スポーツ活動の充実を図ります。

ウ　各種団体の育成
　市体育協会やスポーツ少年団の充実・強化を図るとともに，各種競技団体やレク
リエーション協会等の活性化に努めます。
　また，総合運動公園施設や地域体育施設の利活用を促進し，日常的なスポーツ活
動や健康づくり活動を促進するため，幼児から高齢者を対象とした「総合型地域ス
ポーツクラブ」の育成に努めます。

エ　競技力向上の推進
　各種競技大会の開催や専門的なスポーツ教室の実施により，学校体育関連団体，
スポーツ少年団，社会人クラブチーム等の競技力の向上に努めます。
　また，市民の自主的なスポーツ・レクリエーション活動を促進し，心身の健全な
発達とスポーツの普及・振興及び競技力の向上を図るため，各種スポーツ・レクリ
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エーションの全国大会，九州大会等への参加や，市内でこれらを開催するに当たっ
て必要となる経費等の助成を行います。

オ　野外活動の促進
　市内の野外活動施設等の有効活用を図り，ハイキングや水上スポーツなどを通じ
た多様な自然とのふれあいを促進します。

カ　スポーツ合宿等の誘致
　スポーツを活用した地域振興を図るため，プロチームをはじめとするスポーツ合
宿や各種大会の誘致などに取り組むとともに，合宿所の確保に努めます。

第８節　交流活動の推進

＜現状と課題＞
　近年，社会経済活動が地球的規模で展開されるとともに，インターネット等の情報通信
技術や移動体通信の普及により，時間と距離の概念が大きく変化しています。それに伴
い，市民レベルでの国際的な交流活動が活発に展開されるなど，あらゆる分野で国際化が
進んでいます。
　本市では，中国江

こう

蘇
そ

省
しょう

常
じょう

熟
じゅく

市
し

及び中国上海市嘉
か

定
てい

区
く

馬
ま

陸
る

鎮
ちん

と友好都市交流を進めて
おり，スポーツ，文化，経済など幅広い分野で相互交流活動を展開しています。民間にお
いても，「からいも交流」をはじめとして，諸外国との交流を行っています。
　とりわけ大韓民国慶

けい

尚
しょう

南
なん

道
どう

昌
しょう

寧
ねい

郡
ぐん

とは，「大綱引」を接点とした民間交流が積極的に
行われています。
　今後とも，国際交流センターを活動拠点として，鹿児島純心女子大学等関係機関との連
携を図りながら，国際交流を幅広く推進するとともに，これらの交流を担う民間団体等の
育成を図る必要があります。
　また，国内の各地域との間の人・物・情報の活発な交流は，他地域との結びつきを深
め，地域に活力とにぎわいを創出し，地域の活性化の起爆剤となることが期待されていま
す。本市においても，川内川流域市町との交流活動等を進めているところですが，今後
は，市外の地域との交流のみならず，市民の一体感の醸成を図る観点から，市内の各地域
間の交流・連携を積極的に進めるなど，多様な地域間交流の推進に取り組む必要がありま
す。
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交流活動の推進

国際交流活動の振興

外国人受入態勢の整備

地域間交流の推進

交流基盤の整備

組織体制等の充実

国際交流の推進

国内・地域間交流の推進

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　国際交流の推進

(１)　組織体制等の充実
ア　民間交流団体の育成

　市民の自主的な国際交流活動を促進するため，国際交流を行う市民団体に対する
支援に努めます。
　また，市国際交流協会の会員の増加を図るとともに，同協会の事業の積極的な展
開を促進します。

イ　国際化を担う人材の育成
　市民の国際理解を深め，国際化を担う人材の育成を図るため，国際交流員（ＣＩ
Ｒ※）を活用した外国語講座や国際理解講座などを実施し，外国語と外国文化に通
じた市民の育成に努めます。

(２)　国際交流活動の振興
ア　多様な国際交流の推進

　中国，韓国をはじめ，世界各国間において，経済交流や芸術，文化，スポーツ，
技術など，各分野での市民，企業，地域などの多様な主体による国際交流の展開を
図ります。
　さらに，鹿児島純心女子大学との連携により，地域住民等と留学生との交流を促

※ＣＩＲ
　「国際交流員」（Coordinator for International Relations）の略称。国際交流員は国が行うＪＥＴプログラム

により地方公共団体へ派遣され，交流担当部局等で国際交流活動に従事する。
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進します。

イ　友好都市交流の推進
　市国際交流協会を主軸とした関係団体等との連携を図りながら，友好都市である
中国 常

じょう

熟
じゅく

市
し

と公式訪問団の受入・派遣を行い，各分野における交流の充実を図り
ます。
　青少年交流においても，常熟市のほか，友好交流のある上海市嘉定区馬

ま

陸
る

鎮
ちん

等と
のスポーツや文化交流を行い，次世代の国際化社会を担う国際人の育成に努めます。
　また，韓国 昌

しょう

寧
ねい

郡
ぐん

との交流については，相互交流による調査を行いながら，友
好都市協定締結を目指します。

ウ　地域密着型の市民交流活動への支援
　世界各地からのホームステイ受入れなど，民間団体による自主的な国際交流活動
を促進するとともに，日中友好の船「新鑒真」を利用した中国旅行を支援しながら，
市民の国際感覚の醸成を図ります。

(３)　外国人受入態勢の整備
　外国人留学生やホームステイ研修生等の受入れを促進するため，国際交流協会を主
軸とした通訳やホームステイ先のボランティア登録や，日本語講座による外国人への
語学支援等を行います。
　また，外国語を併記した観光案内パンフレットを配布するとともに，市内各所にお
ける公共施設等の案内標識の充実，生活ガイドブックの作成，市ホームページや広報
紙等を通じた広報活動を推進するなど，外国人にも暮らしやすい生活環境の整備を図
ります。

２　国内・地域間交流の推進

(１)　地域間交流の推進
ア　市内の各地域間の交流・連携の推進

　市民の一体感を醸成し，相互効果によってそれぞれの地域の活性化を図るため，
青少年交流をはじめとして，市内の各地域間の交流・連携活動の活性化に積極的に
取り組みます。

イ　他地域との交流の推進
　川内川，国府・国分寺，祭り，文学，特産品など，共通のテーマを有する地域と
の交流を推進するとともに，学校・団体・グループなどを単位とした自発的な地域
間交流を促進します。
　また，広域的な視点に立った多様な交流・連携のネットワークづくりを進めるほ

第３章／地域の特色を活かした教育・文化のまちづくり
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か，他の地域とのイベントの共同開催など，地域特性，歴史・文化などを軸とした
多様な交流の展開を図ります。
　さらに，各地域の観光や文化の振興等を図る観点から，農業体験学習などを通じ
て市内の農山漁村地域と市外の大都市地域との交流を促進し，他地域との交流機会
の創出に努めます。

(２)　交流基盤の整備
　地域間の交流・連携を促進するための基盤として不可欠な広域交通網や情報通信網
の整備を促進します。
　また，総合運動公園，唐浜キャンプ海水浴場，川内川宮里公園など，本市の持つ資
源を活かした交流拠点の整備・充実を図ります。 第

３
章　
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第4章
誰もが安心して快適に暮らせるまちづくり
第１節⃝防災・生活安全対策の充実

第２節⃝環境対策の充実

第３節⃝ごみ処理の充実

第４節⃝下水道・生活排水処理対策の推進

第５節⃝安定した水・温泉利用対策の充実

第１節　防災・生活安全対策の充実..........................142
１　防災体制の強化

２　原子力安全対策の推進

３　消防・救急体制の充実

４　安全な市民生活の確保

５　交通安全・防犯対策の推進

６　武力攻撃事態への対応

第２節　環境対策の充実.............................................156
１　自然環境の保全及び公害対策

２　新エネルギーの導入

３　環境衛生対策の充実

４　葬斎場・墓地環境の整備

第３節　ごみ処理の充実.............................................162
１　総合的・計画的なごみ処理対策の推進

２　資源ごみの分別収集・リサイクル等の推進

３　不法投棄の防止推進

４　ごみ処理施設の機能の充実

５　最終処分場の整備

第４節　下水道・生活排水処理対策の推進..............165
１　総合的・計画的な生活排水処理対策の推進

２　し尿処理施設の整備・充実

３　小型合併処理浄化槽の整備の促進

４　公共下水道等の計画的な整備及び適正な維持管理

５　農業・漁業集落排水施設等の整備及び適正な維持管理

第５節　安定した水・温泉利用対策の充実..............167
１　上水道・簡易水道の計画的な整備及び維持管理

２　温泉施設の計画的な整備及び維持管理

３　産業用水供給体制の充実
内侍舞【上甑】
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第１節　防災・生活安全対策の充実

＜現状と課題＞

 自然災害
　近年の相次ぐ台風の襲来や集中豪雨，地震や土砂災害の発生は，我が国の国土が，自然
災害に対していかに脆弱であるかを浮き彫りにしています。
　本市は，台風の常襲地帯である九州南部に位置していることに加え，九州の三大長流の
一つである川内川が本土を東西に貫流し，山岳部や島しょ部が存在するなど地形の変化に
富んでおり，水害，土砂災害，津波・高潮など，様々な災害が発生しやすい状況にありま
す。特に，平成１８年７月に発生した鹿児島県北部豪雨災害において，川内川流域で極め
て広範かつ甚大な被害が発生し，死者１人，１８０戸の住家損壊，橋梁流失等の甚大な被
害を受けたことは記憶に新しいところです。こうした中，すべての市民の生命と財産を守
り，市民生活の安全と安心を確保することは，行政の基本的な責務であり，本庁・支所間
相互の綿密な連携の下に，きめ細かで効果の高い防災対策を総合的に推進するための体制
づくりと基盤整備が極めて重要な課題となっています。
　他方，大災害はいつ起こるか分からないことから，市民の側においても，「自らの生
命・財産は自ら守る」という防災の原点に立ち，自主防災意識を高めていくとともに，災
害の発生状況に応じた災害対策の確立など，市民が安心して生活できる地域防災体制の確
立が必要となっています。

原子力安全対策
　本市に立地する川内原子力発電所は，１号機が昭和５９年に，２号機が昭和６０年にそ
れぞれ営業運転を開始して以来，今日まで関係機関の厳重な安全管理の下に運転が続けら
れています。
　しかし，内外の原子力発電所の事故やトラブル，地震による影響等により，原子力に対
する国民の信頼を得るまでには至っていません。
　今後，国民の信頼を確保するためには，国や電気事業者をはじめとする関係機関が緊密
に連携し，徹底した危機管理意識を持って，原子力発電所の安全運転を継続していくこと
が必要です。本市としても，国や九州電力株式会社などの関係者に対し，安全対策・事故
防止対策の強化及び危機管理意識の徹底，積極的な情報公開を強く求め続けていかなけれ
ばなりません。
　また，日頃から環境放射線調査を促進し，原子力発電所の安全性・運転管理等の情報を

第４章／誰もが安心して快適に暮らせるまちづくり
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適切に市民に提供するとともに，国・県・市が一体となった防災体制の整備に努め，一層
の安全性と信頼性を確保することで，安全・安心な市民の暮らしを守っていく必要があり
ます。
　このほか，こうした原子力発電所の安全と信頼の確保を前提として，電気事業者に対し
ても，地域社会の一員として，産業振興や人材育成の取組に積極的に参加するよう求め，
原子力発電所と地域との共生を図っていくことが必要であると考えられます。

消防・救急
　本市は，これまで川内原子力発電所，川内火力発電所を含む石油コンビナート等特別防
災区域等において想定される特殊災害についての様々な対策を講じてきました。
　しかしながら，人的災害・自然災害にかかわらず，災害は複雑化の一途にあり，南九州
西回り自動車道の開通や新幹線の全線開通により交通体系や交流人口も変化し，併せて少
子高齢化社会に伴うゴールド集落支援等，消防を取り巻く環境は更に変化していくものと
予想されています。
　今後，ますます複雑・多様化，大規模化するであろう災害に対応した消防・救急・救助
活動を実現するためにも，消防庁舎と施設の整備，資機材の充実を図るとともに，消防職
員の資質の向上及び技術の高度化を図っていく必要があります。
　また，消防団については，活動しやすい環境づくりを推進しながら，消防団活動に対す
る市民の理解と認識を高めるとともに，活動の活性化と団員の資質の向上が必要となって
います。
　災害時要援護者対策では，地域と密接な関係を持つ消防団の存在は不可欠であり，国民
保護法も見据えた活動が要求されてきます。
　また，近年の住宅火災防火推進に伴う住宅用火災警報器の設置促進，高齢者福祉対象施
設の防火安全対策，本市の火災件数の半数を占めるたき火や火入れ等によるその他火災対
策，これらの諸施策を図っていくことが急務となっています。
　さらに，救急活動については，高齢化を背景として急病人が増加しており，救急救命士
の養成や高規格救急車の配備など，救急活動の高度化を進めるとともに，現場における救
命処置が効果を発揮できるよう，市民の普通救命講習受講を促進し，助かる命を救うた
め，市民，救急隊，医療機関の救命の連鎖をさらに強固なものとし，救命率の向上を図り
ます。
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■救急出動件数. （単位：件）

区分 火災
自然
災害

水難
事故

交通
事故

労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その他 合計

平成17年 20 　 3 382 23 39 452 14 56 2,111 772 24 3,896

平成18年 20 3 3 370 24 33 395 18 48 2,119 718 11 3,762

平成19年 24 　 2 351 23 37 452 11 53 2,160 744 28 3,885

平成20年 17 　 3 302 25 23 429 15 36 2,101 654 25 3,630

（資料：消防局警防課）

■薩摩川内市消防団大隊別人員状況. （平成２２年１月１日現在）

区分 団長 副団
長

方面
隊長
本部員

分団
長

副分
団長 部長 班長 団員

うち
女性
団員

計 定数
定数
との
比較

充足率 管轄区域

団本部 1 　 1 　 　 1 2 17 20 22 22 ± 0 100.0% 市内全域

中央大隊 　 1 6 11 11 27 56 366 　 478 497 -19 96.2%
川内地域（西部
大隊を除く）東
郷地域

西部大隊 　 1 3 3 3 6 12 82 　 110 110 ± 0 100.0%
川内地域（水引，
湯田，西方，滄浪，
寄田地区）

東部大隊 　 1 6 12 12 19 38 246 　 334 340  -6 98.2% 樋脇，入来，祁
答院地域

上甑大隊 　 1 3 3 3 11 20 120 18 161 166  -5 97.0% 里，上甑地域

下甑大隊 　 1 3 3 3 13 22 147 19 192 194  -2 99.0% 下甑，鹿島地域

計 1 5 22 32 32 77 150 978 57 1,297 1,329 -32 97.6% 　

消費者問題
　市民生活を取り巻く環境は，近年，社会経済の発展に伴い，大きく変化しています。
様々な生活用品やサービスが生み出され，消費生活も豊かになりましたが，その反面，多
種多様な商品の氾濫と販売競争の激化により，消費者の適切な選択を困難なものにしてい
ます。
　このような状況の中，消費者問題も複雑化・多様化してきており，訪問販売や通信販
売，インターネットを利用した取引等によるトラブル，振り込め詐欺等が数多く発生し，
被害者も若年層から高齢者まで広範にわたっています。
　このように拡大する消費者問題に対処するため，情報の迅速な収集と提供を行い，消費
者が自らの選択で主体的な行動を行えるよう支援することが必要となります。

第４章／誰もが安心して快適に暮らせるまちづくり
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交通安全・防犯
　車社会の進展や都市環境，社会構造の変化による道路交通量の増加に伴い，これらに対
応した総合的な交通安全対策が必要となっています。
　交通安全は市民にとっての切実な願いであり，本市においても，行政と市民・企業とが
一体となって交通事故の防止に取り組んでいますが，本市の交通事故発生件数は，平成
２０年において５２９件と，依然として多く，中でも，追突事故や交差点出会い頭事故が
多い状況です。
　その原因としては，前方不注視等の運転手の緊張感の欠如といった「漫然運転」による
事故が全体の約７割を占めています。また，高齢者が被害者，加害者になるケースが多く
見受けられます。
　今後は，人と車とが共存する安全で快適な交通環境を実現するため，交通安全意識の高
揚と交通モラルの向上が望まれるとともに，交通状況の変化に対応し，市民が安全に安心
して暮らせる社会の形成に向けて，ハード・ソフト両面にわたる交通安全対策の推進が必
要です。
　また，市民が安全に安心して暮らしを営むためには，互いに信頼でき，犯罪のない明る
い地域社会を築いていくことが必要です。しかしながら，全国的な傾向として，凶悪犯罪
や青少年による衝撃的な事件が増加しています。
　本市においては，このような事件や傾向は表れていないものの，安全・安心な市民生活
を確保するためには，市民相互の連帯感を高め，地域ぐるみでの防犯活動を推進するとと
もに，市民一人ひとりが「自らの安全は自らが守る」という防犯意識を高めていくことが
必要です。

■犯罪の発生件数と検挙数. （単位：件）

年次 区分
凶悪犯 粗暴犯

窃盗
知能犯

その他 総数殺人・強盗・
放火・強姦等

暴行・傷害・
脅迫・恐喝等

詐欺・横領等

平成17年
発生 0 21 532 35 65 653
検挙 0 20 159 14 32 225

平成18年
発生 1 27 453 36 46 563
検挙 1 16 108 15 18 158

平成19年
発生 5 23 606 22 97 753
検挙 5 20 223 14 24 286

平成20年
発生 ０ 21 433 22 65 541
検挙 0 16 146 3 17 182

（資料：薩摩川内警察署）
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■交通事故件数. （単位：件，人）

区分
年度

発生件数（件） 死者数（人） 負傷者数（人）

平成１７年度 ６３７ ８ ７８９
平成１８年度 ５７３ ５ ６８５
平成１９年度 ５５２ ４ ６６０
平成２０年度 ５２９ ２ ６００

（資料：鹿児島県警察本部）

■交通事故発生件数及び死傷者数. （単位：人）

区分

年次
飲酒

前　方
不注意

安　全
不確認

交差点
安全進行
違　反

最高速度
違反

その他 総件数 死　者 負傷者

平成17年 - 196 139 49 - 253 637 8 789

平成18年 2 207 182 17 1 164 573 5 685

平成19年 - 188 185 8 - 171 552 4 660

平成20年 1 196 131 ５ - 196 529 2 600
（資料：鹿児島県警察本部）

国民保護計画
　平成１３年９月の米国同時多発テロを契機として，平成１５年６月にいわゆる武力攻撃
事態対処法が，平成１６年６月に武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関す
る法律（国民保護法）が成立しています。
　これにより，本市においても，平成１８年度に，万一の武力攻撃事態等に対処するため
「薩摩川内市国民保護計画」を策定し，随時，見直しを行っています。
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防災・生活安全対策の
充実

災害に即応できる人づくり

災害に強いシステムづくり

災害に強い生活基盤の整備

開かれた安全対策体制の整備

防災対策の強化

原子力発電所と地域との共生

予防体制の充実

消防体制の強化

救急・救助体制の強化

相談体制の充実

交通安全意識の啓発

道路交通の安全性の向上

防犯対策の推進

安全な消費生活の確保のための
意識の啓発

防災体制の強化

原子力安全対策の推進

消防・救急体制の充実

安全な市民生活の確保

武力攻撃事態への対応

交通安全・防犯対策の
推進

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　防災体制の強化

(１)　災害に即応できる人づくり
ア　防災意識の普及・啓発

　風水害，地震等の様々な災害時に安全で的確な避難行動が行えるよう防災マップ
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下期基本計画　.［第1部］施策の総合的展開3
や洪水（高潮）避難地図を作成・配布し，危険箇所，災害発生予想箇所，浸水想定
区域，避難所の周知を図るとともに，講習会・研修会の開催，学校での防災学習や
広報による啓発活動を推進し，防災知識の普及や市民の防災意識の高揚に努めます。

イ　防災訓練の実施
　災害発生時に迅速で的確な対応が行えるようにするため，国・県その他の関係機
関と協力し，総合的な防災訓練を実施するほか，地域や事業所ごとの防災訓練の実
施を促進し，初期消火，避難誘導，救出・救護活動など自主防災力の向上に努めま
す。

ウ　自主防災組織の育成
　市民の防災意識の高揚と知識の普及を図るとともに，「自分たちの地域は自分た
ちで守る」という自助・共助の精神と連帯感に基づいて，自治会又は地区コミュニ
ティ協議会を単位として自主防災組織※の結成を促進し，災害の未然防止など地域
ぐるみでの防災活動を促進します。

エ　災害ボランティアの育成
　県，日本赤十字社鹿児島県支部，鹿児島県社会福祉協議会，薩摩川内市社会福祉
協議会等と連携して，災害ボランティアの確保・育成に努めます。
　また，災害時において，ボランティア活動相互の円滑な協力体制が確立されるよ
う，活動拠点や資機材の提供など活動環境の整備を検討します。

(２)　災害に強いシステムづくり
ア　危機管理体制の強化

　あらゆる災害に即応できるように，職員の対応能力を高めるとともに，初動体制
から警戒体制・災害対策本部体制時において，「薩摩川内市地域防災計画」に基づ
いて災害対応ができるように，危機管理体制の強化に努めます。

イ　避難体制の確立
　災害時に市民を安全に避難させるため，災害の種類や地域特性を考慮して，避難
所，避難場所，避難路等を選定します。
　特に，災害時の要援護者に対する支援体制及び役割を定めた災害時要援護者避難
支援計画を策定するとともに，災害時要援護者ごとの個別支援計画を作成し，避難
に当たっては，地図情報システム及び個別支援計画を有効に活用し，消防団や自主
防災組織等との連携を深め，避難体制の確立を目指します。

ウ　災害の影響を受けやすい人々の安全確保対策

※自主防災組織
　「自分たちの地域は，自分たちで守る。」という，地域住民の意識と連帯感の共助に基づき，地震，風水害，火災

などの災害が発生した時に地域で自主的に防災活動を行う組織のこと。
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　災害の影響を受けやすい高齢者・障害者・乳幼児・病人等の安全を確保するため，
行政機関のうち防災部門・民生部門・福祉部門の相互協力や地域住民等との緊密な
連携を図り，対象者の把握，避難訓練の実施など災害時要援護者に配慮した防災体
制の整備に努めます。

エ　情報通信体制の整備
　災害を未然に防止し，被害を最小限にくい止めるため，市内全戸に防災行政無線
の戸別受信機を設置するほか，雨量観測システム，河川情報システムなどの防災情
報システムの整備・充実を図るとともに，テレビ，ラジオ，インターネットなどを
活用した正確で迅速な防災情報の収集・伝達に努めます。

オ　物資確保体制の確立
　災害時に必要となる土木資材等の水防倉庫等への計画的な備蓄に努めます。
　また，食料や生活必需品などの災害用応急物資については，本庁・支所に分散配
備するなど備蓄の充実に努めます。

カ　迅速な救援・復旧体制の確立
　災害時に市民の不安を取り除き，速やかなライフラインの復旧と生活の安定を確
保できるよう，防災関係機関や事業者等との連携により，初期活動体制の確立を図
るとともに，救急・救助，緊急輸送，医療，物資供給などの救援体制の構築を図り
ます。
　また，災害時における感染症の発生やまん延を防止するため，防疫体制の充実を
図ります。

(３)　災害に強い生活基盤の整備
ア　河川改修の促進等

　集中豪雨や台風などによる川内川の氾濫を防ぐため，天辰地区・大小路地区の引
堤など川内市街部改修や，川内川流域での危険箇所の河川改修を促進します。
　さらに，都市化に伴う流域の保水・遊水機能の低下に起因する水害に対応するた
め，河川施設の適切な維持・修繕等により機能的で信頼性の高い施設機能の保守に
努めます。
　河川管理についても，河川パトロールを活かして危険箇所等の情報を提供するな
ど適切な対応に努めます。

イ　都市下水路・排水施設の整備
　市街地における浸水被害を防止するため，向田・中郷・平佐ポンプ場及び都市下
水路の適正な維持管理に努めます。また，その他の地域においても，浸水防止のた
めの施設整備等に努めます。

ウ　各種危険区域の整備
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下期基本計画　.［第1部］施策の総合的展開3
　水害による浸水予想箇所，砂防指定地域や崩壊のおそれのある危険箇所，地すべ
り箇所，土石流発生箇所など危険区域の実態を把握し，ハード・ソフトの両面から
防災・減災対策事業を進めるとともに，がけ地近接危険住宅の移転を促進します。

エ　海岸保全施設の整備
　津波や高潮等の災害に備え，平常時から海岸堤防や護岸等の海岸保全施設におけ
るパトロールを行い，漏水や破損箇所の把握に努め，応急対策事業による計画的な
整備を検討します。

オ　建築物の不燃化・耐震化の促進
　市街地や木造住宅の密集地における建築物の不燃化と耐震化を促進するなど，災
害に強い都市空間の形成に努めます。
　また，公共施設についても，市民が安心して利用できるよう耐震化を推進します。
特に，災害時の避難場所となる学校施設については，新耐震基準への適合改修に積
極的に取り組みます。

カ　防災空間の確保
　一時避難場所や広域避難地となる農地，公園，広場等の整備や保全に努めるとと
もに，避難路や緊急輸送路となる道路の整備や資機材・水防倉庫，耐震性貯水槽，
消防水利となる水路・ため池等を整備し，防災拠点の強化を図ります。

２　原子力安全対策の推進

(１)　開かれた安全対策体制の整備
ア　安全対策の強化の要請

　市民の安全・安心・信頼の確保と環境の保全を図るため，九州電力株式会社に対
し，川内原子力発電所の情報公開及び徹底した安全運転をはじめ，設備の品質保全
や保守管理の充実・強化等を強く要請します。
　また，トラブル等発生時における再発防止対策，広報の充実や安全協定書に基づ
く通報連絡等のほか，従事者に対する日常からの安全教育，危機管理意識の周知・
徹底を要請します。
　国に対しては，通常の運転管理や定期検査時等の管理監督の強化，原子力安全文
化の醸成・定着，国民の信頼を確保する事故防止策の実施等を強く要請し，原子力
発電所の安全運転の確保を図ります。

イ　運転状況等の情報提供
　川内原子力発電所の運転状況，環境放射線調査結果，温排水影響調査結果等に関
する情報を広く市民に提供するとともに，国・県と協力して，原子力に関する知識
の普及啓発等に努めます。
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(２)　防災対策の強化
ア　防災訓練の実施

　防災業務関係者に対する教育・訓練を徹底するとともに，国を中心に市・県が一
体となった実践的かつ効果的な防災訓練を実施します。

イ　異常事象対策の充実
　川内原子力発電所に異常事象が生じた場合に備えて，「避難等措置計画」を毎年
更新するとともに，市民への避難所等の周知を図ります。
　また，原子力災害に即応するため，放射線防護資機材・医薬品等の備蓄・配備を
促進します。
　なお，川内原子力発電所に異常事象が生じた場合には，防災行政無線，テレビ，
ラジオ，インターネットなどの多様な情報媒体を活用して，迅速，正確かつ分かり
やすい情報提供を行います。

ウ　オフサイトセンター※の機能の充実
　迅速な防災対策を行う現地対策本部機能を持つオフサイトセンターについて，そ
の機能の充実と運営体制の強化を図るため，関係機関との連携の強化に努めます。

(３)　原子力発電所と地域との共生
　電気事業者に対し，地域社会の一員として，産業振興や人材育成の面で積極的にま
ちづくりに参画するよう求めます。

３　消防・救急体制の充実

(１)　予防体制の充実
ア　防火意識の高揚

　春・秋の火災予防運動を効果的に展開し，広報紙，防災行政無線，消防車両等に
よる積極的な火災予防広報を行うとともに，イベント開催等のあらゆる機会を通じ
て防火の呼びかけを行い市民の防火意識の高揚に努めます。
　また，事業所等における自衛消防隊や自治会等の自主防災組織への指導の強化促
進を図ります。

イ　住宅防火対策の推進
　高齢者世帯の住宅防火診断等を通じて防火指導の強化を図るとともに，住宅火災

※「オフサイトセンター」
　原子力災害時に，国，都道府県，市町村等の関係者が一堂に会し，国の原子力災害現地対策本部，地方自治体の

現地災害対策本部などが情報を共有しながら連携のとれた応急措置などを講じ，原子力防災対策活動を調整し円
滑に推進するための，緊急事態応急対策拠点施設のこと。
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下期基本計画　.［第1部］施策の総合的展開3
による死傷者の減少を目的として，火災の早期発見・初期消火に優れた効果を発揮
する住宅用火災警報器，消火器等の住宅用防災機器の普及を促進します。

ウ　防火管理体制の充実
　消防法に規定する防火管理者を定めることが義務付けられている事業所等につい
ては，防火管理者の選任，消防計画の作成，消火・通報及び避難の訓練等を指導す
るとともに，従業員等に対する防火教育の徹底を促進し，防火管理体制の充実を図
ります。

エ　事業所の防火安全対策の推進
　あらゆる事業所等に対し，消防職員による立入検査を強化するとともに，消防用
設備等の適正な維持管理や避難路及び避難施設の維持管理並びに火気取扱い等の指
導を徹底し，消防法令違反の是正指導及び違反処理の充実・強化を図ります。

オ　危険物災害の防止
　危険物施設の設置者や保安監督者に対する研修会の開催や災害時の応急対策指導
を実施するなど，保安意識の高揚を図ります。
　また，立入検査等を通じて法令基準の遵守を促進し，保安防災体制の強化を図り
ます。

カ　火災原因調査体制の充実
　火災原因を明らかにすることが火災の予防につながることから，火災原因調査技
術の習得や調査体制の充実を図るとともに，調査結果を集計・分析し，効果的な火
災予防体制の確立を図ります。

(２)　消防体制の強化
ア　消防組織の強化及び消防庁舎等の整備

　大規模化・複雑多様化する災害に迅速かつ的確に対応するために，防災関係機関・
団体等と連携を密にし，更なる消防組織体制の強化を図り，消防庁舎及び消防・救
急無線のデジタル化を含めた通信機器設備等について，年次的に新築・改修等の整
備を進めます。

イ　消防資機材の充実
　災害発生時の市民の消防需要に的確に対応するため，はしご車・ポンプ車等の消
防車両及び各種資機材の軽量化を図り，計画的な整備・強化に努めます。

ウ　消防職員の資質向上
　各種災害や救急・救助活動の高度化に対応するため，体系的な実務研修の実施な
ど消防職員の技術・資質の向上に努めます。

エ　消防団の活動環境の充実・強化
　消防団員の充足率１００％を確保するため，女性や青年層の消防団活動への積極
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的な参加を図り，団員確保の方策を実施し，被雇用者消防団員が活動しやすい環境
づくりを進めます。
　また，「消防団活性化計画」（仮称）を作成し，消防団の活動環境の改善等，更な
る活性化対策を展開しながら，消防団員の資質の向上を図ります。
　特に消防団の車庫・詰所の年次的な整備を進め，自然災害や国民保護法等に基づ
く避難誘導等の災害時要援護者対策が万全に実施できる防災拠点づくりを推進しま
す。

オ　消防水利の確保
　防火水槽の年次的な設置・拡充を進めるとともに，消火栓の設置等関係部局と連
携して，消防水利の確保に努めます。また，飲料水兼用の防火水槽の必要性につい
て関係部局とともに研究し，無蓋防火水槽の安全性確保のため有蓋化を進めます。

(３)　救急・救助体制の強化
ア　救急業務の高度化の促進

　高度化する救急活動に対応するため，救急救命士の計画的な養成・配置と高規格
救急車の増強を推進するとともに，救急救命士運用隊の増強に努めます。
　また，消防・防災へリの積極的活用やドクターヘリの導入に向け，医療機関との
緊密な連携を図り，救急体制の更なる充実に努めます。

イ　救助業務の充実・強化
　複雑化・多様化する救助活動に対応できるように各種訓練等を実施し，救助隊員
の資質の向上を図ります。また，資機材の整備に努め，いかなる災害が発生しても
対処できる体制を構築します。

ウ　救命率の向上
　救える命は確実に救えるよう，市民の誰もが救命処置ができるよう普通救命講習
を積極的に展開し，医師会をはじめ医療機関等との連携をさらに強固なものとし，
救命率の向上を図ります。
　さらに，救急隊員の応急処置の質の確保を図るため，メディカルコントロール体
制※を更に推進し，救急救命士をはじめ救急隊員の資質の向上を図ります。

※メディカルコントロール体制
　救急現場において，救急救命士等が応急処置等を実施する場合，医師が指示，指導，助言，検証し，救急活動の

質を保障すること。
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４　安全な市民生活の確保

(１)　安全な消費生活の確保のための意識の啓発
　消費生活講座や各種広報により，適切な消費者情報の提供に努め，自主的で合理的
な消費行動のとれる消費者意識の啓発や正しい知識の普及に努めるとともに，若者か
ら高齢者までの幅広い年齢層に応じた消費者教育の充実を図ります。

(２)　相談体制の充実
　県をはじめ関係機関との連携を図りながら，架空請求，振り込め詐欺，多重債務等
の消費生活問題に関する相談に対して，迅速かつ的確に対応できる体制の充実を図り
ます。

５　交通安全・防犯対策の推進

(１)　交通安全意識の啓発
ア　交通安全教育の推進

　「交通安全教育指針」に即した参加・体験・実践型の交通安全教育を推進すると
ともに，対象者の年齢に応じた技能・知識の習得を促進します。
　特に，子どもの交通安全教育については，生涯教育の一環として，心身の発達な
どに対応した体系的な教育活動を推進し，交通安全対策の徹底と交通安全意識の高
揚に努めます。
　また，高齢者に対しては，高齢者の特性や交通事故の実態を踏まえた交通安全教
育を推進します。

イ　交通安全運動の推進
　交通事故の防止を図るため，地域，ＰＴＡ，職域，交通安全協会，警察等との連
携を強化し，交通安全思想の普及・徹底を図るとともに，各種交通安全行事を通じ
て，思いやりと譲り合いの心を育て，ルールとマナーを守り，正しく実践していく
交通安全運動を展開します。

ウ　交通被災者の救済
　交通事故による被災者を救済するため，関係機関と協力しながら，相談業務の充
実を図るとともに，交通災害共済制度の加入促進を図ります。

(２)　道路交通の安全性の向上
ア　交通安全施設等の整備

　歩行者の安全と交通の円滑化を図るため，学校の通学路や福祉施設周辺の生活道
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路等の計画的な点検を実施するとともに，歩道，信号機，横断歩道，ロードミラー，
ガードレールなどの交通安全施設等の整備に努めます。

イ　道路交通環境の整備
　道路機能の維持・向上を図り，快適で安全な交通環境を確保するため，交通事故
多発路線や危険箇所を把握し，道路の新設・拡幅，交差点の改良，歩車道の分離・
改良などを進めます。
　また，交通事故の要因となる市街地での違法駐車を抑制するため，市営駐車場等
の利用を促進します。

(３)　防犯対策の推進
ア　防犯意識の高揚

　市民が安心して暮らすことができる安全な地域社会の実現を目指すため，「安全・
安心まちづくり条例」に基づき，市内の関係機関との連携・協力の下，「安全・安
心まちづくり」を積極的に進めるとともに，毎月第３日曜日を「市民安全・安心の
日」とし，市民参加による防犯運動や広報活動を通じて，市民一人ひとりの防犯意
識の高揚を図ります。

イ　防犯体制の強化
　地域に密着した防犯活動を展開するため，地域ごとの自主防犯組織の育成に努め，
警察をはじめ，学校やＰＴＡ等との連携強化による，地域ぐるみの防犯体制の確立
を図るとともに，地域と一体となった防犯対策の推進に努めます。

ウ　防犯環境の整備
　暗がりにおける犯罪を未然に防ぐため，防犯灯の設置を促進します。

６　武力攻撃事態への対応

　外国から武力攻撃を受けるような有事に備え，薩摩川内市国民保護計画に基づき，
国・県や関係機関との連携を深めるとともに，全国瞬時警報システムの整備や複数の避
難実施要領のパターン作成を行い，万一の有事の際に，計画どおりに住民の避難・救援
等が行えるよう努めます。
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第２節　環境対策の充実

＜現状と課題＞

自然環境
　貴重な自然や生態系を守り，次世代へ引き継ぐことは，現代を生きる私たちの使命であ
り，あらゆる場面で人と自然との関わり方を問い直し，利便性や効率性のみを重視した生
活様式や産業活動を改めていくことが求められています。また，人々のうるおいや安らぎ
を求める志向が強まる中で，身近な自然とのふれあいを充実させていくことが必要となっ
ています。
　本市は，川内川流域県立自然公園，藺牟田池県立自然公園，甑島県立自然公園や風光明
媚な海岸線，市域を縁取る緑の山並みなど，豊かな水と緑の自然に恵まれています。
　特に，希少野生動植物種であるベッコウトンボが生息し，平成１７年１１月に，重要な
湿地の生態系を保全する「ラムサール条約」に登録された藺牟田池や，世界的にも珍しい
微生物の生息する貝池，国内でも珍しいカラフトワシの飛来地である川内川下流域などに
ついて，今後，貴重な生態系を保全しながら，自然とふれあう場として積極的に利活用を
図る必要があります。
　美しく雄大な自然のすばらしさと偉大さを再認識し，環境への負荷の少ない生活を実践
することで，自然環境や地球環境の維持・保全を進めつつ，その活用を図るなど，人と自
然との共生を目指した地域づくりを進めていく必要があります。

環境問題
　今日の環境問題は，大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会経済活動やライフスタイル
の変化に伴う生活排水問題や自動車公害などの都市・生活型の環境問題を顕在化させ，
様々な側面からの環境保全対策が求められています。
　また，近年，この社会経済活動やライフスタイルの変化により地球温暖化の進行やオゾ
ン層の破壊といった地球規模の環境問題や，ダイオキシン類等の科学物質，アスベストな
どを原因とする健康被害など，多様で複雑な環境問題も生じています。
　このような環境問題は，私たちの日常生活，事業・経済活動から生じているものが多
く，行政，市民・事業者，各種団体等の連携の下，それぞれの主体が担う役割と責任を果
たし，環境への負荷を低減するための取組を進めていく必要があります。
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エネルギー対策
　電気，ガス，石油などのエネルギーは，あらゆる経済社会活動に深く関わっており，市
民生活の維持・向上にとって欠くことのできないものです。
　一方，石油や天然ガスなど化石燃料の消費の増大が地球温暖化を進行させていることが
人類共通の大きな問題となっています。このため，我が国では，平成１７年２月の「京都
議定書」の発効を受けて，「京都議定書目標達成計画」を策定し，平成２０年から平成
２４年までの間に，二酸化炭素等の温室効果ガスの排出量を平成２年比で６％以上削減を
するための施策を積極的に推進しているところであり，さらに，平成３２年（２０２０
年）までに平成２年（１９９０年）比で２５％削減するという高い目標を表明し，また，
政策の位置付けや基本的な方向性を明らかにする「地球温暖化対策の基本法」を制定する
動きもあります。
　こうしたことから，本市においても，公共施設や民間施設での省エネルギー対策や環境
への負荷の少ない新エネルギーの導入をさらに積極的に進めていくことが必要です。

生活衛生
　清潔で快適な生活環境は，健康的な生活を支える基礎となるものです。
　しかし，食中毒事故や衛生害虫等の発生など，日常生活を取り巻く衛生環境には，様々
な問題が見られます。
　このため，快適な暮らしの確立に向けて，公衆衛生，環境衛生に対する市民の理解と意
識の高揚を図り，行政・関係団体・地域住民などが連携・協力して，衛生的な生活環境の
確保に取り組んでいく必要があります。また，葬斎場の利便性の向上や市民の需要に応じ
た墓地の適正な維持管理に努める必要があります。
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環境対策の充実

総合的・計画的な環境行政の
推進

環境保全活動の促進

優れた自然環境の保全

公害予防対策の推進

環境監視体制の強化

自然環境とふれあう空間の形成

新エネルギーの導入の促進

省エネルギー対策の推進

生活衛生対策の充実

葬斎場の維持管理の充実

墓地の維持管理の充実

自然環境の保全及び
公害対策

新エネルギーの導入

環境衛生対策の充実

葬斎場・墓地環境の整備

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　自然環境の保全及び公害対策

(１)　総合的・計画的な環境行政の推進
　美しく豊かな自然環境を保全し，市民が将来にわたってその恩恵を享受できるよう
策定した「薩摩川内市環境基本計画」に基づいて環境保全に関する施策を総合的かつ
計画的に推進することにより，持続可能な社会の構築を目指します。
　また，積極的に環境行政を推進するため，市が率先して地球温暖化対策や環境保全
対策を推進するとともに，環境行政の推進体制の整備に努めます。

(２)　環境保全活動の促進
ア　生涯学習等と連動した環境教育の推進

　市民一人ひとりが地球環境に配慮した具体的行動をとることができるよう，生涯
学習の一環として環境学習機会の充実を図るとともに，家庭や地域社会と連携しな
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がら，環境保全活動のリーダー的役割を担う人材の育成に努めます。
　また，自然体験や野外活動，施設見学など体験・参加型の環境学習の推進に努め
るとともに，こどもエコクラブ活動など学校や地域における環境教育・環境美化活
動の推進体制の充実を図ります。

イ　環境に配慮した消費行動の促進
　環境にやさしい消費行動が定着するよう広報・啓発活動を進めるなど，市民と行
政とが一体となって環境美化意識の醸成に努めます。

ウ　環境保全活動に対する支援
　自然環境の保全や生活環境の美化など，市民，地域，事業者，行政等の連携によ
る身近な地域の環境の保全に向けた取組を進めます。
　また，市民相互の情報・意見交換を行うことができる体制づくりを進め，環境美
化や快適環境（アメニティ）づくりのための市民活動等を支援します。

(３)　優れた自然環境の保全
ア　地域生態環境の保全

　地域の生態系や動植物等の分布状況などを把握しながら，地域生態環境の保全に
取り組みます。
　特に，希少種ベッコウトンボが生息し，ラムサール条約の登録湿地となっている
藺牟田池については，ブラックバス，ブルーギルなどの外来生物が生態系に与える
影響を的確に把握しながら，駆除等の対策を講じるとともに，捕獲したブラックバ
ス等のリリース（再放流）を禁止するなど，貴重な自然環境や生態系の保全に努め
るとともに，これらを環境学習等の場として積極的に活用していきます。
　また，約３０億年前に出現し，学術的にも貴重であるとされる微生物「クロマチ
ウム」が見られる貝池，カラフトワシをはじめとする珍しい鳥が飛来する川内川下
流域等についても，自然環境保全の取組を進めるとともに，積極的な情報発信に努
めます。
　さらに，市内の海岸に産卵のため上陸するウミガメ等を保護するとともに，鳥獣
保護区の設定等を通じて，希少な野生生物の保護に努めます。

イ　水環境・緑環境の保全
　地域生態環境の保全や人と自然との調和・共生という観点から，多様な生物の生
息・生育の場としての水と緑の自然環境の大切さについて意識の啓発を図ります。
　また，変化に富む白砂青松の海岸部，市街地を悠々と流れる川内川をはじめとす
る河川，希少生物が生息する藺牟田池や貝池をはじめとする湖沼などの水環境の保
全を図ります。さらに，緑の持つ多様な機能の充実を図り，市民に快適な環境を提
供するため，「薩摩川内市緑の基本計画」に基づき，山林，河川，海辺，田園等の
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緑地の保全に努めます。

(４)　公害予防対策の推進
ア　都市型・生活型公害の防止に向けた啓発

　生活排水等による水質汚濁，自動車等から排出される窒素酸化物・浮遊粉じん等
による大気汚染，自動車・工場等による騒音・振動など，都市型公害や生活型公害
の防止に向けた意識の啓発を図ります。

イ　公害発生源の対策指導
　大気汚染物質・水質汚濁物質の排出や騒音，振動，悪臭等の発生の抑制を図るた
め，随時，測定・実態調査を行い，排出源の特定・指導に努めます。
　また，農薬・化学肥料の適正な利用や有害化学物質の適正な管理・処理を促進し，
土壌汚染や地下水汚染，汚染物質飛散等の公害の未然防止に努めます。

(５)　環境監視体制の強化
ア　調査・監視体制の強化

　水質汚濁・大気汚染・騒音・振動・悪臭等はもとより，アスベスト等の新たな環
境汚染物質に対しても速やかに対応できるよう，県等との連携のもとに，調査・監
視体制の強化を図ります。
　また，市民からの要望・苦情に対し，迅速かつ適正な対応に努めます。
　さらに，アスベスト問題については，使用施設でのばく露や解体時の飛散等によ
る健康被害が発生しないよう関係機関とも連携しながら，必要な対策の実施や啓発
に努めます。

イ　指導・規制の強化
　市内事業所等に対し，各種環境関連法令等に基づく規制の遵守，環境改善を指導
し，生活環境の保全と公害の未然防止に努めます。

(６)　自然環境とふれあう空間の形成
ア　水辺環境のふれあい空間づくり

　宮里地区などにおける河川敷，川内川市民緑地，一級河川八間川「水辺の楽校」
等を活用して，自然とふれあえる水辺の空間を確保するとともに，海辺で自然とふ
れあえる空間づくりを進めます。

イ　緑のふれあい空間づくり
　各地域の緑地の保全を図り，自然とふれあう野外体験や自然観察・自然学習活動
の拠点となる緑のふれあい空間づくりを進めます。
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※新エネルギー
　太陽光・熱・風力などの自然エネルギー，ごみ焼却熱などのリサイクルエネルギー，エネルギーの高効率利用，

電気自動車などのクリーンエネルギーの利用などを含めたエネルギーの総称

２　新エネルギーの導入

(１)　新エネルギーの導入の促進
ア　新エネルギーの普及・啓発と導入の促進

　地球温暖化対策を積極的に推進するため，太陽光・風力などの自然エネルギー，
ごみ焼却熱などのリサイクルエネルギー等の新エネルギー※の導入に向けた市民や
事業者への普及・啓発を積極的に進めるとともに，国の施策による補助制度の利活
用に必要な情報の提供に努め，市民や事業者の負担の軽減に努めます。
　また，国の環境政策の動向等を見極めつつ，新エネルギーの導入に向けた具体的
方策や支援策等の導入について調査・研究を行います。

イ　公共施設への導入の推進
　環境に配慮したまちづくりを進めるため，新エネルギーの公共施設等への導入を
進めます。

(２)　省エネルギー対策の推進
ア　省エネルギー意識の高揚

　地球温暖化対策を推進する上では，化石燃料によるエネルギーの利用を低減して
いくことが重要です。このため，公共施設等への省エネルギー設備の導入等を進め
るとともに，市民や事業者が自主的に省資源・省エネルギー対策に取り組めるよう
必要な情報の提供に努めながら，市民意識の高揚を図ります。

イ　環境にやさしい交通手段の普及
　市民の理解と協力の下，低公害車の普及や自動車排気ガス等の排出抑制運動を積
極的に推進するとともに，環境にやさしい交通手段や燃料の普及と利用の促進に努
めます。

３　環境衛生対策の充実

(３)　生活衛生対策の充実
ア　食品衛生対策の推進

　遺伝子組換え等の食品の製造・加工技術の高度化や国際化などによる輸入食品の
増加などに対応して，県の検査機関，保健所等と協力し，有害食品や食品成分情報
などの収集・提供を図るなど，食品の安全性の確保に努めます。
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イ　環境衛生対策の推進
　衛生的で美しいまちづくりを進めるため，市衛生自治団体連合会との連携や市民，
地域，事業者の協力の下に，衛生害虫の駆除活動を促進するほか，緑化・美化の推
進，空地の適正管理，不法投棄の防止，空き缶等のごみの散乱防止に努めます。

ウ　動物の適正な飼育の推進
　動物愛護精神の高揚及び飼い主のマナー向上を図るため，ペットの適正な飼育に
関する知識の普及・啓発に努めます。

４　葬斎場・墓地環境の整備

(１)　葬斎場の維持管理の充実
　市営葬斎場の適正な維持管理に努めるとともに，周辺環境の保全と利用者の利便性
の向上に努めます。

(２)　墓地の維持管理の充実
　市営墓地利用者の利便性の向上を図りながら適正な維持管理に努めます。

第３節　ごみ処理の充実

＜現状と課題＞
　物質的な豊かさや経済効率・快適性・利便性が追求される中でもたらされた大量生産・
大量消費・大量廃棄型の社会経済システムは，環境負荷増の主な原因となっています。地
球環境問題や資源・エネルギー問題が顕在化している今日，私たちは，否応なくこうした
社会経済システムやライフスタイルの見直しを迫られています。
　他方，廃棄物の処理・処分に関しても，全国的な最終処分場の逼迫，不法投棄の横行な
どに対する対策が大きな課題となっています。
　このため，環境負荷の少ない，持続的発展が可能な資源循環型社会を構築する観点か
ら，４Ｒ（リフューズ・リデュース・リユース・リサイクル）※の取組として，ごみ減量
や徹底した分別収集が進められてきました。
　本市では，川内クリーンセンターにおいて，ダイオキシン類の削減を図るため，２４時
間運転により焼却処分を行っていますが，社会生活の多様化とともに，ごみの質にも変化
が表れています。
　ごみの減量と再資源化をより一層進めていくために，市民・事業者が，ごみの発生・排
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ごみ処理の充実

ごみの減量化の推進

分別収集と再資源化の推進

不法投棄の防止推進

産業廃棄物の適正処理の促進

環境にやさしい産業システムの
構築

広報・啓発活動の充実

総合的・計画的なごみ
処理対策の推進

資源ごみの分別収集・
リサイクルな等の推進

不法投棄の防止推進

ごみ処理施設の機能の
充実

最終処分場の整備

出の抑制，マナーの向上などについて認識を深められるよう，情報提供と啓発活動を進め
るとともに，中長期的な視点から計画的なごみ処理の推進体制を確立する必要がありま
す。
　また，適正な廃棄物処理を推進するため，廃棄物処理施設及び最終処分場の整備とそれ
らの施設の適正な運転管理に努めていく必要があります。
　さらに，閉鎖した最終処分場については，引き続き地下水等の調査を実施し，適正閉鎖
に向けて年次的に取り組む必要があります。

■環境衛生（ごみ収集状況）. （単位：ｔ）

年度
区分 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度

可燃ごみ 25,239 24,561 24,612 24,538

不燃ごみ 1,270 1,847 1,380 1,071

粗大ごみ 906 1,076 1,011 1,086

資源ごみ 4,960 4,626 4,187 3,783

合　計 32,375 32,110 31,190 30,478

（資料：環境課）

＜施策の体系＞

※４Ｒ（リフューズ・リデュース・リユース・リサイクル）
　リフューズ（発生を絶つ），リデュース（発生抑制），リユース（再利用），リサイクル（再資源化）のこと。
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＜計画の内容＞

１　総合的・計画的なごみ処理対策の推進

　ごみの排出の抑制，ごみの発生から最終処分に至るまでのごみの適正な処理を行うた
め，「ごみ処理基本計画」に基づき，総合的・計画的なごみ処理対策の推進に努めます。

２　資源ごみの分別収集・リサイクル等の推進

(１)　広報・啓発活動の充実
　市民や事業者のごみの適正処理に関する理解とごみの減量化・再資源化に向けた意
識の啓発を図るため，広報・啓発活動を充実します。

(２)　ごみの減量化の推進
　廃棄物となる部分の少ない商品の選択や再生品の利用を促進し，ごみの発生を抑制
します。

(３)　分別収集と再資源化の推進
　ビン・缶類，ペットボトル，紙類等を積極的に再資源化するため，分別収集の一層
の徹底と効率化を図ります。
　また，「容器包装リサイクル法」に基づく分別収集や「家電リサイクル法」に基づ
く廃家電製品のリサイクルシステムの周知と定着を図ります。

(４)　環境にやさしい産業システムの構築
　次世代の先端ビジネスとして環境産業を育成するとともに，従来の製品を供給する
製造業などの動脈産業とリサイクル業など静脈産業との連携・一体化を促進し，廃棄
物ゼロの実効ある産業システムの構築を目指します。
　また，建設工事においては，再生材や環境にやさしい資材の積極的な利用，建設残
土などの建設副産物の設計から処理に至るまでの適正管理を促進し，廃棄物の発生の
抑制と再利用を図ります。

３　不法投棄の防止推進

(１)　不法投棄の防止推進
　環境美化推進条例等に基づき，ごみのポイ捨てや組織的な不法投棄等について，市
民や事業者等の意識の啓発を図るとともに，監視体制の強化や情報提供の推進により，
不法投棄の未然防止に努めます。
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(２)　産業廃棄物の適正処理の促進
　事業活動によって排出される産業廃棄物の処理については，事業者の責任において
適正な処理が行われるよう，県と一体となって指導するとともに，排出事業者に対し
処理計画の作成や，産業廃棄物管理票（マニフェスト）の使用を徹底するなど，自主
管理体制の強化を促進します。

４　ごみ処理施設の機能の充実

　ダイオキシン対策を施した焼却施設，粗大ごみ処理施設や水処理施設などクリーンセ
ンターの適正な維持管理に努めるとともに，ストックヤードなど分別収集やリサイクル
に対応した施設の整備を行い，ごみ処理機能の充実を図ります。
　また，老朽化の進む川内クリーンセンターについては，延命化を図りながら，新施設
の整備の可能性についても調査・研究を行います。
　さらに，甑島の３施設については，島内で発生した廃棄物を適正に処理するため，下
甑島のごみは統合化を行い下甑クリーンセンターで処理します（鹿島クリーンセンター
は休止）。また，上甑島のごみはこれまでどおり上甑島クリーンセンターで処理します。

５　最終処分場の整備

　ごみの適正な処理を図るため，最終処分場の計画的な整備及び適正化についての調
査・検討を行います。

第４節　下水道・生活排水処理対策の推進

＜現状と課題＞
　本市の河川の汚れは，各方面からの環境浄化の努力により，一時期より改善されたとは
いえ，市街地の中小河川では，汚濁が常態化しています。
　本市では，市内の各河川・海域の水質浄化と地域生活環境の改善を図るため，公共下水
道事業，農業集落排水事業等を計画的に進めています。また，小型合併処理浄化槽の設置
整備事業により，その設置件数も着実に増加しています。
　こうした河川等への水質負荷の軽減を図る水質改善事業は，いずれも長い年月と多額の
費用を必要としますが，快適な生活環境の確保と水質の改善を進めるため，事業の早期完
了と普及を目指して，今後とも精力的に取り組んでいく必要があります。
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下水道・生活排水
処理対策の推進

汚泥処理対策の推進

し尿収集・処理施設の整備・
充実

総合的・計画的な生活
排水処理対策の推進

し尿処理施設の整備・
充実

小型合併処理浄化槽の
整備の促進

公共下水道等の計画的な
整備及び適正な維持管理

農業・漁業集落排水施設等
の整備及び適正な維持管理

■生活排水処理率. （単位：人，％）

区分
年度 行政人口(Ａ) 生活排水処理人口(Ｂ) 生活排水処理率(Ｂ/Ａ)

平成１７年度 103,015 41,251 40.0

平成１８年度 102,397 44,487 43.4

平成１９年度 101,703 46,488 45.7

平成２０年度 101,153 48,162 47.6

（資料：環境課）

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　総合的・計画的な生活排水処理対策の推進

　一般家庭から排出される生活排水による公共用水域の水質汚濁を解消するため，「生
活排水処理基本計画」に基づき，総合的・計画的な生活排水の安全処理を推進し，生活
環境の改善と公衆衛生の向上に努めます。

２　し尿処理施設の整備・充実

(１)　し尿収集・処理施設の整備・充実
　し尿処理形態の多様化の下，より効率的で計画的な収集体制を確保するとともに，
環境センターの適正な維持管理に努めます。
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　また，川内環境センターの老朽化に対応するため，汚泥再生処理センターの整備・
運営事業に取り組みます。

(２)　汚泥処理対策の推進
　し尿・浄化槽汚泥の処理工程で発生する汚泥と公共下水道終末処理場等の排水処理
施設から発生する汚泥を資源として捉え，炭化製品に再資源化します。

３　小型合併処理浄化槽の整備の促進

　公共下水道，農業集落排水事業等の集合処理区域外については，小型合併処理浄化槽
設置整備事業により，小型合併処理浄化槽の整備や単独処理浄化槽から小型合併処理浄
化槽への切替えを促進するとともに，浄化槽の適正な維持管理が図られるよう指導・啓
発に努めます

４　公共下水道等の計画的な整備及び適正な維持管理

　住宅や事業所，店舗等が集積している地域について，公共下水道基本計画に基づき，
下水道施設の整備を図るとともに，適正な維持管理に努めます。
　併せて，下水道に関する広報・啓発に努め，供用区域内の水洗化を促進します。

５　農業・漁業集落排水施設等の整備及び適正な維持管理

　農村，漁村において住宅等が集積している集落の生活環境及び水質の改善を図るため，
設置している農業・漁業集落排水施設の利用を促進するとともに，これら施設の適正な
維持管理を図ります。
　同様に，永利地区及び鹿島地区においては，コミュニティプラントの適正な維持管理
に努めます。
　また，地域住民の理解・同意を得た地域については，下水処理施設の整備に努めます。

第５節　安定した水・温泉利用対策の充実

＜現状と課題＞
　本市は複数の水道施設を有しており，河川等からの表流水と地下水等を水源としていま
す。
　水は，人間が生命を維持する上で欠くことができないものであり，すべての市民に対
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安定した水・温泉利用
対策の充実

節水意識の啓発

水源かん養機能の向上

定期的な水質検査の実施

水道事業の健全な経営の確保

農業用水の整備及び適正な
維持管理の推進

工業用水の整備及び適正な維持
管理の推進

上水道・簡易水道の計画的な
整備

上水道・簡易水道の計画
的な整備及び維持管理

温泉施設の計画的な整備
及び維持管理

産業用水供給体制の充実

し，安全でおいしい水を安定的に供給するためには，水道施設の拡充と維持管理の強化を
進めながら水道経営を実現していく必要があります。
　現在の水道施設は昭和中期に整備されたものが大半であり，施設の経年による更新時期
が到来しているため，計画的な更新を進めていく必要があります。
　また，水を大切にするという意識の啓発のほか，水源かん養林の保護を進めていくこと
も重要です。
　また，本市の温泉については，平成２１年３月３１日現在で１８０の源泉を有し，うち
６７の源泉が利用されています。
　公衆浴場については，５０施設が温泉利用となっています。
　これら温泉施設や，産業用水施設等の整備と適正な維持管理が求められています。

■水道の普及率（平成２０年度）

給水区域（箇所） 給水人口（人） 給水能力（ｍ３／日）

上水道 4 78,678 38,176
簡易水道 31 18,179 12,346

飲料水供給施設 12 656 406
行政人口（人） 101,477
給水人口（人） 　97,513
普及率（％） 　96.1

（資料：水道局）

＜施策の体系＞
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＜計画の内容＞

１　上水道・簡易水道の計画的な整備及び維持管理

(１)　上水道・簡易水道の計画的な整備
　生活用水の安定的な供給体制の維持・充実を図るため，先端技術の導入等により上
水道・簡易水道施設の適切かつ計画的な整備を進めます。
　また，配水施設や管路などの水道施設について老朽化対策や耐震化の面から計画的
な更新・整備を進め，効率的な管網の整備及び給水サービスの向上に努めます。

(２)　節水意識の啓発
　水は限りある資源であることから，水道週間などを通じて市民の節水意識の啓発に
努めるとともに，水道漏水箇所の早期発見，漏水対策などの節水対策を進めます。

(３)　水源かん養機能の向上
　健全な水循環機能を維持・増進するため，森林の計画的かつ適正な育成を進めます。
川内川上流地域と連携して，緑のダムともいえる水源林保全・整備を推進し，水源か
ん養機能の向上に努めます。

(４)　定期的な水質検査の実施
　清浄な飲料水として，常に安心して飲用できるよう，水道水について，人体に有害
な物質が含まれていないか定期的な水質検査を実施し，安全でおいしい水の供給に努
めます。

(５)　水道事業の健全な経営の確保
　上水道事業，簡易水道事業のうち，条件が整ったものについて，順次事業統合を行
い，経営の合理化と効率化に資するとともに，水道施設の効率的な整備・維持管理を
行い，安全な水の安定供給に努めます。
　また，旧市町村の地域毎に異なっている水道料金等について，使用者間の負担の公
平を期すため，料金等の統一を行い，受益者負担の原則のもと，適切な水道料金体系
の構築に努め，水道事業の経営安定化を図ります。

２　温泉施設の計画的な整備及び維持管理

　各地域の公営温泉施設や分湯施設の適正な維持管理や老朽施設の計画的更新を図ると
ともに，市民や観光客が気軽に温泉を利用できる環境づくりに努めます。
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　また，入来温泉場地区土地区画整理事業地内にある，アゼロ湯，紫垣湯については，
区画整理事業に伴い，新たな施設整備の必要があり，魅力ある施設整備を進めます。

３　産業用水供給体制の充実

(１)　農業用水の整備及び適正な維持管理の推進
　農業用水については，県営かんがい排水事業（川内川右岸地区）で敷設した配管や
ポンプ場の適切な維持管理に努めるとともに，ほ場整備など農業生産基盤整備を推進
します。
　また，老朽化した農業用河川工作物（堰）等の適正な維持管理を進めます。

(２)　工業用水の整備及び適正な維持管理の推進
　川内地域の工業用水については，県営かんがい排水事業等との共用施設部分につい
て適切な維持管理に努めるほか，水需要の動向を見極めながら，専用施設の整備の在
り方を検討するとともに，その利用の促進を図るため，企業誘致及び関係機関等と協
調した工業団地の整備に取り組みます。
　また，入来地域の工業用水については，安全で安定的な供給を確保するために施設
の適正な維持管理に努めます。



SATSUMASENDAI Master Plan 1

SATSUMASENDAI Master Plan 1 171

第
３
編　

下
期
基
本
計
画

第
４
章　

誰
も
が
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り



誰もが安心して
快適に暮らせる
まちづくり

第5章
地域力を発揮し産業活力を創出するまちづくり
第１節⃝薩摩川内経済圏の創出

第２節⃝農業の振興

第３節⃝林業の振興

第４節⃝水産業の振興

第５節⃝商工業の振興

第６節⃝観光の振興

第１節　薩摩川内経済圏の創出....................................174
１　都市ブランドの創出・活用

２　農商工連携による市内事業者の利用の促進

３　地産地消・食農教育の推進

第２節　農業の振興........................................................177
１　農業経営の強化

２　農業公社の充実

３　畜産振興対策の推進

４　重点品目等の振興及び特産品の開発

５　農村地域の振興

６　農業・農村基盤整備の推進

第３節　林業の振興........................................................185
１　森林資源の確保

２　林業経営の高度化

３　特用林産の振興

４　林業生産基盤の整備

第４節　水産業の振興....................................................189
１　安定的な水産業経営の実現

２　つくり育てる漁業の推進

３　水産加工の高度化

４　漁村地域の振興

５　漁業・漁村基盤整備の推進

第５節　商工業の振興....................................................193
１　商工業団体への支援の充実
　　市街地活性化及び地域商店街の経営基盤の強化

２　既存企業の活性化及び新たな企業の育成・誘致の推進

３　雇用・就業環境の充実

４　産業拠点の整備・活用の推進

第６節　観光の振興........................................................202
１　観光資源の複合的な活用（地域連携型観光農園の創出）

２　スポーツ大会や合宿・コンベンションなどの誘致

３　受入態勢等の整備

４　温泉資源の活用と温泉街の活性化

５　観光施設の機能の充実

薩摩国分寺秋の夕べ【川内】
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第１節　薩摩川内経済圏の創出

＜現状と課題＞
　市町村合併前においては，農林水産業の振興などの産業振興施策の多くは，域内の産品
の販路を域外に求める形で進められてきました。これは，各市町村のみの市場では，市場
規模が小さかったことによるものです。
　今後は，１０万人都市としての市場規模を活かし，自立した薩摩川内経済圏を創出する
ことが可能となりました。
　特に島しょ部では，本土への輸送時間がかかることから，鮮度面での不利もあります
が，川内甑島航路の開設に向けた調査・研究を進め，流通・販売体制を確立することで，
１０万人市民が市内事業者を積極的に利用するようになれば，消費購買力の市外流出に歯
止めをかけることができるだけでなく，市内に新しいビジネスチャンスが生まれることに
なります。
　また，地元生産者の顔の見える「地産地消」の取組を１０万人市場で推進することに
よって，市内の農林水産業が一体となって，自然の生態系を活かした環境にやさしい産地
づくりを目指すことも可能となり，安全・安心な食材供給基地としての地位が確立される
ことも期待できます。
　このような地産地消を推進することで，付加価値の高い薩摩川内ブランドが形成され，
他の地域とは違うまちとして地域外の人々に選択され，地域外の資金・人材を呼び込むよ
うな持続的な地域経済の活性化が図られ，大都市やアジアの市場を開拓していくことや，
さらには，市民の一体感の醸成に寄与することも期待されるところです。
　また，産業構造の変化や技術革新・情報化，勤労者の就業意識の変化などが進んでいる
ことから，自立した薩摩川内経済圏を創出すると同時に，企業・関係機関と協調しなが
ら，雇用・就業条件の拡大や情報通信技術を活用した遠隔勤務などの就業形態の多様化に
対応していくことも課題となります。
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■産業・経済指標
年　　度

区　　分 平成12年度 平成17年度

製造品出荷額等 （億円） 2,220 1,856
年間商品販売額 （億円） 1,816 1,914

＜市内総生産額＞
○第1次産業総生産額 （百万円） 7,632 5,724
○第2次産業総生産額 （百万円） 133,423 107,358
○第3次産業総生産額 （百万円） 295,288 284,527

市民所得 （百万円） 280,124 243,595
一人当たり所得 （千円） 2,656 2,380

（資料：市町村民所得推計報告書）

■産業別就業者数. （単位：人，％）

年　　次
区　　分 平成12年 平成17年

就 業 人 口 （人） 49,102 47,183
第 1 次 産 業 （人） 4,591 4,356
第 2 次 産 業 （人） 16,551 13,838
第 3 次 産 業 （人） 27,834 28,783

構 成 比
第 1 次 産 業 （％） 9.3 9.2
第 2 次 産 業 （％） 33.7 29.3
第 3 次 産 業 （％） 56.7 61.0

（資料：国勢調査）

■薩摩川内市の知名度（平成20年度）

　
知っている 行ったことがある 今後行ってみたい

（人） （％） （人） （％） （人） （％）
1 鹿児島市 23,851 90.0 9,443 35.6 11,986 45.2
2 指宿市 16,926 63.9 6,161 23.2 11,959 45.1
3 霧島市 14,385 54.3 4,237 16.0 7,656 28.9
4 出水市 7,871 29.7 1,484 5.6 2,047 7.7
5 鹿屋市 5,610 21.2 1,305 4.9 1,498 5.7
6 薩摩川内市 4,792 18.1 1,247 4.7 1,549 5.8
7 阿久根市 3,797 14.3 761 2.9 878 3.3
8 南さつま市 2,354 8.9 503 1.9 838 3.2
9 いちき串木野市 2,081 7.9 694 2.6 643 2.4

知らない，行ったこと
がない，行きたくない 2,047 7.7 13,692 51.7 4,966 18.7

≪参考：回答総数 26,509 件，福岡県・大阪府・東京都の居住者を対象としたインターネット調査≫ 
（資料：企画政策課）
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薩摩川内経済圏の創出

シティセールスの推進

薩摩川内ブランドの形成
都市ブランドの創出・
活用

農商工連携による市内
事業者の利用促進

地産地消・食農教育の
推進

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　都市ブランドの創出・活用

(１)　薩摩川内ブランドの形成
　本市の魅力的な商品・サービスの発見・育成・開発を図るため，特産品コンクール
の実施や特産品の推奨品化を行います。
　また，特に有力なものをトップブランドに認証するなど，品質の向上に努めます。
　このような薩摩川内ブランドの形成については，薩摩川内ブランド推進会議による
検討を行い，各種事業の展開を図ります。

(２)　シティセールスの推進
　統一キャッチフレーズである「薩摩川内スピリッツ」やロゴマークを活用し，多様
なメディア等による宣伝活動や市内外でのイベント活動等を実施します。
　また，市民，コミュニティ協議会，観光団体，経済団体及び各種団体等と幅広く連
携を図りつつ，本市ならではの魅力ある資源や話題性のある最新情報等を総合的かつ
戦略的に発信していくことで，本市の知名度や好感度の向上を図り，各種コンベン
ションやスポーツ合宿等の誘致，企業誘致の実現を目指します。

２　農商工連携による市内事業者の利用の促進

　産業間の連携強化により，地域経済の活性化に努めるため，農林水産団体や商工業団
体等による農商工連携を推進し，市民による市内事業者の積極的な利用を推奨し，活力
ある地域づくりを目指します。

３　地産地消・食農教育の推進

　「薩摩川内市食育・地産地消推進計画」に基づき，市民に地元農産物の魅力を感じて
もらうため，直売所と連携し，安全・安心な農産物の地産地消活動に取り組むとともに，
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市民や子どもへの農業とのふれあいを体験させる食農教育活動を通して，農産物の販売
促進に努めます。

第２節　農業の振興

＜現状と課題＞
　わが国の農業を取り巻く情勢は，国際的には農産物の自由貿易化が加速し，多種多様な
輸入農産物が増加する中で，農産物価格の低迷や農業用資材の高騰化により，農業経営は
厳しく国内自給率も４０％と低迷しています。また一方では，消費者の安全・安心志向が
高まり，食の大切さが大きくクローズアップされる時代となっています。
　一方，本市の農業を取り巻く状況は，農家人口の減少と農家の高齢化や後継者不足に伴
い，農業生産力が低下し耕作放棄地が年々増加しており，環境への影響が懸念されている
ところです。このような厳しい環境の中，本市では，水稲を中心に園芸重点７品目である
「らっきょう」「ごぼう」「ゴーヤー」「いちご」「やまのいも」「きんかん」「ぶど
う」を含む野菜，果樹，工芸作物，花き，畜産など多様な農業が取り組まれています。
　今後，農家の所得向上と経営安定を図るためには，これらの作物を組み合わせた複合経
営を推進するとともに，ほ場やかんがい排水対策等の生産基盤の整備に加え，将来の農業
の担い手となる後継者や新規就農者の確保と集落営農組織の育成や遊休農地の有効活用に
努めることが必要です。また，環境に配慮しながら地域特性を活かした魅力ある農産物の
生産と活力ある地域農業を推進していくことが重要です。
　また，農山村地域の活性化を図る上では，グリーン・ツーリズムによる都市住民との交
流を推進する取り組みが必要です。
　さらに，畜産では，景気後退による畜産物価格の低迷により肉用牛繁殖・肥育，養豚，
酪農，養鶏の全畜種にわたって厳しい経営状況が続いていますが，和牛子牛価格は全国
トップクラスを維持しており，特に高齢繁殖農家の生きがいと生産意欲は健在です。した
がって，今後とも家畜の改良増殖や防疫対策，受胎率向上対策，自給飼料確保等の生産性
向上に努めることが必要です。
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■専業兼業別農家数. （単位：戸）

年　　次 専　　業
兼　　　　業 総　　数

第1種兼業 第2種兼業 計

平成  2 年 1,419 904 3,386 4,290 5,709

平成  7 年 1,197 830 2,704 3,534 4,731

平成12年 1,159 431 2,232 2,663 3,822

平成17年 1,118 312 1,473 1,785 2,903

（資料：農林業センサス）

■農業就業人口（販売農家）及び総人口に占める構成比の推移. （単位：人，％）

年　　度　 総人口（人） 農業就業人口（人） 構成比（％）

平 成 ７ 年 度 106,737 6,332 5.9

平成１２年度 105,464 5,623 5.3

平成１７年度 102,370 4,574 4.5

（資料：農林業センサス）

■年齢別就業人口（販売農家）. （単位：人，％）

　年　　度 ４０歳未満 ６０歳未満 ６５歳未満 ６５歳以上 合計

平 成 ７ 年 度 560 1,206 1,175 3,391 6,332

平 成 １ ２ 年 度 542 743 776 3,562 5,623

平 成 １ ７ 年 度 374 580 446 3,174 4,574

構成比

平 成 7 年 度 9 19 19 53 100

平成 12 年度 10 13 14 63 100

平成 17 年度 8 13 10 69 100

（資料：農林業センサス）
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■耕作放棄地（平成20年度調査）. （単位：ha，％）

耕地面積 耕作放棄地 耕作放棄地率

地域 全体 農振農用地 全体 農振農用地 全体 農振農用地

川内 4,253 1,431 909 241 21.4 16.8

樋脇 1,570 547 383 48 24.4 8.7

入来 1,036 490 151 55 14.6 11.2

東郷 840 340 65 22 7.8 6.5

祁答院 1,208 639 290 25 24.0 4.0

里 234 115 165 65 70.7 56.9

上甑 255 128 131 39 51.3 30.1

下甑 301 133 170 46 56.5 34.3

鹿島 143 0 126 0 88.4 0

全体 9,839 3,822 2,390 541 24.3 14.1

（資料：耕作放棄地全体調査）
■家畜家きん飼養戸数と飼養頭羽数

　 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

牛

乳用牛
戸数 5 5 5 4

頭数 191 175 161 155

肉用牛
戸数 644 619 580 564

頭数 12,922 13,157 13,854 14,675

馬
戸数 3 3 3 3

頭数 53 51 53 48

豚
戸数 16 16 15 14

頭数 13,734 13,102 14,557 11,035

鶏

卵用鶏
戸数 3 3 4 4

羽数 21,190 20,900 21,789 20,434

肉用鶏
戸数 28 30 30 27

羽数 1,045,974 948,100 1,165,625 980,479

（資料：畜産課）
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　農業の振興　

農地の確保と利用集積の促進

環境にやさしい農業の推進

畜産経営の基盤の強化

飼料自給体制の確立

畜産環境対策の推進

家畜防疫体制の強化

地域重点品目の推進

新たな振興作物の創出

加工特産品の開発・研究

活力ある農山村社会の形成

中山間地域等における農地の
維持・保全

耕作放棄地の解消

優良農地の確保・保全

農道の計画的な整備

農村生活環境の整備

土地改良区の育成

園芸重点７品目の振興による
産地形成

経営感覚に優れた担い手の育成

農業経営の強化

農業公社の充実

畜産振興対策の推進

重点品目等の振興及び
特産品の開発

農村地域の振興

農業・農村基盤整備の
推進

＜施策の体系＞
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＜計画の内容＞

１　農業経営の強化

(１)　経営感覚に優れた担い手の育成
　平成１９年度に策定した「第１次薩摩川内市農業振興基本計画」において，本市の
農業施策の重点的な対象となる経営感覚に優れた担い手の確保対策を基本方針として
いる。
　これを踏まえ，認定農業者の育成へ向けて，認定農業者制度の啓発・普及活動を通
して，新たな認定農業者の確保に努めます。
　また，今後の地域農業を維持していくためには，地域での共同作業体制を構築する
必要があることから，各集落での営農組織による協業化と法人化を推進します。また，
後継者やＵＩＪターン※者による就農者及び他産業からの新規参入者の育成と団塊世
代の定住化促進による就農への誘導に努めます。
　さらに，農業経営や農村地域活動の中で女性の果たす役割も重要であり，農産物の
加工から販売までの第６次産業※化を推進しながら，共同経営者として農業に参画す
る女性農業者の育成を図ります。
　これらを踏まえ，重点品目を中心とした複合経営を推進し，経営感覚に優れた担い
手の育成を図ります。
　また，今後の農業振興へ向けた国の基本政策や方針等を踏まえた，農家の育成に取
り組みます。

(２)　農地の確保と利用集積の促進
　「薩摩川内農業振興地域整備計画」に基づく農地の整備や農地転用許可制度の適正
な運用により，優良農地の適切な管理を図ります。
　また，農地の有効利用を推進するため，各種補助事業等を活用するとともに，情報
通信技術を活用した農地の地図情報に基づき農地の流動化を進めながら，農業の担い
手となる認定農業者等への利用集積を図ります。

※ＵＩＪターン
　大都市から地方への人口還流を「Ｕターン」現象という。いったん東京や大阪などの大都市に就学または就職した

人が郷里に戻る形の労働力異動のことである。戻りたくとも就業の場が極めて少ない地域もあり，その場合，郷里
の近くの地方都市で就職する「Ｊターン」現象も多くなっている。また，大都市の学生や住民が地方に就職・転職
することを「Ｉターン」ともいう。

※第６次産業
　農畜産物の生産（第１次産業）だけでなく，食品加工（第２次産業），流通・販売（第３次産業）にも農業者が主

体的かつ総合的に関わることで農業者所得の向上を図るもので，第１次産業から第３次産業までの数字を足した造
語のこと。
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(３)　環境にやさしい農業の推進
　化学肥料，農薬等の適正な使用について啓発を図るとともに，「農業用廃プラス
ティック類適正処理推進協議会」の活動をとおして，農業用廃ビニール，プラスチッ
ク及び残農薬等の適正処理を進め，環境にやさしい農業の展開を図ります。

２　農業公社の充実

　農作業受委託事業（無人ヘリ防除・育苗・ライスセンター等）の充実，研修事業によ
る新規就農者や後継者の育成，認定農業者や担い手農家への農地集積のための農地利用
集積円滑化事業の充実を図り，本市農業の振興と農村の活性化を図り，農業者の経済的
かつ社会的地位の向上と活力ある地域社会の維持・発展に寄与する農業の展開を図りま
す。

３　畜産振興対策の推進

(１)　畜産経営の基盤の強化
　肉用牛（繁殖・肥育），酪農，養豚，養鶏の各経営において，新技術の活用及び優
良家畜の導入等による家畜改良の推進及び経営規模の拡大に努め，生産性の向上と畜
産経営の基盤の強化を図ります。特に本市の主幹作目である肉用牛（繁殖）の増頭を
図り，畜舎建設や飼料畑造成等畜産補助事業を積極的に推進することで生産基盤の強
化を図ると共に効率的な飼養体系の確保に努めます。
　また，鹿児島黒牛の消費拡大を推進するとともに，営農体制の整備やヘルパー事業
を推進し，ゆとりある経営を支援します。

(２)　飼料自給体制の確立
　飼料自給率向上を推進するため，水稲農家と畜産農家の連携により，稲わら供給体
制の整備を図るとともに，有機物堆肥の有効活用により，地力の増進と良質な粗飼料
の生産を図ります。
　また，飼料用稲を発酵させた粗飼料づくりについても支援します。

(３)　畜産環境対策の推進
　適正な家畜排泄物処理施設の整備を促進します。また，家畜ふん尿を堆肥化して農
地等へ還元するなど有機資源としての適切な管理・利用を図るとともに，地域内での
有効利用に努めます。さらに，生ごみ等を含めたバイオマス資源の利活用を図るため
の堆肥化施設について，農家等の要望に対応して関係機関等と連携し，その整備を支
援します。
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かごしまブランド指定品目／きんかん
園芸重点７品目／いちご，ごぼう，らっきょう，ゴーヤー，やまのいも，きんかん，ぶどう

（平成２１年７月現在）

地域重点品目／茶，大豆，水稲（さつま雪もち），花卉，かんきつ類
（平成２１年７月現在）

(４)　家畜防疫体制の強化
　法定伝染病の撲滅を図るため，消毒など農家の自主的な防疫対策を促進するととも
に，各種ワクチンの接種等により，家畜の疾病や事故等の予防に努めます。また，家
畜保健衛生所，農業共済組合との連携を強化し，関係機関と一体となった家畜防疫を
進めます。

４　重点品目等の振興及び特産品の開発

(１)　園芸重点７品目の振興による産地形成
　野菜・果樹における園芸重点７品目については，産地維持が困難な状況になってい
ることから，産地の維持及び拡大に取り組む農業者に対して，生産指導・各種補助事
業を継続して実施するとともに，販売促進活動の支援を強化します。
　また，産地を担っている認定農業者及び認定農業者を目指す担い手農家に対しては，
生産指導・補助事業の支援を強化し，農業経営の安定による産地形成を図ります。

(２)　地域重点品目の推進
　環境条件・気象条件等を有効に活用して栽培される地域重点品目についても，園芸
重点７品目と同様に産地維持が困難な状況であることから，販売促進活動の支援を強
化するとともに，産地を担っている担い手農家に対して，生産指導・補助事業の支援
をさらに強化し，農業経営の安定による地域の特性を活かした品目のさらなる推進を
図ります。

(３)　新たな振興作物の創出
　新たな振興作物については，安定した農業経営が見込める作物の選定が不可欠であ
ることから，生産者及び関係者からの情報収集に努めながら「薩摩川内市農林水産業
技術連絡協議会」の活動を強化し，生産者と一体となった試験栽培・試験販売に取り
組み，新たな振興作物を創出します。
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(４)　加工特産品の開発・研究
　市の豊かな地域資源を活かした，加工特産品の開発を促進するため，「市特産品協
会」との連携を図りながら，加工特産品コンクールの開催や食の専門家による開発ア
ドバイザー事業の取り組みと各種イベント等での販売促進に向けたＰＲ活動に努めま
す。
　また，農産物加工グループ等と連携し，園芸重点７品目等（らっきょう・ゴー
ヤー・ごぼう・やまのいも・いちご・きんかん・ぶどう等）を素材とした新たな特産
品の開発に努めます。

５　農村地域の振興

(１)　活力ある農山村社会の形成
　魅力的で個性あふれるむらづくりを目指した「共生・協働のむらづくり運動」を推
進し，地域住民や都市住民にとって，ゆとりややすらぎを実感できる農村社会づくり
の支援に努めます。
　また，農村集落の活性化のため，都市住民など地域外の活力の導入や，グリーン・
ツーリズム等を通じた都市と農村の交流活動，Ｕ・Ｉ・Ｊターン者の定住促進など，
集落外の多様な主体との連携による新たな「むらづくり」の形成を図ります。
　さらに，農産物加工グループ等の活動拠点として，農産物加工センターの活用を促
進します。
　また，高齢農家の生産意欲の向上や農家所得の向上を推進するために，各地域の農
林水産物直売所の活動を拡充させ，生産者と消費者のふれあいを促進し，交流人口の
増加による活発な地域社会を形成しながら農山村地域の活性化と農業振興を図ります。

(２)　中山間地域等における農地の維持・保全
　「農地・水・環境保全向上対策」を活用した農村環境の保全や，「中山間地域等直
接支払制度」等を活用した耕作放棄地の発生防止を進めるとともに，農業委員や農業
公社と連携しながら，農地流動化・農作業の受委託等を通じて優良農地の維持・保全
に努めます。

(３)　耕作放棄地の解消
　耕作放棄地の再生利用を目的とした，「薩摩川内市耕作放棄地対策協議会」活動を
とおして，農振農用地域内の耕作放棄地のうち，軽微な整地作業で直ちに耕作するこ
とが可能な耕作放棄地の解消を当面の目標として，各種の補助事業等を活用した農地
再生利用対策に取り組み，耕作放棄地の解消に努めます。
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６　農業・農村基盤整備の推進

(１)　優良農地の確保・保全
　優良農地の確保と保全を図るため，ほ場整備事業を推進するとともに，農業用水の
確保や農業用排水施設の整備・改良を進めます。

(２)　農道の計画的な整備
　農産物の流通の円滑化を図るための基幹農道をはじめ，一般農道等の計画的な整備
を進めます。

(３)　農村生活環境の整備
　農村生活環境の改善を図るため，農業集落排水事業等の生活排水対策を実施するほ
か，農道舗装や用排水路等の整備を進めます。また，集落内の道路・公園など農業集
落の生活基盤の整備に努めます。

(４)　土地改良区の育成
　土地改良区の合併・解散等の指導を行うとともに，土地改良区の育成に努めます。
　また，薩摩川内市土地改良区域外についても，農業農村整備事業導入時点で薩摩川
内市土地改良区に地区編入するよう関係者及び受益者等に指導・助言を行います。

第３節　林業の振興

＜現状と課題＞
　近年の森林・林業を取り巻く情勢は，外材輸入量の増加，木材価格の低迷，労働力の減
少・高齢化等極めて厳しい状況にあります。本市でも手入れの行き届かない森林が増加し
ており，水源かん養の維持，山地災害の防止，地球温暖化防止，景観保全等公益的機能発
揮の観点からも支障を来しかねない状況となっています。
　そこで，本市においても，森林組合を中心に策定した「森林施業計画」に基づいて，除
伐・枝打等の保育及び間伐の実施により森林の整備を進めています。戦後植栽されたス
ギ・ヒノキ等の人工林は，樹齢がかなり高くなってきており伐期を迎えています。
　しかしながら，木材価格の低迷から通常の伐期で伐採しても収益が見込めず，伐採後の
再造林がなされない懸念があります。
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　このようなことから，通常の伐期施業（４０年～４５年）から，伐期の到来した樹木を
皆伐せずに間伐を繰り返し行う長伐期施業（通常の伐期の約２倍）に転換する施業の推進
を図るとともに，分収林※の契約期間の延長にも取り組むことが重要となっています。
　さらに，甑島では，人工林が小さな面積で分散しているため，施業の共同化が行いにく
い状況にあり，シイ・カシ・ツバキ等を主体とした天然広葉樹が多く，これらを活かした
広葉樹林の改良を行うとともに，必要に応じて山地災害防止のための施設を整備していき
ます。
　今後，森林の経済的機能，公益的機能を持続的に発揮させるためには，林業労働力の確
保，林業経営基盤の強化，林道・作業路等の生産基盤の整備を図り，適正な森林施業の推
進を図る必要があります。

■利用地別林野面積（平成20年4月1日現在）. （単位：ｈａ）

総面積
針葉樹 広葉樹

竹林
災害跡地
伐採跡地

木立
木地

更　新
困難地

その他
人工林 天然林 人工林 天然林

41,006 19,403 47 710 18,605 1,717 2 232 122 ―

（資料：林務水産課）

■特用林産物生産高（平成２０年）. （単位：千円）

くり実
きのこ類 竹林

タケノコ
生しいたけ 乾しいたけ モウソウ ホテイ

200 25,200 2,219 1,155 1,800 157,340

（資料：林務水産課）

 

※分収林
　森林所有者，造林・保育を行う者，費用負担者の３者，または２者で分収林契約を結び，造林・保育したのち伐採して

その収益を分け合う森林のこと。
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林業の振興

多様な森林づくり

森林の保護・保全

担い手の確保・育成

地材地建の推進

たけのこの里づくり

しいたけ・竹林等林産物の振興

経営の効率化のための環境の
整備

保育・間伐等による計画的な
森林の整備

森林資源の確保

林業経営の高度化

特用林産の振興

林業生産基盤の整備

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　森林資源の確保

(１)　保育・間伐等による計画的な森林の整備
　スギ・ヒノキ・クヌギ等の人工林について，下刈・除伐・枝打等の保育及び間伐を
森林施業計画に基づいて計画的に実施するとともに，特に，間伐については利用間伐
の促進に努め，森林の公益的機能の維持・増進を図ります。

(２)　多様な森林づくり
　森林の立地条件や地域の特性を踏まえ，長伐期・複層林・天然広葉樹林の整備など
多様な森林施業を進めます。さらに，市みどり推進協議会や緑の少年団等の育成に努
めます。

(３)　森林の保護・保全
　海岸沿いの防風・防潮機能を有する高度公益機能松林を守るため，薬剤の空中散布
及び伐倒駆除を実施し，松くい虫による被害の拡大防止に努めます。
　また，山地災害の未然防止と災害時の復旧を図るため，危険箇所の現地調査を行い，
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緊急性の高いところから優先的に治山事業を実施します。
　さらに，イノシシ・シカ等有害鳥獣による農林産物の被害が多く発生していること
から，猟友会による有害鳥獣捕獲体制の充実を図ります。

２　林業経営の高度化

(１)　担い手の確保・育成
　今後の林業従事者の確保・育成については，森林組合を中心に作業班，林産班等の
充実を図り，地元林家の要請にこたえるものとします。また，林業従事者の労働条件
の改善や社会保障制度加入を進め，担い手の確保・育成に努めます。

(２)　経営の効率化のための環境の整備
　本市においては，小規模な林家が多いことから，高性能林業機械の導入によって効
率的な作業システムを確立するため，研修の実施や導入時の支援等を通じてその普及
を図ります。

(３)　地材地建の推進
　地域で生産・加工された木材を地域で使用する「地材地建」の取組を促進するため，
市内産木材の需要の拡大に向けたＰＲの強化，木材加工企業との連携等を進めます。

３　特用林産の振興

(１)　たけのこの里づくり
　近年，生産者の高齢化や後継者不足等で管理が行き届かない竹林が多くなっている
ことから，荒廃竹林の改良等による基盤整備を通じて，早掘りたけのこのブランド化
を進め，林家所得の向上に努めます。また，ＪＡやたけのこ加工場等と連携して販路
の拡大に努めます。

(２)　しいたけ・竹材等林産物の振興
　林産物の生産の振興を図るため，椎茸，ツバキの実，くりの実等の林産物の生産拡
大を図ります。
　特に，竹材，広葉樹の利用を促進するため，荒廃竹林・山林の整備やチップ等の生
産に取り組む協業体・林業事業体等の支援・育成に努めます。

４　林業生産基盤の整備

　木材の搬出や森林施業の効率化のため，「北薩地域森林計画」に基づいて，計画的に
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林道の開設・改良・舗装を実施するとともに，作業路や集材路を開設するなど，林業生
産基盤の整備を図ります。

第４節　水産業の振興

＜現状と課題＞
　本市の漁業については，東シナ海を漁場として，川内地域及び甑島の４地域において船
曳網漁，刺網漁，定置網漁及び吾智網漁を中心に営まれており，甑島では，夏場のアワビ
漁やカンパチ，マグロ，シマアジ等の養殖も営まれています。特に，下甑の手打地区に
は，海洋深層水の取水地もあることから，農林水産物の高付加価値化等のための有効活用
も推進されています。
　また，川内川においては，鰻のシラス漁も営まれ，これを使った養鰻業も盛んに営まれ
ています。
　本市の漁業を取り巻く環境は，藻場の消失等による漁獲量の減少や，輸入水産物の増加
による漁価の低迷，さらには，漁業就業者の減少・高齢化など，依然として厳しい状況が
続いています。
　これらの課題を解決するため，漁協とも連携を図りながら，つくり育てる漁業をより一
層推進し，水産資源の維持・増大を図ることが重要です。また，加工，流通体系の整備
や，漁村の生活環境の整備と合わせ，後継者の育成及び新規就労者に対する支援等，担い
手の確保に関する施策を展開していく必要があります。さらに，漁業経営の近代化や安定
化を図る観点から，流通の拠点となる水産物地方卸売市場の整備も課題となってきます。
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■漁獲物水揚高. （単位：㎏，千円）

年次
種別

平成１８年 平成１９年 平成２０年

水揚高 金額 水揚高 金額 水揚高 金額

海
面
漁
業

きびなご 853,295 296,339 766,027 288,718 814,214 342,277

かじき類 154,427 162,274 139,343 71,334 37,612 33,853

あじ類 164,523 114,648 130,027 112,836 130,545 95,354

たい類 58,581 58,634 53,773 55,017 64,924 65,286

その他 1,339,812 538,423 1,749,968 716,925 1,525,033 1,029,754

合計 2,570,638 1,170,318 2,839,138 1,244,830 2,572,328 1,566,524

内
水
面
漁
業

しらすうなぎ 206 49,959 197 105,394 247 43,517

うなぎ 4,700 10,340 3,000 8,936 3,000 6,000

あゆ 3,000 6,000 2,700 5,400 2,600 5,200

その他 31,900 35,580 20,400 9,966 6,910 8,240

合計 39,806 101,879 26,297 129,696 12,757 62,957

水
産
養
殖
業

成鰻 544,678 871,484 605,398 968,636 568,071 1,370,462

ヒラメ 186,545 277,075 153,230 255,325 151,000 220,000

クルマエビ 17,462 85,767 10,515 82,117 17,200 111,800

その他 200 153 500 356 600 410

合計 748,885 1,234,479 769,643 1,306,434 736,871 1,702,672

（資料：林務水産課）

第５章／地域力を発揮し産業活力を創出するまちづくり
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＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　安定的な水産業経営の実現

(１)　新たな流通体系の構築
　地産地消を基本とした新しい流通体系の構築を図るため，キビナゴ，チリメン，ウ
ナギ等の水産加工の高度化やブランド化を推進し，水産業経営の安定化を目指します。
また，海洋深層水の有効活用や流通体制の強化等により，競争力のある水産業の確立
を図ります。

(２)　漁業組織の活動に対する支援
　漁業の健全な発展を図るため，漁業協同組合等が行う各種事業等に対し支援を行う
とともに，厳しい状況にある漁業者及び漁業組織の経営の維持を図るための支援を行
います。
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水産業の振興

漁業組織の活動に対する支援

経営感覚に優れた担い手の確保・
育成

恵み豊かな海づくり

競争力の高い流通加工体制の
構築

活気あふれる漁村づくり

甑島の漁村に対する支援

漁業生産基盤の整備

漁村生活環境の整備

内水面漁業の振興

新たな流通体系の構築

安定的な水産業経営の
実現

つくり育てる漁業の推進

水産加工の高度化

漁村地域の振興

漁業・漁村基盤整備の
推進
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(３)　経営感覚に優れた担い手の確保・育成
　県が実施する体験学習の推進や，漁業青年部や生産グループへの支援，さらには，
漁村社会をリードする青年漁業士や指導漁業士等の育成に努め，経済情勢等の変化に
的確に対応できる担い手の確保・育成を図ります。

２　つくり育てる漁業の推進

(１)　恵み豊かな海づくり
ア　水産資源の維持・増大

　水産資源の維持・増大を図るため，タイ，ヒラメ，アワビ等の種苗放流を計画的
に進めるほか，アマモ等の敷設により，水域環境の改善に努めるとともに，藻場の
食害となるシロウニ・ガンガセやサンゴの食害となるオニヒトデの駆除を促進しま
す。

イ　養殖業の振興
　つくり育てる漁業として，マグロ・カンパチ等の養殖業の支援を行います。

ウ　資源管理型漁業の推進
　水産資源を適切に管理しつつ，持続的に利用するため，漁業者による自主的な資
源管理型漁業の展開を促進します。

(２)　内水面漁業の振興
ア　水産資源の維持・拡大

　川内川及びその支流の水産資源の維持・増大を図るため，共同漁業権を持つ漁業
協同組合が行う放流事業等に対する支援を行います。

イ　養鰻業の振興と販路の拡大
養鰻業の振興を図るため，薩摩川内うなぎのブランド化を推進するとともに，生産・
加工・販売ルートの確立を支援します。

３　水産加工の高度化

(１)　競争力の高い流通加工体制の構築
ア　特産品等の販路の拡大

　多様化する消費者ニーズに的確に対応するため，安全・安心な水産物の生産及び
付加価値のある加工品の新規開発等を促進します。また，加工業者と流通業界との
連携を促進し，特産魚種のブランド化を進めるほか，情報通信を利用した地域ネッ
トワーク及び販売ネットワークを構築し，販路の拡大に努めます。

イ　水産物流通体制の強化
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　水産物流通体制の強化を図るため，流通の拠点となる水産物地方卸売市場の具体
化に向けた検討を進めるとともに，市場に求められる機能等についても，調査・研
究を行います。

４　漁村地域の振興

(１)　活気あふれる漁村づくり
　ブルー・ツーリズム等滞在体験型観光を推進するとともに，海洋性レクリエーショ
ンの振興を図ることにより，漁村の住民と都市の住民との交流を促進し，活力ある漁
村づくりを目指します。

(２)　甑島の漁村に対する支援
　甑島においては，漁村が担っている海域環境保全の役割の強化や海域が持つ多面的
機能の維持・増大を図るとともに，離島漁業の再生を促進するため，離島漁業再生支
援交付金を活用した活力ある漁村づくりに努めます。

５　漁業・漁村基盤整備の推進

(１)　漁業生産基盤の整備
　漁港漁場整備長期計画等に基づき，安全で使いやすい漁港づくりを目指すとともに，
豊かな漁場の維持・再生を図るための魚礁設置や藻場造成等を進め，漁港・漁場の一
体的かつ計画的な整備の促進に努めます。

(２)　漁村生活環境の整備
　漁村生活環境の改善を図るため，漁業集落排水事業等の生活排水対策の充実に努め
るほか，集落内の道路・公園など漁業集落の生活基盤の整備に努めます。

第５節　商工業の振興

＜現状と課題＞

商業・サービス業
　本市の商業は，従業員数，商店数，商品販売額ともに減少傾向にあります。さらに，近
年の車社会の進展や規制緩和，流通構造の変化により，郊外型の大規模小売店舗，ホーム



SATSUMASENDAI Master Plan 1194

下期基本計画　.［第1部］施策の総合的展開3 第５章／地域力を発揮し産業活力を創出するまちづくり

センター，コンビニエンスストアの出店が相次いでいます。
　中心市街地の商店街などは，来客や店舗数の減少，空き店舗の増加など厳しい状況にあ
るため，薩摩川内市中心市街地活性化協議会，株式会社まちづくり薩摩川内を中心とした
中心市街地の活性化を促進する必要があります。
　今後，北薩の中心都市にふさわしい商業中心地として，にぎわいのある核を形成し，地
域活性化の発信地として，まちづくりと一体となった個性と魅力ある商業集積が求められ
ます。
　また，市内小売業の大半を中小経営が占めているため，社会経済の変化に即応した活発
な商業活動が展開できるよう，経営体質の強化と経営の高度化を図ることも必要です。
　さらに，中心市街地活性化に向けては，商業の活性化だけではなく，街なか居住促進の
ための取り組みも求められています。
　また，経済のソフト化・サービス化が進む中，企業の外部委託（アウトソーシング）が
拡大し，高度情報化に対応した情報サービス業などの産業支援機能の集積が求められるよ
うになっています。
　今後，経済社会の成熟化に伴う個人のライフスタイルの変化や価値観の多様化を背景に
した生活関連サービスに対する需要の拡大や，高齢化の進行に伴う医療・保健・福祉関連
サービスに対する市民ニーズの高まりが予想されます。このため，新しいサービス産業の
振興を図るとともに，本市への立地を促進していくことも重要です。

工業
　本市の工業は，事業所数では，県内第４位，従業員数・製造品出荷額では第３位という
地位を占めています。事業所数，従業員数，製造品出荷額は共に減少傾向にありました
が，平成２０年１２月の調査では，微増に転じています。
　製造品出荷額等による業種構成では，ＩＣパッケージ・産業用機械部品・電子部品と
紙・パルプの２業種で全体の４分の３を占め，地場業種である食料品製造業は約１割弱と
なっています。
　市内には，全国的にも著名な大企業も立地していますが，経営基盤の弱い中小企業がほ
とんどで，景気の低迷等の影響を受け，経営環境は厳しい状況となっています。
　特に，平成２０年９月の米国発の世界的な金融危機は，本市の経済にも大きな影響を及
ぼし，企業の収益の悪化等により，中小企業の生産活動にも大きな影響を与えています。
　このため，地場産業については，近代化・合理化を促進し，成長力のある企業に育成し
ていくことが必要です。
　また，本市に設置されている川薩人材育成センター，川内職業能力開発短期大学校など
を活用しながら，既存企業の技術等の高度化や新分野への進出の促進，新規成長分野にお
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けるベンチャー企業等の起業化支援に取り組んでいくことも必要です。
　立地企業による雇用の果たす役割は，地域経済にとって大変大きなものとなっていま
す。このため，南九州西回り自動車道及び九州新幹線の整備によるインパクトや電源立地
地域としての優位性を活かし，環境・新エネルギー産業等の今後の成長産業をはじめとす
る発展性のある業種の積極的な誘致を進めるとともに，既存産業との企業間連携の促進な
どにより，地域産業全体の振興を図っていく必要があります。
　しかしながら，本市においては，新規企業の誘致を図るための工業団地の整備が喫緊の
課題です。

■商店の概況（飲食店を除く）. 平成１９年６月１日現在　（単位：店，人，百万）

業　種 商店数 従業員数 年間販売額
１店当たり
従業者数

１店当たり
年間販売額

卸売業計 214 1,504 72,806 7.0 340

小売業計 1,139 6,004 87,101 5.3 76

合　計 1,353 7,508 159,907 5.5 118

（資料：商業統計調査）

■業種別製造品出荷数. （単位：百万円）

年次
区分 平成１７年 平成１８年 平成１９年

食 　 　 料 10,919 11,845 13,729
飲 　 　 料 12,130 11,476 11,046
衣 　 　 服 164 126 129
木 　 　 材 1,070 767 656
家 　 　 具 604 586 528

紙 32,246 32,737 31,597
印 　 　 刷 1,156 1,078 1,034
化 　 　 学 1,362 1,410 2,245
プ ラ ス チ ッ ク 1,959 2,243 2,365
窯 　 　 業 86,647 102,978 98,563
金 　 　 属 7,000 7,033 7,472
機 　 　 械 4,353 5,158 5,311
電 　 　 気 1,775 1,869 2,148
電 　 　 子 18,045 16,500 20,922
そ の 他 761 701 707
合 　 　 計 180,191 196,507 198,452

（資料：工業統計調査）
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商工業の振興

中心商店街活性化対策の推進

魅力ある商業空間の形成

経営の近代化・高度化の促進

地域企業の育成・強化

起業活動等の促進

新規企業立地の促進

多様なサービス産業の立地の
促進

就労機会の拡大と安定化

勤労者の福利厚生の充実

インターチェンジ周辺部におけ
る産業拠点の整備

内陸部における産業拠点の整備

臨海部における産業拠点の整備

商工業活動の推進

商工業団体への支援の充
実，市街地活性化及び地域
商店街の経営基盤の強化

既存企業の活性化及び新た
な企業の育成・誘致の推進

雇用・就業環境の充実

産業拠点の整備・活用の
推進

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　商工業団体への支援の充実，市街地活性化及び地域商店街の経営基盤の強化

(１)　商工業活動の推進
ア　商工会議所・商工会との連携

　商工会議所・商工会と連携のもと，商工業者への経営指導・相談の充実を図ると
ともに，商工業者の育成や起業化の支援に努めます。

イ　商店街組合等の育成・強化
　小売業者等の経営基盤の充実・強化を図るため，商店街組合や商工団体の育成・
強化に努めるとともに，意欲的な若手経営者などリーダーの育成に努めます。

ウ　融資制度等の充実
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　中小小売業が独創性・機動性を発揮しながら新たな営業の展開を図ることができ
るよう，経営ノウハウ・技術・情報の取得などソフト面での取組を支援するととも
に，中小企業の経営安定を図るために，経営資金等の利子補助を行います。
　また，併せて国・県の融資制度の周知・紹介，相談等を実施します。

(２)　中心商店街活性化対策の推進
ア　中心商店街再生への支援

　中心市街地のまちづくりの主体として設立された株式会社まちづくり薩摩川内が
行う各種活性化事業に対して支援を行います。
　また，商業の活性化と商店街におけるにぎわいの創出を図るため，空き店舗を活
用した事業や新たに商業者等に対する意識動向調査等を行い，中心商店街の再生を
目指します。

イ　商店街活性化イベント事業への支援
　商店街におけるにぎわいの創出を図るため，国・県等の制度を活用しながら，商
店街や株式会社まちづくり薩摩川内が行う各種イベント事業等を支援します。
　また，個店の魅力を高めるため一店逸品づくりと併せたイベントを行い，商店街
の振興，中心市街地の活性化を進めます。

(３)　魅力ある商業空間の形成
ア　機能的な商業空間の形成

　市街地商業地におけるにぎわいのある商業核の形成と車社会に対応した機能的な
商業空間づくりに努めます。

イ　アメニティ豊かな都市環境の整備
　美化・緑化と併せて，地域の歴史・文化を活かした歩行者空間の整備などに取り
組み，楽しく快適に歩ける都市アメニティ（都市環境の快適性，魅力ある環境，生
活の質など）豊かな都市環境づくりを進めるとともに，市街地においては，既存施
設等の有効活用によるコンパクトな便利で暮らしやすいまちづくりを目指します。

ウ　沿道・地域商業空間の整備
　市街地周辺部の幹線道路沿道に形成されつつある商業・サービス集積地について
は，歩行者空間の安全性確保や，円滑な自動車交通を促進し，また，各地域の商店
街については，地域社会と調和のとれた商業・サービス空間づくりに努めます。

(４)　経営の近代化・高度化の促進
ア　経営診断等の充実

　既成の立地条件に依存した経営形態からの脱却のため，顧客分析など個別店舗の
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経営診断や指導の充実に努めるとともに，ＩＴ等の活用による経営の近代化・高度
化や事業の共同化，協業化を促進します。

イ　新たな流通・販売形態への対応の促進
　顧客への適切な商品情報・知識の提供など販売周辺サービスの向上を促進すると
ともに，インターネット利用による電子商取引の拡大など新しい流通形態・販売形
態への対応や販路の開拓を促進します。

２　既存企業の活性化及び新たな企業の育成・誘致の推進

(１)　地域企業の育成・強化
ア　経営基盤の強化

　地場産業等の経営基盤の強化を図るため，経営の近代化，情報化等を促進すると
ともに，県・商工団体等の主催する各種研修会や県の専門家派遣等を活用しながら，
経営者の意識の高揚や人材の育成に努めます。
　また，国・県，商工団体等と連携・協力しながら，融資制度の紹介・充実を図り
ます。

イ　経営・技術の高度化の促進
　市内中小製造業等の活性化，経営の高度化を促進するため，㈶かごしま産業支援
センター，商工会議所・商工会等と協力して，経営情報の提供，経営診断・指導助
言などの支援を推進します。

ウ　産学官連携の推進
　県の試験研究機関，川内職業能力開発短期大学校等と連携し，新技術・新製品等
の研究開発を促進するとともに，これらの機関における研究成果が，市内企業に対
して技術移転・情報提供されるよう促します。

エ　販路の拡大の促進
　物産展など地域産品の各種展示会や見本市等への出展を支援するとともに，かご
しまビジネスサポートセンターやかごしま海外ビジネス支援センターなどの活用を
通じて，大都市圏を始めとする県外・海外での営業活動や販路の拡大を促進します。

(２)　起業活動等の促進
ア　異業種交流の促進

　技術や市場に関する情報交換，知識・資源の融合化による新商品・新技術の開発，
販路開拓等を支援するため，企業間の異業種交流を促進します。
　また，企業との研修会などを開催し，取引・業務範囲の拡大，業態転換などを促
進します。
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イ　起業活動・農商工連携への支援
　竹細工，甲冑制作等固有の伝統技術と，新しい薩摩川内ブランドを構築するため
の独創的な製造技術，発想等を活かして新たな分野に取り組む起業家や新規事業を
開拓しようとする地域企業に対し，技術開発・人材育成・融資等に関する制度や関
係機関の紹介などの支援を行います。
　また，本市の優良な資源を活かした新たな事業への取り組みを支援します。
　さらに，海洋深層水については，農林水産物の高付加価値化等，その利活用につ
いて調査・研究を進めます。

(３)　新規企業立地の促進
ア　高速交通網に対応した誘致の推進

　九州新幹線や南九州西回り自動車道等の高速交通網が，今後，更に充実すること
から，物流関連企業やＩＴ関連企業等に対する積極的な誘致活動を展開し，インター
チェンジ周辺や内陸部のハイテク拠点地区※等への進出及び定着を強力に働きかけ
ていきます。

イ　新規成長産業等の誘致の推進
　地球温暖化対策に対応するため，太陽光をはじめとする新エネルギー関連産業及
び燃料電池や高性能蓄電池等の次世代自動車関連産業等の企業動向を注視しながら，
進出の可能性のある企業への誘致活動を推進するとともに，ハイテク拠点地区等の
立地条件を活かし，電子・情報通信技術関連産業の誘致，川内港を活用した物流・
食品関連産業の企業誘致に取り組みます。

ウ　高付加価値産業等の誘致の推進
　市内産業の高度化，業種構成の多様化等を促進するため，高付加価値型産業※や
研究開発型企業※などの積極的な誘致に取り組みます。

エ　助成措置の有効活用
　各種助成措置の充実及び有効活用を図りながら，企業誘致を積極的に推進します。

※ハイテク拠点地区
　川内職業能力開発短期大学校及び高城農工団地周辺地区で，先端産業と技術教育機関の立地条件を活かして，

次代を担う技術者の養成を図るとともに，周辺地区へのＩＴ関連産業や支援機能等の立地を誘導するなど，
ハイテク拠点としての充実・強化を図ることとしている。

※高付加価値型産業
　独自の技術・ノウハウを持つことによって大きな付加価値を生み出すことができる産業。現状では情報通信

関連の多くの企業が含まれるが，技術進歩，価値観，社会システム等の変化によって時代と共に主客交代する。
※研究開発型企業
　独自の創造性に富んだ技術・ノウハウ等を持ち，研究開発を続けることによって常に新しい技術・製品を生

み出そうとする企業
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(４)　多様なサービス産業の立地の促進
ア　対個人サービス業の立地の促進

　経済社会の成熟化，少子・高齢化の進行等に伴う市民ニーズの多様化に対応した
文化・学習，保健・医療・福祉，観光，生活サービス等の様々な対個人サービス業
の立地の促進に努めます。

イ　対事業所サービス業の立地の促進
　企業の外部委託（アウトソーシング）の拡大への対応や企業の誘致環境の充実を
促すため，情報処理，印刷・文書処理，人材派遣・業務代行をはじめとする産業支
援型の対事業所サービス業の育成・強化を図るとともに，立地の促進に努めます。

３　雇用・就業環境の充実

(１)　就労機会の拡大と安定化
ア　円滑な雇用の促進

　近年の経済雇用状況の悪化に対処するため，企業，ハローワーク等の関係機関と
協調しながら，職業相談・情報提供機能の充実・強化を促進するとともに，再就職
サポートや職業能力の開発など就業援助施策の充実を図り，ＵＪＩターン希望者や
中高年齢者をはじめとする求職者の円滑な雇用の促進に努めます。
　また，併せて，フリーター※やニート※に関しては，関係機関との連携を強化し
ながら，国等が実施する雇用対策等の周知を図ります。

イ　高齢者・障害者の雇用の促進
　定年退職後における高齢者の雇用機会を確保するため，それぞれの生活態様に合
わせた多様で適正な就業機会の確保を図ります。特に，高齢者の雇用対策としての
シルバー人材センターの充実に努めるとともに，障害者の雇用については，法定雇
用率の周知を図ります。

ウ　人材の育成と職業能力の開発
　竹細工，甲冑制作等の伝統技術や新しい薩摩川内ブランド・地場産品等の製造技
術を後世に伝えるための人材育成を促進します。
　また，勤労者が職業生活の全期間を通じて，段階的・体系的に職業能力の開発・
向上を図ることができるよう，生涯学習との連携を強化するとともに，川薩人材育
成センター，川内職業能力開発短期大学校などの関係機関と協調しながら，能力開
発に関する相談・情報提供の充実などに努めます。
　併せて，障害者に対し，その能力に適する職種に就業するための基礎となる知
識・技能の習得等により自立を促進するとともに，鹿児島障害者職業能力開発校と
連携して，障害者の職業能力の開発等に努めます。
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エ　男女雇用機会均等の促進
　募集・採用，配置・昇進，教育訓練，福利厚生，定年・退職・解雇の各段階にお
いて，男女が均等に機会を与えられ，平等に取り扱われるよう，関係機関との連携
を強化し，企業，事業者等に働きかけます。

(２)　勤労者の福利厚生の充実
ア　適正な労働条件の確保

　中途採用者，パートタイム労働者や派遣・契約社員などの増加に対応して，これ
らの職種における適正な労働条件の確保や中小企業における労務管理の改善の促進
に努めます。

イ　就業形態の多様化への対応
　情報化の進展に伴う遠隔勤務の普及など，就業形態の多様化に対応して，地域情
報通信網の高度化等に努めます。

ウ　仕事と家庭生活の両立の支援
　家庭的責任を担う勤労者が仕事と家庭生活との両立を図ることができるよう，企
業による育児休業制度や介護休業制度の周知・啓発に努めるとともに，ファミリー・
サポート・センターの充実等地域における子育て支援機能や介護支援機能の充実・
強化を図ります。

エ　勤労者福祉の向上
　完全週休２日制の普及や年次有給休暇等の取得を促進するなど，労働条件の改善
について周知を図るとともに，多様な有給休暇制度の導入を促進します。
　また，中小企業における安全衛生，職場環境，福利厚生等の向上を促進するなど，
働きやすい就業環境の確保に取り組みます。

４　産業拠点の整備・活用の推進

(１)　インターチェンジ周辺部における産業拠点の整備
　南九州西回り自動車道の薩摩川内都，高江（仮称）及び川内（仮称）の各インター
チェンジの周辺部においては，企業活動の利便性や交通アクセスの向上などによる条

※フリーター
　会社や団体組織に正社員や職員として所属せず，時給や日給による給与を主な収入源として生活する人のこと

をいう。恒常的なアルバイトを主な収入源とする人とほぼ同義である。特に１０代後半から３０代前半の年齢
層に対してこの言葉を使う。フリー（英語）＋アルバイター（独語）を略した，和製語

※ニート
　Not in Employment, Education or Training の略で，職に就かず，学校機関にも所属せず，そして就労に

向けた具体的な動きをしていない若者を指す。１９９０ 年代末のイギリスで生まれた言葉
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件整備を進めるとともに，自然・住環境との調和など，地域の優位性を活かした工業
団地の整備を検討します。

(２)　内陸部における産業拠点の整備
　ハイテク拠点地区等における先端産業，高等技術教育機関の立地条件及び内陸部に
おける企業立地基盤整備の可能性について，各種インフラ整備の状況を勘案しながら，
用地の確保及び土地開発規制にかかる調査・研究を進め，地域住環境や農地保全に配
慮した工業団地の整備を検討します。

(３)　臨海部における産業拠点の整備
　重要港湾川内港の利活用及び南九州西回り自動車道の整備を見据え，海陸一貫輸送
に重点を置いた物流・食品関連産業の拠点づくりを目指し，川内港背後地における関
係機関等と協調した工業団地の整備に取り組みます。

第６節　観光の振興

＜現状と課題＞
　今日の観光は，物見遊山的なただ「観る」だけのものから，「個人旅行」，「参加・体
験型」，「目的型」へと変化した旅行スタイルといった，体験滞在型観光への移行が見ら
れ，また，急速な高速交通網の発達，景気の低迷や規制緩和による旅行商品の低価格化な
どにより，様々な地域が入り乱れ，しのぎを削りあう地域間競争の時代にあります。
　本市は，川内川花火大会，薩摩川内はんやまつり，川内大綱引等の催事，可愛山陵・新
田神社，薩摩国分寺跡史跡公園，史跡清色城跡，入来麓伝統的建造物群保存地区，亀城跡
等の歴史的・文化的資源，西方海岸・唐浜海岸，甑島等の変化に富んだ海岸と海水浴場，
藺牟田池などの美しい景観，市比野をはじめとする豊富な温泉資源など，様々な観光資源
に恵まれていますが，観光客の大半は日帰り客・立寄り客であり，経済的な波及効果が小
さいのが現状です。
　このため，九州新幹線の全線開業及び南九州西回り自動車道の開通による効果を最大限
に活かすため，本市に存在する魅力ある地域資源を各地域が連携してネットワーク化する
ことで，地域連携型観光圏を創出し，観光地としての魅力を圏域全体として高めるととも
に，北さつまの観光拠点として，広域的な観光資源のネットワーク化を図りながら，観光
産業の振興を図っていく必要があります。
　特に甑島では，手つかずの自然や個性的な地域文化などの観光資源が数多くあるにもか
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観光の振興

宣伝・誘客活動の推進

観光資源の総合的かつ複合的な
活用

観光ネットワークの形成

温泉資源を活用したまちづくり
の展開

道路・交通環境の整備

温泉資源の利用の促進

「おもてなしの心」の醸成

組織体制等の充実

観光資源の複合的な活用
（地域連携型観光圏の創出）

スポーツ大会や合宿・コ
ンベンション等の誘致

受入態勢等の整備

観光施設の機能の充実

温泉資源の活用と温泉
街の活性化

かわらず，これらが有効に活かされていないため，今後の活用策を検討する必要がありま
す。
　さらに，ホテル旅館組合等との連携を図り，宿泊施設など観光客の受入態勢の強化に努
め，交流人口の拡大を図ることも重要です。

■観光入込客数. （単位：人）

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

延べ日帰り観光客数 1,661,181 1,661,953 1,687,055 1,896,452 1,931,548

延べ宿泊観光客数 260,021 261,245 246,356 330,723 ３３2,814

合計（延べ観光客数） 1,921,202 1,923,198 1,933,411 2,227,175 2,264,362

（資料：観光課）

＜施策の体系＞
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＜計画の内容＞

１　観光資源の複合的な活用（地域連携型観光圏の創出）

(１)　組織体制等の充実
ア　観光産業の振興

　観光交流人口や観光消費の拡大を図るとともに，農業・漁業・運輸流通業・商業
等の産業間連携を促進することにより，観光関連産業が本市経済を支える新たな産
業として確立されることを目指し，薩摩川内市観光振興基本構想「薩摩川内よかま
ち・きやんせ観光プラン※」に基づく施策等の総合的展開を推進し，本市の観光産
業の振興を図ります。

　

イ　運営組織等の充実
　観光振興の取組やイベント等の充実を図るため，観光協会や特産品協会などの組
織体制の強化を促進します。

(２)　宣伝・誘客活動の推進
ア　観光情報の提供

　観光地としての知名度の向上に向け，分かりやすい観光パンフレットや各種ポス
ターの作成をはじめ，観光案内所，観光物産展，インターネット，きやんせふるさ
と館や道の駅等の特産品販売所，マスメディアなどあらゆる場を活用して，観光情
報の積極的な発信・宣伝活動に努めます。

イ　旅行業者・輸送機関等との連携
　主要交通機関・旅行業者等とのタイアップを図りながら，効果的な観光宣伝に努
めます。

(３)　観光資源の総合的かつ複合的な活用
ア　自然環境の保全と活用

　世界的に希少な微生物の生息する貝池がある長目の浜や，国内でも珍しいウミネ
コの繁殖地の南限となる鹿島断崖，カラフトワシなど珍しい渡り鳥の飛来地である
川内川下流域，ラムサール条約の登録湿地になっている藺牟田池など，本市の持つ

※薩摩川内よかまち・きやんせ観光プラン
　観光の概念や枠組みを広く“地域との様々な人的交流”ととらえ，観光振興が本市にとって重要な取組であると

いう認識を地域や市民が共有し，地域ぐるみの推進体制により実現することを目指す計画のこと。
　具体的には，薩摩川内の新しい観光イメージの創出により観光交流人口を拡大し，観光基盤の整備と観光関連産

業の育成を図るとともに，本市を訪れる全ての人を「おもてなしの心」でお迎えする体制づくりを進める。
　また，同時に，来訪者と市民が交流し，共に楽しむことで「住んでよく，訪れて楽しいまち　薩摩川内」を実現する。
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豊かな自然環境の保全に努めます。また，これらの様々な自然環境等の活用を通じ
て，観光振興を図ります。

イ　祭り・イベントの充実
　川内川花火大会，薩摩川内はんやまつり，川内大綱引，市比野温泉よさこい祭り，
ウミネコまつりなど，市民のみならず多くの観光客の参加を促すため，積極的な情
報の発信に努めるとともに，より魅力あるイベントとなるよう創意・工夫に努めま
す。

ウ　参加・体験滞在型観光の振興
　グリーン・ツーリズム，ブルー・ツーリズムなど個人の興味や関心を喚起するよ
うな自然体験滞在型観光の推進をはじめ，川内大綱引，薩摩川内はんやまつりなど
の参加ツアーの促進や，観光農園など地域産業との連携による参加・体験滞在型観
光の展開など，特色ある観光振興を図り，都市住民との交流を促進します。

エ　甑島の観光振興
　離島の立地特性を活かし，離島ならではの「海の暮らし」や「島の生活」を体験
交流資源として活用し，本市観光協会甑島案内所を拠点に，ブルー・ツーリズムの
取組のほか，甑島の特異な自然景観や植生を活かした観光，半農半漁の生活やス
ローライフといった素朴な島内の風景や人々との交流など，「島の魅力」を活かし
た体験交流メニューの発掘を行い，通年型観光を目指した振興策を推進します。

(４)　観光ネットワークの形成
ア　薩摩川内観光資源ネットワークの形成

　九州新幹線や南九州西回り自動車道の全線開通を見据えた交流人口の拡大を図る
ため，海・山，川，湖，温泉や歴史的・文化的資源など市内の様々な地域資源を有
機的にネットワーク化させた観光ルートの構築を進め，地域連携型観光圏の創出を
目指します。
　具体的には，甑島の美しい景観や雄大な海岸線，趣のある温泉街など，地域ごと
に新たな観光資源の発掘に努めるとともに，既存のコミュニティバス等の活用に
よって，地域観光資源の多様な連携を図りながら，農林水産業の体験滞在型観光を
はじめ，マリンスポーツ等の振興を図ります。

イ　広域観光ルートの形成
　九州新幹線，南九州西回り自動車道などの高速交通網の充実に対応した観光振興
を図るため，隣接県・市町との連携・協力を図りながら，広域観光ルートの形成に
努めます。

ウ　歴史文化回廊ルートの設定
　薩摩街道のほか，可愛山陵・新田神社，薩摩国分寺跡史跡公園，史跡清色城跡，
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入来麓伝統的建造物群保存地区，倉野磨崖仏，亀城跡など観光的価値を持つ歴史・
文化ポイントを有機的に結んだ歴史探索ルートや歴史文化回廊ルートの形成を図り
ます。

２　スポーツ大会や合宿・コンベンション等の誘致

　全国的なスポーツ合宿やスポーツ大会，コンベンションや自然環境・歴史的・文化的
資源を活かした研究活動などの誘致を図るとともに，フィルムコミッション事業を導入
します。

３　受入態勢等の整備

(１)　「おもてなしの心」の醸成
　本市を来訪した観光客等が快適に滞在し，交流活動等にいそしめるよう，関係機関
と連携を図りながら，観光関連産業に従事する者はもとより，市民一人ひとりの意識
の啓発を図るなど，「おもてなしの心」（ホスピタリティ）の醸成に努めます。
　また，観光客等のニーズに的確に対応するため，観光ガイドの資質向上と体制の充
実を図るため，各種講習会の開催や専門講師の派遣を行います。
(２)　道路・交通環境の整備

　観光施設等へのアクセス向上を図るため，駐車場，案内標識の設置など道路・交通
環境の整備に努めます。

４　温泉資源の活用と温泉街の活性化

(１)　温泉資源の利用の促進
　市内各所で湧出する温泉については，事業者等との連携により，限りある資源とし
て保全を図るとともに，医学的効用と保養の観点から，その利用の促進を図ります。

(２)　温泉資源を活用したまちづくりの展開
　川内高城，市比野，入来，藺牟田等の各温泉街については，現在の素朴な雰囲気を
維持・保全する方向で周辺整備を進め，趣のある温泉保養観光拠点としてＰＲを図り
ます。
　また，これらの温泉街へのアクセスの向上を図る観点から，バス，タクシー等の交
通サービスの充実を促進します。
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５　観光施設の機能の充実

　市内の特産品，土産品などを展示・販売できる物産販売所の機能の充実を図るととも
に，ネットワーク化を促進します。また，北さつまの観光拠点としてのイメージアップ
を図るため，温泉・宿泊施設やキャンプ場など観光客等が快適かつ気軽に利用できるよ
うサービスの向上に努め，施設の整備・充実を促進します。
　また，市内のホテル・旅館との連携による宿泊，滞在の機能の充実を図ります。
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第6章
都市力を創出するまちづくり
第１節⃝住環境の整備
第２節⃝公園緑地の整備
第３節⃝道路・交通ネットワークの整備
第４節⃝市街地等の整備と拠点づくり
第５節⃝河川空間の形成と利活用
第６節⃝港湾施設の充実及び利用促進
第７節⃝情報通信基盤の整備
第８節⃝土地の有効利用

相撲踊り【里】
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第１節　住環境の整備

＜現状と課題＞
　良質な住宅と住環境の確保は，健康で豊かな市民生活を営むための基本となるもので
す。
　近年の住宅に対するニーズは，年代や地域によって異なっており，これらの動向を把握
しながら，若者や高齢者等のそれぞれのニーズに対応した公営住宅の整備を計画的に進め
るとともに，特に，昭和４０年代から５０年代に大量に整備され老朽化した公営住宅の更
新や改修を進めるため，これからは借上住宅等の民間の活力を活用する方法も検討する必
要があります。
　また，民間事業者による住宅供給の状況を見極めながら，人口定着の受皿として，安価
で良質な住宅・宅地の供給を進めていくことが必要であり，高齢者や障害者も含め，誰も
が安全で快適に暮らせる住宅や居住環境の整備を図ることも重要な課題です。
　このほか，県都鹿児島市の隣接都市としての位置付けや高速交通体系の整備効果を有効
に活かして地域の発展に結び付けるためには，本市の定住人口の増大に向けた取組を展開
することも必要です。

■市営住宅管理戸数（平成21年7月１日現在）

地域別
市営住宅 一般向住宅 特定公共賃借住宅 合計

団地 戸 団地 戸 団地 戸 団地 戸

川　内 29 1,276 2 4 1 8 32 1,288

樋　脇 12 149 3 8 - - 15 157

入　来 15 178 4 5 1 2 20 185

東　郷 12 175 7 28 - - 19 203

祁答院 6 87 21 77 6 43 33 207

里 5 38 6 21 - - 11 59

上　甑 6 51 13 34 - - 19 85

下　甑 15 94 10 24 - - 25 118

鹿　島 3 41 4 13 - - 7 54

合　計 103 2,089 70 214 8 53 181 2,356

（資料：建築住宅課)
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住環境の整備

良好な住宅・宅地の供給等の
促進

公営住宅の計画的な整備及び
維持管理

良好な住宅の計画的な
整備及び維持管理等の
推進

定住促進対策の推進

計画的な土地区画整理
事業の推進

がけ地近接住宅の対策の
推進

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　良好な住宅の計画的な整備及び維持管理等の推進

(１)　公営住宅の計画的な整備及び維持管理
ア　既存公営住宅の有効活用

　建替，改善，維持修繕等の各種整備内容を検討しながら，「薩摩川内市既設公的
賃貸住宅等活用計画」の見直しを行い，市内における住宅・宅地需要の把握を行う
とともに，既存公営住宅の有効活用を図ります。

イ　多様なニーズに対応した公営住宅の整備
　老朽化した公営住宅の改修を行うとともに，宅地の確保に努めながら，若者や高
齢者等の多様なニーズに対応した公営住宅について，民間が建設した住宅の借上げ
など様々な民間活力の活用方策を検討しつつ整備を進めます。
　また，公営住宅のバリアフリー化に努めるとともに，建築物の耐震化等を図ります。

(２)　良好な住宅・宅地の供給等の促進
　南九州西回り自動車道インターチェンジ周辺地区や主要地方道川内加治木線の沿線
地域など，交通利便性の高い市街地周辺部においては，都市計画法，本市土地利用対
策要綱に基づく適正な規制，誘導等を行いながら，企業立地と併せ，民間等による良
好な住宅・宅地の開発を促進します。
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２　定住促進対策の推進

　九州新幹線鹿児島ルートの全線開業や南九州西回り自動車道の整備進捗を好機と捉え，
県都鹿児島市のベッドタウンとして，安心して子どもを産み育てられる環境づくりや生
活基盤整備等を図るとともに，シティセールスを推進することで鹿児島市等からの人口
流入を促進します。また，本市へのＵＪＩターンの増加を図ることにより，定住人口の
増大と活力に満ちた伸びゆく市域の創出に寄与することを目指して，定住住宅取得補助
やリフォーム補助，新幹線通勤定期購入補助などの定住促進対策を展開します。
　さらに，薩摩川内市定住支援センター「薩摩川内よかまち・きやんせ倶楽部」の充実
を図るとともに，定住促進の受皿として本市が分譲している田代ニュータウンなどの早
期売却に努めます。

３　計画的な土地区画整理事業の推進

　将来の高速交通体系の充実等を視野に入れ，良好な住環境の整備を図ることで，魅力
ある都市空間を創出するため，土地区画整理事業を計画的に推進します。

４　がけ地近接住宅の対策の推進

　がけ地近接住宅などの危険地に存在する住宅について，移転等の対策を講じます。

第２節　公園緑地の整備

＜現状と課題＞
　本市は，本土を東西に悠々と流れる川内川をはじめ，周囲を囲む緑の山並みとその懐に
抱かれた心なごむ田園風景，白砂青松の砂浜等が連なる美しい海岸部など，豊かな自然と
文化が織り成す美しい景観に恵まれています。市民生活も，こうした周囲の自然環境等と
の関わりが深く，都市景観，田園景観，海洋・水辺の景観などの中にそれぞれの地区景観
が形成されています。
　今後も，美しく快適な都市景観・都市環境づくりを進めていくため，緑の基本計画等に
基づき，市民・事業者・行政がそれぞれの立場で役割を認識しながら，身近な公園や緑地
の整備に取り組み，住みやすい生活環境を創出していくことが重要な課題となっていま
す。
　また，公園緑地を子育ての場や高齢者の憩いの場として，さらに，市民や観光客等が楽



SATSUMASENDAI Master Plan 1

SATSUMASENDAI Master Plan 1 213

第
３
編　

下
期
基
本
計
画

第
６
章　

都
市
力
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り

緑の基本計画の策定及び推進

公園緑地の整備

公園緑地の適正な維持管理等の
推進

公園緑地等の積極的な活用の
促進

公園緑地の計画的な整
備及び適正な維持管理
の推進

観光公園の整備

運動公園の整備

しめる空間として，整備していくことも必要となっています。

■都市公園（平成２１年３月３１日現在）

　 数 面積（㎡）

街 区 公 園 27 83,467　

近 隣 公 園 5 191,877　

地 区 公 園 1 48,383　

総 合 公 園 1 110,880　

運 動 公 園 1 476,327　

合　計 35 910,934　

行政区域一人当たり公園面積（㎡） 9.01

市地域総面積に対する割合（％） 0.13

（資料：建設整備課）

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　公園緑地の計画的な整備及び適正な維持管理の推進

(１)　緑の基本計画の策定及び推進
　「薩摩川内市緑の基本計画」を策定し，市民，事業者，行政のそれぞれの役割を明
確にしながら，うるおいと安らぎのある都市公園や緑地の整備等を推進します。
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(２)　公園緑地の適正な維持管理等の推進
　市民に身近な普通公園・都市公園などの維持・整備に努めます。また，地区コミュ
ニティ協議会等との役割分担を明確にした上で，里親制度等を活用した公園緑地の適
正な維持管理体制を構築します。
　これらの管理の方法については，指定対象に民間団体や地区コミュニティ協議会等
も含めた指定管理者制度を導入し，適正な維持管理に努めます。
　また，公園緑地等の愛護活動を積極的に支援します。併せて，市民の美化意識の高
揚を図ります。

(３)　公園緑地等の積極的な活用の促進
　市民の交流・ふれあいの場として，また，身近な生活空間や子どもたちの遊び場と
して，公園緑地，スポーツ・レクリエーション施設等の活用を促進するとともに，こ
れらの施設等のネットワーク化を図ります。

２　観光公園の整備

　緑の山並みやうるおいある水辺，心なごむ風景など，各地域の固有の特色を活かした
森林公園や自然公園，展望所などの整備・充実を図るとともに，市内外の利用者の身近
な交流の場として，温泉広場やキャンプ場などの維持・補修，整備を推進します。

３　運動公園の整備

　市内各地の運動公園の維持・補修，整備を進め，これらの機能の充実を図ります。
　また，本市におけるスポーツ・レクリエーション活動の拠点である総合運動公園につ
いては，中郷上池周辺などにおける施設の充実や既存設備の適切な維持管理等を進めな
がら，大規模又は広域的な利用に対応できる環境の整備を図ります。
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第３節　道路・交通ネットワークの整備

＜現状と課題＞

道路・高速交通網
　本市は，古くから北薩地域の水陸交通の要衝として栄えてきました。今後も，九州新幹
線鹿児島ルートや南九州西回り自動車道の全線開通により，交通条件が飛躍的に向上し，
沿線都市間との人・物・情報のやりとりが盛んに行われるなど，地域発展に大きな効果を
もたらすことが期待されています。
　平成１６年３月に一部開業した九州新幹線鹿児島ルートは平成２３年春に博多～鹿児島
中央駅間の全線開業を予定しており，これを視野に入れ，本市では，川内駅周辺における
二次交通との結節機能の充実を図ることが喫緊の課題となっています。
　南九州西回り自動車道については，川内隈之城道路（薩摩川内都ＩＣ～高江ＩＣ（仮
称）～川内ＩＣ（仮称）間）の整備促進及び阿久根～薩摩川内間（基本計画区間）の整備
計画の決定が大きな課題となります。
　「鹿児島県広域道路整備基本計画」において広域道路（交流促進型）に位置付けされた
川内宮之城道路（川内港～さつま町）については，川内港，南九州西回り自動車道，鹿児
島空港との連結性を高めるため，地域高規格道路への格上げと整備の促進が課題です。
　甑島縦貫道については，甑島における産業の振興，文化交流等の促進，生活の利便性や
災害時等における安全性の向上等を図る上で重要な役割を担っており，甑島三島を結ぶ藺
牟田瀬戸架橋の着実な整備の促進を図っていくことが必要です。
　このほか，日常生活に最も身近な生活基盤である市道などの一般道路については，道路
交通の利便性，安全性を確保しながら，バリアフリー化を図るなど，人にやさしい道づく
りを目指した適正な舗装と維持・補修，新設・改良を進めていくことが必要です。
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■道路整備状況（平成20年4月1日現在）. （単位：ｍ，％）

区　　分 実延長
改　良　済 舗　装　済

改良済延長 改　良　率 舗装済延長 舗　装　率

国道

国　管　理 26,962 26,962 100.0 26,962 100.0

県　管　理 29,940 29,940 100.0 29,940 100.0

国　道　計 56,902 56,902 100.0 56,902 100.0

県道

主要地方道 108,827 104,081 95.6 108,827 100.0

一般県道 228,596 176,643 77.3 228,596 100.0

県　道　計 337,423 280,724 83.2 337,423 100.0

市　道 1,527,381 850,990 55.7 1,402,757 91.8
　（資料：建設維持課）

■都市計画道路の整備. （単位：ｍ，％）

区　分 路　線 街路延長 整備済延長 整備率

平成１７年度 38 54,015 39,780 73.6

平成１８年度 39 68,075 40,908 60.1

平成１９年度 39 68,075 41,167 60.5

平成２０年度 39 68,075 41,759 61.3

　（資料：都市計画課）

公共交通等
　本市においては，ＪＲの九州新幹線・鹿児島本線及び肥薩おれんじ鉄道が運行され，乗
合バス，空港特急バスがこれらの交通機関と周辺地域等を連絡しています。また，一部の
地域では，主要公共施設や交通空白地域を連絡する循環バスも運行されています。
　甑島については，串木野港との間にフェリー等が運航され，また，住民の交通の利便性
を確保するため，市営バスが走行しています。
　本市に存在するこれらの公共交通機関のうち，特に九州新幹線の開業と同時にＪＲ九州
から経営分離された肥薩おれんじ鉄道については，当初の計画を下回る厳しい経営が続い
ており，その安定化のために実効性のある対策を講ずることが急務となっています。
　また，甑島との間の航路については，市民全体の利便性の向上を考慮しながら，川内甑
島航路の開設に向けて，関係団体と調整していく必要があります。
　さらに，バス輸送については，乗合バスの需給調整規制が廃止され，新たなサービスの
提供が容易になる反面，不採算路線の営業が廃止されやすくなっているため，規制緩和の
動きや需要の動向を見極めながら，利用者の利便性を確保していくことが求められていま
す。
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■九州新幹線，肥薩おれんじ鉄道の利用状況（川内駅利用者）. （単位：人）

平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年
４月 66,287 73,937 74,518 75,248
５月 68,000 76,468 77,726 78,967
６月 64,551 69,037 71,549 73,204
７月 74,331 77,382 80,147 82,588
８月 81,025 84,204 86,511 88,745
９月 67,078 71,611 78,172 76,405

１０月 71,837 76,156 78,185 79,435
１１月 69,212 74,525 77,158 79,111
１２月 74,625 76,101 76,901 80,564

１月 72,536 75,055 76,663 80,821
２月 61,957 64,421 68,193 65,475
３月 73,968 74,342 76,624 75,922

合　計 845,407 893,239 922,347 936,485
（資料：ＪＲ九州旅客鉄道㈱）

■肥薩おれんじ鉄道の乗降客数. （単位：人）

駅　名 西　方 薩摩高城 草　道 上川内 川　内 合　計
平成１７年度 7,701 4,588 29,835 112,536 114,592 269,252
平成１８年度 13,640 3,436 34,160 108,842 118,877 278,955
平成１９年度 16,675 5,142 30,067 111,979 138,975 302,838
平成２０年度 19,373 4,862 20,593 106,047 137,235 288,110

（資料：肥薩おれんじ鉄道㈱）

■巡回バス利用状況. （単位：人）　
くるくるバス
（川内）

ゆうゆうバス
（樋脇）

乗合タクシー
(入来)

ゆったりバス
(東郷) 祁答院バス

利用
人員

一日
平均

利用
人員

一日
平均

利用
人員

一日
平均

利用
人員

一日
平均

利用
人員

一日
平均

平成１７年度 104,847 287 20,363 69 6,815 23 16,711 56 12,567 43

平成１８年度 105,907 290 19,286 65 6,867 23 15,451 52 9,015 29

平成１９年度 100,231 275 19,568 65 6,777 22 13,510 44 7,113 22

平成２０年度 105,950 291 17,735 59 7,148 24 10,736 36 7,145 22

（資料：商工振興課）
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県道の整備の促進

空港幹線道路等の整備の促進

藺牟田瀬戸架橋の整備促進

一般市道等の整備の促進

道路美化対策の推進

都市計画道路の整備

人にやさしい道づくり

九州新幹線鹿児島ルートの全線
開業の促進

鉄道の機能等の充実

バス輸送の充実

甑島航路の充実

多様な交通サービスの提供

道路・交通ネットワ
ークの整備

南九州西回り自動車道
の早期整備の促進

２環状８放射道路網の整
備の促進

国道 3 号，２６７号，
３２８号の整備・充実

県道の整備の促進

市道の整備の推進

交通サービスの強化

ネットワークサインの
整備

■甑島航路利用者数. （単位：人）

事業年度
第29期

（H16.10～
　H17.9）

第30期
（H17.10～
　H18.9）

第31期
（H18.10～
　H19.9）

第32期
（H19.10～
　H20.9）

第33期
（H20.10～
　H21.9）

高速船 56,588.5 47,113.5 49,101.5 50,073.0 45,863.0
フェリー 145,935.0 141,714.5 144,554.5 147,290.0 143,497.5

計 202,523.5 188,828.0 193,656.0 197,363.0 189,360.5
※小人は0.5で換算。 （資料：企業・港振興課）

＜施策の体系＞
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＜計画の内容＞

１　南九州西回り自動車道の早期整備の促進

　南九州西回り自動車道の早期整備に向けた取組を行い，強力に要請します。併せて，
インターチェンジの周辺及びアクセス道路等の整備を進めます。

２　２環状８放射道路網の整備の促進

　川内地域の市街地における交通の円滑化，交通渋滞の緩和及び周辺地域とのアクセス
の向上を目的として本市の都市骨格道路体系に位置付けられている「２環状８放射道路
網※」については，市街地の整備の状況及び交通需要の動向を勘案しつつ整備を進めま
す。

３　国道３号，２６７号，３２８号の整備・充実

　市の幹線道路である国道３号，２６７号，３２８号については，生活道路との区分を
図りながら，市内外の交通面での連携の強化，交通渋滞緩和等を促進します。

４　県道の整備の促進

(１)　県道の整備の促進
　市民の一体感の醸成に向けて市内の連携の強化等を図るため，市内外の各地域や交
通拠点を結ぶ主要地方道及び一般県道の改良・整備を促進します。

(２)　空港幹線道路等の整備の促進
　鹿児島空港とのアクセスの強化を図るため，北薩横断道路の整備や広域道路（交流
促進型）川内宮之城道路の地域高規格道路への格上げ等を促進するほか，他の幹線道
路網についても，機能の強化を要望していきます。

(３)　藺牟田瀬戸架橋の整備促進
　甑島の一体性の確保，地域の振興をはじめとする地域活性化，住民生活の利便性や

※２環状８放射道路網
　内環状道路→　中心市街地を内側で環状に取り巻く道路
　外環状道路→　中心市街地を外側で環状に取り巻く道路
　放 射 道 路→　 国道３号，国道２６７号，主要地方道川内郡山線，主要地方道川内加治木線，主要地方道川内串木野線，

主要地方道京泊大小路線，一般県道山崎川内線
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災害時等における安全性の飛躍的向上等に資する観点から，藺牟田瀬戸架橋の着実な
整備及び甑島縦貫道の整備を促進するため，様々な要望活動等に積極的に取り組みま
す。

５　市道の整備の推進

(１)　一般市道等の整備の推進
　市民生活に密着した生活道路である一般市道については，市民の意見を十分に反映
しながら，機能性，安全性に配慮して，誰もが利用しやすい道路づくりを進めます。
　また，道路・橋梁については，機能的で信頼性の高い道路管理を目指し，より長く
施設機能を維持できるよう，計画的に修繕等を行います。道路・橋梁の補修について
は，道路パトロールなどによる情報収集の強化を図り，損傷箇所や危険箇所への適切
な対応に努めます。

(２)　道路美化対策の推進
　道路環境の質的な向上を図るため，歩道やポケットパークの整備，電線類の地中化
などの歩行者空間の整備をはじめ，地域住民と連携しながら，沿道の緑化，路面の整
備，屋外広告物の規制などに努め，道路美化対策を推進します。

(３)　都市計画道路の整備
　市街地における交通環境の向上や市外からの流入の円滑化，良好な市街地形成への
誘導を図るため，交通需要及び市街地整備の動向を勘案しつつ，効果的・効率的な都
市計画道路の配置を行うとともに，計画的に整備を推進します。また，川内川川内市
街部改修，土地区画整理事業などと一体となった整備を推進します。

(４)　人にやさしい道づくり
　ユニバーサルデザイン推進事業に基づき，誰もが安全で快適に道を歩けるよう，歩
道の段差解消など歩行者空間のバリアフリー化を進めます。
　また，看板・商品・放置自転車など歩行者の通行の妨げとなるものを放置しないよ
う，市民の意識の啓発に努めるとともに，街灯や防犯灯の設置を促進するなど，誰も
が安心して通行できる人にやさしい道づくりを進めます。

６　交通サービスの強化

(１)　九州新幹線鹿児島ルートの全線開業の促進
　平成２３年春の全線（博多～鹿児島中央間）開業に向けて，九州新幹線鹿児島ルー



SATSUMASENDAI Master Plan 1

SATSUMASENDAI Master Plan 1 221

第
３
編　

下
期
基
本
計
画

第
６
章　

都
市
力
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り

ト全線の整備を促進します。
　また，川内駅周辺の交通施設については，広域駅勢圏化に対応した交通結節機能の
充実と交通利便性の向上を図ります。

(２)　鉄道の機能等の充実
ア　川内駅周辺の交通結節機能の強化

　川内駅周辺においては，土地区画整理事業により駅東口の駅前広場及び駅前通り
等の都市基盤整備を行い，駅利用者の利便性を向上させるとともに，川内駅を中心
として他の拠点を結ぶ路線バスの運行を促進し，駅利用者等の利便性に配慮した交
通結節機能の強化を図ります。

イ　鉄道輸送の充実
　九州新幹線については，平成２３年春に予定されている博多～鹿児島中央間の全
線開業によって，新たな利用者も予想されることから，今後も，現在の運行本数を
維持しながら，大阪直行便運行などのサービス向上が図られるよう，関係機関に要
請していきます。
　川内～鹿児島中央間のＪＲ鹿児島本線については，今後も鹿児島方面への日常的
な交通手段として，サービスの向上が図られるよう，機能の充実を要請していきま
す。

ウ　肥薩おれんじ鉄道の利用の促進
　川内～八代間の肥薩おれんじ鉄道については，通勤・通学利用等に配慮しつつ健
全な経営が維持されるよう，県・関係自治体，地域との連携の下に，利用を促進し
ます。
　また，鹿児島中央駅への平日乗り入れ運行の実現を目指します。

(３)　バス輸送の充実
ア　既存バス路線の充実

　市内の各地域，集落等を円滑に連絡する交通手段の維持を図るため，需要の動向
を見極めながら，既存のバス路線について，状況に応じた対策を働きかけます。
　空港特急バスについては，利便性の向上を図るため，運行回数の維持・増加等を
事業者に要請するとともに，空港利用者による乗車を促進します。
　また，九州新幹線やＪＲ鹿児島本線のダイヤ編成に合わせたバス運行ダイヤの整
備を関係機関に働きかけます。

イ　コミュニティバスの運行
　高齢者等の買い物や通院，公共施設等の利用や観光等の交通手段として現在運行
しているコミュニティバスについて，さらに利便性と効率性を向上させるとともに，
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デマンド交通（事前予約型乗合タクシー）の導入や中心市街地と周辺地域を結ぶ大
循環バス（仮称）の運行に取り組みます。

ウ　甑島自動車運送事業の経営見直し
　甑島で運行している自動車運送事業について，より効率的な運行とするため，新
たな公共交通体系構築調査の結果を基に，経営や運行の見直しを行います。

(４)　甑島航路の充実
　本土と甑島との一体的発展を図るため，日帰り交通圏の形成に向けた航路体系の整
備の一環として，高速船の機能の充実，運航回数の増加をはじめとする利便性・サー
ビスの向上など，甑島航路の充実を図ります。
　なお，甑島との間の交通に関しては，産業・観光・医療・教育等の面からも，甑島
市民の理解を得ながら，関係機関との協議を進め，川内甑島航路の開設を目指します。

(５)　多様な交通サービスの提供
　少子・高齢化の進行に対応して，利用者の多種多様なニーズにこたえられるよう買
物時や通院時等における個別サービスを展開するほか，観光客・ビジネス客が好感を
もてるサービスを推進するなど，タクシーサービスの向上を働きかけます。

７　ネットワークサインの整備

　本市における交通誘導や公共施設の案内等の統一的なサイン（ネットワークサイン※）
について規定する「薩摩川内市公共サイン計画」等に基づき，市民や来街者に分かりや
すい公共サインの整備を進めます。

第４節　市街地等の整備と拠点づくり

＜現状と課題＞
　本市においては，近年，市街地中心部における商店街の空洞化，土地利用の混在，市街
地縁辺部，幹線道路沿道等における都市化の進行や幹線道路網の未整備による朝夕の交通
渋滞の深刻化及び市街地環境の未整備による歴史ある温泉街の衰退化など，様々な課題が

※ネットワークサイン
　公共案内サイン→　市境案内（ゲートイン），公共施設案内・誘導，道路標識，施設名看板など
　観光案内サイン→　名所・旧跡案内，市内周遊散策ルート等の誘導看板，地域の産業解説看板など
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都市計画マスタープランの推進

市街地等の整備と拠点
づくり

機能的な都市施設の配置

土地区画整理事業の推進

既成市街地等の整備の推進

中心市街地の形成

市内各地の市街地の整備

顕在化してきています。
　一方，平成２３年春全線開業予定の九州新幹線鹿児島ルートや南九州西回り自動車道の
整備の促進，川内川川内市街部の改修，重要港湾川内港の整備といった大型プロジェクト
は，市民生活をはじめ，産業・経済・文化・観光などの各分野に大きな波及効果をもたら
します。
　これらを本市の活性化に活かすため，本市の都市環境・都市基盤・都市機能についての
見直しが必要となっています。
　これらを踏まえ，本市において培われてきた豊かな自然・歴史・文化等を活かしつつ，
九州新幹線や南九州西回り自動車道などの新しい高速交通体系を軸に位置付け，南九州の
拠点都市としての都市力の創出につながる都市再生を目指していく必要があります。

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　中心市街地の形成

(１)　都市計画マスタープランの推進
　都市づくりの基本理念に基づき，長期的展望のもと本市の望む将来都市像の実現へ
向けた都市計画施策を展開し，行政・市民・事業者のそれぞれの役割分担と，相互の
協力関係の下で，魅力あふれるまちづくりを推進します。

(２)　機能的な都市施設の配置
　都市防災にも配慮しつつ，道路・河川・公園・公共下水道など都市施設の機能的な
配置に努め，快適で安全・安心な生活空間の形成を目指すとともに，コンパクトな都
市づくり※に向けた諸課題の調査・研究の検討を進めます。

※コンパクトな都市づくり
　中心市街地や鉄道駅周辺など，既存の各種都市機能の集積のある地区を中心として，土地利用密度を高めることや

住宅をはじめ，商業，行政，医療，福祉，教育，娯楽等の多様な用途を集積した土地利用を実現することにより，
より身近なところで日常生活ができるような市街地を形成すること。
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■ コンパクトな都市づくりのイメージ

２　市内各地の市街地の整備

(１)　土地区画整理事業の推進
　川内駅周辺地区では，交通結節点としての機能の充実を図りながら，既存市街地と
一体となった良好な住環境の整備を進めるとともに，文化施設，生涯学習推進施設に
加え，商業施設を集積した複合拠点施設の整備に向けた都市基盤整備を進めます。
　また，天辰地区や入来温泉場地区では，機能的で居住環境の良好な新しい市街地の
創出を目指して事業を進めます。

(２)　既成市街地等の整備の推進
　中心市街地の活性化を促進するとともに，他の既成市街地についても土地の効率的
かつ高度な利用の誘導に努め，利便性が高く快適で魅力ある生活空間と個性的な交流
空間の創出を図ります。
　また，商業，教育，文化，医療など，多彩な機能を有する新興地区の形成を促進し
ます。
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河川空間の形成と
利活用

河川の整備の推進

河川の利活用の推進

河川等における環境の
保全・整備

第５節　河川空間の形成と利活用

＜現状と課題＞
　本市は，平成１８年７月に発生した鹿児島県北部豪雨災害をはじめ，過去幾度か台風や
集中豪雨による河川氾濫などの浸水被害に見舞われてきましたが，近年の計画的な治水事
業の展開によって，治水安全性の高い河川環境が形成されつつあります。
　一方，県立自然公園にも指定されている一級河川川内川をはじめとする多くの河川が生
み出している水辺空間が，多様な生態系を育み，貴重な財産になっており，本市にふさわ
しいうるおいのある河川空間の形成と景観づくりが望まれています。
　よって，本市内の河川の流域においては，計画的に洪水対策や水防活動の強化を進める
とともに，特に一級河川川内川については，市街地中心部を流れる利点を活かし，市民が
水に親しむ空間，レクリエーション活動空間等として位置付け，川内川川内市街部改修等
と連携した快適な河川空間の整備を図る必要があります。
　また，良好な生活環境及び景観の形成を図るため，まちづくりと連携して，安全で快適
なうるおいのある水辺空間の創出に向けた工夫を行うことが求められています。

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　河川の整備の推進

　川内川をはじめとする河川の流域においては，地域特性に応じた計画的な洪水対策の
実施や水防活動の強化を図り，市民が安全で安心して生活できるよう，治水安全度の向
上に努めます。
　特に，川内市街部改修については，市民の意見を聴きながら，都市計画マスタープラ
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ンや川内川水系河川整備計画※に沿って，まちづくりと一体となった事業の展開を促進
します。

２　河川等における環境の保全・整備

　本市の自然環境を形成している河川等については，地域の特性に応じた生活排水処理
対策による水質の浄化，生態系や景観に配慮した工法の選定などを進め，うるおいのあ
る水辺環境と美しい自然景観の創出に努めます。
　特に，川内川については関係機関と連携し，流域全体での総合的な排水処理対策によ
る水質の浄化に努めます。

３　河川の利活用の推進

　本市内の河川については，それぞれの河川特性を生かしながら水と親しめる魅力的な
河川空間の形成を図ります。
　また，川内川の川内市街部については，向田地区堤防の機能強化に合わせた河川空間
の有効活用や水辺景観の創出を図ります。
　川内川流域においては，他の流域市町との連携の下，河川の自然環境・生態系の保
全・再生，既存の観光資源の有機的活用と新たな魅力の発掘，世代を超えた交流の促進
等に努めます。

第６節　港湾施設の充実及び利用促進

＜現状と課題＞
　重要港湾川内港は，鹿児島港，志布志港とともに，県内の国際物流拠点港湾として位
置付けられており，平成１６年４月に新たに開設された国際定期コンテナ航路をはじめ，
ウッドチップ船や日中友好の船「新鑒真」の寄港などにより，着実に利活用が進められて
います。
　しかし，国内外貿易港としては，施設整備の著しい遅れが懸案となっています。
　また，取扱貨物量・取扱品種の拡大などが課題となっており，今後，物流拠点として川

※川内川水系河川整備計画
　一級河川川内川について河川管理者である国土交通省が，これから概ね３０年かけて行う川づくりの方針を示したもの

で，３本の大きな柱（治水・防災，利水・利活用，環境・景観）に沿って魅力あふれた川内川を目指して定められた計
画。平成２１年７月２１日策定。
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内港の一層の利活用を促進するためには，更なる港湾機能の充実が必要です。
　さらに，南九州における貿易・物流拠点を目指す上では，定期航路の拡充が不可欠です。
　川内港のほかに，本市においては西方・里・長浜の県管理，江石・桑之浦の市管理によ
る地方港湾があり，里港は甑島の玄関港として，長浜港は下甑島の定期船寄港港として，
本土と甑島とを結ぶ交通の要衝となっています。
　今後，甑島で暮らす住民の生活の基盤として，また，甑島を訪れる観光客の交通手段と
して，甑島航路の利便性を高めるため，藺牟田瀬戸架橋及び甑島縦貫道の整備促進と併せ，
川内甑島航路の実現も視野に入れ，港湾機能の強化を図ることが重要な課題となっていま
す。

■川内港輸移出入貨物数量（輸移出）. （単位：ｔ）

区分

年次

農　水
産　品

林産品 鉱産品
金　属
機　械
工業品

化　学
工業品

軽　工
業　品

特殊品
雑　工
業　品

分　類
不　能

合　計

平成17年 63 420 204,426 186 144 106,487 1,792 1,538 ― 315,056

平成18年 1,299 523 212,821 670 1,088 117,506 4,843 1,742 165 340,657

平成19年 408 34 129,792 132 847 113,967 8,697 3,940 201 258,018

（資料：企業・港振興課）

■川内輸移出入貨物数量（輸移入）. （単位：ｔ）

区分

年次

農　水
産　品

林産品 鉱産品
金　属
機　械
工業品

化　学
工業品

軽　工
業　品

特殊品
雑　工
業　品

分　類
不　能

合　計

平成17年 1,134 742,072 126,617 196 296,798 11,985 5,974 188 ― 1,184,964

平成18年 3,509 651,073 121,964 646 271,707 15,515 10,688 869 292 1,076,263

平成19年 2,314 726,713 216,955 211 241,558 19,897 29,520 843 236 1,238,247

（資料：企業・港振興課）

■川内港外貿コンテナ取扱数. （TEU）

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

取扱数 1,663 4,465 7,833 8,547 7,871

（参考）TEU：コンテナの個数を数える単位。20フィートコンテナに換算した値のこと。
（資料：企業・港振興課）
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港湾施設の充実及び
利用促進 重要港湾川内港の整備

地方港湾の整備

物流・生産機能等の集積の促進

定期航路の拡充

港湾機能の強化

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　定期航路の拡充

　かごしま川内貿易振興会などと一体となって川内港のポートセールス※を推進し，九
州経済圏など広範な背後地域との有機的な連携を強めながら，他港湾との役割分担の下
に，貨物の取扱量の増大を促進します。
　また，地域間交流の増加や国際化の進展に伴う人的交流の拡大に対応するため，国内
外航路の開設を促進するとともに，川内港と中国・韓国及び東南アジア等との間の定期
航路の拡充を図ります。
　また，川内甑島航路の開設を目指します。

２　港湾機能の強化

(１)　重要港湾川内港の整備
　川内港の機能の強化を図るため，港湾施設の整備・拡充を促進するとともに，中国，
韓国及び東南アジア諸国との貿易の拠点，またアジアに向けた南九州の玄関として，
さらに南九州地域における国内物流の拠点として，ＣIＱ（税関，入管，検疫）機能
や物流機能の充実を図ります。また，海洋性レクリエーション施設などの整備を促進
します。
(２)　地方港湾の整備

　各地域における生活の基盤となる地方港湾の整備を促進するとともに，甑島におい
ては，高速船の機能の充実，運行回数の増加等にも対応できる機能の充実を目指しま
す。

※ポートセールス
　航路や港湾物流機能等の誘致のために，港湾管理者や港運業者等がその施設やサービスの充実を図り，港湾利用の開拓

や拡大を目指して荷主・船会社等に向けて展開する港湾利用セールス活動のこと。
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(３)　物流・生産機能等の集積の促進
　港湾の背後幹線網として，南九州西回り自動車道，主要地方道川内串木野線，京泊
大小路線，基幹農道や広域道路（交流促進型）に位置付けられた川内宮之城道路の整
備等を促進しながら，背後地における物流・生産機能等の集積に努め，川内港と一体
となった流通加工型産業拠点の形成を目指します。

第７節　情報通信基盤の整備

＜現状と課題＞
　情報通信技術は飛躍的なスピードで発達しており，パソコン，インターネット，衛星放
送，携帯電話など，経済活動や日常生活に深く溶け込み，必要不可欠なものとなっていま
す。
　これに伴い，通信事業者による情報通信基盤の整備が進み，通信回線についても，大容
量の情報を高速で伝達することができるブロードバンド基盤の整備が進んでいます。
　本市においても，急速な進展を続ける情報通信技術をめぐる動向に的確に対応し，あら
ゆる課題に対応できる情報通信基盤の整備と情報化施策の展開が必要となっています。
　このため，市民と行政がそれぞれの情報を相互に交換，共有できる双方向の情報通信シ
ステムを活用し，市民と行政の協働・共生に向けた取り組みについて積極的に検討を進め
る必要があります。
　また，各種行政手続の電子化を進め行政サービス水準の向上を図るとともに，高度な情
報通信技術を利用して生活関連情報等を提供するなど，市民生活の利便性をより向上させ
る施策を積極的に展開することが求められています。
　さらに，急激な情報通信技術の発達に対応できる人づくりと環境の整備に努め，情報化
の進展の恩恵を受けられるような地域づくりを進める必要があります。
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情報通信基盤の整備

地域情報化計画に基づく取組の
推進

地域情報化推進事業等の調査・
研究

高度情報通信基盤の整備の促進

国・県等の情報通信網との連携

情報通信格差への対応

高度情報通信システムの
有効活用

地域企業等の情報化に対する
支援

情報化を担う人材の育成

情報セキュリティ対策等の推進

地域情報化に向けた
施策の総合的な展開

情報通信基盤の充実

高度情報通信システムの
構築

人材の育成及び環境の
整備

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　地域情報化に向けた施策の総合的な展開

(１)　地域情報化計画に基づく取組の推進
　市民，企業，学校，行政が一体となって高度情報化を推進するための指針として策
定した「薩摩川内市地域情報化計画」に基づき，学校教育や生涯学習など各分野の情
報化を積極的に推進します。

(２)　地域情報化推進事業等の調査・研究
　全ての市民が，高度情報化の進展による恩恵を享受できるよう，地域情報化の施策
の展開やその方向性についての調査・研究を進めます。
　特に地域情報通信振興関連事業等の国等の支援策を有効利用した地域間の情報通信
格差（デジタル・ディバイド）の是正及び情報通信技術を活用した特色ある地域づく
りを推進します。
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２　情報通信基盤の充実

(１)　高度情報通信基盤の整備の促進
　高度情報通信ネットワークの形成を図る上で欠くことのできない超高速ブロードバ
ンド基盤等の整備・拡充を促進します。
　また，地域公共ネットワークの基幹回線として整備したふれあい情報ネットワーク
及び，本土・甑間光ファイバケーブル（光ファイバー網）を活用し，本土と甑島との
交流・連携を促進するための取り組みを進めます。

(２)　国・県等の情報通信網との連携
　全国の地方公共団体を結ぶ総合行政ネットワークを活用し，情報交換・情報処理機
能の充実を図るなど，行政情報システムの高度化を推進します。

(３)　情報通信格差への対応
　インターネットや移動通信サービス等の利用において地域格差が生じているため，
これらの情報通信格差（デジタル・ディバイド）を是正するための取り組みを推進し
ます。
　特に，光ファイバーの基幹回線網を末端近くまで整備することが必ずしも効率的で
ない地域については，地域の実情に応じて，無線系情報通信技術の利用の可能性や小
学校，公民館，郵便局など公共施設の端末における情報ターミナル化などについて，
検討を進めます。
　また，携帯電話等の普及に伴う恩恵を多くの市民が享受できるよう，移動体通信
サービスの通話エリアの拡大を促進するとともに，地上デジタルテレビ放送の難視聴
地域の解消を促進します。

３　高度情報通信システムの構築

(１)　高度情報通信システムの有効活用
ア　双方向情報通信システムの構築等による行政サービスの向上

　インターネットを活用した行政サービスの充実を図るため，市民・行政の双方か
ら，いつでも自由に行政，防災，保健，福祉，教育，文化等に関する情報の提供や
発信ができる情報通信技術を活用したシステムの導入を進めます。
　また，広報紙の電子化，多様な映像配信の展開等により，積極的な行政情報の提
供に努め，行政サービス水準の向上を目指します。
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イ　行政事務等の電子化の推進
　国の進める電子政府構想との連携を図りながら，電子申請の普及等に努め，行政
手続の電子化による市民サービス等の効率化，市民生活の利便性の向上を図ります。
　また，医療・福祉，教育などの市民生活に密着した分野において，生活利便性の
向上を図るため，１箇所で申請・届出・発行等の手続が一元的に行えるよう，高度
情報通信システムを活用した窓口の一本化に努めます。

(２)　地域企業等の情報化に対する支援
　観光客の利便性向上のための観光情報や薩摩川内ブランドの確立に向けた特産品販
売の情報の発信に取り組むなど，地域企業間のネットワークの形成を促進するととも
に，それらの企業の情報化に向けた取組に対して支援を行います。

４　人材の育成及び環境の整備

(１)　情報化を担う人材の育成
　小・中学校，校区公民館等に配慮した情報公開端末の活用を促進し，児童生徒が自
ら課題を見つけ自ら解決するために必要な情報活用能力の育成を図ります。
　また，高齢者や障害者など誰もが情報通信を容易に行える環境づくりを目指して，
情報のバリアフリー化を推進しながら，市民がインターネットを利用する際に必要と
なる基礎技能等を習得するための講習会を開催し，情報通信活用能力を備えた人づく
りに努めます。
　さらに，薩摩川内市人材育成センター，川内技術開発センター等の関係機関との協
力の下，地域産業の情報化に的確に対応できる高度な情報通信技術や知識を持った人
材の育成に努めます。

(２)　情報セキュリティ対策等の推進
　個人情報を含む情報資産の取扱いについて，情報漏洩などの防止対策を行い，個人
情報の保護や情報セキュリティの確保，環境の整備に努めます。
　また，自然災害による情報システムに障害が発生した場合において住民への影響の
ある業務が中断することを防止し，早期に復旧させることを目的に調査・研究を行い
適切な対応に努めます。
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土地の有効利用

地籍調査の推進

土地情報システムの充実

計画的な土地利用の
推進

適切な土地利用規制の
実施

用地行政の充実

第８節　土地の有効利用

＜現状と課題＞
　土地は，市民の限られた貴重な資源であり，その有限性や公共性を踏まえ，地域の自然
的，社会的，経済的及び文化的諸条件に配慮した土地利用が望まれます。
　また，限りある土地資源の中で，宅地化など都市的土地利用の無秩序な拡大を抑制しな
がら土地利用の高度化を促すとともに，開発による環境負荷の増大を防止し，一定の秩序
とバランスのとれた土地利用を通じた都市の持続的発展を目指していくことが重要となっ
ています。
　さらに，経済社会の成熟化に伴い，市民の価値観や生活様式が多様化する中で，土地利
用についても効率性の向上のみでなく，質の向上にも十分に配慮することが求められてい
ます。
　近年の宅地開発は，地価の比較的安い用途地域外のうち，農用地区域以外の部分におい
て頻繁に行われていることから，効率的な都市・田園活動の基盤づくりと良好な住環境の
保全を図るため，土地利用の指針となる国土利用計画をはじめ，都市計画法，農業振興地
域の整備に関する法律，本市土地利用対策要綱など，土地利用に関する諸法令等に沿って，
きめ細かな規制の実施に努め，土地利用区分ごとに適切な土地利用を誘導することが必要
です。
　また，真に豊かな市民生活を実現するためには，効率的な都市基盤整備や既存社会資本
の活用により土地の有効利用を進めるとともに，生態系や自然環境に配慮した豊かで安心
できる質の高いまちづくり，地域づくりを進めることも必要です。
　このほか，これらの取組を進めるための基礎的な条件として，地籍調査事業等用地行政
を的確に展開していくことが重要です。

＜施策の体系＞
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＜計画の内容＞

１　計画的な土地利用の推進

　健康で文化的な生活環境の確保と市域の秩序ある発展を図るため，国土利用関係法令
に基づく県等の計画との調整を図りつつ，都市的・農地的・森林的・自然的土地利用の
区分を明確にし，都市計画法，農業振興地域の整備に関する法律，景観法等との整合を
図りながら，長期的視点に立った総合的かつ計画的な土地の有効利用に関する指針とし
て，国土利用計画等を策定します。また，これらの計画に沿った土地利用を推進するこ
とで，生態系や自然環境にも配慮した豊かで安心できる質の高いまちづくりを目指しま
す。

２　適切な土地利用規制の実施

　市街部における土地利用の混在化や郊外部における無秩序な開発を防止し，健全な都
市環境と豊かな自然環境との調和・保全を図るため，都市化や新たな開発の動向を見据
えつつ，適切な土地利用規制の実施に努めます。

３　用地行政の充実

(１)　地籍調査の推進
　市域内の土地の適切な保全及び合理的な利用を図るため，国土調査法による地籍調
査事業を計画的に実施します。

(２)　土地情報システム※の充実
　土地情報システムの充実を図りつつ，各種データの活用を通じて，適切な土地利用等
に努めます。

※土地情報システム
　地籍調査事業の成果である公共基準点から測量した土地境界等のデータ（地籍図の各筆毎の一筆座標等）を更新・保

存していくシステム。
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第１節　市民参画の推進............................................ 238

１　市民参画の推進

２　広聴広報の充実

第２節　男女共同参画社会の形成............................. 240

１　男女共同参画の視点に立った人権の尊重

２　女性が個性と能力を発揮できる機会の提供

３　男女共同参画社会の実現に向けた体制等の整備第7章
みんなで進める市民参画のまちづくり
第１節⃝市民参画の推進

第２節⃝男女共同参画社会の形成
市比野温泉よさこい祭り【樋脇】
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市民参画の推進

広聴制度の充実

開かれた市政の推進

広報制度の充実

市民と行政とのパートナーシッ
プの形成

公共施設里親事業の推進

市民参画の推進

広聴広報の充実

第１節　市民参画の推進

＜現状と課題＞
　これまで，市民生活の充実や教育，文化，まちづくりなどの公共事業等は，行政が主体
的に担ってきました。しかしながら，近年，地方分権の進展による市町村への権限移譲等
に伴い，実効性の高い行政を機動的に展開することが求められるようになっており，本市
においても，行政主導型から，これからの多様な活動主体を基軸とした地域づくりに向け，
市民と行政とが一体となってまちづくりに取り組む市民との「協働型」のまちづくりへと
転換していくことが重要な課題となっています。
　このため，市民のニーズを的確にとらえ，それにこたえながら，行政の考え方や取組に
ついて，より早くより正確に情報提供することで，市民と行政との信頼関係を確立し，市
民との協力関係（パートナーシップ）を構築していく必要があります。

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　市民参画の推進

(１)　開かれた市政の推進
ア　自治基本条例によるまちづくりの推進

　自治基本条例が定めるまちづくりの原則である「情報の共有」・「協働」・「参画」
に基づき，市民へのわかりやすい情報提供に努めるとともに，協働・参画によるま
ちづくりを進めます。
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イ　情報公開制度の充実
　情報公開制度の充実及び適正な運用に努め，市民の「知る権利」を最大限に尊重
した，開かれた市政の推進を図ります。
　また，合併前の市町村が保有してきた公文書も含め，本市の公文書，刊行物を体
系的に保存し，市民の利用に供するため，公文書館※（仮称）の設置を検討し，情
報資源の確保を図ります。

(２)　市民と行政とのパートナーシップの形成
　各種ボランティアなどの市民活動の促進や地区コミュニティ協議会，自治会，まち
づくり団体等が自主的な活動が行えるように支援するとともに，表彰制度や市民参画
を促進するためのイベント・セミナー等を実施し，市民の自主的な市政参画活動への
意識の啓発及び参加を促進します。

(３)　公共施設里親事業※の推進
　公共施設の運営に利用者である住民が直接関与することで，その施設の有効活用策
も積極的に検討されるようになります。市がそうした施設の運営を全面的に担うので
はなく，地元住民の自発的活動に委ねることを積極的に検討します。

２　広聴広報の充実

(１)　広聴制度の充実
　市民の多様な意見や提言を適切に市政に反映させるため，地区コミュニティ協議会，
まちづくり懇話会（市長との対話集会），女性５０人委員会※，市政モニター，パブ
リック・コメント，ご意見箱※等の制度を活用して広聴機能を充実するほか，各種審
議会委員等について市民からの登用を進めるなど，政策形成過程への市民の参画機会
の拡充を図ります。

※公文書館
　歴史的資料として重要な公文書等（歴史資料として重要な公文書その他の記録を含む。）を保存し，閲覧に供する

とともに，これに関連する調査研究を行うことを目的とする施設のこと。

※公共施設里親（アダプト）事業
　自治体が，道路や公園，海岸などの清掃活動等を地元住民に任せる事業で，地元住民を里親に，公共施設などを養

子になぞらえたもの

※女性５０人委員会
　薩摩川内市女性５０人委員会。女性の立場から行政と市民に対して提言するなどの活動を行う組織。一般公募，地

域推薦により構成
※ご意見箱
　本庁１階及び２階と各支所に，市民の皆さまのご意見・ご提言を知るため「ご意見箱」を設置。定期的に，箱を開

けて，市民からのご意見等を市政に反映させる仕組み。
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(２)　広報制度の充実
　市政及び地域等に関する情報を，市民に迅速かつ分かりやすく伝えるため，広報紙，
ホームページ等の多様な媒体を活用して，市政広報活動の充実・強化を図るとともに，
市民の市政への参画の促進につながるような情報提供に努めます。

第２節　男女共同参画社会の形成

＜現状と課題＞
　少子・高齢化の進行，情報化・国際化の進展など社会経済環境が大きく変化している中
で，男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い，ともにまちづくりへ参画でき
る社会の実現が求められています。
　しかしながら，法律・制度上では男女平等が推進されつつあるものの，性別による固定
的な役割分担意識やこれに基づく社会通念や慣行が依然として根強く残っています。
　このため，男女が性別にとらわれることなく，対等な社会の構成員として，共に認め合
い，支え合いながら，あらゆる場において，「個人の尊重」と「男女平等」に基づき，そ
の個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の形成を積極的に進めていく必要があ
ります。
　我が国においては，平成１１年６月に，男女共同参画社会※の形成を総合的かつ計画的
に推進することを目的とした「男女共同参画社会基本法」が制定され，平成１２年１２月
には「男女共同参画基本計画」が策定されています。
　本市においても，平成１７年４月に男女共同参画基本条例を施行するとともに，男女共
同参画都市の宣言を行い，女性の立場から行政と市民に対して提言する「女性５０人委員
会」を設置しました。今後は，平成２２年度に中間見直しを行う「薩摩川内市男女共同参
画基本計画」（平成１８年度～平成２７年度）に沿って，更なる男女共同参画社会の形成
に向けた各般の取組を進めていくことが必要です。
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男女共同参画社会の
形成

男女の人権の尊重

男女共同参画の視点に立った
教育・学習の推進

男女共同参画を阻害する行為に
対する対策の展開

性別による固定的な役割分担意
識等の解消

家庭生活と職業生活，地域活動
との調和

政策等の決定過程への参画の推
進

男女共同参画行政の推進体制の
整備

男女共同参画の視点に
立った人権の尊重

女性が個性と能力を発揮
できる機会の提供

男女共同参画社会の実現
に向けた体制等の整備

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　男女共同参画の視点に立った人権の尊重

(１)　男女の人権の尊重
　暴力は人権を侵害するものであり，決して許されるものではなく，また，女性の性
的側面のみが強調される性の商品化は女性の基本的人権を侵害するものであるという
認識の周知を図るとともに，関係機関との連携により相談体制の充実等に努めます。

(２)　男女共同参画の視点に立った教育・学習の推進
　男女共同参画社会の実現のためには，無意識のうちに形成される性別にとらわれた
従来の意識や価値観を見直す必要があります。学校や家庭・職場・地域において，人
権尊重の認識を深め，ジェンダー※にとらわれない，子ども達の個性を生かす教育を
充実し，助け合う心を育むための家庭教育に関する学習の機会を提供します。
　また男女共にその個性と能力を発揮し，社会のあらゆる分野に参画するために，男
女共同参画の視点に立った生涯学習の機会の充実や市民活動の促進を図ります。

※ジェンダー
　生物学的，医学的な性別（sex）に対して，社会通念や慣習の中で作り上げられた「男性像」「女性像」の男女の別を「社

会的性別」（gender）という。
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(３)　男女共同参画を阻害する行為に対する対策の展開
　ドメスティック・バイオレンス※やセクシュアル・ハラスメント※，ストーカー行為※

など男女共同参画を阻害する行為は，性別による固定的な役割分担意識や男女間の経
済力の差などの様々な要因により引き起こされることから，その実態を把握し，幅広
い分野にわたる関係機関の連携により，被害者の保護と自立に向けた支援等の対策を
講じるとともに，加害者の更正方法等の調査・研究を進めます。

２　女性が個性と能力を発揮できる機会の提供

(１)　性別による固定的な役割分担意識等の解消
　「男だから，女だから」といった性別による固定的な役割分担意識を解消するため，
社会生活において長年にわたり踏襲されてきた慣行・しきたりについての実態を把握
し，男女共同参画の視点に立った見直しを図ります。
　また，学生の主体的な進路選択能力の育成や，男女雇用機会均等法に基づく雇用環
境整備，農林・水産・商工業等の自営業に従事する女性の能力開発などに努めます。

(２)　家庭生活と職業生活，地域活動との調和
　仕事と子育てや家族の介護，地域活動などにバランスを考えて参画できるようにす
ることが，女性が安心して子どもを産み育て，いきいきと暮らしていく上で重要です。
　このため，仕事と家庭の調和を支援するための各種制度の普及・定着に努めるとと
もに，家庭や職場，地域などにおいてこれらの調和を支援する気運の醸成等を図るた
めの広報啓発活動や情報提供を行います。

３　男女共同参画社会の実現に向けた体制等の整備

(１)　政策等の決定過程への参画の促進
　あらゆる分野における意思決定過程への女性の参画を促進するため，女性自らの能
力・意識の向上等に向けた学習機会の提供等により人材の育成を図るとともに，多様
な分野において活躍する人材としての女性の情報を収集し，各種審議会や自治組織等

※ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）
　婚姻しているかいないかにかかわらず，親密な関係にある夫婦や恋人間で行われる暴力のこと。
※セクシュアル・ハラスメント
　相手の意に反する性的な言動により，その言葉を受けた者の日常生活や正常な能力の発揮などを妨げること，または

その者の対応の仕方によって，その者に対して不利益を与えること。
※ストーカー行為
　特定の者に対する恋愛感情，その他の好意感情，または，それが満たされなかったことに対する怨根感情を充足する

目的で，その特定の者またはその家族などに対して「つきまとい等」を繰り返して行うこと。
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における積極的な登用を進めます。
　また，市民生活に身近な女性の声を市政に幅広く反映させるため，女性５０人委員
会の活用に努めます。

(２)　男女共同参画行政の推進体制の整備
　男女共同参画行政に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため，国，県，市及
び広域市町村圏，事業者並びに市民による協働体制を構築します。
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持続可能な行財政運営の推進と
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第１節⃝実効性の高い行政経営等の推進

第２節⃝健全で安定的な財政運営の推進

第１節　実効性の高い行政経営等の推進.................. 246

１　実効性の高い行政経営の推進

２　公共施設の整備・管理

第２節　健全で安定的な財政運営の推進.................. 249
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入来神舞（大宮神社例祭に伴う芸能）【入来】
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第１節　実効性の高い行政経営等の推進

＜現状と課題＞
　世界的な景気低迷の影響を受けて，消費の低迷や雇用情勢の極端な悪化が懸念されるな
か，今後，本市においても，市税収入の減少が長期化する恐れがあることや合併による地
方交付税の優遇措置制度が終了することに伴う収入減が見込まれる一方，少子・高齢化に
より社会保障費が増加しつつあることなど，これまで以上に厳しい財政状況が予測されま
す。
　また，本市は合併後５年が経過し，地域の一体感醸成が徐々に進みつつありますが，人
口の減少が進んでいること，過疎・高齢化などにより集落活動が困難になる地域があるこ
と，医療福祉・交通・情報通信などにおける地域格差があること，合併により類似施設を
複数保有していることや，その施設の老朽化・耐震対策など，多くの行政課題を抱えてい
ます。
　そこで今後も，市政改革大綱に基づき「市民志向の行政改革」を進め，市政のあり方に
ついて，市民とともに改革の方向性を見据えながら，限られた経営資源（ヒト・モノ・カ
ネ）をもとに，様々な手法を駆使して，地方自治の新時代を切り拓くべく，止まることな
く市政改革に取り組んでいく必要があります。
　また，厳しい財政状況の中でも，今後も本市が繁栄していくために，簡素で効率的・効
果的な行政体制と健全な財政経営基盤を確立することが求められます。
　また，限られた経営資源を基に，本市の自己責任能力を向上させるためには，これまで
以上に各職員の政策形成能力を高めることが不可欠となります。新しい時代にふさわしい
地方自治の確立に向けた受皿づくりのため，行政の様々な分野で新たな課題に積極果敢に
取り組む実行力と意欲ある人材の育成が求められます。今後，このような人材を確保・育
成していくためには，市民全体から期待される職員像を明確にするとともに，職員の資質
や能力，意欲を開発・活用・評価し，適切な人事配置を行う仕組みを体系化し，組織全体
の活性化を進める必要があります。
　さらに，今後，市民参画による協働のまちづくりを推進するため，市民団体が活動しや
すい環境や市民の自主的なまちづくりへの取り組みを積極的に支援することが求められて
います。
　また，民間企業で対応可能な業務については，外部委託や民営化を積極的に推進し，質
の高いサービスをより効率的・効果的に提供することが求められています。
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実効性の高い行政経営
等の推進

市の保有資産の活用等

効率的・効果的な市役所組織の
実現

民間活力の活用

スピーディで質の高いサービス
の提供

実行力と意欲ある人材の育成等

実効性の高い行政経営の
推進

公共施設の整備・管理

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　実効性の高い行政経営の推進

(１)　効率的・効果的な市役所組織の実現
ア　組織機能の強化

　市民サービスを向上させるには，市民ニーズを的確に汲み上げながらサービスを
提供する必要があるため，自ら責任ある地域の経営主体として，限られた経営資源
の選択と集中を行い，市民志向・成果志向に基づく効果的な組織機能の強化に取り
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組みます。
　併せて，本庁・支所等の効率的で効果的な組織体制の構築について検討を行い，
組織力の向上に取り組みます。

イ　職員数の適正な管理
　市の財政に占める人件費の抑制が求められる中，市職員の今後の退職者数や国や
県からの権限移譲，事務事業の外部委託化などを勘案しながら定員適正化に関する
方針を策定し，職員数の適正管理に取り組みます。

(２)　スピーディで質の高いサービス提供
ア　市民サービスの質の向上

　市職員全体で，事務改善，接遇改善，経費節減に取り組みます。
　また，市民サービスは，単に市の財政状況に合わせるのではなく，サービスの受
け手の立場に立ったものとなるように，サービス提供による成果を的確に想定し，
その手段として有効な内容とします。

イ　スピーディな市民サービスの提供
　市民の視点に立った窓口業務の改善やＩＣＴ（情報通信技術）を活用した業務改
革を進めながら，事務の適正化，迅速化，高度化を図るほか，市民志向・成果志向
に基づき，業務内容の点検による不要不急の事務事業の見直しを行い，煩雑・非合
理的な事務処理については，そのプロセスを見直し，スピーディな市民サービスの
提供に取り組みます。

ウ　広聴広報機能の充実
　提供する市民サービスを向上させるには，市民と情報を共有することにより，的
確に市民ニーズを把握することが重要です。
　そこで，市民の要望やニーズなどを把握する広聴機能と広報紙やホームページ等
の広報機能の充実に努め，必要な情報を市民が公平に受け取れるように取り組みま
す。

(３)　実行力と意欲ある人材の育成等
　職員の政策形成能力の向上と職場の活性化を図るため，職員の積極的な姿勢，達成
感，意欲を引き出す新たな人事・給与制度，職員の持っている能力をより一層向上さ
せ，スピードとコストの意識啓発を組み込み策定した職員人材育成基本方針を改訂し，
職員各自が，「市民」は，市役所の「顧客」であるということを常に意識し，行動す
るとともに，「まちづくりの主役は市民」であり，市民の立場に立った市民本位の公
共サービスを遂行するため，市民に親しまれ，信頼されるよう一層の人材育成に努め
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ます。

２　公共施設の整備・管理

(１)　市の保有資産の活用等
　市が保有する全ての資産について，遊休資産の洗い出し，管理形態の見直し，未利
用地の活用・売却，施設の統廃合，そして将来生じる経費の平準化などによる効果的
な資産運用を行います。

(２)　民間活力の活用
　民間企業で対応可能な業務については，そのサービスの内容とコストを比較検討し，
サービスの向上と地域経済活性化の側面から積極的かつ計画的に外部委託や民営化の
推進に取り組みます。
　また，市有施設の管理運営については，市が関与すべき分野かどうかを引き続き検
証し，民営化や指定管理者制度導入などに取り組みます。
　なお，現在まで導入してきた指定管理者制度導入施設については，その方法や内容
を検証するなど必要な見直しを行います。

第２節　健全で安定的な財政運営の推進

＜現状と課題＞
　本市の財政は，歳入においては市税等の自主財源が少なく，歳出においては，人件費や
公債費などの義務的経費が多くを占めており，そのため投資的経費に振り向ける財源が少
なく弾力性に乏しい財政構造となっています。
　また，世界的経済不況の地域経済へ与える影響も大きく，中長期的な見通しが不透明で
あることや少子・高齢化の進行が顕著であることなどから，市税等の収入の伸びが見込め
ない中で，歳出面では義務的経費が高い水準を示すなど今後も厳しい財政状況が続くもの
と予想されます。
　特に，合併に伴う地方交付税制度における支援措置が平成２７年度以降，段階的に縮減
されるため，早い段階からこの歳入減に対応できる歳出構造への転換に向けた取組が求め
られています。
　一方，地方分権の進展に伴う行政権限の拡大など，地方行政としての役割・責任がます
ます増大し，さらに成熟社会の中で市民の行政サービスに対するニーズが多様化・高度化
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健全で安定的な財政
運営の推進

健全で効率的な財政運営の推進

安定した財政基盤の確保

持続可能な財政構造の
確立

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

組織機構の簡素化や職員数の適正化等で人件費を削減する

業務の民間委託を進める

施設設備などの建設事業を抑制する

市税など、歳入の微収率アップに努める

産業振興のための補助金や貸付金などを抑制する

福祉、教育などのソフト関係のサービス水準を抑制する

使用料、手数料などを値上げし、歳入増に努める

その他

不明

75.9%
72.4%　

49.1%　　　　　　　　　
42.4%　　　　　　　　　　　

34.5%　　　　　　　　　　　　　   
32.5%　　　　　　　　　　　　　　  

21.8%　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
22.7%　　　　　　　　　　　　　　　　　   

14.2%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
13.8%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
11.8%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
9.8%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
8.0%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
8.4%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.9%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
5.8%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
8.5%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
9.4%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

平成 17年
（ｎ＝1,109）
平成20年
（ｎ＝970）

～行財政の健全化に向けて市が優先的に取り組むべき事項～
市民アンケートの結果より

してきている状況にあります。
　このような状況に対応していくためには，長期的な行政経営の視点から，より一層の健
全で効率的な財政運営を進めるとともに，自立性の高い，安定した財政基盤を確保するな
ど，持続可能な財政構造を確立することが重要な課題となっています。

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　持続可能な財政構造の確立

(１)　健全で効率的な財政運営の推進
ア　中長期的展望に立った財政運営の推進

　持続可能な財政構造への転換を図るため，「薩摩川内市中長期財政運営指針」を
踏まえた予算編成を行い，市債残高の削減に努めながら経費全般の徹底的な見直し
を進めます。
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～行政サービスの水準と市民の負担とのバランスについての考え～
市民アンケートの結果より

イ　企業会計制度の考え方の導入
　資産や負債等のストック（保有）情報として企業会計制度の考えに基づくバラン
スシート（貸借対照表）や行政コスト計算書を作成し，行財政運営に係る財務状況
や運営コスト情報を市民に明らかにし，財政運営の透明性を高めます。

ウ　コストの縮減・合理化
　職員のコスト意識の向上を図るとともに，資産の有効活用や事業施策について，
適正な市政経営を進めるために費用対効果などの観点から積極的に見直します。
　また，入札・契約制度については，透明性・競争性・公平性・客観性の確保を基
本とし，談合のしにくい入札制度，ダンピング受注の防止，工事品質の確保，行政
効率の向上及び地元優良業者の育成を行い，コスト縮減を図ります。
　さらに，継続的に支出している補助金や施設の管理・運営に要する経費について，
その目的，果たしてきた役割，成果などを評価・検証し，見直し・整理を図ります。

(２)　安定した財政基盤の確保
ア　自主財源の確保

　市税の課税客体の実態を的確に把握し，公平な課税に努めるとともに，市民の納
税意識の高揚と収納率の向上を図り，自主財源の確保に努めます。

イ　計画的な起債
　将来の財政負担を考慮して，標準財政規模の推移を見極めながら，事業の適正な
選択と計画的な起債に努めます。
　投資事業の適正化と将来への財政負担を考慮しつつ，計画的な市債の借り入れに
努めます。

ウ　使用料・手数料の適正化
　各種市民サービスの対価として徴収する使用料・手数料を受益者負担の視点から
検証し，公平な基準により，透明・公正なものになるよう努めます。
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東郷文弥節人形浄瑠璃【東郷】
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下期基本計画　.3 ［第２部］薩摩川内一体化躍動プランの推進

　本市は，平成１６年１０月，１市４町４村の合併により誕生したまちです。地域住民に
最も身近な自治体として，少子・高齢化の進行，高度情報化や国際化の一層の進展，行政
に対する住民ニーズの多様化・高度化など，時代の急激な変化に的確に対応しながら，将
来にわたって持続的に，住民福祉の向上と地域社会の発展を図るため，また，ますます激
化していくと予想される都市間競争を勝ち抜いていくため，この合併は成し遂げられまし
た。
　今後は，県内の「地域中核市」の一つである１０万人都市として，あるいは，南九州の
拠点都市として，これまで以上に多様な機能・役割を担い，九州南西部地域全体の飛躍に
も貢献していくことが，内外から求められるものと考えられます。
　一方，合併前の各市町村においては，長年，貴重な地域資源を育みながら，それぞれの
特性や立地条件を活かした個性豊かなまちづくりが積み重ねられてきました。こうした各
地域の多彩な価値は本市にしっかりと受け継がれています。
　これらを踏まえ，今後の本市のまちづくりにおいては，各地域の歴史に根ざした多様な
個性・魅力に更に磨きをかけるとともに，相互の連携を強化することによって，本市全体
としての新たな歴史と価値を構築していくことが重要であるとの考え方に立ち，「“地域
力”が奏でる“都市力”の創出」を基本理念に据えています。また，この基本理念の具現
化に向けて，１０万人都市である本市の潜在力を最大限に発揮するため，「市民が創り　
市民が育む　交流躍動都市」を目指すべき将来都市像として掲げています。
　今後は，この将来都市像の実現を目指して，市民自らが考え，市民自らが地域づくりに
主体的に取り組むことを基本としながら，市内各地域の連携の強化，市民の一体感の醸成
に資する施策を着実に展開していくことが極めて重要です。
　この「第２部　薩摩川内一体化躍動プランの推進」は，基本構想の序論において示した
「総合計画における重点的取組」を踏まえつつ，第１部において掲げられたものも含め，
将来都市像の実現と本市の速やかな一体化の促進のために重点的かつ戦略的に取り組むべ
き施策を明らかにしたものです。具体的には，

①　各地域が本来持っている地域らしさをこれまで以上に育むための「地域力再生プロ
ジェクト」

②　本市の持つ都市基盤，生活・産業基盤を市全体で分担・連携する等により，より魅
力の高い都市機能を充実させるための「都市力創出プロジェクト」

③　本市の「地域力」と「都市力」を活用して，内外との交流を活発化するとともに，
本市の魅力に対する認知度を高め，市民一人ひとりが誇りを持てるまちづくりを進め
る「交流活力創出（都市ブランド力向上）プロジェクト」

④　上記の三つのプロジェクトを推進する上での基礎となる，民間と行政との「協働社
会」を確立するための改革に取り組む「市政改革プロジェクト」
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の四つのプロジェクトから成ります。
　分野ごとに施策の方向を記した第１部とは別の観点から，各分野体系を横断する，又

は複数の分野体系にまたがる重点施策を取りまとめたものが，この「薩摩川内一体化
躍動プラン」です。

１　地域力再生プロジェクト

　本市は，面積が広く，都市機能が集積している地域，緑豊かな農山村や趣のある温泉
街地域，変化に富んだ海岸線を有する地域など，多彩な特性を持つ地域で構成された自
治体であり，それぞれの特性に根ざした多彩な文化や風土が形成されています。
　しかし，市域全体として人口減少が継続し，特に周辺地域においては，過疎化，少子
化の進展による小学校の閉校や高齢化による道路・河川愛護活動の継続が困難になるな
ど，今後，集落機能の維持・存続が危ぶまれる集落が出現し，生活扶助機能の低下，空
き家の増加，山林の荒廃，耕作放棄地の増加，交通手段の確保や買い物等の日常生活や
地域医療に対する不安，農林水産業等の地場産業の衰退など，市民の暮らしにも直結す
る課題が生じています。
　少子・高齢化の進行に伴う地域経済の活力の低下，福祉サービスに対するニーズの多
様化・高度化，コミュニティ活動の衰退等の諸問題に対応するには，その糸口として，
市民生活の基盤となる各地区のコミュニティ協議会や自治会，ゴールド集落の活性化・
基盤の強化を図ることが重要な課題となります。
　そのためには，市民一人ひとりが郷土に対する愛着を抱き，自らの地域は自らが守り，
育み，共に支えることを基本としながら，各地域において長年培われ，住民の暮らしの
基盤となってきた伝統・文化，自然環境など，個性豊かな「地域らしさ」を最大限に活
かし，その魅力に更に磨きをかけていくことが必要です。
　また，そうすることで，それぞれの地域が，時流に応じて新たな歴史を刻みながら，
新たな価値を生み出し，“活力と豊かさを感じる地域づくり（地域力創造）”を実現す
ることが可能になるものと思われます。
　こうした各地域の「地域力」の再生・創出に向けて特に高い効果を有すると考えられ

る以下の施策を，「地域力再生プロジェクト」として位置付け，重点的かつ戦略的に
推進します。

(１)　個性と魅力ある地区コミュニティ主体の地域づくり【協働・参画】
①　地区コミュニティ協議会の活動の充実
②　地区振興計画に基づく事業等への支援
③　コミュニティ活動等への支援強化
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④　コミュニティ活動環境の整備

(２)　地域資源を大切にし，ふるさとに誇りを持てるまちづくり【協働・参画】
①　地域文化の保存・継承
②　環境保全活動の促進
③　優れた自然環境の保全
④　自然環境とふれあう空間の形成

(３)　“活力と豊かさを感じるゴールド集落”の創出【協働・参画】
①　ゴールド集落への支援

(４)　高齢者や障害者（児）等を支える福祉のまちづくり【安心・快適】
①　社会保障の充実
②　地域福祉社会の形成
③　高齢者福祉の充実
④　障害者（児）福祉の推進

(５)　子育て支援体制の充実による子育てしやすいまちづくり【安心・快適】
①　子育て支援・児童福祉の充実
②　定住促進対策の推進

(６)　地域医療体制の構築による安心のまちづくり【安心・快適】
①　医療体制の充実

(７)　防災・生活安全対策及び環境対策の充実による安全なまちづくり【安心・快適】
①　防災体制の強化
②　消防・救急体制の充実
③　自然環境の保全及び公害対策
④　新エネルギーの導入

(８)　豊かな人間性と郷土愛を育む教育の推進【人材・組織育成】
①　薩摩川内市教育振興基本計画の策定及び推進

　本市の教育における現状や課題を分析し，薩摩川内市民憲章の理念のもと，１０
年先を見通した本市教育の目指すべき姿と，今後５年間に総合的かつ計画的に取り
組むべき施策について示した「薩摩川内市教育振興基本計画」を策定し，本計画を
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着実に進めることで，薩摩川内らしい教育を推進します。
②　社会の変化に対応した学校教育の推進
③　小中学校の適正規模化等の検討
④　郷土愛を育む教育の推進
⑤　地域に根ざした特色ある学校づくり

(９)　地域づくりを担う人材と組織の育成及びまちづくりへの積極的な活用
　　【人材・組織育成】

①　コミュニティ活動の基盤の強化
②　ボランティア・ＮＰＯ活動の促進
③　コミュニティ活動における市民参画の推進
④　地域全体の総合的な医療体制の構築
⑤　地域福祉の理念の啓発及び活動の強化
⑥　介護者・要介護者への支援の充実
⑦　生涯学習の推進
⑧　社会教育の促進
⑨　環境保全活動の促進＜再掲＞

２　都市力創出プロジェクト

　本市においては，市民生活を支え，産業活動や内外の交流活動の基盤となる様々な都
市機能が蓄積されています。平成２３年春には九州新幹線鹿児島ルートが全線開通する
予定であり，これまで以上に人・モノの流れが活発化するものと考えられます。
　また，南九州西回り自動車道の整備が着実に進められており，本市への社会的・経済
的効果が期待されています。
　このような交通・情報通信基盤の充実等に伴い，市民の日常生活圏・経済活動圏は急
速に拡大し，今後，都市間競争は一層激しくなるものと見込まれます。
　こうした事態に適切に対処するには，先の合併によって得られた１０万人都市として
のスケールメリットを十分に活用することにより，本市全体としての競争力を高めてい
くことが肝要です。
　このため，各地域の拠点的機能の役割分担と連携を図るとともに，快適で利便性の高
い社会基盤の整備・充実を進め，魅力ある都市機能の強化に努めることが必要です。
　また，本市の均衡ある一体的な発展を図るため，過疎・辺地・離島地域の振興策を総
合的に展開していくことも重要です。
　さらに，「集約とネットワーク」の考え方を基本とし，医療体制の充実や地域公共交
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通の確保及び充実，情報通信格差（デジタル・ディバイド）解消に向けた情報基盤の整
備などに取り組み，地方圏から三大都市圏等への人口の流出を食い止め，地方圏への人
の流れを創出する薩摩川内市定住自立圏の創出に取り組み，“活力と豊かさを感じる地
域づくり”を目指すことが重要です。
　本市全体としての「都市力」の発揮・創出に向けて特に高い効果を有すると考えられ

る以下の施策を，「都市力創出プロジェクト」として位置付け，重点的かつ戦略的に
推進します。

(１)　社会基盤の整備による利便性の高い都市づくり【安心・快適】
①　下水道・生活排水処理対策の推進
②　良好な住宅の計画的な整備及び維持管理等の推進
③　道路・交通ネットワークの整備
④　市街地等の整備と拠点づくり
⑤　情報通信基盤の充実

(２)　拠点的機能を活かしたまちづくり【安心・快適】
①　産業拠点の整備・活用の推進
②　公園緑地の整備
③　土地区画整理事業の推進
④　河川等における環境の保全・整備
⑤　港湾施設の充実及び利用促進

(３)　定住自立圏の形成による均衡のとれたまちづくり【安心・快適】
①　過疎・辺地・離島地域の振興

　過疎地域自立促進計画，辺地総合整備計画又は離島振興計画に沿って，産業の振
興，観光の開発，道路・港湾等交通通信体系の整備，生活環境の整備，地域間交流
の促進等の施策を総合的に展開することで，過疎・辺地・離島地域の自立を促進す
るとともに，本市の均衡ある一体的な発展を図ります。

②　薩摩川内市定住自立圏の創出
　「集約とネットワーク」の考え方を基本とし，“活力と豊かさを感じる地域づくり”
を目指すため，医療体制の充実や地域公共交通の確保及び充実，情報通信格差（デ
ジタル・ディバイド）解消に向けた情報基盤の整備などの中心部と周辺部の結びつ
きやネットワークの強化などに取り組みます。

③　定住促進対策の推進＜再掲＞
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(４)　情報通信技術（ＩＣＴ）の利活用による地域課題の解決【活力・交流】
①　地域情報化に向けた施策の総合的な展開
②　高度情報通信システムの構築

３　交流活力創出（都市ブランド力向上）プロジェクト

　各地域の「地域力」を活かしながら，本市の「都市力」を強化し，１０万人都市であ
る本市の潜在力を最大限に発揮するためには，まず，市内の各地域間の連携を強化する
ことで，相乗効果を導き出していくことが重要です。
　また，埋もれた地域の宝（地域資源）を掘り起こし，これらに磨きをかけるとともに，
市民一人ひとりが地域のことを知り，学び，地域を再評価することで，本市の様々な魅
力を積極的に情報発信していくことも重要です。
　これにより，全国における薩摩川内市の認知度が向上し，「都市ブランド力」が高ま
るものと考えられます。
　さらに，この「都市ブランド力」を有効に活用し，九州新幹線や南九州西回り自動車
道の全線開通も見据えつつ，市外との人・モノの交流を更に促進することで，本市に新
たな活力が生まれることも期待されます。
　これにより，本市に新たな歴史と価値が構築され，市民一人ひとりが住むことに誇り
を持つことができる持続的に発展可能なまちづくりが可能になるとともに，市民の一体
感の醸成にも資するものと思われます。
　なお，本市の「交流活力」創出，「都市ブランド力」向上に向けた取組を実践する主
役は市民です。市民それぞれが協働し，自ら内外への情報発信等を積極的に行うことで，
全国に誇ることのできる人材資源が本市に蓄積されます。こうしたまちづくりの中心的
役割を担うことのできる多様な人材や組織を育成していくことも重要です。
　本市の「交流活力」創出，「都市ブランド力」向上に特に高い効果を発揮すると考え

られる以下の施策を，「交流活力創出（都市ブランド力向上）プロジェクト」として
位置付け，重点的かつ戦略的に推進します。

(１)　都市ブランドの構築による地域連携型観光圏の創出【活力・交流】
①　薩摩川内ブランドの形成
②　重点品目等の振興及び特産品の開発
③　観光資源の複合的な活用（地域連携型観光圏の創出）

(２)　シティセールスの推進による総合的な情報発信【活力・交流】
①　シティセールスの推進
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(３)　農林畜産業及び水産業の振興と地産地消による農山漁村の活性化【活力・交流】
①　地産地消・食農教育の推進
②　農業の振興
③　林業の振興
④　水産業の振興

(４)　地域特性を活かした交流躍動のまちづくり【活力・交流】
①　スポーツ・レクリエーション活動の振興
②　国際交流の推進
③　国内・地域間交流の推進
④　活力ある農山村社会の形成
⑤　観光の振興

(５)　.企業誘致の促進，工業団地の整備及び付加価値の高い地場産業の振興による雇用
の確保【活力・交流】

①　既存企業の活性化及び新たな企業の育成・誘致の推進
②　雇用・就業環境の充実
③　産業拠点の整備・活用の推進＜再掲＞

(６)　市街地の活性化によるにぎわいのあるまちづくり【活力・交流】
①　商工業団体への支援の充実，市街地活性化及び地域商店街の経営基盤の強化

(７)　地域への愛着と誇りを持てる景観形成によるまちづくり【活力・交流】
①　美しいふるさと景観の形成

　美しく風格のある景観の形成は，都市アメニティ豊かな生活空間の構築に資する
のみならず，本市が内外に誇ることのできる新たな観光資源等として活用すること
も可能であると考えられることから，既存の自然環境，歴史・文化的資源など各地
域の特性も活かしつつ，住民の意見も踏まえ，「薩摩川内市ふるさと景観計画」に
基づく各般の取組を進めるなど，市民共通の財産となる良好な景観を守り・つくり・
高めるための方策を図ります。

(８)　地域の歴史・伝統文化の保存・継承と新たな文化を創出・育成するまちづくり
　　【人材・組織育成】

①　地域文化の保存・継承＜再掲＞



SATSUMASENDAI Master Plan 1

SATSUMASENDAI Master Plan 1 261

第
３
編　

下
期
基
本
計
画

第
２
部　

薩
摩
川
内
一
体
化
躍
動
プ
ラ
ン
の
推
進

(９)　情報発信力を有する多様な人材・組織の育成【人材・組織育成】
①　コミュニティ活動の基盤の強化＜再掲＞
②　ボランティア・ＮＰＯ活動の促進＜再掲＞
③　コミュニティ活動における市民参画の推進＜再掲＞
④　地域全体の総合的な医療体制の構築＜再掲＞
⑤　地域福祉の理念の啓発及び活動の強化＜再掲＞
⑥　介護者・要介護者への支援の充実＜再掲＞
⑦　生涯学習の推進＜再掲＞
⑧　社会教育の促進＜再掲＞
⑨　青少年の健全育成
⑩　環境保全活動の促進＜再掲＞
⑪　シティセールスの推進＜再掲＞
⑫　情報化を担う人材の育成

４　市政改革プロジェクト

　少子・高齢化の進行，地方分権の急速な進展や行政に対する市民ニーズの多様化・高
度化など，経済社会情勢の変化に的確に対応しながら，前述した各プロジェクトを着実
に展開していくためには，従来のように行政主導ではなく，多様な活動主体を基軸とし
たまちづくりに向け，市民をはじめとする民間と行政とが新たな「対等と協力」の視点
から相互の関係を見直し，適切な役割分担の下でより良いまちづくりを目指す「協働社
会」の実現が急務となっています。
　まちづくりの主役は市民であり，市民，市民団体，ＮＰＯ・ボランティア，企業等も
責任ある主体として本市の都市経営に自主的に参画することが求められます。
　このため，今後は，様々な分野で市が果たすべき役割について抜本的な見直しを行う
とともに，民間の活力・能力・資源を積極的に導入すること等により，市民志向の行政
改革「市政改革」を進め，持続可能で実効性の高い行政システムへの転換を図ることが
重要となります。
　こうした改革によって得られた都市の総合力の差が，各自治体における行政サービス
の質や地域活力の格差となって現れます。
　先の三つのプロジェクトを推進する上での基礎・前提となる市政の改革を実行するた

めの以下の施策を，「市政改革プロジェクト」として位置付け，計画的かつ確実に推
進していきます。
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(１)　スピーディで質の高い信頼される行政サービスの提供【スピード・品質】
①　スピーディで質の高いサービス提供
②　実行力と意欲ある人材の育成等

(２)　市民との情報の共有・協働・参画によるまちづくり【スピード・品質】
①　地区コミュニティを活かした仕組みづくり
②　市民参画の推進
③　男女共同参画社会の形成

(３)　効率的・効果的な組織力の向上【スピード・品質】
①　効率的・効果的な市役所組織の実現

(４)　健全で持続的な財政経営基盤の確立【スピード・品質】
①　健全で安定的な財政運営の推進

(５)　広聴広報機能の充実によるスピーディな情報発信と市民ニーズへの対応
　　【スピード・品質】

①　広聴広報の充実
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　り，各ゾーンの振興方
　向，下期基本計画への
　提言など
・構成員：10名

【総合計画策定作業部会】
・計画案の作成，検討
・構成員　12名
　部会長：企画政策課長
　部会員：部局総括課長，
　　　　　関係課長

【庁内各課】
・現状分析，計画素案の
　作成、検討等
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基本計画

上程

諮問

説明

答申

反映

反映
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議決

意見

意見

提出

意見

提出

提出

意見

提出

意見
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研究会
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■第1次薩摩川内市総合計画策定体制
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■薩摩川内市自治総合審議会規則
（趣旨）
第１条　この規則は，薩摩川内市の附属機関に関する条例（平成１６年薩摩川内市条例第３８号）第３

条の規定に基づき，薩摩川内市自治総合審議会（以下「審議会」という。）の組織，運営その他必要
な事項を定めるものとする。

（組織）
第２条　審議会は，委員２5人以内で組織する。
２　委員は，次に掲げる者について市長が委嘱する。
　⑴　市内の公共的団体の役員及び職員
　⑵　学識経験者その他市長が必要と認めた者
（任期）
第 ３条　委員の任期は，１年とする。ただし，委員が欠けた場合における補欠委員の任期は，前任者の

残任期間とする。
（会長及び副会長）
第４条　審議会に会長及び副会長各１人を置く。
２　会長及び副会長は，委員の互選とする。
３　会長は，会務を統理し，会議の議長となる。
４ 　会長に事故があるときは副会長が，会長及び副会長に事故があるときは年長委員がその職務を代理

する。
（ 会議）
第 5条　審議会は，必要と認める場合に会長が招集する。ただし，委員の任期満了に伴い新たに組織さ

れた審議会の最初に開催される会議は，市長が招集する。
２　審議会は，委員の半数以上が出席しなければ，会議を開くことができない。
３ 　審議会の議事は，出席委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。
（専門部会）
第６条 　審議会の審議事項を専門的に審議するため，必要に応じて専門部会を置くことができる。
２　専門部会に部会長を置き，必要と認める場合に部会長が招集する。
（顧問）
第７条　必要がある場合には，審議会に顧問若干人を置くことができる。
（意見陳述）
第 ８条　会長は，必要があると認めるときは，委員以外の者を会議に出席させ，意見を聴くことができ

る。
（庶務）
第９条　審議会の庶務は，企画政策課において処理する。
（その他）
第１０条 　この規則に定めるもののほか，審議会の運営に関し必要な事項は，会長が別に定める。
　　　附　則
　この規則は，平成１６年１０月１２日から施行する。
附　則（平成２０年１２月２5日規則第5１号）
（施行期日）
１　この規則は，公布の日から施行する。
（経過措置）
２ 　この規則の施行の日後，最初に招集される審議会の会議は，改正後の第5条第１項の規定にかかわ

らず，市長が招集する。
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■薩摩川内市自治総合審議会委員名簿

区　分 所属団体等 氏　名 備　考

市内の公共
的団体の役
員及び職員

川内商工会議所 山元　浩義 副会頭

薩摩川内市商工会 今藤　尚一 会長

川内青年会議所 佐藤　壮一郎 直前理事長

薩摩川内市観光協会 山元　貞廣 副会長

甑島漁業協同組合
塩田　耕大郎

（岸　　幸　秀）
代表理事組合長

（参事）

薩摩川内市農業委員会 谷口　兼弘 会長

薩摩川内市教育委員会 ○ 三本　伴子 委員長職務代理者

さつま川内農業協同組合 四元　富夫 常務理事

薩摩川内市女性団体連絡協議会 宮元　泰子 理事

薩摩川内市社会福祉協議会 今別府　哲矢 会長

薩摩川内市体育協会 大六野　貞雄 副会長

薩摩川内市文化協会 後藤　文香 会長

川内市医師会 川原　裕一 会長

平佐東地区コミュニティ協議会 米丸　恭生 会長

朝陽地区コミュニティ協議会 平木場　了一 会長

長浜地区コミュニティ協議会 下野　千代男 会長

学識経験者

国土交通省九州地方整備局
川内川河川事務所 是沢　毅 所長

鹿児島県北薩地域振興局 丸岡　憲治 局長

鹿児島純心女子大学 犬塚　孝明 教授（国際人間学部）

元薩摩川内市監査委員 ◎ 若松　隆久

市長が必要
と認めた者

公募 小島　恵里

公募 橋渡　よし江

公募 吉満　祐市

公募 德田　勝章

公募 齊藤　公子

◎会長，○副会長，（　）書きは役職等の異動に伴う途中退任者
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■市民まちづくり研究会設置要領
（趣旨）
第 １条　薩摩川内市総合計画について調査及び検討するため，市民まちづくり研究会（以下「研究

会」という。）の設置及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。
（協議事項）
第２条　研究会は，次に掲げる事項について調査及び検討する。
　⑴　薩摩川内市総合計画上期基本計画の振り返りに関すること
　⑵　薩摩川内市総合計画基本構想に関すること
　⑶　都市文化ゾーンの振興方向に関すること
　⑷　田園文化ゾーンの振興方向に関すること
　⑸　海洋文化ゾーンの振興方向に関すること
　⑹　薩摩川内市総合計画下期基本計画の策定に向けた方針等に関すること
　⑺　前各号に掲げるもののほか，市長が必要と認めること。
（組織）
第３条　研究会は，委員１０人以内で組織する。
２　委員は，次に掲げる者について市長が委嘱する。
　⑴　市長が任命する者
　⑵　公募によって選出された者
（委員の任期）
第 ４条　委員の任期は，委嘱の日から平成２２年３月３１日までとする。ただし，委員が欠けた場合

における補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。
（会長及び副会長）
第5条　研究会に会長及び副会長各１人を置く。
２　会長及び副会長は，委員の互選とする。
３　会長は，会務を総括し，会議の議長となる。
４ 　会長に事故があるときは副会長が，会長及び副会長に事故があるときは年長委員がその職務を代

理する。
（会議）
第６条　研究会は，必要と認める場合に会長が招集する。
２　研究会は，委員の半数以上が出席しなければ，会議を開くことができない。
３ 　研究会の議事は，出席委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。
（意見陳述）
第 ７条　会長は，必要があると認めるときは，委員以外の者を会議に出席させ，意見を聴くことがで

きる。
（庶務）
第８条　研究会の庶務は，企画政策課において処理する。
（その他）
第９条　この要領に定めるもののほか，研究会の運営に関して必要な事項は別に定める。
　　　附　則
　この要領は，平成２１年４月１日から施行する。
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■市民まちづくり研究会委員名簿

区分 氏名 所属団体等 地域 備考

市長が任命
する者
（７名）

◎ 中俣　知大
建築士会

県副会長
川薩支部長

川内 まちづくりフォーラ
ム元代表

三本　釈世
Woman創ing会長
道づくりを考える薩摩川内
市女性の会副会長

川内 社会基盤分野
まちづくり団体

大重　義乗 薩摩川内市認定農業者会 祁答院 産業経済分野

波田野　誠 （有）諏訪温泉
代表取締役 入来 産業経済分野

○ 森薗　智子 吉川小学校校長 川内 教育文化分野

濵田　直樹 育英地区コミュニティ協議
会会長 川内 コミュニティ分野

久留　敏弘 川内市医師会副会長 川内 保健福祉医療分野

公募によっ
て選出され
た者（３
名）

竹内　利彦
㈲竹内建設取締役
元薩摩川内ブランド計画研
究会委員

川内 公募委員

川畑　安光 甑島漁業協同組合
上甑支所長 上甑 公募委員

原口　三浩 ㈱原口組代表取締役
児童民生委員 樋脇 公募委員

◎会長，○副会長
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■薩摩川内市総合計画策定部会設置要領
（趣旨）
第 １条　この要領は，薩摩川内市庁内会議規程（平成１８年薩摩川内市訓令第１１号）第２２条第１

項の規定に基づき，薩摩川内市総合計画策定部会（以下「部会」という。）の組織，運営等につい
て定めるものとする。

（任務）
第２条 　部会は，市長が別に定める薩摩川内市総合計画策定方針に基づき，総合計画の案を定める。
（組織）
第３条　部会は，部会長，副部会長及び部会員をもって組織する。
２　部会長は企画政策部長を，副部会長は総務部長をもって充てる。
３ 　部会員は，別表に掲げる職にある者その他会長が別に指名した者をもって充てる。
（部会長及び副部会長）
第４条　部会長は，部会を総括し，会議の議長となる。
２ 　副部会長は，部会長を補佐し，部会長に事故があるときは，副部会長がその職務を代理する。
（作業部会）
第 5条　部会長は，総合計画の案に関する事項を専門的に調査検討させ，及び総合計画の素案を作成

させるため，部会に作業部会を置くことができる。
２　作業部会の組織及び運営については，別に部会長が定める。
（報告）
第６条 　部会の調査研究の経過及び結果については，経営会議に報告しなければならない。
（庶務）
第７条　部会の庶務は，企画政策課において処理する。
（その他）
第８条 　この要領に定めるもののほか，部会の運営に関し必要な事項は，部会長が別に定める。
　　　附　則
　この要領は，平成２１年２月２３日から施行する。

●薩摩川内市総合計画策定部会員一覧

部 会 長 企 画 政 策 部 長

副 部 会 長 総 務 部 長

部 会 員

市 民 福 祉 部 長 農 林 水 産 部 長 商 工 観 光 部 長

建 設 部 長 教 育 部 長 消 防 局 長

水 道 局 長 議 会 事 務 局 長 危 機 管 理 監

工 事 検 査 監 市 政 広 報 官 環 境 対 策 監

会 計 管 理 監 企画政策部次長 樋 脇 支 所 長

入 来 支 所 長 東 郷 支 所 長 祁 答 院 支 所 長

里 支 所 長 上 甑 支 所 長 下 甑 支 所 長

鹿 島 支 所 長

事 務 局 企 画 政 策 課
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■薩摩川内市総合計画策定作業部会設置要領
（設置）
第 １条　薩摩川内市総合計画について庁内で検討するため「薩摩川内市総合計画策定作業部会」（以

下「作業部会」という。）を設置する。
（所管事務）
第２条　作業部会は，次の事項について調査研究し，審議を行う。
　⑴　上期基本計画の振り返りに関すること。
　⑵　下期基本計画の策定方針に関すること。
　⑶　都市文化ゾーン，田園文化ゾーン，海洋文化ゾーンの振興方向に関すること。
　⑷　その他，総合計画の案に関すること。
２ 　検討した内容については，薩摩川内市総合計画策定部会に意見として提出する。
（組織）
第３条　作業部会は，部会長，副部会長及び部会員をもって組織する。
２　部会長は企画政策課長を，副部会長は総務課長をもって充てる。
３　部会員は，別表に掲げる職にある者その他会長が別に指名した者をもって充てる。
（部会長及び副部会長）
第４条　部会長は，作業部会を総括し，会議の議長となる。
２ 　副部会長は，部会長を補佐し，部会長に事故があるときは，副部会長がその職務を代理する。
（任期）
第 5条　部会員の任期は，その任命の日から薩摩川内市総合計画策定部会に意見提出し，市長報告が

完了する日までとする。
（会議）
第６条　作業部会の会議は，部会長が招集する。
２ 　部会長は，必要があると認める場合は，部会員以外の者を会議に出席させ，その説明又は意見を

聞くことができる。
（庶務）
第７条　作業部会の庶務は，企画政策課において処理する。
　　　附　則
　この要領は，平成２１年２月２３日より施行する。

●薩摩川内市総合計画策定作業部会会員一覧

部 会 長 企 画 政 策 課 長

副 部 会 長 総 務 課 長

部 会 員

財 政 課 長 行政改革推進課長 コミュニティ課長

市 民 課 長 農 政 課 長 商 工 振 興 課 長

建 設 政 策 課 長 消 防 総 務 課 長 教 育 総 務 課 長

水 道 管 理 課 長

事 務 局 企 画 政 策 課
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■第1次薩摩川内市総合計画（基本構想の一部変更，下期基本計画）策定経過

実施時期 内 　 　 　 　 　 容 備 　 　 　 　 　 考

H21.2.23
総合計画策定部会（第１回）
策定作業部会（第１回）

策定体制，策定方針及び策定に向けた考え方

H21.5.11
総合計画策定部会（第２回）
策定作業部会（第２回）

見直し・策定のポイント

H21.5.15 市民まちづくり研究会（第１回） 総合計画の概要，見直し・策定のポイントなど

H21.5.21 執行会議（第４回） 見直し・策定のポイント

H21.5.30 市民まちづくり研究会（第２回） これまでのまちづくりについて（振り返り）

H21.6.2 策定作業部会（第３回） 振り返り（案）について　他

H21.6.5
第１次薩摩川内市総合計画基本構想・基本計画
の見直しに係る説明会

庁内作業等の説明

H21.6.5 市民まちづくり研究会（第３回）
振り返り，総合計画の展開に向けた基本的考え方，
下期基本計画の重点的取組

H21.6.26 市民まちづくり研究会（第４回） 下期基本計画の重点的取組

H21.7.3 市民まちづくり研究会（第５回）
下期基本計画の重点的取組，各ゾーンの振興方向に
ついて

H21.7.8 薩摩川内市自治総合審議会（第１回） 総合計画の概要，見直し・策定のポイントなど

H21.7.10 市民まちづくり研究会（第６回）
下期基本計画の重点的取組，各ゾーンの振興方向に
ついて，提言取りまとめ

H21.7.17 策定作業部会（第４回）
振り返り及び今後の展開方向，基本構想（案）につ
いて

H21.7.27 執行会議（第４回） 振り返り及び今後の展開方向（暫定版）について

H21.7.27～10.13 まちづくり意見交換会 市内４8地区コミュニティ協議会を対象に実施

H21.8.3 市民まちづくり研究会提言書の提出 提言書の提出

H21.8.10 執行会議（第8回）
振り返り及び今後の展開方向（暫定版）及び基本構
想（案）について

H21.8.12 策定作業部会（第５回）
振り返り及び今後の展開方向（暫定版）及び基本構
想（案），中長期財政運営指針について

H21.8.17 策定作業部会（第６回） 中長期財政運営指針について

H21.8.24 執行会議（第１0回）
振り返り及び今後の展開方向（暫定版）及び基本構
想（案）についての了承

H21.8.27 策定作業部会（第７回） 中長期財政運営指針について

H21.9.10～10.13 パブリックコメント（市民意見公募手続き） 基本構想（案）のパブリックコメント実施

H21.9.24 薩摩川内市自治総合審議会（第2回） 基本構想（案）の諮問
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実施時期 内 　 　 　 　 　 容 備 　 　 　 　 　 考

H21.9.28 策定作業部会（第8回） 下期基本計画（案）の検討

H21.10.6 薩摩川内市自治総合審議会（第3回） 基本構想（案）について

H21.10.15 薩摩川内市自治総合審議会（第4回） 基本構想（案）について，答申（案）について

H21.10.20 策定作業部会（第9回） 中長期財政運営指針，下期基本計画（案）の検討

H21.11.6 執行会議（第14回） 基本構想（案）の了承

H21.11.12 第1次薩摩川内市総合計画基本構想（案）答申 基本構想（案）に対する答申

H21.11.16 経営会議（第7回） 基本構想（上程案）の決定

H21.11.20
策定部会（第3回）
策定作業部会（第10回）

下期基本計画（案）について

H21.11.24 執行会議（第15回） 下期基本計画（案）の了承

H21.12.1 薩摩川内市自治総合審議会（第5回） 下期基本計画（案）の諮問

H21.12.14 12月議会定例会
基本構想（案）の上程（議案第１９４号第１次薩摩
川内市総合計画基本構想を一部変更するについて）

H21.12.18 薩摩川内市自治総合審議会（第６回） 下期基本計画（案）について

H21.12.21～ 
H22.1.22

パブリックコメント（市民意見公募手続き） 下期基本計画（案）のパブリックコメント実施

H22.1.21～22及び
H22.1.29

薩摩川内市総合計画基本構想審査特別委員会 基本構想（案）の審議

H22.1.14 薩摩川内市自治総合審議会（第7回） 下期基本計画（案）について

H22.1.27 薩摩川内市自治総合審議会（第8回） 下期基本計画（案）について

H22.2.5 薩摩川内市自治総合審議会（第9回） 下期基本計画（案）について，答申（案）について

H22.2.16
第1次薩摩川内市総合計画下期基本計画（案）
答申

下期基本計画（案）に対する答申

H22.2.22 執行会議（第２0回） 下期基本計画（最終案）の検討

H22.2.24 3月議会定例会 基本構想の議決

H22.3.23 経営会議（第8回） 下期基本計画（最終案）の検討

H22.3.25 市議会議員全員協議会 下期基本計画の説明

H22.3.25 第1次薩摩川内市総合計画下期基本計画の決定
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■薩摩川内市自治総合審議会への諮問・答申（基本構想案）

薩 企 政 第 ７ ７ ４ 号　
平 成 ２ １ 年 ９ 月 ２ ４ 日　

　薩摩川内市自治総合審議会
　会長　　若　松　隆　久　殿

薩摩川内市長　　岩　切　秀　雄　　　

　　　第１次薩摩川内市総合計画基本構想案について（諮　問）

　第１次薩摩川内市総合計画基本構想を策定するため，別紙の基本構想案について，地

方自治法及び薩摩川内市の附属機関に関する条例の規定により，貴審議会の意見を求め

ます。

　なお，答申は，平成２１年１０月１5日までにお願い申し上げます。

平成２１年１１月１２日

　薩摩川内市長　　岩切　秀雄　殿

　　薩摩川内市自治総合審議会　　　　
会長　　若　松　隆　久　　　

　　　第１次薩摩川内市総合計画基本構想（案）に対する意見について（答申）

　平成２１年９月２４日付け薩企政第７７４号で諮問のあった事項については，十分審
議を重ねた結果，おおむね適切であると判断したので，別紙の意見を付して，ここに答
申します。
　なお，簡潔で分かりやすい表現に心掛けるとともに，意味の分かりづらい用語等につ
いては注釈を付ける等，文言整理されたい。
　また，誤字訂正及び文言整理等については，一任します。
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（別紙）

・ 　我が国の社会経済情勢の記載及び今後の総合計画策定に当たっては，政権交代によ
る国の政策の動向等を注視しつつ適切に反映されたい。

・ 　人口減少は市政に大きな影響を与えることから，厳しい状況であることを表現化さ
れたい。

・ 　最高規範である自治基本条例の基本理念に従ってまちづくりを進めていくことをよ
り明確に表現されたい。

・ 　原子力発電所３号機及び産業廃棄物最終処分場の問題については，市政運営及び施
策事業に影響があることから，今後の推移を見極め，適切に対処されたい。

・ 　ゴールド集落対策は，喫緊の課題であることから，重点的に取り組まれるとともに
“活力と豊かさを感じるゴールド集落”の創出に向けた総合的な対策を早急に講じら
れたい。

・ 　地域特性を活かし，市民が住むことに誇りを持ち，若者や子育て世代をはじめ，各
年代層にとっても魅力あるまちづくりを推進されたい。

・ 　九州新幹線や南九州西回り自動車道の高速交通体系の整備が，定住促進や観光ルー
トの確立につながる施策を検討されたい。

・ 　自治会未加入者の割合が年々増加していることから，自治会の加入率を高めるため
の具体的取組について早急に検討されたい。

■薩摩川内市自治総合審議会への諮問・答申（下期基本計画案）

薩 企 政 第 １ ０ 5 ９ 号　
平 成 ２ １ 年 １ ２ 月 １ 日　

　薩摩川内市自治総合審議会
　会長　　若　松　隆　久　殿

薩摩川内市長　　岩　切　秀　雄　　　

　　　第１次薩摩川内市総合計画下期基本計画案について（諮問）

　第１次薩摩川内市総合計画下期基本計画を策定するため，別紙の下期基本計画案につ
いて，地方自治法及び薩摩川内市の附属機関に関する条例の規定により，貴審議会の意
見を求めます。
　なお，答申は，平成２２年２月5日までにお願い申し上げます。
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平 成 ２ ２ 年 ２ 月 １ ６ 日　

　薩摩川内市長　　岩切　秀雄　殿

　薩摩川内市自治総合審議会 　　　
会長　　若　松　隆　久　　　

　　　第１次薩摩川内市総合計画下期基本計画（案）に対する意見について（答申）

　平成２１年１２月１日付け薩企政第１０5９号で諮問のあった事項については，十分
審議・検討を重ねた結果，おおむね適切であると判断したので，別紙の意見を付して，
ここに答申します。
　なお，簡潔で分かりやすい表現に心掛けるとともに，意味の分かりづらい用語等につ
いては注釈を付ける等，文言整理されたい。
　また，誤字訂正及び文言整理等については，一任します。

（別紙）

第1章　コミュニティを活かし地域力を育むまちづくり【コミュニティ】
　・ 　地区コミュニティ協議会は，地域における活動の中核となるものであることか

ら，多様化する活動への一層の助言及び支援等を講じられたい。
　・ 　ゴールド集落について，地域住民がいきいきと光り輝き，住み慣れた地域に安心

して住み続けられるよう支援を行うとともに，定住の促進や自治会活動の活性化に
資する施策の展開に努められたい。

第２章　健康で共に支え合うまちづくり【保健福祉】
　・ 　地域と家庭との関わりが希薄化している現状の中で，高齢者や社会的立場や生活

基盤の弱い家庭等に対し，地域が支え，見守る支援体制の構築に努められたい。
　・ 　子育てと仕事が両立できる環境づくりや子育てに要する経済的負担の軽減など，

子育て支援についてより一層の対策を講じられたい。
　・ 　甑島をはじめ市内における医師・医療従事者の確保対策については万全を期され

たい。
第３章　地域の特色を活かした教育・文化のまちづくり【教育文化】
　・ 　児童生徒のための適切な教育環境整備を図るために，小・中学校の適正規模化等

の検討を進められたい。
　・ 　スポーツ合宿が年々増加し，地域の振興につながることが期待されることから，

合宿やスポーツイベントの誘致に力を入れるとともに，受入態勢の充実と合宿所の
確保について取り組まれたい。

　・ 　生涯学習は地域力の向上につながることから，生涯学習施設の充実，専門知識や
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技術を持った人材の育成や利活用等に努められたい。
　・ 　文化は豊かな人間性や生活の質の向上，また，都市や地域としての魅力を高める

有力な情報資源であることから，更なる啓発・振興に努められたい。
第４章　誰もが安心して快適に暮らせるまちづくり【生活環境】
　・ 　防災対策について，ハード・ソフトの両面から防災・減災対策を進められたい。
　・ 　市民の安全・安心・信頼を確保するため，事業者に対し，川内原子力発電所の情

報公開及び徹底した安全運転・点検等の充実・強化を強く要請されたい。
　・ 　政府は，温室効果ガスの排出量を平成２年比で２5％削減するという高い目標を

表明していることから，国の環境政策の動向を見極めつつ，対策を講じられたい。
第５章　地域力を発揮し産業活力を創出するまちづくり【産業振興】
　・ 　市の総合的な情報を積極的に発信するよう，市民と一体となってシティセールス

に努められたい。
　・ 　農林水産業の従事者が高齢化している現状に鑑み，生産者が生きがいと所得向上

を得られる施策を展開するとともに，農山漁村の交流人口が増加するような活性化
策に取り組まれたい。

　・ 　高速交通体系の整備により，都市圏との距離が短縮されることから，本市の魅力
ある地域資源をネットワーク化させた「地域連携型観光圏」の創出を図られたい。

　・ 　甑島の観光案内所を拠点に，「島の魅力」を活かした通年型観光を目指した振興
策を推進されたい。

　・ 　新エネルギー関連産業及び次世代自動車関連産業等の新規成長分野の企業立地の
促進を図り，雇用の確保に努められたい。

第６章　都市力を創出するまちづくり【社会基盤】
　・ 　九州新幹線鹿児島ルートの全線開業や南九州西回り自動車道の整備進捗に合わ

せ，本市の人口減少に歯止めをかけるよう，定住促進対策を更に研究されるととも
に，交流人口の増加策についても取り組まれたい。

　・　複合拠点施設の整備や活用の方向性について検討を進められたい。
　・ 　高齢者等の交通手段の確保が懸念される地域があることから，更なるコミュニ

ティバスの運行の効率化を図るとともに，デマンド交通や大循環バスの運行にあ
たっては，住民の利便性が高まるよう取り組まれたい。

第７章　みんなで進める市民参画のまちづくり【市民参画】
　・ 　市政や地域に関する情報が適切に一人ひとりの市民に伝わり，市民参画が促進さ

れるような広聴広報活動に努められたい。
　・　男女共同参画社会の推進のため，より一層の啓発を図られたい。
第８章　持続可能な行財政運営の推進と　　　　　　　　
　　　　　政策形成能力の向上によるまちづくり【都市経営】
　・　類似施設や有効活用されていない施設等について見直しを進められたい。
　・ 　今後，本市の人口が１０万人以下となることが想定され，また，地方交付税の大

幅な減少が予想されるため，人口減少・高齢化の進行による様々な影響を十分勘案
した行財政運営を推進されたい。

横断的事項
・ 　魅力あるまちづくりに向けた努力と市民が合併効果を実感できる施策展開を推進さ

れたい。
・ 　人材なくして地域の発展はないとの観点から，行政と民間が一体となり，まちづく

りや地域の活性化に資する人材・組織の育成に取り組まれたい。
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■個別計画一覧      

基本方針 個別の指針・計画の名称 策定年月日 
予定は（）書 開始年度 完了年度 計画期間終了後

の対応等
新たな計画等

の期間 主管課

第１章
コミュニティを活
かし地域力を育む
まちづくり
【コミュニティ】

市民活動促進基本指針 Ｈ１8.３ Ｈ１8 - - - コミュニティ課

第２章
健康で共に支え合
うまちづくり
【保健福祉】

健康さつませんだい２１ Ｈ１９.３.8 Ｈ１９ Ｈ２２

計 画 期 間 を
Ｈ２３年度まで
延長・新たに策
定

Ｈ２４～３３
１0年間 市民健康課

薩摩川内市母子保健計画 Ｈ１９.３.8 Ｈ１９ Ｈ２３ 計画期間を延長 Ｈ２４～３３ 
１0年間 市民健康課

薩摩川内市地域福祉計画 Ｈ１９.３.２７ Ｈ１９ Ｈ２３ 見直し・計画期
間を延長

Ｈ２４～２8 
５年間 福祉課

老人福祉計画 Ｈ２１.３ Ｈ２１ Ｈ２３ 新たに策定 Ｈ２４～２６ 
３年間 高齢・障害福祉課

障害者計画 Ｈ１９.３.３0 Ｈ１8 Ｈ２３　 新たに策定 Ｈ２４～２９ 
６年間 高齢・障害福祉課

障害福祉計画 Ｈ２１.３ Ｈ２１ Ｈ２３ 未定 未定 高齢・障害福祉課

介護保険事業計画 Ｈ２１.３ Ｈ２１ Ｈ２３ 新たに策定 Ｈ２４～２６ 
３年間 国保介護課

薩摩川内市特定健康診査
等実施計画 Ｈ２0.１ Ｈ２0 Ｈ２４ 新たに策定 Ｈ２５～２９ 

５年間 国保介護課

薩摩川内市次世代育成支
援対策地域行動計画 Ｈ１７.３ Ｈ１７ Ｈ２６ 中間見直し

（Ｈ２２.３）
Ｈ２２～２６ 

５年間 子育て支援課

第３章
地域の特色を活か
した教育・文化の
まちづくり
【教育文化】

薩摩川内市生涯学習推進
計画 Ｈ１９ Ｈ２0 Ｈ２６ - - コミュニティ課

子ども読書活動推進計画 Ｈ１７.３ Ｈ１７ Ｈ２１ 計画期間を延長 Ｈ２２～２６ 
５年間 図書館

第４章
誰もが安心して快
適に暮らせるまち
づくり
【生活環境】

薩摩川内市地域防災計画 Ｈ１７.３.２４ Ｈ１７ - - - 防災安全課
薩摩川内市原子力防災計
画 Ｈ１６.１0.１２ Ｈ１６ - - - 防災安全課

薩摩川内市交通安全計画 Ｈ１8.１２.２8 Ｈ１8 Ｈ２２ 新たに策定 Ｈ２３～２７ 
５年間 防災安全課

薩摩川内市国民保護計画 Ｈ１９.２.１９ Ｈ１９ - - - 防災安全課
災害時要援護者避難支援
計画 Ｈ２２.２.１ Ｈ２１ - - - 防災安全課

薩摩川内市環境基本計画 Ｈ１９.９ Ｈ１９ Ｈ２６ 見直し・新たに
策定

Ｈ２７～３６ 
１0年間 環境課

薩摩川内市一般廃棄物処
理計画　ごみ処理基本計
画

Ｈ１8.１0.１0 Ｈ１8 Ｈ３２

中間目標年度を
Ｈ ２ ２ 年 度 と
Ｈ２７年度とし
見直し

Ｈ３３～４７ 
１５年間 環境課

薩摩川内市一般廃棄物処
理計画　生活排水処理基
本計画

Ｈ１７.９.１ Ｈ１７ Ｈ３１ - - 環境課

第５章
地域力を発揮し産
業活力を創出する
まちづくり
【産業振興】

薩摩川内ブランド計画 Ｈ２１.３ Ｈ２１ Ｈ２６ 未定 未定 シティセールス 
推進準備室
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基本方針 個別の指針・計画の名称 策定年月日 
予定は（）書 開始年度 完了年度 計画期間終了後

の対応等
新たな計画等

の期間 主管課

第５章
地域力を発揮し産
業活力を創出する
まちづくり
【産業振興】

薩摩川内市農業振興基本
計画 Ｈ２0.３ Ｈ２0 Ｈ２４ 見直し Ｈ２５～２９ 

５年間 農政課

経営基盤強化促進法に基
づく薩摩川内市基本構想 Ｈ１8.３ Ｈ１8 Ｈ２２ 見直し Ｈ２３～２７ 

５年間 農政課

薩摩川内農業振興地域整
備計画 Ｈ２0 Ｈ２１ Ｈ２５ 見直し Ｈ２６～３0 

５年間 農政課

薩摩川内市鳥獣被害防止
計画 Ｈ２２.３ Ｈ２１ Ｈ２３ 見直し Ｈ２４～２６ 

３年間
農政課 

林務水産課

薩摩川内市食育・地産地
消推進計画 Ｈ１９.３ Ｈ１９ -

見直し・計画期
間の設定 

（Ｈ２２年度）

Ｈ２３～２７ 
５年間 農政課

薩摩川内市バイオマスタ
ウン構想 （Ｈ２３） Ｈ２４ Ｈ２8 - - 農政課

薩摩川内市環境保全型農
業推進方針 Ｈ１９.４.２ Ｈ１９ - 見直し予定 

（Ｈ２２年度） - 農政課

農業農村整備事業管理計
画 毎年度更新 - - - - 耕地課

薩摩川内市農村環境計画 Ｈ２0.３ Ｈ２0 - 上位計画の変更
により見直し - 耕地課

森林整備計画 Ｈ１７.４ Ｈ１７ Ｈ２１ ５年毎に見直し Ｈ２２～３１ 
１0年間 林務水産課

薩摩川内市中心市街地活
性化基本計画 Ｈ２0.１２ Ｈ２１ Ｈ２５ 必要に応じ見直

しを予定 - 商工振興課

薩摩川内市観光振興基本
構想 Ｈ１９.３ Ｈ１９ Ｈ２６ - - 観光課

第６章
都市力を創出する
まちづくり
【社会基盤】

既設公的賃貸住宅等活用
計画 Ｈ１8.３ Ｈ１8 Ｈ２７

中間見直し 
（Ｈ２２） 

（「公営住宅等
長寿命化計画」

に移行）"

Ｈ２２～３１ 
１0年間 建築住宅課

薩摩川内市緑の基本計画 （Ｈ２３） Ｈ２３ Ｈ３７ - - 建設整備課
公共サイン計画 Ｈ１６.１0 Ｈ１６ - - - 都市計画課
薩摩川内市都市計画マス
タープラン Ｈ１９.３.３0 Ｈ１９ Ｈ３8 - - 都市計画課

川内駅周辺地区土地区画
整理事業　事業計画 Ｈ１５.７ Ｈ１５ Ｈ２２

計画期間を延長
（Ｈ２２年度：

計画変更）

Ｈ１５～２５ 
8年間 都市計画課

川内駅周辺地区土地区画
整理事業　実施計画 Ｈ１５.７ Ｈ１５ Ｈ２２

計画期間を延長
（Ｈ２２年度：

計画変更）

Ｈ１５～２５ 
8年間 都市計画課

温泉場土地区画整理事業
事業計画

Ｈ１３.１ 
Ｈ２0.９.９
（計画変更）

Ｈ１２ Ｈ３0 - - 入来区画整理
推進室

温泉場土地区画整理事業
実施計画

Ｈ１３.１ 
Ｈ２0.１１.１９

（計画変更）
Ｈ１２ Ｈ３0 - - 入来区画整理

推進室

温泉場土地区画整理事業
都市再生整備計画 Ｈ１8.３ Ｈ１8 Ｈ２２ - - 入来区画整理

推進室
天辰第一地区土地区画整
理事業　事業計画 Ｈ１0.２ Ｈ９ Ｈ２５ - - 天辰区画整理

推進室
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基本方針 個別の指針・計画の名称 策定年月日 
予定は（）書 開始年度 完了年度 計画期間終了後

の対応等
新たな計画等

の期間 主管課

第６章
都市力を創出する
まちづくり
【社会基盤】

天辰第一地区土地区画整
理事業　実施計画 Ｈ１0.２ Ｈ９ Ｈ２５ - - 天辰区画整理

推進室
天辰第一地区土地区画整
理事業　都市再生整備計
画

Ｈ２１.３ Ｈ２１ Ｈ２５ - - 天辰区画整理
推進室

天辰第二地区土地区画整
理事業　事業計画 （Ｈ２２） Ｈ２２ 未定 - - 天辰区画整理

推進室
天辰第二地区土地区画整
理事業　実施計画 （Ｈ２２） Ｈ２２ 未定 - - 天辰区画整理

推進室
向田地区かわまちづくり
計画 未定 未定 - - - 建設政策課

地域情報化計画 Ｈ１５.１２ Ｈ１６ Ｈ２６ 新たに策定 Ｈ２７～３６ 
１0年間 情報政策課

国土利用計画　薩摩川内
市計画 未定 未定 - - - 企画政策課

第７章
みんなで進める市
民参画のまちづく
り
【市民参画】

薩摩川内市男女共同参画
基本計画 Ｈ１8.３ Ｈ１8 Ｈ２７ - - コミュニティ課

第8章
持続可能な行財政
運営の推進と政策
形成能力の向上に
よるまちづくり
【都市経営】

薩摩川内市定員適正化方
針（第２次） Ｈ２２.３ Ｈ２２ Ｈ２６ - - 行政改革推進課

薩摩川内市職員人材育成
基本方針 Ｈ１8.３ Ｈ１8 Ｈ２１ 新たに策定 Ｈ２２～２６ 

５年間 総務課

薩摩川内市公有財産利活
用基本方針 Ｈ２２.３ Ｈ２２ Ｈ２６ - - 行政改革推進課

薩摩川内市市政改革大綱
（第２次） Ｈ２２.３ Ｈ２２ Ｈ２６ - - 行政改革推進課

薩摩川内市市政改革大綱
改革アクションプラン
（第２次）

Ｈ２２.３ Ｈ２２ Ｈ２６ - - 行政改革推進課

薩摩川内市外郭団体見直
し指針（第２次） Ｈ２２.４ Ｈ２２ Ｈ２６ - - 行政改革推進課

薩摩川内市中長期財政運
営指針

Ｈ１６.１１.９ 
Ｈ１９.１0（一部

改定） 
Ｈ２２.３（一部改

定）

Ｈ１６ Ｈ２６ - - 財政課

一体化躍動プラン

薩摩川内版地域力創造プ
ログラム Ｈ２１.３ Ｈ２１ Ｈ２６ - - 企画政策課

薩摩川内市教育振興基本
計画 （Ｈ２２.１0） Ｈ２２ Ｈ２６ - - 教育総務課

薩摩川内市過疎地域自立
促進計画 Ｈ１６.１２ Ｈ１７ Ｈ２１ 未定 未定 企画政策課

辺地総合整備計画（５年
計画） 区域により異なる - - - - 企画政策課

薩摩川内市定住自立圏共
生ビジョン Ｈ２２.３ Ｈ２２ Ｈ２６ - - 企画政策課

薩摩川内市ふるさと景観
計画 Ｈ２0.１１ Ｈ２１ Ｈ２６ - - 都市計画課



■表紙の説明
　「おるか　おるか　ここに来て障子を開けぇ」と大きな声で，毎年大晦日の夜，子どものいる家々を訪れる「甑島
のトシドン」は，鹿児島県薩摩川内市下甑島の伝統行事で，昭和５２年に国の重要無形民俗文化財に指定され，平成
２１年９月には国連教育科学文化機関（ユネスコ）の無形文化遺産に追加登録されました。
　トシドンの行事がいつ頃どのようにして行われるようになったのか，その起源についての詳細な記録はありま
せんが，古くから下甑の各地域で受け継がれてきました。現在，手打港・手打麓・手打本町・片野浦・瀬々野浦・青瀬に
保存会があります。
　トシドンは天上界にいて，子供達のことを見守りながら，大晦日になると「首切れ馬」に乗って，従者を従えて子
供のいる家々を訪れ，その年の子供の素行や行儀に対し，悪戯をしないよういましめたり，さとしたりします。
　最後に，来る年を良い子であるよう約束を交わし大きな餅を与えます。この餅は年餅や年霊（トシダマ）と呼ば
れ，トシドンにもらうことで無事に年を一つとることができると言われています。
　トシドンは子供達の健やかな成長と幸福を願う「年神様」であり，しつけや情操教育にも役立っていると言われ
ています。

第１次薩摩川内市総合計画
基本構想(一部変更)・下期基本計画
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